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車両の画像は一例です。実際に販売される製品は異なる場合があります。
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はじめに

ようこそ
このたびは、Jeep®をご購入いただき、誠にありがとうございます。高度な技術、特徴あるスタイル、高品質にご満足いただけるものと確信しております。

この車は多目的車です。従来の乗用車では意図されていない場所でも走行することができます。オン・ロード、オフ・ロードともに、ほかのどの乗用車とも違った操作性を備えていま
す。時間をかけてゆっくりと車に慣れ親しんでください。ご購入いただいた車を運転される前に、この「取扱説明書」の情報を必ずお読みください。車の操作方法、特にブレーキやス
テアリング、トランスミッションおよびトランスファ・ケースのシフト操作などについて十分にご理解ください。また、様々な路面状況でのクルマの挙動についての説明もあわせてお読
みください。慣れと経験により運転技術が向上します。オフ・ロードでの走行中または車両についての作業時は、車に負担をかけすぎないようご注意ください。車が物理的な自然法
則を上回ると考えるのはとても危険です。運転時には、必ず当該地域の交通法規に従ってください。この種の車に共通することですが、運転操作を誤ると操縦性を失い、衝突事故
につながるおそれがあります ⇨ ページ 154。

お客様に車の運転および点検整備の方法などをご理解いただくために、この取扱説明書は専門の整備士およびエンジニアの協力のもとに作成されております。お客様向けの案内
文書もお車に積まれております。この情報には、FCA International Operations LLC（FCAIO）がお客様に提供するサービスの説明およびその有効性を維持するための詳細な条件が
記載されています。初めて車両を運転される前に、時間をかけてこれらの資料をよくお読みください。本書には、車を安全かつ快適に運転していただくための指示、推奨事項、ヒン
ト、および重要な警告が記載されています。

本書では、この車両のすべてのモデルについて説明しています。特定の市場またはモデルに固有のオプションおよび装備は本文中に明記されていません。したがって、ご購入いた
だいたグレード、エンジン、およびモデルに関連する情報のみを考慮してください。オーナー用情報の内容は、お客様の車両に適用される場合と適用されない場合がありますが、
「タイプ別装備」という用語で識別されています。本書記載のすべてのデータは、最良の方法で車両を使用いただくことを目的としております。当社は生産する車両を絶えず改善して
いくことを目指しています。このため、技術的または商業的な理由で、記載されているモデルを変更する権利を保有しています。詳細については、正規ディーラーにお問い合わせく
ださい。

整備に関してお客様の Jeep®を最も良く知っているのは正規ディーラーです。正規ディーラーは、訓練された技術者および Mopar®純正部品を用意し、お客様に満足していただけ
るよう常に細心の注意を払っています。
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重要なお知らせ
本書の記載内容は出版時点での最新情報です。当社は、事前の予告なしに本書に訂
正を加える権利を有するものとします。

本書には、標準仕様の装備と特別仕様の装備についての説明が記載されております。
したがって、本書記載の装備およびアクセサリには、お客様の車に装備されていないも
のもあります。

メモ :
初めて車を運転する前および部品・アクセサリ類を装着・設置する前、またはその他の
変更をする前に必ず本書をお読みください。

交換部品やアクセサリ類が数多く市販されていますが、これらの部品を取り付けた場合
のお車の安全性については、FCAIO は保証いたしかねます。また、そうした交換部品が
公認されている場合（一般的に使用されている部品や公認の設計に基づいて製造され
た部品など）、あるいは交換取り付け後に個別に使用が許可された場合も、後で取り付
けた部品によりお車の安全性が損なわれないという保証はありません。したがって、専
門整備士や正規ディーラーであっても責任を負えないことがあります。FCAIO は、FCAIO
純正部品、または FCA で推奨した部品が、正規ディーラーで取り付けられた場合にの
み保証するものとします。これは、ご購入いただいた後で FCAIO の車両に何らかの改
造を行った場合も同様です。

FCAIO が供給する部品以外は保証の対象にはなりません。また、当社以外から供給さ
れた部品、構成部品、装備、材料、または添加剤の取り付けおよび使用が原因で必要
となった修理および調整の費用は、保証の対象外となります。さらに、FCAIO の仕様に
適合しない改造が原因で生じた損傷、または状態の修理費用も保証の対象外です。

FCAIO は、以前に生産された車について何ら義務を負うことなく、設計および仕様を変
更し、製品への追加・改良を行う権利を有するものとします。

横転に関する警告
多目的車は、他の車種より横転する確率が非常に高くなります。この車両は、他の多く
の乗用車に比べて車高と重心位置が高くなっています。これにより、各種オフ・ロード用
途で高い性能を発揮します。しかし、どのような車であっても、安全性を無視した運転を

すれば制御不能に陥る恐れがあります。特にこの車は重心位置が高いため、制御不能
になると他の車が横転しないケースでも、横転するおそれがあります。

急にカーブを曲がったり、不意な操縦を試みたりといった無謀な運転は、車が制御不能
になる恐れがありますのでおやめください。安全運転を怠ると、衝突事故、車の横転、
重傷や死亡事故につながる恐れがあります。慎重な運転を心がけてください。

横転警告ラベル

シートベルトを着用していないと、重傷または死亡につながる恐れがあります。横転事
故において、シートベルトを着用していない場合は、着用している場合と比べ、死亡率
が非常に高くなります。必ずバックルを締めてください。

記号説明 - 危険、警告および注意

警告! この記載は、衝突事故やけが、死亡につ
ながる恐れのある運転操作などに適用さ
れます。
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注意！
この記載は、車に損傷を与える恐れのあ
る操作などに適用されます。

メモ：
取り付け、操作、信頼性を改善するため
の提案です。これに従わないと、損傷が
発生することがあります。

ヒント：
製品や機能をより使いやすくするための
一般的なアイデア／解決策／提案です。

ページ参照矢印
これを参照すると、特別な機能について
の詳細な情報が得られます。

脚注
その項目に付随する補足／該当情報で
す。

重要な情報を見逃すことのないよう、本書をよくお読みください。注意および警告には必
ず従ってください。

車両の改造／変更 
警告!

この車両を改造または変更した場合、その走行性能と安全性が大きな影響を受け、
重傷や死亡につながる衝突事故を引き起こす恐れがあります。

記号用語集
車両構成部品の一部には、この構成部品を使用する際に遵守すべき注意事項を示す
色付きのラベルが貼付されているものがあります。車両運転の際は、すべての警告に
従うことが重要です。

装備オプションやその時点の車両の状態によっては、警告灯や表示灯が異なることが
あります。一部の表示灯はオプションであり、表示されないことがあります。

赤色警告灯

エアバッグ警告灯

⇨ ページ 116

ブレーキ警告灯

⇨ ページ 116

ドア・オープン警告灯

⇨ ページ 116

電動パワー・ステアリング（EPS）故障警告灯

⇨ ページ 116

エレクトロニック・スロットル・コントロール（ETC）警告灯

⇨ ページ 117

エンジン・クーラント温度警告灯

⇨ ページ 117

ボンネット・オープン警告灯

⇨ ページ 117

油圧警告灯

⇨ ページ 117
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赤色警告灯

オイル温度警告灯

⇨ ページ 117

シートベルト・リマインダ警告灯

⇨ ページ 117

スイング・ゲート・オープン警告灯

⇨ ページ 117

トランスミッション温度警告灯

⇨ ページ 118

車両セキュリティ警告灯

⇨ ページ 118

黄色警告灯

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）警告灯

⇨ ページ 118

エレクトロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）作動警告灯

⇨ ページ 118

黄色警告灯

エレクトロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）OFF 警告灯

⇨ ページ 119

フューエル・フィラ・キャップ緩み警告灯

⇨ ページ 119

残燃料警告灯

⇨ ページ 119

ウォッシャ液不足警告灯

⇨ ページ 119

エンジン点検／警告灯（MIL）

⇨ ページ 119

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）整備警告灯

⇨ ページ 119

前面衝突警報（FCW）整備警告灯

⇨ ページ 119

START&STOP システム整備警告灯

⇨ ページ 120
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黄色警告灯

スウェイ・バー異常警告灯

⇨ ページ 120

タイヤ・プレッシャ・モニタリング・システム（TPMS）警告灯

⇨ ページ 120

黄色表示灯

4WD 表示灯

⇨ ページ 120

「4WD LOW」表示灯

⇨ ページ 120

4WD パート・タイム表示灯

⇨ ページ 121

アクスル・ロッカ異常表示灯

⇨ ページ 121

前面衝突警報（FCW）OFF 表示灯

⇨ ページ 121

フロントおよびリヤ・アクスル・ロック表示灯

⇨ ページ 121

黄色表示灯

ニュートラル表示灯

⇨ ページ 121

リヤ・アクスル・ロック表示灯

⇨ ページ 121

リヤ・フォグ表示灯

⇨ ページ 121

スウェイ・バー表示灯

⇨ ページ 121

緑色表示灯

4WD オート表示灯

⇨ ページ 121

フロント・フォグ表示灯

⇨ ページ 121

駐車灯／ヘッドライト表示灯

⇨ ページ 121
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緑色表示灯

START&STOP システム作動表示灯

⇨ ページ 121

方向指示表示灯

⇨ ページ 122

白色表示灯

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）レディ表示灯

⇨ ページ 122

2WD HIGH 表示灯

⇨ ページ 122

白色表示灯

ヒル・ディセント・コントロール（HDC）表示灯

⇨ ページ 122

Selec-Speed Control 表示灯

⇨ ページ 122

青色表示灯

ハイ・ビーム表示灯

⇨ ページ 122

12 はじめに



車両の概要

キー 
キー・フォブ

車両には、パッシブ・エントリ、リモート・キーレス・エント
リ（RKE）、Keyless Enter-N-Go™（タイプ別装備）の機能を
サポートするキー・フォブが装備されています。キー・フォ
ブを使用して、約 20m（66 フィート）以内の距離から、ド
アおよびスイング・ゲートをロックまたはロック解除できま
す。システムを作動させる場合、キー・フォブを車の方向
に向ける必要はありません。キー・フォブにはメカニカ
ル・キーも付いています。

メモ :
● キー・フォブの無線信号は、キー・フォブが携帯電話、

ノート・パソコン、またはその他の電子機器のそばに
置かれていると、それと干渉することがあります。この
場合は性能が低下することになります。

● イグニッション・オンで車両が 2 mph (4 km/h)で走行
すると、RKE の作動はすべて OFF になります。

警告!

キー・フォブからメカニカル・キーをリリース・ボタンを押
して取り外す際は、身体、特に目や損傷を受けやすい
衣類などの物に向けないようにしてください。

注意!

キー・フォブに大きな電気的衝撃を与えると、キー・フ
ォブ内の電気構成部品が損傷することがあります。キ
ー・フォブ内の電子機器の作動を完全に保つには、キ
ー・フォブを直射日光にさらさないでください。

キー・フォブ

1 — メカニカル・キー・リリース・ボタン
2 - LED ランプ
3 - 「Unlock（ロック解除）」ボタン
4 — 「Lock（ロック）」ボタン

メモ :
● ボタンを押してもイグニッション・スイッチが切り替わら

ない場合は、キー・フォブの電池残量が少ないか切れ
ています。キー・フォブの電池残量が低いことは、イン
ストルメント・パネルのメッセージで表示されるか、キ
ー・フォブの LED ライトでわかります。キー・フォブの
ボタンを押してもキー・フォブの LED ライトが点灯しな
い場合は、キー・フォブの電池を交換する必要があり
ます。

● キー・フォブ・バッテリの処理が不適切な場合、環境
にとって有害になることがあります。バッテリの適切な
廃棄については、正規ディーラーにお問い合わせくだ
さい。

ドアおよびスイング・ゲートを施錠／解錠
するには

キー・フォブの「Unlock（ロック解除）」ボタンを 1 度押して
放すと、運転席側のドアが解錠します。2 度押すとすべ
てのドアとスイング・ゲートが解錠します。ドアをすべて施
錠するには、「Lock（ロック）」ボタンを 1 回押します。

ドアが解錠されると、方向指示器が点滅します。ドアが
施錠されると、方向指示灯が点滅します。

メモ :
「Unlock（ロック解除）」ボタンを 1 回押して、すべてのド
アを解錠するようにプログラムすることができます ⇨
ページ 130。

キー・フォブ内のバッテリの交換

交換するバッテリには、CR2450 をお勧めします。

車両の概要 13
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メモ :
● Mopar®が供給するバッテリの使用をお勧めします。

市販のボタン電池の寸法は OEM のボタン電池の寸
法に合わないことがあります。

● 過塩素酸塩物質 — 特別な取り扱いが必要です。

● キー・フォブのバック・ハウジングまたはプリント基板
上の電池の端子には触れないでください。

● キー・フォブのバッテリ残量が少なくなると、車両のイ
ンストルメント・パネルに警告が表示され、ボタンを押
してもキー・フォブの LED は点灯しなくなります。

1. キー・フォブ下部のスロットにマイナス・ドライバを差
し込んで、キー・フォブの裏カバーを取り外します。
壊さないように注意して、カバーが外れるまで持ち
上げます。外れない場合は、ドライバを反時計回り
に軽く回します。

1-3 - 裏カバーを持ち上げる箇所

2. 小型のマイナス・ドライバをバッテリ取り外しスロット
に差し込み、バッテリを前方上にスライドさせて、消
耗したバッテリを取り外します。下の電子ボードを損
傷しないように注意してください。

バッテリの交換

3. 新品のバッテリをキー・フォブに取り付け、プラス
（+）側を上向きにしてください。タブの下にしっかりと
収まるまでバッテリをスライドさせます。

4. 裏カバーを取り付け、所定の位置に確実にはめる
前に位置が適切に合っていることを確認します。

警告!

● 一体型キー・フォブにはボタン電池が内蔵されてい
ます。電池を飲み込まないようにしてください。化学
やけどの危険性があります。ボタン電池を飲み込
むと、わずか 2 時間で体内に深刻なやけどが引き
起こされるおそれがあり、死に至る場合もありま
す。

● 電池を飲み込んだり、電池が体内のどこかに入っ
た可能性がある場合は、直ちに医療機関を受診し
てください。

● 新品および使用済みの電池はお子さまの手が届
かない場所に保管してください。電池カバーがしっ
かりと閉まらない場合は、キー・フォブの使用を中
止して、お子さまの手の届かない場所に保管してく
ださい。

追加キー・フォブのプログラムおよび要求 

キー・フォブのプログラムは正規ディーラーで行うことが
できます。

メモ :
● すでに車両にプログラムされたキー・フォブは、他の

車両用に再利用および再プログラムすることはできま
せん。

● 車両の電子装置に合わせてプログラムされたキー・フ
ォブ以外のものでは、車両を始動および走行させるこ
とができません。

警告!

● 車を離れるときは必ず車両からキー・フォブを取り
出し、すべてのドアをロックしてください。

● Keyless Enter ‘n Go™イグニッション搭載車では、降
車する場合は、必ずイグニッションを「OFF（オフ）」
位置にしてください。

キー・フォブの複製は正規ディーラーで行うことができま
す。この作業では車の電子装置に合わせて未使用のキ
ー・フォブをプログラムします。未使用のキー・フォブと
は、プログラムされていないキー・フォブのことを言いま
す。

メモ :
● セントリー・キー盗難防止装置を整備に出すときは、

すべての車両キーを正規ディーラーにお渡しくださ
い。

● メカニカルフリップ付きキーフォブのキーは、車両のロ
ックに合わせて正しくキーを作るよう注文する必要が
あります。
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セントリー・キー

セントリー・キー盗難防止装置とは、エンジンを始動でき
ないようにすることで車の不正使用を防止するシステム
です。このシステムは、セットしたり起動させる必要はあ
りません。車両が施錠または解錠されたときに自動的に
作動します。

このシステムは、キー・フォブ、キーレス・プッシュ・ボタ
ン・イグニッション、高周波（RF）レシーバを使用して車の
不正使用を防止します。そのため、車両に合わせてプロ
グラムされたキー・フォブ以外では車両を始動および走
行させることはできません。システムは、別の車両から
得られたキー・フォブを再プログラムすることはできませ
ん。

イグニッション・スイッチを「ON/RUN（オン／走行）」位置
にすると、電球点検のために車両セキュリティ・ライトが
3 秒間点灯します。電球点検後に表示灯が点灯し続け
るときは、電子装置に問題があります。また、電球点検
後に表示灯が点滅し始めたときは、誰かが無効なキー・
フォブを使ってエンジンの始動を試みたことを示していま
す。有効なキー・フォブを使用してエンジンを始動する場
合に、車両の電子装置に問題があるときは、エンジンは
始動して 2 秒後に停止します。

通常作動時（エンジンが 10 秒以上作動している）に車
両セキュリティ表示灯が点灯したときは、電子装置に問
題があります。正規ディーラーで速やかに車両の整備を
受けてください。

注意!

セントリー・キー盗難防止装置は、一部のアフターマー
ケット用リモート始動システムとは互換性がありませ
ん。両システムを同時に使用すると、車両の始動性ま
たは防犯システムに問題が生じる恐れがあります。

新車に付属しているキー・フォブはすべて、車両の電子
装置に合わせてプログラムされています。

メモ :
プログラムされていないキー・フォブも無効なキーと見な
されます。

オート・キー・オフ

オート・キー・オフは、車両電源を遮断することでバッテリ
の寿命を保つ機能です。車両電源が遮断される時間間
隔は、電圧レベルによって異なります。車両電源が遮断
されることを示すポップアップが、クラスタに表示されま
す。

● 12V バッテリが低下しています。エンジンを始動してく
ださい。まもなく車両電源を遮断します。

オート・キー・オフが発生した場合、車両の始動時に短い
遅延が発生します。車両が ON になっているのに走行し
ておらず、車外からロックされている場合、車両電源が
遮断されます。

リモート始動 - タイプ別装備

説明 
これは、セキュリティを確保しながらも、キ
ー・フォブを使用して車外からエンジンを始
動できる便利なシステムです。このシステム
の動作範囲は 100m（328 フィート）です。

リモート始動は、寒冷時のウィンドウの霜取りを行った
り、あらゆる外気温条件下で、ドライバーが車内に入る
までに車内を快適な温度にしておくために使用されま
す。

メモ :
● オートマチック・トランスミッション装備車でなければ、

リモート始動を装備することができません。

● 車両とキー・フォブの間に障害物があると、この作動
範囲が狭くなることがあります。

警告!

● 狭いガレージや密閉された場所では、エンジンをか
けないでください。排気ガスには、無色無臭の一酸
化炭素（CO）が含まれています。一酸化炭素は有
毒であり、吸引した場合、重傷または死亡事故につ
ながる恐れがあります。

● キー・フォブはお子さまの手が届かない場所に保管
してください。お子さまがリモート・スタート・システ
ム、ウィンドウ、ドア・ロック、またはその他のスイッ
チ類を操作すると、重傷または死亡事故につなが
る恐れがあります。

リモート始動の使用方法

5 秒以内にキー・フォブの「リモート始動」ボタンを 2 回押
して放します。車両ドアとスイング・ゲートが施錠され、方
向指示器が 2 回点滅し、ホーンが 2 回鳴ります。
「Remote Start（リモート始動）」ボタンを再度押すと、エン
ジンが停止します。

メモ :
● リモート始動では、エンジンは 15 分間のみ作動しま

す。

● リモート始動は 2 回しか使用できません。

● エンジンの故障が発生するか、または燃料低下して
いる場合、車両は始動しますが 10 秒間で停止しま
す。
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● 駐車灯が点灯し、リモート始動モードの間、点灯し続
けます。

● 車両がリモート始動モードに入っていると、セキュリテ
ィ上の観点から、パワー・ウインドウの動作は無効に
なります。

● 続けて 3 回目のリモート始動を連続して行う場合は、
イグニッションを「ON/RUN」位置にする必要がありま
す。

次のすべての条件に合致しなければ、エンジンのリモー
ト始動は行われません。

● ギヤ・セレクタが「P（パーキング）」の位置にある

● ドアが閉まっている

● ボンネットが閉まっている

● スイング・ゲートが閉まっている

● 非常点滅表示灯がオフ

● ブレーキ・スイッチが作動していない（ブレーキ・ペダ
ルが踏まれていない）

● バッテリの充電レベルが規定以上

● システムが前回のリモート始動動作により無効になっ
ていない

● 車両セキュリティ・システム表示灯が点滅している

● イグニッションが「OFF」位置

● 燃料残量が最低要件を満たしている

● すべての取り外し可能ドアは取り外さない

● エンジン警告灯(MIL)が点灯していない

警告!

● 狭いガレージや密閉された場所では、エンジンをか
けないでください。排気ガスには、無色無臭の一酸
化炭素（CO）が含まれています。一酸化炭素は有
毒であり、吸引した場合、重傷または死亡事故につ
ながる恐れがあります。

● キー・フォブはお子さまの手が届かない場所に保管
してください。お子さまがリモート・スタート・システ
ム、ウィンドウ、ドア・ロック、またはその他のスイッ
チ類を操作すると、重傷または死亡事故につなが
る恐れがあります。

リモート始動モードの終了

リモート始動システムの始動後車両を運転するには、キ
ー・フォブのロック解除ボタンを押して放し、ドアを解錠す
るか、Keyless Enter-N-Go™ - パッシブ・エントリ・ドア・ハ
ンドルを使って車両を解錠し、車両セキュリティ・アラー
ム（タイプ別装備）を解除します。次に、15 分間のサイク
ルが終了する前に、「START/STOP（始動／停止）」イグニ
ッション・ボタンを押して放します。

リモート始動システムでは、キー・フォブの「Remote Start
（リモート始動）」ボタンをもう 1 回押して離すか、15 分間
の作動サイクルの間、 エンジンの動作が連続すると、エ
ンジンがオフになります。イグニッションを ON/RUN（オン
／ラン）位置にすると、エアコンが前回設定した動作状
態（温度、ファン制御など）に復帰します。

メモ :
● 意図しない停止を防止するため、有効なリモート始動

要求を受信してから 2 秒間、システムは無効になりま
す。

● Keyless Enter-N-Go™ - パッシブ・エントリ機能が装備
されている車両の場合、「START/STOP（始動／停

止）」イグニッション・ボタンを押すまでインストルメン
ト・パネル・ディスプレイに「Remote Start Active - Push
Start Button（リモート始動有効 -「START（スタート）」ボ
タンを押してください）」というメッセージが表示されま
す。

REMOTE START FRONT DEFROST ACTIVATION

（リモート始動、フロント・デフロスタ
作動） - タイプ別装備

リモート始動が起動し、周囲温度が 4.5℃（40°F）以下
の場合、フロント・デフロスタが自動的に最大 15 分間作
動します。この時間は周囲温度によって異なります。タイ
マが切れると、周囲の状況に応じて自動的に設定が調
整されます。詳細な操作については、次のセクションの
「Remote Start Comfort Systems（リモート始動コンフォー
ト・システム） - タイプ別装備」を参照してください。

リモート始動コンフォート・システム
— タイプ別装備 
リモート始動を作動させるとき、周囲温度が低いと、フロ
ントおよびリヤ・デフロスタが自動的にオンになります。
「Uconnect Settings（Uconnect 設定）」内のコンフォート・
メニュー画面で設定されている場合、ステアリング・ホイ
ール・ヒータと運転席シート・ヒータ機能がオンになります

⇨ ページ 130。周囲温度が高いと、リモート始動を作

動させたときに、運転席シート・ベンチレーションが自動
的にオンになります（コンフォート・メニュー画面で設定さ
れている場合）。車両は、周囲温度に応じてヒータ／エア
コン設定を調整します。
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メモ :
車両にリア・エアコン・システムが装備されている場合
は、最前列のパフォーマンスを最適化するためにオフの
ままになります。

自動温度コントロール（ATC） - タイプ別装備

ヒータ／エアコンは、周囲温度に応じて最適な温度とモ
ードを自動的に調整します。イグニッションを「ON/RUN」
位置にすると、エアコンは前回の設定に戻ります。

手動温度コントロール（MTC） - タイプ別装備

● 周囲温度が 4.5°C（40°F）以下の場合、エアコン設定
はデフォルトでヒーター最大に設定され、外気が室内
に導入されます。フロント・デフロスター・タイマーが切
れると、車両は「Mix Mode（ミックス・モード）」に入りま
す。

● 周囲温度が 4.5°C（40°F）～26°C（78°F）の場合、ヒ
ーター／エアコン設定はドライバーが最後に選択した
設定で行われます。

● 周囲温度が 26°C（78°F）以上の場合、エアコン設定
はデフォルトで「MAX A/C（エアコン最大）」、Bi-Level
（バイレベル）」モードで、「Recirculation（内気循環）」
に設定されます。

ATC、MTC、およびヒータ／エアコン設定の詳細について
は、⇨ ページ 123 を参照してください。

メモ :
これらの機能はリモート始動サイクルが終了するまで、
またはイグニッションが「ON/RUN」位置に回されるまで
オンのままになります。車両がリモート始動モードのとき
にドライバーが手動で調整すると、ヒータ／エアコンの設
定は変更され、自動デフォルト設定は終了します。
「OFF」ボタンを使用して、ヒータ／エアコンをオフにしても
同様です。

リモート・スタート・フロント・ガラス・
ワイパー除氷装置の作動 — タイプ
別装備

リモート・スタートがオンで、外気温度が 33°F (0.6°C)
未満の場合、フロント・ガラス・ワイパー除氷装置が作動
します。リモート・スタートを終了すると、以前の動作が再
開されます。フロント・ガラス・ワイパー除氷装置が作動
していた場合、タイマーと動作は継続されます。

リモート始動キャンセルのメッセー
ジ

車両がリモート始動できなかったときや、予定よりも早く
リモート始動を終了したときは、次のメッセージがインス
トルメント・パネル・ディスプレイに表示されます。

● Remote Start Canceled Door Open（リモート始動中止
- 半ドア）

● Remote Start Canceled —Hood Open（リモート始動中
止 - ボンネットが開いたまま）

● Remote Start Canceled Fuel Low（リモート始動中止 -
燃料不足）

● Remote Start Cancelled - Swing Gate Open（リモート
始動中止 - スイング・ゲート開）

● Remote Start Canceled —Time Expired（リモート始動
中止 - 時間切れ）

● Remote Start Canceled — System Fault（リモート始動
中止 - システム故障）

● Remote Start Disabled — Start Vehicle To Reset（リモ
ート始動が無効 - 車両を始動してリセット）

インストルメント・クラスターのメッセージは、イグニッショ
ンを「ON/RUN」位置にするまで表示され続けます。

車両セキュリティ・システム
— タイプ別装備

説明

車両セキュリティ･システムは、車両のドアからの不正侵
入、およびイグニッション･スイッチの不正使用を監視し
ます。アラームの作動中は、ドア・ロックの車内スイッチ
は無効になります。車両セキュリティ･システムが作動す
ると、音と光で警告を発します。何らかの原因でアラーム
が作動した場合、車両セキュリティ・システムは以下のよ
うな音と光で警告を発します。

● ホーンが鳴ります

● 駐車灯または方向指示器（あるいはその両方）が点
滅します

● インストルメント・パネルにある車両セキュリティ・ライ
トが点滅します

システムのセット方法 
車両セキュリティ・システムは以下の手順でセットしま
す。

1. 開いているドアまたはウィンドウを閉じます。

2. 車両のイグニッションを必ず「OFF」位置に切り替え
てください。

3. 車両をロックするには、以下のいずれかの方法を実
施します。

車両の概要 17

2



● 運転席ドアまたは助手席ドアが開いている状態
で、車内のパワー・ドア・ロック・スイッチの「ロッ
ク」を押します。

● 有効なキー・フォブを同一の車外ゾーンで使用で
きる状態で、車外のパッシブ・エントリ・ドア・ハン
ドルの「Lock（ロック）」ボタンを押します ⇨ ペ
ージ 19。

● キー・フォブの「ロック」ボタンを押します。

メモ :
手動ドア・ロックを使用してドアを施錠した場合、車両セ
キュリティ・システムは作動しません。

システムの解除方法 
車両セキュリティ・システムは、以下のいずれかの方法
で解除できます。

● キー・フォブの「ロック解除」ボタンを押します。

● パッシブ・エントリ・ドア・ハンドル（タイプ別装備）をつ
かみます⇨ ページ 19。

● イグニッション・システムを「OFF」位置から回します。

メモ :
● 運転席ドアのキー･シリンダでは、車両セキュリティ･シ

ステムの設定または解除はできません。

● 車両セキュリティ・システムの作動中は、内部のパワ
ー・ドア・ロック・スイッチでドアを解錠することはできま
せん。

車両セキュリティ・システムは車両を保護するように設計
されていますが、システムが誤ってアラームを鳴らすこと
があります。前述の手順のいずれかで車両セキュリティ・
システムをセットした場合、乗員が車内にいるかどうかに
かかわらずアラームはセットされます。乗員が車内にい

てドアを開けると、アラームが鳴ります。この場合、車両
セキュリティ・システムを解除してください。

車両セキュリティ・システムがセットされた状態で、バッテ
リの接続を外しても、再度バッテリを接続すれば車両セ
キュリティ・システムはセットされた状態を維持します。こ
のとき外部照明が点滅し、ホーンが鳴ります。この場
合、車両セキュリティ・システムを解除してください。

システムの再設定方法

アラームが起動しアラームを解除するための措置を何も
講じなかった場合、29 秒間のサイクル（トリガーがアクテ
ィブのままの場合、5 秒間隔で最大 8 回のサイクル）の
完了後にホーンが鳴りやみ、車両セキュリティ・システム
が自動的に再設定されます。

セキュリティ・システムの手動操作

手動ドア・ロックを使用してドアを施錠した場合、車両セ
キュリティ・システムは作動しません。

ドア 
説明

注意!

着脱式ドア・パネルの取り扱いおよび保管に際して
は、シールを傷めないように十分注意してください。雨
漏りの原因となります。

手動ドア・ロック

すべてのドアには、ロッカータイプの室内ドア・ロック・レ
バーが装備されています。車から離れるときにドアを施

錠するには、ロッカー・レバーを前方に押してロック位置
にしてから、ドアを閉じます。ドアを解錠するには、ロッカ
ー・レバーを後方に押します。

手動ドア・ロック

メモ :
メカニカル・キーを使用すると、ドア、スイング・ゲート（ロ
ック装備の場合）、グローブ・ボックス、またはコンソー
ル・ストレージをロックまたはロック解除できます。

警告!

● 防犯および衝突の際の安全のために、運転中およ
び駐車中に車から出る際にはドアをロックしてくださ
い。

● 車両から出る場合は、必ずイグニッションを切り、
車両からフォブキーを取り外してください。大人がい
ない状況で、お子さまが車の装備に触れると、大け
がや死亡事故につながる恐れがあります。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。

(続き)
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警告!

● お子さまを車内に残して車から離れることは、非常
に危険です。お子さまだけでなく第三者にもけがを
負わせる恐れがあります。お子さまがパーキング・
ブレーキ、ブレーキ・ペダルまたはギヤ・セレクタに
触れないように注意してください。

● キー・フォブを車内や車の周辺、またはお子さまの
手が届く場所に放置しないでください。お子さまが
パワー・ウィンドウやその他の装置を操作したり、
車を動かしてしまう恐れがあります。

パワー・ドア・ロック — タイプ別装備 
パワー・ドア・ロック・スイッチは、各フロント・ドア・パネル
にあります。スイッチを前方に押すとドアが解錠され、後
方に押すと施錠されます。

パワー・ドア・ロック・スイッチ

警告!

● 防犯および衝突の際の安全のために、運転中およ
び駐車中に車から出る際にはドアをロックしてくださ
い。

● 車両から出る場合は、必ずイグニッションを切り、
車両からフォブキーを取り外してください。大人がい
ない状況で、お子さまが車の装備に触れると、大け
がや死亡事故につながる恐れがあります。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。

● お子さまを車内に残して車から離れることは、非常
に危険です。お子さまだけでなく第三者にもけがを
負わせる恐れがあります。お子さまがパーキング・
ブレーキ、ブレーキ・ペダルまたはギヤ・セレクタに
触れないように注意してください。

● キー・フォブを車内や車の周辺、またはお子さまの
手が届く場所に放置しないでください。お子さまが
パワー・ウィンドウやその他の装置を操作したり、
車を動かしてしまう恐れがあります。

KEYLESS ENTER-N-GO™ - パッシブ・エン
トリ（タイプ別装備）

「パッシブ・エントリ」システムにより、キー・フォブのロック
またはロック解除ボタンを押さなくても、車両のドアを施
錠または解錠することができます。

メモ :
● パッシブ・エントリは、「Uconnect の設定」内で「ON（オ

ン）」または「OFF（オフ）」にプログラムできます ⇨
ページ 130。

● キー・フォブが携帯電話、ノート・パソコン、またはその
他の電子機器のそばに置かれていると、車両のパッ
シブ・エントリ・システムが検知できないことがありま
す。こうした機器はキー・フォブの無線信号と干渉す
るため、パッシブ・エントリ・システムは車両を施錠／
解錠できなくなります。

● どの時間に設定されていても（0、30、60、または 90
秒）、パッシブ・エントリによる解錠によりイルミネーシ
ョン・アプローチ（ロー・ビーム、ナンバー・プレート・ラ
ンプ、車幅灯）が点灯します。また、パッシブ・エントリ
による解錠により方向指示器が 2 回点滅します。

● 手袋をしている場合、降雨／降雪の場合、またはパッ
シブ・エントリ・ドア・ハンドルに塩分／泥が被っている
場合は、解錠の感度に影響があり、応答時間が遅く
なることがあります。

● キー・フォブがハンドルから 1.5m（5 フィート）以内の
車両外側にある場合、パッシブ・エントリ・ドア・ハンド
ルに水しぶきがかかると、ドアが解錠される場合があ
ります。

● パッシブ・エントリを使用して車両を解錠し、60 秒以
内にドアを開かなかった場合、車両は再度施錠され、
装備されている場合は車両セキュリティ・システムが
設定されます。

運転席／助手席ドアでの解錠

ドア・ハンドルから 1.5m（5 フィート）以内に有効なパッシ
ブ・エントリ・キー・フォブがある場合、ハンドルをつかむ
と、車両を解錠できます。運転席側のドア・ハンドルをつ
かむと、運転席側のドアが自動的に解錠されます。助手
席側のドア・ハンドルをつかむと、すべてのドアとスイン
グ・ゲートが自動的に解錠されます。
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ドア・ハンドルをつかんでの解錠

メモ :
運転席ドアのドア・ハンドルをつかんだときに、運転席ド
アのみが解錠されるか、すべてのドアが解錠されるか
は、Uconnect システムで選択した設定により異なります

⇨ ページ 130。

FOBIK セーフ・サーチ機能

車内にパッシブ・エントリ・キー・フォブがあるときに予期
せず施錠される可能性を極力減らすために、パッシブ・
エントリ・システムには、イグニッション・スイッチが「OFF
（オフ）」位置の場合にのみ機能する自動ドア解錠機能
が備えられています。

FOBIK セーフは、「START/STOP（始動／停止）」イグニッ
ション・ボタンを装備した車両でのみ作動します。パッシ
ブ・エントリ車両で FOBIK セーフ・サーチが開始される状
況は 3 つあります。

● ドアが開いているときに有効なパッシブ・エントリ・キ
ー・フォブによって施錠が要求される場合。

● ドアが開いているときにパッシブ・エントリ・ドア・ハンド
ルによって施錠が要求される場合。

● ドアが開いているときにドア・パネルにあるスイッチに
よって施錠が要求される場合。

これらのうちのいずれかの状況になったときに、開いて
いるドアをすべて閉じると、FOBIK セーフ・サーチが作動
します。パッシブ・エントリ・キー・フォブが車内で検知さ
れると、車両が解錠され、ユーザーに警告が出されま
す。Uconnect システムを使用してパッシブ・エントリを解
除した場合は、このセクションに記載のキー・フォブ保護
が作動／機能し続けます。

メモ :
有効なパッシブ・エントリ・キー・フォブが車内で検知され
た場合は、FOBIK セーフ作動時にのみドアの解錠が行
われます。次のいずれかの条件に当てはまる場合、車
のドアは解錠されません。

● 2 番目の有効なパッシブ・エントリ・キー・フォブが車
外で検知される（パッシブ・エントリ・ドア・ハンドルから
1.5 m（5 フィート）以内にある）。

● ドア・ロック・ノブを使用して手動でドアを施錠した。

● ドア・パネルにあるスイッチを使用してドアの施錠を 3
回試み、その後ドアを閉めた。

車両のドアおよびスイング・ゲートを施錠するには

車両のいずれかのパッシブ・エントリ・キー・フォブが運
転席または助手席のドア・ハンドルの 5 フィート(1.5 m)
以内にある場合、パッシブ・エントリ・ロック・ボタンを押す
と車両ドアおよびスイング・ゲートが施錠されます。

ドア・ハンドル・ロック・ボタンを押しての施錠

メモ :
ドア・ハンドル・ロック・ボタンを押しているときは、ドア・ハ
ンドルをつかまないでください。これにより、ドアが解錠さ
れることがあります。

施錠中はドア・ハンドルをつかまないでください

車内のドア・パネルにあるロック・ボタンを使用してドアを
施錠することもできます。
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スイング・ゲートを解錠／開くには

スイング・ゲート・パッシブ・エントリ・ロック解除機能は、
スイング・ゲートのハンドルに組み込まれています。有効
なパッシブ・エントリ・キー・フォブがスイング・ゲート・ハン
ドルから 1.5m（5 フィート）以内にある場合、スイング・ゲ
ートのハンドルをつかむとスイング・ゲートが自動的にロ
ック解除され、スイング・ゲートを引くと開きます。

スイング・ゲート・パッシブ・エントリ・ロック・ボタン

スイング・ゲートを施錠するには

有効なパッシブ・エントリ・キー・フォブがスイング・ゲー
ト・ハンドルの 5 フィート (1.5 m)以内にある場合、パッシ
ブ・エントリ・ロック・ボタンを押すと、車両ドアおよびスイ
ング・ゲートが施錠されます。

メモ :
● ドア・ハンドル・ボタンを押したら、パッシブ・エントリ・ド

ア・ハンドルを使用してドアを施錠または解錠できるよ
うになるまでに 2 秒ほどお待ちください。これにより、
車の応答を解錠したりすることなく、ドア・ハンドルを
引いて車がロックされているかどうか確認できます。

● Uconnect 設定を使用してパッシブ・エントリを解除し
た場合は、「FOBIK セーフ・サーチ機能」に記載のキ
ー・フォブ保護が作動／機能し続けます。

● キー・フォブの電池が消耗している場合、パッシブ・エ
ントリ・システムは作動しません。

オート・ドア・ロック — タイプ別装備 
オート・ドア・ロック機能は、初期設定で有効になっていま
す。この機能が有効のときは、車速が 15 mph (24
km/h)を超えるとドア・ロックが自動的にロックされます。
オート・ドア・ロック機能は、お客様が書面で要請すること
で、正規ディーラーが有効または無効にできます。正規
ディーラーにお問い合わせください。

チャイルド・プロテクション・ドア・ロッ
ク・システム — リヤ・ドア

リヤ・シートの小さなお子さまの安全のために、リヤ・ドア
にはチャイルド・セーフティ・リヤ・ドア・ロックが備えられ
ています。

このシステムを利用するには、各リヤ・ドアを開けて、ロ
ック・アクチュエータのキャップを取り外します。次に、マ
イナス・ドライバ（またはメカニカル・キー）を使用してダイ
ヤルを施錠または解錠の位置に回します。

チャイルド・セーフティ・リヤ・ドア・ロックの設定

メモ :
● チャイルド・プロテクション・ドア・ロック・システムの作

動中は、内側のドア・ロックが解錠の位置にあっても
外側のドア・ハンドルでしかドアを開けることができま
せん。

● チャイルド・プロテクション・ドア・ロックを解除した後、
システムが作動していないことを確認するために、内
側のドア・ハンドルを操作してロック解除位置にあるこ
とを確かめてください。

● チャイルド・プロテクション・ドア・ロック・システムを設
定した後、システムが作動していることを確認するた
めに、内側のドア・ハンドルを操作してロック位置にあ
ることを確かめてください。

● このシステムが作動しているときに緊急脱出するに
は、ロック・レバー（ドア・トリム・パネルにある）を後方
に動かし、ウインドウを下ろし、車外のドア・ハンドル
でドアを開けてください。
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警告!

衝突の際に、車内に乗員が取り残されることがないよ
う注意してください。チャイルド・プロテクション・ロック
が作動している（ロックされている）場合は、車外から
しかリヤ・ドアを開けることができません。

メモ :
● お子さまが同乗するときは、必ずこの装置を使用して

ください。両方のリヤ・ドアでチャイルド・ロックを作動
させた後は、車外のドア・ハンドルでドアを開けようと
してみて、ロックが有効であることを確認してくださ
い。チャイルド・プロテクション・ドア・ロック・システム
が作動すると、車内からドアを開けることはできませ
ん。車両から離れるときは、車内にだれも残っていな
いことを確認してください。

● 国により、タクシーとして使用する車両や現地の地方
自治体の条例に従って黄色のライセンス・プレートで
使用する場合、チャイルド・プロテクション・ドア・ロッ
ク・システムを無効にする必要があります。

フロント・ドアの取り外し 
メモ :
ドアの取り外し作業を始める前に、取り外し後のドアを安
全に保管できる清潔で安全な保管場所を準備してくださ
い。

警告!

● ドアを取り外したまま公道を運転しないでください。
万一のときに保護されません。この手順は、オフ・
ロード走行を行う場合のみを想定しています。この

(続き)

警告!

警告に従わないと、死亡または重傷につながるお
それがあります。

● ドアを取り外した状態でオフ・ロード運転をするとき
は、すべての乗員はシートベルトを着用する必要が
あります。オフ・ロード走行については、⇨ ページ

154 を参照してください。

● 取り外したドアは車両内に保管しないでください。
事故の場合にけがをすることがあります。

注意!

着脱式ドア・パネルの取り扱いおよび保管に際して
は、シールを傷めないように十分注意してください。雨
漏りの原因となります。

ドア取り外し警告ラベル

ドア・ミラーはドアに取り付けられています。ドアを取り外
す場合は、カウル・マウント式ミラーの交換品を正規ディ
ーラーにご依頼ください。法律により、公道を走行する際
はドア・ミラーを装備することが義務づけられています。

メモ :
● ドアは大変重たいので、取り外す場合は十分注意し

てください。各ドアの取り外しと取り付けには、大人が
2 人必要です。

● フロント・ドアを取り外すと、ブラインド・スポット・モニ
タ・システムは使用できなくなります。パワー・ミラーお
よびパワー・ドア・ロックも使用できなくなります。

フロント・ドアを取り外すには、以下の手順に従ってくださ
い。

1. 破損を防ぐためガラス・ウィンドウを下げ、ドア・フレ
ームで支えます。ウィンドウを下げたら、車両の電
源をオフにします。

2. ドア・ミラーを全閉位置に折りたたみます。

3. タブが外れるまで、ドア・フレームに沿ってプラスチ
ック・パネルをシートの方にスライドさせて、インスト
ルメント・パネルの下のプラスチック・ワイヤ・アクセ
ス・ドアを取り外します。

ワイヤ・アクセス・ドア

メモ :
無理に開けないでください。プラスチック・カバーが
破損します。
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4. 赤いロッキング・タブを引っ張ってワイヤ・ハーネス
のロックを解除します。

閉じられているワイヤ・ハーネス

1 - 赤色のロッキング・タブ
2 - ワイヤ・ハーネス・レバー（閉位置）

5. ワイヤ・ハーネスの下にある黒いセキュリティ・タブ
を押したまま、ハーネス・レバーを開位置に持ち上
げます。

ワイヤ・ハーネスを開く

1 - ワイヤ・ハーネス・レバー（開位置）
2 - 黒色のセキュリティ・タブ

6. ワイヤ・ハーネスが開いた状態で、ワイヤ・コネクタ
を下方に真っ直ぐに引っ張って抜きます。ワイヤ・コ
ネクタをロア・ドア・バスケットに保管します。

7. ドアを全開にした状態で、チェック・アーム・ピンを取
り外します。取り外すには、チェック・アーム・ピン・ク
リップ(1)を親指で押し下げて外してから、ピン・クリ
ップ(2)を上に跳ね上げます。次に、ひねるような動
作で、チェック・アーム・ピン・クリップをブラケットか
ら引き上げ、完全に取り外します。

チェック・アーム・ピン・クリップを引き上げる

1 - ピン・クリップの取り外し位置
2 - ピン・クリップを反転させる

8. 完全に開かないように片手をドアに添えたまま、ド
アを静かに引いて、チェック・アーム(1)をブラケット
から外します。次に、チェック・アーム・ピンをブラケ
ットに戻します。「カチッ」と 2 回音がするまで、チェ
ック・アーム・ピン・クリップ(3)の中央を押します。チ
ェック・アーム・ピンがブラケット(2)に完全に固定さ
れていることを確認します。

ドア・チェック・アーム

1 - チェック・アーム
2 - 保管しておいたチェック・アーム・ピン
3 - チェックアーム・ピン・クリップを押し込む

9. ドアを開いた状態で、もう 1 人の助けを借りてドアを
持ち上げてヒンジからヒンジ・ピンを外し、ドアを取り
外します。

フロント・ドアの取り付け

1. ドアを再び取り付けるには、まずブラケットからチェ
ック・アーム・ピンを取り外します。

車両の概要 23

2



2. 別の人に補助してもらい、リフティング・ポイントを使
い、ドアを 90°の位置にして、ドアの長い方の上部
ヒンジ・ピンと下部ヒンジ・ピンを見つけ、完全に収
まるまで車両のボディ・ヒンジまで下げます。

メモ :
上部ヒンジ・ピンの方が長くなっており、取り付けの
際にこれを先に差し込むと、ドアを所定位置に導き
やすくなります。

ヒンジ・ピンの位置

3. チェック・アーム・ピンの穴をボディのチェック・ブラ
ケットの穴に合わせます。チェック・アーム・ピンをブ
ラケットとチェック・アームに配置し、ピン・クリップを
下に反転させます。「カチッ」と 2 回音がするまで、
チェック・アーム・ピン・クリップの中央を押し込みま
す。チェック・アーム・ピンがブラケットに完全に固定
されていることを確認します。

ワイヤ・コネクタのワイヤ・ハーネスへの取り付け

車両ドアのワイヤ・コネクタを車両のすぐ内側にあるハー
ネスに取り付けるには、以下の手順に従ってください。

メモ :
取り付ける際は、ワイヤ・コネクタに十分なたるみがある
ことを確認してください。必要に応じて、ドアを少し閉じ
て、たるみを確保します。

1. ワイヤ・コネクタをワイヤ・ハーネスに真っ直ぐに差
し込み、軽く押して、ワイヤ・ハーネス・レバーがラッ
チ・ピンとともに下がり始めるようにします。

ワイヤ・ハーネスの接続

1 - コネクタをハーネスに真っ直ぐに差し込む
2 - ワイヤ ハーネス レバーが下がり始める

注意!

ワイヤ・コネクタをハーネスに正しく再接続しない
と損傷が発生し、そうした損傷は新車保証の対象
とはなりません。

2. ワイヤ コネクタを押し込む力によってハーネス・レ
バーが動き始めたら、ワイヤ・ハーネス・レバーを全
閉位置まで下げます。

全閉位置

3. 赤色のロッキング・タブを押し下げて所定の位置に
固定します。

4. ドアの布製ストラップを車両のすぐ内側にある金属
製フックに取り付けます。

布製ストラップの取り付け

1 - 金属製フック
2 - 布製ストラップ
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5. ワイヤ・アクセス・ドアを元の位置に取り付けます。

警告!

けがを防ぐために、取り外しおよび取り付けの際は、
腕、手、指、他の物体をチェック・アームの周辺に近づ
けないでください。

リヤ・ドアの取り外し（4 ドア・モデ
ル）

警告!

ドアを取り外したまま公道を運転しないでください。万
一のときに保護されません。この手順は、オフ・ロード
走行を行う場合のみを想定しています。この警告に従
わないと、死亡または重傷につながるおそれがありま
す。

ドア取り外し警告ラベル

警告!

● ドアを取り外した状態でオフ・ロード運転をするとき
は、すべての乗員はシートベルトを着用する必要が
あります。オフ・ロード走行については、⇨ ページ

154 を参照してください。

● 取り外したドアは車両内に保管しないでください。
急停車時、悪路走行中、衝突の際にドアが跳ね
て、けがまたは死亡を招くことがあります。

メモ :
ドアは大変重たいので、取り外す場合は十分注意してく
ださい。

リヤ・ドアを取り外すには、以下の手順に従ってくださ
い。

1. 損傷する恐れがあるので、ウインドウを下ろします。

2. フロント・シートを前方へいっぱいまでスライドさせま
す。

3. こじ開けて、B ピラーの下部からプラスチック・ワイ
ヤ・アクセス・ドアを取り外します。

ワイヤ・アクセス・ドア

4. ワイヤ・コネクタを外してください。

メモ :
ワイヤ・ハーネスのベース部にあるツメをつまみま
す。こうすることでコネクタのツメのロックが外れて、
ワイヤ・ハーネスを取り外すことができます。

ワイヤ・コネクタ
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5. ドアを全開にした状態で、チェック・アーム・ピンを取
り外します。取り外すには、チェック・アーム・ピン・ク
リップ(1)を親指で押し下げて外してから、ピン・クリ
ップ(2)を上に跳ね上げます。次に、ひねるような動
作で、チェック・アーム・ピン・クリップをブラケットか
ら引き上げ、完全に取り外します。

チェック・アーム・ピン・クリップを引き上げる

1 - ピン・クリップの取り外し位置
2 - ピン・クリップを反転させる

6. 完全に開かないように片手をドアに添えたまま、ド
アを静かに引いて、チェック・アーム(1)をブラケット
から外します。次に、チェック・アーム・ピンをブラケ
ットに戻します。「カチッ」と 2 回音がするまで、チェ
ック・アーム・ピン・クリップ(3)の中央を押します。チ
ェック・アーム・ピンがブラケット(2)に完全に固定さ
れていることを確認します。

ドア・チェック・アーム

1 - チェック・アーム
2 - 保管しておいたチェック・アーム・ピン
3 - チェックアーム・ピン・クリップを押し込む

7. ドアを閉じた位置から 45 度以上開いた状態で、も
う 1 人の助けを借りてドアを持ち上げてヒンジから
ヒンジ・ピンを外し、ドアを取り外します。

ドアを取り付けるには、取り外し手順と逆の作業を行って
ください。

メモ :
上部ヒンジには長いピンがあり、これを使用すると再取り
付けの際にドアを所定位置にガイドすることができます。

ドア・フレーム

警告!

● ドア・フレームを取り外したまま公道を運転しないで
ください。万一のときに保護されません。この手順
は、オフ・ロード走行を行う場合のみを想定していま
す。

(続き)

警告!

● ドアを取り外したまま公道を運転しないでください。
万一のときに保護されません。この手順は、オフ・
ロード走行を行う場合のみを想定しています。

注意!

これらの注意に従わないと、水の浸入によって損傷し
たり、しみ、カビなどが生じたりする恐れがあります。

● トップが濡れている状態で、ドアを開いたり、窓を開
けたりすると、車内に水が入る恐れがあります。

● 着脱式ドア・フレームの取り扱いおよび保管に際し
ては、シールを傷めないように十分注意してくださ
い。雨漏りの原因となります。

● しっかりと密閉するには、ドア・フレームを正しく位
置決めしなければなりません。正しく取り付けない
と、室内に雨漏りが発生する恐れがあります。

ドア・フレーム 取り外し

メモ :
4 ドア・モデルでは最初にリヤ・ドア・フレームを取り外
し、次にフロント・ドア・フレームを取り外す必要がありま
す。
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1. 付属の#40 Torx ヘッド・ドライバおよびラチェットを
使用して、各ドア・フレームの下側にある Torx ネジ
（1 つのドアにつき 2 つ）を緩め、ファスナを下方向
に引いて取り外します。

ドア・フレーム・ネジの位置

メモ :
所定の位置に保持される設計になっているので、フ
ァスナは完全に緩めても落下しません。

フレームの下方からネジを取り外します

2. フレームを上に持ち上げ、車両から取り外します。

手順 2

3. ネジを安全な場所に保管してください。

4. フロント・ドア・フレームで同じ手順を繰り返します（4
ドア・モデルの場合）。

警告!

● ドア・フレームを取り外したまま公道を運転しないで
ください。万一のときに保護されません。この手順
は、オフ・ロード走行を行う場合のみを想定していま
す。

● ドアを取り外したまま公道を運転しないでください。
万一のときに保護されません。この手順は、オフ・
ロード走行を行う場合のみを想定しています。

ドア・フレームの取り付け - 4 ドア・モデル
- タイプ別装備

1. まずフロント・ドア・レールを取り付けます。

2. フロントウィンドウ上部のラバー・シールにフロント・
ドア・レールを注意して置き、Torx ヘッド・ネジ用の
穴をそろえます（各ドアに 2 個ずつ）。

3. レール側面にフレーム・ブラケットを回し、下からネ
ジを挿入します。密着するまで#40 Torx ヘッド・ドラ
イバで締め付けます。ネジを斜めに締め付けたり、
過度に締め付けないように注意してください。ドア・
レール・ネジの適切なトルク仕様については、以下
の表を参照してください。

手順 3

Torx ネジの目
標トルク仕様

最大 最小

9N·m（79.6in-
lb）

9.9N·m
（87.6in-lb）

8.1N·m
（71.7in-lb）

注意!

ネジを締め付けすぎないでください。締め付けす
ぎると、ネジ山がつぶれる恐れがあります。
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4. リヤ・ドア・フレーム・ピンを、車両のドア開口部の裏
にある上部の穴にセットしてください。

手順 4

5. ドア・フレーム上部をフロント・ドア・レールの後部に
慎重に配置し、ラバー・シールが平らになっているこ
とを確認します。雨漏りが発生しないように、シール
が取り付けられていることを確認します。

ドア上部のフレーム位置

1 - フロント・ドア・レール
2 - リヤ・ドア・フレーム

6. レール側面にフレーム・ブラケットを回し、下からネ
ジを挿入します。密着するまで#40 Torx ヘッド・ドラ
イバで締め付けます。ネジを斜めに締め付けたり、
過度に締め付けないように注意してください。ドア・
レール・ネジの適切なトルク仕様については、前表
を参照してください。

手順 6

ドア・フレームの取り付け - 2 ドア・モデル
- タイプ別装備

1. フロントウィンドウ上部のラバー・シールにフロント・
ドア・レールを注意して置き、Torx ヘッド・ネジ用の
穴をそろえます（各ドアに 2 個ずつ）。

2. レール側面にフレーム・ブラケットを回し、下からネ
ジを挿入します。密着するまで#40 Torx ヘッド・ドラ
イバで締め付けます。ネジを斜めに締め付けたり、
過度に締め付けないように注意してください。ドア・
レール・ネジの適切なトルク仕様については、以下
の表を参照してください。

手順 2

Torx ネジの目
標トルク仕様

最大 最小

9N·m（79.6in-
lb）

9.9N·m
（87.6in-lb）

8.1N·m
（71.7in-lb）

注意!

ネジを締め付けすぎないでください。締め付けすぎる
と、ネジ山がつぶれる恐れがあります。

ウィンドウ 
折りたたみ式フロントガラス 

注意!

パワー・スライディング・トップを装備する車両では、フ
ロントガラスを降ろすことは推奨しません。トップおよび
ヘッダー・シールに損傷が発生します。
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車両の折りたたみ式フロントウィンドウは車両の構造材
の一部で、事故の際に保護効果を発揮します。フロント
ウィンドウは風雨、路上の落下物、小さな枝などの障害
物から乗員を守ってくれます。

フロントウィンドウを下ろしたままで公道を運転しないでく
ださい。この構造部材による保護がなければ危険です。

特定のオフ・ロード用途に必要な場合は、フロントウィン
ドウを下ろしておくことは可能です。ただし、フロントウィ
ンドウによる保護効果は失われます。フロントウィンドウ
を下ろした場合は、ゆっくりと注意深く走行してください。
フロントウィンドウを下げてオフ・ロード走行を行う場合、
速度を 16 km/h（10 mph）以下に抑え、低速レンジを使
用することをお勧めします。

フロントウィンドウを下ろしておく必要がなくなったら、公
道へ戻る前に速やかにフロントウィンドウを戻してくださ
い。公道かオフ・ロードかに関わらず、またフロントウィン
ドウを上げているかどうかに関わらず、運転者と乗員は
常にシートベルトを着用してください。

警告!

以下の警告に従ってケガを負わないように注意してく
ださい。

● フロントガラスを下ろしたまま公道を走行しないでく
ださい。

● フロントガラスを上げた場合または下ろした場合の
いずれであっても、しっかりと固定するまで運転しな
いでください。

● フロントガラスを下ろして走行する際は、常にゴー
グルなどを着用して目を保護してください。

● フロントガラスを上げる際の指示に慎重に従ってく
ださい。運転する前に、折りたたみ式フロントガラ

(続き)

警告!

ス、フロントガラス・ワイパ、サイド・バー、および関
連するすべての部品や固定具が、正しくしっかりと
取り付けられていることを確認してください。これら
の指示に従わないと、事故の際に運転者と乗員の
安全が守られない恐れがあります。

● ドアを外す場合は、車外の安全な場所に保管してく
ださい。ドアを車内に置いておくと、万一の事故の
際にケガを負う危険があります。

フロントウィンドウを下げる

1. 以下の手順を行う前に次の事項を確認してくださ
い。

● ソフト・トップを装備している車両の場合、トップを
下げる必要があり、フロントウィンドウを下げる前
にドア・レールを取り外す必要があります。

● ハード・トップを装備している車両の場合、フロン
トウィンドウを下げる前にフリーダム・パネルを取
り外す必要があります。

● 詳細については、以下の指示事項を参照してく
ださい。

○ ソフト・トップ 下降⇨ ページ 81

○ ドア・フレーム ⇨ ページ 26

○ Freedom Top パネル⇨ ページ 88

注意!

● この指示に従わないと、車両のヘッダ・シール
が損傷します。

(続き)

注意!

● フロントガラスを倒す際に、損傷を防ぐために
ボンネットの DTV チューナ・アンテナの取り外
しが必要な場合があります。

2. フロントウィンドウ・ワイパの六角ボルトをおおう保
護キャップを手動で取り外します。

手順 2

1 — 六角ボルト・カバーの取り付けられた状態
2 — 六角ボルト・カバーの取り外された状態

3. 付属の 15mm ソケットを使用して、2 つの六角ボル
トを取り外し、ワイパ・アームを取り外します。

4. 車両の内側に移動し、両方のサンバイザを下げま
す。

車両の概要 29

2



5. 付属の#40 Torx ヘッド・ドライバを使用して、フロン
トウィンドウの内側に沿ってある 4 つの Torx ネジを
取り外します。

インテリアの Torx ネジの位置

1 - 外側 Torx ネジ
2 - 内側 Torx ネジ

メモ :
取り外した取り付けボルトをなくさないために、すべ
て元の穴に戻しておきます。

6. タイダウン・バンパに触れるまで、フロントガラスを
慎重に下ろします（タイプ別装備）。

タイダウン・バンパ

1 - ウォッシャ・ノズル
2 - バンパ
3 - タイダウン

7. シンチ・ストラップを、ボンネットの両側およびフロン
トガラス・フレームのタイダウンに通して、フロントガ
ラスを固定します。ストラップを締めてフロントウィン
ドウを固定してください。OEM Mopar®が設計した保
護カバーは、正規ディーラーからご購入いただけま
す。

注意!

過度に締め付けないようにしてください。フロント
ガラスが損傷するおそれがあります。

ADAPTIVE CRUISE CONTROL (ACC)/FORWARD
COLLISION WARNING (FCW) SENSOR
PROTECTIVE COVER（アダプティブ・クルーズ・
コントロール（ACC）／前面衝突警告（FCW）セ
ンサ保護カバー） - タイプ別装備

フロントガラスを降ろしている場合には、アダプティブ・ク
ルーズ・コントロール（ACC）／前方衝突警告（FCW）セン

サを保護する保護カバーが必要です。OEM Mopar®が
設計した保護カバーは、正規ディーラーからご購入いた
だけます。カバーを取り付けるには、以下の指示を参照
してください。

1. カバーの上部を固定して、ヘッダー部分を軸にして
回転できるようにします。

2. カバーの下側を降ろし、押し込んで開口部がカバー
されるようにします。

3. カバーが正しく固定されていることを確認します。

メモ :
フロントガラスを通常位置に戻す際には、必ずカバーを
取り外してください。カバーをカーゴ・エリアに戻します。

清掃時の指示事項

フロントガラスを降ろして使用する際は、カバー内に埃や
泥などがたまり、カメラ・レンズが曇る場合があります。モ
ジュールを損傷したり、傷を付けたりしないように注意し
ながら、カメラ・レンズ、モジュール、内部カバーを清掃し
てください。

フロントウィンドウを上げる

1. 低い位置でフロントウィンドウを固定しているストラ
ップを外します。

2. フロントウィンドウを上げます。
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3. 付属の#40 Torx ヘッド・ドライバを使用して、フロン
トウィンドウの内側に沿って 4 本の Torx ネジを取り
付けます。密着するまで締め付けます。ネジを斜め
に締め付けたり、過度に締め付けないように注意し
てください。

インテリアの Torx ネジの位置

1 - 外側 Torx ネジ
2 - 内側 Torx ネジ

4. 付属の 15mm ソケットを使用して、フロントウィンド
ウ・ワイパ・アームを取り付けます。まず、ブレード
の先端をガラスの「T」マークと揃えます。次に、この
位置でアームを保持しながら、六角ナットを取り付
け、しっかりと締め付けます。締め付けすぎないよう
にしてください。別のアームにも同じ手順を繰り返し
ます。

5. ワイパ・アームの六角ボルトの上の保護キャップを
取り付け、所定の位置にはまるまでゆっくり押し込
みます。

手順 5

1 — 六角ボルト・カバーの取り付けられた状態
2 — 六角ボルト・カバーの取り外された状態

6. 上記の手順の終了後、以下の手順を実行してくださ
い。

● 車両がソフト・トップを装備している場合、ドア・レ
ールを取り付け、トップを持ち上げます。

● 車両がハード・トップを装備している場合、
Freedom Top パネルを取り付けます。

パワー・ウィンドウ・コントロール

パワー・ウインドウ・スイッチは、ヒータ／エアコンの下の
インストルメント・パネルにあります。スイッチを下に押す
とウインドウが開き、上に押すとウインドウが閉じます。

左上のスイッチで左フロント・ウインドウを、右上のスイッ
チで右フロント・ウインドウを操作します。

警告!

車の中にお子さまだけを残さないでください。また、お
子さまがパワー・ウインドウで遊ばないようにしてくださ
い。キー・フォブを車内や車の周辺、またはお子さまの
手が届く場所に放置しないでください。お子さまを監視
なしで車内に残すと、パワー・ウィンドウ・スイッチをい
たずらし、誤って窓に挟まってしまうことがあります。こ
のような事故は重傷や死亡事故につながる恐れがあ
ります。

パワー・ウィンドウ・スイッチ

途中までウィンドウを（手動で）開くには、ウインドウ・スイ
ッチを軽く押し下げて放してください。

メモ :
イグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」モードにしてから
最長 10 分間は、パワー・ウインドウ・スイッチを使用でき
ます。どちらかのフロント・ドアを開けるとこの機能は解
除されます。
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4 ドア・モデル

左下のスイッチで左リヤ・ウインドウを、右下のスイッチ
で右リヤ・ウインドウを操作します。

メモ :
4 ドア・モデルでは、センタ・コンソール後端に後席用ウィ
ンドウ・スイッチがあります。

オート・ダウン機能 
運転席ドアおよび助手席ドアのパワー・ウィンドウ・スイッ
チには、オート・ダウン機能がついています。2 番目の停
止位置までウインドウ・スイッチを押し下げてから放す
と、自動的にウインドウが下がります。

オート・ダウン操作でウィンドウを下げている最中に停止
させる場合は、スイッチを軽く上げてください。

警告!

挟み込み防止機能は、ウィンドウがほとんど閉じてい
る状態では作動しません。ウインドウ付近に障害物が
何もないのを確認して閉めてください。

ウィンドウ・ロックアウト・スイッチ

ウィンドウ・ロックアウト・スイッチ

ウインドウ・ロックアウト・スイッチを使うと、後部座席のド
アのウインドウ・コントロールの作動を無効にすることが
できます。ウインドウ・コントロールを無効にするには、ス
イッチを下方向に回転させてください。ウインドウ・コント
ロールを有効にするには、スイッチを上方向に回転させ
てください。

ウインド・バフェッティング 
ウィンド・バフェッティングとは、耳に風圧を感じる、また
はヘリコプターが出すような音がするなどのことをいいま
す。車両のウィンドウを開けた状態、またはパワースライ
ディング・トップ（タイプ別装備）が特定の位置まで開いて
いる状態でウインド・バフェッティングが起こる場合があ
ります。この状態は正常で、最小限に抑えることが可能
です。リヤ・ウィンドウが開いた状態でバフェッティングが
起こる場合、フロントおよびリヤ・ウィンドウをともに開け
てバフェッティングを最小限に抑えてください。バフェッテ
ィングがパワースライディング・トップを開けている状態で
起こる場合は、パワースライディング・トップまたはドアの

開き具合を調整してバフェッティングを最小限に抑える
か、またはいずれかのウィンドウを開きます。

ミラー 
ルーム・ミラー

自動防眩式ルーム・ミラー

ルーム・ミラーは、上下左右に調節することができます。
リヤ・ウィンドウを通して見る後ろの視界を基準にして、
中央にくるようにミラーを調節します。

このミラーは、自動的に後続車のヘッドライトの反射を調
節します。

メモ :
車両を「R（リバース）」にすると、視界を十分に確保でき
るように自動防眩機能は作動しなくなります。

自動防眩式ルーム・ミラー

自動防眩機能は、Uconnect 設定を使用してオン／オフ
を切り替えることができます ⇨ ページ 130。

注意!

清掃中にミラーを傷つけないために、ガラス・クリーナ
をミラーに直接スプレーしないでください。清潔な布に
ガラス・クリーナをつけミラーを拭きます。
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照明付きバニティ・ミラー – タイプ別
装備 
バニティ・ミラー（照明付き）を使用するには、いずれかの
サンバイザを引き下げ、ミラー・カバーを上げます。

バニティ・ミラー（照明付き）のカバー

ドア・ミラー 
最適な視界を得るには、隣の車線の車両がミラーの中
央に映るように調整します。

ドア・ミラー

警告!

助手席側の凸状のドア・ミラーに映る他の車や物体
は、実物よりも小さくまた遠くにあるように見えます。助
手席側のドア・ミラーに頼りすぎると、他の車や物体に
衝突する恐れがあります。助手席側のドア・ミラーに映
る車両との距離やその大きさを判断するには、ルー
ム・ミラーを使用してください。

方向指示器付きドア・ミラー – タイプ
別装備

方向指示器付きの運転席・助手席ドア・ミラーには、各ミ
ラーの上部外側の隅に LED が収容されています。

この LED は方向指示器表示灯で、車両のフロントおよび
リヤの対応する方向指示器と一緒に点滅します。非常
点滅表示灯を点灯させた場合もこれらの LED が作動し
ます。

パワー・ミラー - タイプ別装備 
パワー・ミラーのスイッチは、ドア・ハンドルの横のドア・
パネルにあります。

パワー・ドア・ミラー・スイッチ

パワー・ミラーのスイッチは、ミラー選択ボタンと 4 ウェ
イ・ミラー・コントロール・スイッチで構成されています。ミ
ラーを調節するには、「L」（左）または「R」（右）ボタンを押
して調整するミラーを選択します。

ミラー・コントロール・スイッチの 4 つのいずれかの矢印
部分を押して、ミラーの向きを調節します。

ヒーテッド・ドア・ミラー - タイプ別装
備 

このミラーには霜や氷を溶かすためのヒータ
が付いています。この機能はリヤ・ウィンド
ウ・デフロスタを ON にすると同時に作動しま
す（タイプ別装備） ⇨ ページ 123。
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ヘッド・レスト 
説明

ヘッド・レストは、後方から追突されたときに頭部の動き
を制限して負傷の危険性を低減します。ヘッド・レスト
は、ヘッド・レストの上端が耳の上端より上になるように
調整してください。

警告!

● 運転者を含むすべての乗員は、衝突時に首を損傷
する危険性を最小限に抑えるために、ヘッド・レスト
を正しい位置に調節してから、車両を運転したり着
座したりしてください。

● 車が動いているときには、ヘッド・レストを調整しな
いでください。ヘッド・レストの調整が不適切な状態
で運転したり、取り外した状態で運転したりすると、
衝突時に傷害や死亡事故につながる恐れがありま
す。

フロント・ヘッド・レスト

へッド・レストを上げるには、ヘッド・レストを上に引きま
す。へッド・レストを下げるには、ヘッド・レストのベース部
にある調整ボタンを押してヘッド・レストを下に押し下げ
ます。ヘッド・レストを調整する場合は、リリース・ボタンを
押す必要はありません。

ヘッド・レストを取り外すには、ヘッド・レストを上限まで引
き上げ、そのまま上に引きながら、各ロッドのベース部に
ある調整ボタンとリリース・ボタンを押します。ヘッド・レス
トを元のとおりに取り付けるには、ヘッド・レストのロッド
を穴に差し込み、ヘッド・レストを下向きに押し込みます。
次に、適切な高さに調整してください。

フロント・ヘッド・レスト

1 - リリース・ボタン
2 — 調整ボタン

警告!

● ヘッド・レストを固定していない場合、衝突または急
停止の際にヘッド・レストが前方に飛ばされ、乗員
が重傷を負ったり、死亡にいたる恐れがあります。
ヘッド・レストを取り外した場合は、必ず車室内以外
の場所に収納して固定しておいてください。

● 取り外したヘッド・レストは、乗員保護のため、すべ
てを必ず元のとおりに車両に取り付ける必要があり
ます。車両を走行させる場合、または座席に着席
する場合は、事前に上記の取り付け手順に従ってく
ださい。

メモ :
乗員の頭部後方の空間を広げるために、ヘッド・レストを
後方の正しくない位置にすることはおやめください。

リヤ・へッド・レスト - 2 ドア・モデル

リヤ・シートには調整機能なし（格納式）のヘッド・レスト
が装備されています。

外側ヘッド・レストを格納するには、各リヤ・シートの上部
外側にあるリリース・ストラップを引っ張ります。

リヤ・ヘッド・レスト格納ストラップの位置

格納されたリヤ・ヘッド・レスト
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ヘッド・レストを上向き位置に戻すには、所定の位置には
まるまでヘッド・レストを持ち上げます。

チャイルド・シート・テザーの取り回しの詳細について
は、⇨ ページ 41 を参照してください。

警告!

● リヤ・シート・ヘッドレストが取り付けられていないま
ま、リヤ・シートに乗員が着席した状態では、車を走
行させないでください。衝突の際にヘッドレストが取
り付けられていない位置に乗っていると、重傷また
は死亡事故につながる危険性が高くなります。

● ヘッド・レストを固定していない場合、衝突または急
停止の際にヘッド・レストが前方に飛ばされ、乗員
が重傷を負ったり、死亡にいたる恐れがあります。
ヘッド・レストを取り外した場合は、必ず車室内以外
の場所に収納して固定しておいてください。

● 取り外したヘッド・レストは、乗員保護のため、すべ
てを必ず元のとおりに車両に取り付ける必要があり
ます。車両を走行させる場合、または座席に着席
する場合は、事前に上記の取り付け手順に従ってく
ださい。

リア・ヘッド・レスト — 4 ドア・モデル

リヤ・シートには、調節不可（格納可）のドア側ヘッド・レ
ストと、着脱式（調節可）のセンタ・ヘッド・レストが装備さ
れています。

外側ヘッド・レストを格納するには、各リヤ・シートの上部
にあるインナ・リリース・レバーを引っ張ります。

リヤ・ヘッド・レスト・レバー

格納されたリヤ・ヘッド・レスト

ヘッド・レストを上向き位置に戻すには、所定の位置には
まるまでヘッド・レストを持ち上げます。

センタ・へッド・レストを上げるには、ヘッド・レストを引き
上げます。センタ・へッド・レストを下げるには、ヘッド・レ
ストのベース部にある調節ボタンを押してからヘッド・レ
ストを下に押します。

センタ・へッド・レストを外すには、ヘッド・レストのベース
部にあるリリース・ボタンを押し、ヘッド・レストを上に引き
ます。

へッド・レストを取り付けるには、リリース・ボタンを押した
状態で、ヘッド・レストを下に押します。チャイルド・シー
ト・テザーの取り回しの詳細については、⇨ ページ

41 を参照してください。

メモ :
シートを折りたたむときにセンタ・コンソールとの接触を
避けるために、センタ・ヘッド・レストを下げます。

警告!

● リヤ・シート・ヘッドレストが取り付けられていないま
ま、リヤ・シートに乗員が着席した状態では、車を走
行させないでください。衝突の際にヘッドレストが取
り付けられていない位置に乗っていると、重傷また
は死亡事故につながる危険性が高くなります。

● ヘッド・レストを固定していない場合、衝突または急
停止の際にヘッド・レストが前方に飛ばされ、乗員
が重傷を負ったり、死亡にいたる恐れがあります。
ヘッド・レストを取り外した場合は、必ず車室内以外
の場所に収納して固定しておいてください。

● 取り外したヘッド・レストは、乗員保護のため、すべ
てを必ず元のとおりに車両に取り付ける必要があり
ます。車両を走行させる場合、または座席に着席
する場合は、事前に上記の取り付け手順に従ってく
ださい。
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フロント・シート 
説明

シートは車両の乗員保護拘束装置の一部です。

警告!

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は危
険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っていると、
重傷または死亡事故につながる危険性が高くなり
ます。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っている
と、重傷または死亡事故につながる危険性が高く
なります。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。

電動調整フロント・シート  タイプ別
装備

警告!

● 運転中のシートの調整は危険です。運転中にシー
トを動かすと、操作を誤り、衝突して重大なけがや
死亡事故につながる恐れがあります。

● シートは、シートベルトを着用する前に車を停車し
た状態で調整する必要があります。シートベルトの
調整が不適切な場合、大きなけがや死亡事故につ
ながる恐れがあります。

一部のモデルには、運転席と助手席（装備されない場合
もあります）にパワー・シートが装備されています。パワ
ー・シート・スイッチおよびパワー・シート・リクライニング・
スイッチは、シートのドア側、フロア付近にあります。パワ
ー・シート・スイッチを使用して、シートの高さ、角度、また
は前後位置を調節します。パワー・シート・リクライニン
グ・スイッチを使用して、シート・バックの角度を調節しま
す。

パワー・シート・スイッチ

1—パワー・シート・スイッチ
2 - パワー・リクライニング・スイッチ

フロント・シートの前後調整

シートは前後位置を調整できます。シート・スイッチを前
方または後方に押すと、シートはスイッチの方向に移動
します。必要な位置に達したら、スイッチを放します。

高さ調整

シートの高さを上下に調整できます。シート・スイッチを
上に引く、または下に押すと、シートはスイッチの方向に
移動します。必要な位置に達したら、スイッチを放しま
す。

チルト調整

シート・クッションの角度は上下に調整できます。シート・
スイッチの前部を上に引いたり、下に押したりすると、シ
ート・クッションの前部がスイッチの方向に動きます。

シート・バックの前後のリクライニング

シート・バックは前後両方にリクライニングさせることがで
きます。パワー・リクライニング・スイッチを前または後ろ
に押します。シート・バックがスイッチの方向に移動しま
す。必要な位置に達したら、スイッチを放します。

警告!

シート・バックを倒し、ショルダ・ベルトが胸部から離れ
た状態で車を運転しないでください。衝突時、シートベ
ルトの下で体が滑り、大きなけがや死亡事故につなが
る恐れがあります。

パワー・ランバ - タイプ別装備

運転席パワー・シートまたは助手席パワー・シートを装備
している車両は、パワー・ランバ・サポートも装備してい
る場合があります。パワー・ランバ・サポート・スイッチ
は、パワー・シートのドア側にあります。ランバ・サポート
を強くするには、スイッチの前方を押します。ランバ・サ
ポートを弱くするには、スイッチの後方を押します。スイッ
チを上方へ押すとサポートが上昇し、下方へ押すとサポ
ートが下降します。
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パワー・ランバ・サポート・スイッチ

手動調整フロント・シート

フロント・シートの前後手動調整

シートはシート・クッションの前のフロア近くにあるバーを
使用して前後の位置を調整できます。シートに座って、シ
ート・クッションの下にあるバーを上に持ち上げてシート
を前後に動かします。希望の位置に達したら、バーを放
します。次に、体重を利用してシートを前後に動かし、シ
ートのアジャスタが固定されていることを確認してくださ
い。

調節バーの位置

警告!

● 運転中のシートの調整は危険です。運転中にシー
トを動かすと、操作を誤り、衝突して重大なけがや
死亡事故につながる恐れがあります。

● シートは、シートベルトを着用する前に車を停車し
た状態で調整する必要があります。シートベルトの
調整が不適切な場合、大きなけがや死亡事故につ
ながる恐れがあります。

シートの高さの手動調節

運転席の高さは、シートのドア側にあるラチェット・ハンド
ルを使用して上下に動かせます。シートを高くするには
ハンドルを引き上げ、低くするにはハンドルを押し下げま
す。目的の位置に達するまでは上げ下げ操作が何回か
必要になることがあります。

シートの高さの調節

フロント・シートのリクライニングの手動調
整

シートをリクライニングするには、リクライニング・ストラッ
プを引き、シートを倒したい方向に応じて前方または後
方にもたれかかります。目的の位置に達したらストラップ
を放すと、シート・バックが所定の位置に固定されます。

リクライニング・ストラップ
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警告!

シート・バックを倒し、ショルダ・ベルトが胸部から離れ
た状態で車を運転しないでください。衝突時、シートベ
ルトの下で体が滑り、大きなけがや死亡事故につなが
る恐れがあります。

ランバ・サポート

ランバ・コントロール・ノブは、運転席のドア側にありま
す。コントロールを前に回すとサポートが強くなり、後ろ
に回すとサポートが弱くなります。

ランバ・コントロール・ノブ

助手席イージー・エントリ・シート - 2 ドア・
モデル

シート・バックの外側にあるイージー・エントリ・レバーを
上に引っ張り、シート全体を前方にスライドさせます。

イージー・エントリ・レバー

シートを通常の位置に戻すには、ロックするまでシート・
バックを立て、レールにロックするまでシートを後方に押
します。

メモ :
● 助手席シートにはトラック・メモリがあり、シートは以前

の位置に戻ります。

● シートを自動的に通常の位置に戻すときは、リクライ
ニング・ストラップとイージー・エントリ・レバーを使用し
ないでください。

フロント・シート・ヒータ

フロント・シート・ヒータのコントロールは
Uconnect システムまたはインストルメント・
パネルにあります。このボタンを押して、ヒー
ターの設定を切り替えたり、機能をオフにし

たりします。

メモ :
● 温度設定が選択されると、2～5 分以内には温かくな

ってきます。

● シート・ヒータを作動させるには、車両が作動している
必要があります。

警告!

● 高齢、慢性疾患、糖尿病、脊髄損傷、薬物治療、ア
ルコールの摂取、疲労、またはその他の生理的状
態により、皮膚に痛みを感じることができない方
は、シート・ヒータを使用する場合に注意が必要で
す。特に長時間使用した場合、低温やけどを起こす
恐れがあります。

● 毛布やクッションなど、断熱効果のあるものを座席
の上またはシート・バック表面に置かないでくださ
い。シート・ヒータが過熱する恐れがあります。過熱
状態のシートに座り続けると、シートの表面温度が
上昇して、重度のやけどを負う恐れがあります。

リヤ・シート 
説明

シートは車両の乗員保護拘束装置の一部です。

警告!

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は危
険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っていると、
重傷または死亡事故につながる危険性が高くなり
ます。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っている
と、重傷または死亡事故につながる危険性が高く
なります。

(続き)
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警告!

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。

6：4 分割折りたたみ式リヤ・シート
— 4 ドア・モデル 
ストレージ・スペースを広げるために、各リヤ・シートを倒
して平らにすることができます。

メモ :
● 前部座席が完全に垂直位置になっており、前方に移

動していることを確認します。こうすると、リヤ・シート
を簡単に折りたたむことができます。

● シートを折りたたむときにセンタ・コンソールとの接触
を避けるために、センタ・ヘッド・レストは最低位置に
する必要があります。

警告!

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は非
常に危険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗って
いると、重傷または死亡事故につながる危険性が
高くなります。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。

リヤ・シートを折りたたむには

リヤ・シートの上部外側には、それぞれ 2 つのリリース・
レバーがあります。2 つのリリース・レバーのうち大きい
方は、シートとヘッド・レストを同時に折りたたみます。小

さい方のレバーは、視界を向上させるために、独立して
ヘッド・レストを折りたたみます。

シートを折りたたむには、大きい方のリリース・レバーを
上に持ち上げ、シート・バックをゆっくりと折りたたみま
す。レバーを引くと、ヘッド・レストはシートとともに自動的
に折りたたまれます。

シート・バック・リリース・レバー

メモ :
シートを折りたたんだ状態で長期間放置すると、シート・
ベルト・バックルによってシート・クッションが変形すること
があります。これは正常な状態です。シートを垂直位置
にすると、シート・クッションは徐々に通常の形状に戻っ
ていきます。

リヤ・シートを元に戻す方法

シート・バックを持ち上げ、所定の位置に固定します。所
定の位置に固定されるまで、ヘッド・レストを持ち上げま
す。カーゴ・エリアの荷物が干渉している場合、背もたれ
が完全にロックできなくなり、シート・クッションを適切な
位置に戻すことが困難になります。

警告!

シート・バックが所定の位置にしっかりと固定されてい
ることを確認してください。シート・バックが所定の位置
にしっかりと固定されていないと、そのシートにチャイ
ルド・シートを確実に取り付けることや、乗員が安定し
て座ることができません。シートが適切に固定されて
いない場合、重傷につながる恐れがあります。

折りたたみ／回転リヤ・シート - 2 ド
ア・モデル

メモ :
● リヤ・シートを折りたたむ前に、フロント・シートの位置

を調整しておく必要がある場合があります。

● 前部座席が完全に垂直位置になっており、前方に移
動していることを確認します。こうすると、リヤ・シート
を簡単に折りたたむことができます。

リヤ・シートを折りたたむ

1. シート・バック・リリース・レバーを引き上げてシート
バックを前に倒します。

リヤ・シート・バック・リリース・レバー
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2. ゆっくりとシート全体を前方へ倒します。

リテーナ・ストラップを使用する

1. リヤ・シートの後部には 2 つのリテーナ・ストラップ
があり、各 B ピラーの後部には対応する 2 つのワ
イヤ・ループがあります。ストラップのフック／ルー
プ・ファスナを開き、ワイヤ・ループに通します。シー
トが折りたたみ位置になるようにフック／ループ・フ
ァスナを折りたたみます。これは両側で実行してくだ
さい。

リヤ・シート回転位置固定ストラップ

2. シートを正常な直立位置に戻すには、逆の手順を
実行します。

リヤ・シートを取り外す

1. リリース・バーの両端を押し下げて、シートを引いて
下部ブラケットから離してください。

リリース・バーの位置

2. 車両からシートを取り外します。

3. リヤ・シートを取り付けるには、逆の手順を実行しま
す。

メモ :
リヤ・シート・ラッチを取り付けないまま車両を走行させな
いでください。

警告!

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は非
常に危険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗って
いると、重傷または死亡事故につながる危険性が
高くなります。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。

● シートがフロア・アタッチメントにしっかり固定されて
いないと、衝突の際、乗員がけがをする恐れがあり
ます。必ずシートが完全に固定されていることを確
認してください。

リヤ・シート・アームレスト - タイプ別
装備

リヤ・シートの中央部は、カップ・ホルダ付きリヤ・アーム
レストとしても使用できます。折りたたむには、ヘッド・レ
ストの下のプル・ストラップをつかみ、前方に引きます。

リヤ・シート・アームレスト

メモ :
カップ・ホルダ・ライナは取り外して清掃できます。

警告!

シート・バックが所定の位置にしっかりと固定されてい
ることを確認してください。シート・バックが所定の位置
にしっかりと固定されていないと、そのシートにチャイ
ルド・シートを確実に取り付けることや、乗員が安定し
て座ることができません。シートが適切に固定されて
いない場合、重傷につながる恐れがあります。
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乗員保護拘束装置 
最も重要な安全装置の 1 つに乗員を拘束するシートベ
ルトとエアバッグがあります。

説明

最も重要な安全装置の 1 つに乗員を拘束するシートベ
ルトとエアバッグがあります。

乗員保護拘束装置の機能 
● シートベルト・システム

● 補助拘束装置（SRS）エアバッグ

● チャイルド・シート

このセクションで説明されている一部の安全機能は、一
部のモデルでは標準装備されていますが、オプション装
備のモデルもあります。標準装備されているか不確かな
場合は、ジープ正規ディーラーでご確認ください。

安全に関する重要な注意事項

このセクションの説明は特に注意してお読みください。運
転者と乗員の安全を守るためのシートベルト／エアバッ
グ・システムの正しい使用方法を説明しています。

次の要領で、エアバッグの作動により生じる危険を最小
限にとどめてください。

1. 12 歳以下のお子さまには必ずシートベルトを着用
させ、リヤ・シート付き車両のリヤ・シートに乗車させ
てください。

助手席サンバイザに貼付されている警告ラベル

2. 車両のシートベルトを適切に着用できるほど大きく
ないお子さまは、適切なチャイルド・シート、または
リヤ・シート位置のブースタ・シートを使用する必要
があります ⇨ ページ 55。

3. やむをえず 2～12 歳のお子さまを（後ろ向きチャイ
ルド・シートを使用せずに）助手席に座らせる場合
には、シートをできるだけ後ろに移動させ、フロント・
シートでの使用に適したチャイルド・シートを使用し
てください ⇨ ページ 55。

4. 肩部分のベルトをお子さまの背後や腕の下に絶対
に通さないでください。

5. チャイルド・シートやジュニア・シートを適切に使用
するため、添付されている製造メーカの説明書をお
読みください。

6. 乗員は、必ず全員 3 点式シートベルトを正しく着用
してください。

7. 運転席および助手席は、フロント・エアバッグが膨
張するスペースを確保するために、運転に差し支え
ない程度に、できるだけ後方に移動させてください。

8. ドアまたはウインドウに寄りかからないでください。
サイド・エアバッグ装備車の場合、その展開時に
は、乗員とドアの間のスペースでサイド・エアバッグ
が強い力で膨らみます。これにより乗員が負傷する
ことがあります。

シートベルト・システム 
運転に自信がある方も、短い距離を走行する場合も、シ
ートベルトを使用してください。未熟なドライバーの起こし
た事故に巻き込まれることもあります。事故は、近距離、
長距離にかかわらず発生する可能性があります。

交通事故の調査によって、シートベルトが衝突時に人命
を救い、事故による傷害の程度を軽減していることがわ
かっています。車外へ投げ出されてしまうような事故で
は、重傷を負う可能性が高くなります。シートベルトはこ
うした車外への投げ出しから乗員を守り、車内での打撲
傷の危険を低減します。車内のすべての乗員が常にシ
ートベルトを使用していることを確認してください。

シートベルト非着用高度警告システム

運転席と助手席 BeltAlert - タイプ別装備

シートベルト警告は、運転者と助手席の乗員
（助手席シートベルト警告を装備している場
合）にシートベルトの着用を警告する機能で
す。シートベルト警告機能は、イグニッショ

ン・スイッチが「START」位置または「ON/RUN」位置になっ
ているときに作動します。
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初期通知

イグニッション・スイッチを最初に「START」位置または
「ON/RUN」位置にしたときに運転者がシートベルトを着
用していない場合、チャイムが数秒間鳴ります。イグニッ
ション・スイッチを最初に「START」または「ON/RUN」位置
にしたとき、運転者または助手席乗員（助手席シートベ
ルト警告を装備している場合）のシートベルトが外されて
いると、両方のフロント・シートベルトが着用されるまで、
シートベルト警告灯が点灯し続けます。助手席に乗員が
いない場合、助手席シートベルト警告は作動しません。

BeltAlert 警告シーケンス

車両の移動速度が規定の車速範囲を超えた状態で運
転者または助手席乗員（助手席シートベルト警告を装備
している場合）がシートベルトを外すと、シートベルト警告
の警告作動が開始します（助手席シートベルト警告を装
備している場合）（助手席に乗員がいないと助手席シート
ベルト警告は作動しません）。シートベルト警告の警告作
動は、シートベルト警告灯の点滅と断続的なチャイムに
よって開始されます。シートベルト警告の警告作動が終
了すると、シートベルトが着用されるまでシートベルト警
告灯は点灯し続けます。シートベルト警告の警告作動
は、運転者または助手席に着座している乗員のシートベ
ルトのバックルが差し込まれるまで、車速に応じて繰り
返し作動することがあります。運転者はすべての乗員に
シートベルトを着用するよう指示してください。

着用状態の変化

車両の走行中に運転者または助手席乗員（助手席シー
トベルト警告を装備している場合）がシートベルトを外し
た場合、再びシートベルトが着用されるまで、シートベル
ト警告の警告作動が継続されます。

助手席に乗員がいない場合、助手席シートベルト警告は
作動しません。シートベルト警告は、ペットまたはその他
の物体を助手席に載せた場合や、シートを折りたたんだ

場合（タイプ別装備）に作動することがあります。ペット
は、ペット・ハーネスでリヤ・シート（タイプ別装備）に拘束
するか、ペット・キャリヤに入れシートベルトで固定するこ
とをお勧めします。また、荷物は正しく収納してください。

ラップ／ショルダ・ベルト 
すべてのフロントおよびリア・シートには 3 点式シートベ
ルトが装備されています。

シートベルト・ウェビングのリトラクタがロックされるのは、
急停止や衝撃を受けたときのみです。通常の状態では、
肩部分のシートベルトは、自由に引き出すことができま
す。しかし衝突時にはシートベルトがロックし、車内で衝
突したり車外に投げ出されたりする危険を低減します。

警告!

● エアバッグだけでは衝突の際に重傷を負う恐れが
あります。エアバッグは、シートベルトと共に使用し
たときに初めて効果をもたらします。エアバッグが
まったく展開しない衝突もあります。エアバッグが装
備されていても、必ずシートベルトを使用してくださ
い。

● シートベルトを正しく使用していないと、衝突の際に
運転者および乗員が重傷を負う恐れがあります。
事故の状況によっては、車内各部や他の乗員にぶ
つかったり、車外に放り出されることも考えられま
す。運転者やすべての乗員が、シートベルトを正し
く使用していることを常に確認してください。

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は危
険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っていると、
重傷または死亡事故につながる危険性が高くなり
ます。

(続き)

警告!

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。運転者を含む
乗員は、エアバッグの有無に関わらず、常にシート
ベルトを着用し、衝突した場合に重傷を負う、ある
いは死亡する危険性を最小限にする必要がありま
す。

● シートベルトの着用が適切でないと、衝突の際に大
けがをする恐れがあります。内臓に傷害を受けた
り、体がシートベルトからすり抜けてしまうことがあ
ります。安全にシートベルトを使用し、乗員の安全
を守るためにも、ここでの説明に従ってください。

● 1 本のシートベルトを 2 人で使用しないでください。
1 本のベルトを 2 人で使用すると、衝突の際お互
いにぶつかり合い、双方とも重傷を負うことがあり
ます。3 点式シートベルトまたはラップ・ベルトは、
体の大きさに関係なく、必ず 1 人でご使用くださ
い。

警告!

● 腰を通るベルトの位置が高すぎると、衝突の際にけ
がをする危険性が高くなります。シートベルトの衝
撃を丈夫な腰と骨盤ではなく、腹部で受けることに
なります。シートベルトはできるだけ低い位置に、ぴ
ったりと着用してください。

● シートベルトがねじれていると乗員が正しく保護さ
れないことがあります。衝突の際などベルトが体に
食い込むことがあります。シートベルトがねじれて
おらず、体に対して平らになっていることを確認して

(続き)
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警告!

ください。シートベルトのねじれが直らない場合は、
直ちにジープ正規ディーラーで修理を受けてくださ
い。

● シートベルトを間違ったバックルに留めると、体が
正しく保護されません。腰を通るベルトが高くなり、
内臓に傷害を与える恐れがあります。シートベルト
は、正しいバックルに差し込んでください。

● シートベルトが緩すぎると正しく保護されません。突
然の停止時に体が大きく前方に移動して、けがを
する恐れが高くなります。シートベルトは、体に密着
するように使用してください。

● 脇の下でシートベルトを使用するのは危険です。衝
突の際に体が車内で叩き付けられ、頭部や首にけ
がをする危険性が高くなります。また、脇の下に通
したシートベルトによって内臓に傷害を負う恐れも
あります。肋骨は、肩の骨ほど強くありません。衝
突の力を最も強い肩の骨で受け止めるように、シー
トベルトは肩の上を通してください。

● 肩を通るベルト部分を体の後ろにまわすと、衝突の
際にけがから身を守ることができません。肩を通る
ベルトを使用していない場合、衝突の際に頭部を
打ちつける危険が高くなります。3 点式シートベルト
は、必ず腰回りと肩にかけて使用してください。

● 磨耗したり、切れかかったりしているシートベルトは
衝突の際に破断し、乗員を保護できません。シート
ベルトは定期的に点検し、切れや磨耗、緩んだ部
品などがないことを確認してください。損傷している
部品は、直ちに交換してください。シートベルト・シ
ステムを分解したり、改造したりしないでください。
車両が衝突事故に遭った場合、またはシートベルト
やリトラクタの状態に疑問がある場合は、ジープ正
規ディーラーで車両の検査を受けてください。

ラップ／ショルダ・ベルトの使い方 
1. 車に乗って、ドアを閉めます。シートに深く座り、シ

ートの位置を調節します。

2. シートベルト・ラッチ・プレートは、フロント・シートの
背もたれの側方上部、およびリヤ・シートの横にあ
ります。ラッチ・プレートを持ち、シートベルトを引き
出します。シートベルトが腰を覆うのに十分なだけラ
ッチ・プレートをシートベルト上でスライドさせます。

ラッチ・プレートの引き出し

3. シートベルトの長さが十分になったら、ラッチ・プレ
ートをカチッという音がするまでバックルに差し込み
ます。

バックルへのラッチ・プレートの差し込み

4. ラップ・ベルトを、腹部の下の腰の低い位置に密着
するように使用します。ラップ・ベルトの緩みをなくす
には、ショルダ・ベルトを少し引き上げます。ラップ・
ベルトがきつすぎるときに緩めるには、ラッチ・プレ
ートを傾けてラップ・ベルトを引っ張ります。シートベ
ルトをぴったりと使用することにより、衝突の際に体
がシートベルトをすり抜けてしまう危険性が低くなり
ます。

ラップ・ベルトの位置調整

5. 肩を通るベルトは肩と胸のまわりの隙間が最小限
になるように使用してください。緩みは苦しくない程
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度にし、首にかからないようにします。リトラクタが
肩を通るベルトの余分な緩みを巻き取ります。

6. シートベルトを外すには、バックルの赤いボタンを押
します。シートベルトは、自動的に収納位置に引き
込まれます。シートベルトが完全に戻らない場合
は、ラッチ・プレートを一度下に引いてから放すとき
れいにベルトが巻き取られます。

ラップ／ショルダ・ベルトのねじれ修正手
順 
次の手順に従って、3 点式シートベルトのねじれを修正
します。

1. ラッチ・プレートをできるだけアンカ・ポイントの近く
へ移動させます。

2. ラッチ・プレートから約 6～12 インチ (15～30 cm)
上を持ち、シートベルト・ウェビングを 180 度ねじっ
てラッチ・プレートのすぐ上に折り目を付けます。

3. ラッチ・プレートを上方へスライドさせ、ベルトの折れ
た部分を通過させます。ベルトの折れた部分は、ラ
ッチ・プレートの上端部にあるスロットに入らなけれ
ばいけません。

4. ラッチ・プレートを、ベルトの折れた部分が通過し、
シートベルトにねじれがなくなるまでスライドさせてく
ださい。

アジャスタブル上部ショルダ・ベルト・アン
カ 
運転席シートおよび助手席シートのショルダ・ベルトで
は、その上部を上下に調節することによって、首から離
れた位置でシートベルトを着用することができます。アン
カ・ボタンを押すか強く握ってアンカを緩め、次にアンカを
上下に動かして最適な位置に調節します。

アジャスタブル上部アンカ

目安として、平均よりも身長が低い場合はショルダ・ベル
ト・アンカを低めに、身長が高い場合は高めに調節する
ことをお勧めします。アンカ・ボタンを緩めた後は、アンカ
を上下方向に軽く引っ張り、固定されていることを確認し
てください。

メモ :
アジャスタブル上部ショルダ・ベルト・アンカには、イージ
ー・アップ機能が備わっています。この機能により、リリ
ース・ボタンを押したり強く握ったりしなくても、ショルダ・
ベルト・アンカを上の位置に調整できます。ショルダ・ベ
ルト・アンカが固定されているかを確認するには、ロック
される位置までベルト・アンカを下方向に引っ張ります。

警告!

● シートベルトの着用が適切でないと、衝突の際に大
けがをする恐れがあります。内臓に傷害を受けた
り、体がシートベルトからすり抜けてしまうことがあ
ります。安全にシートベルトを使用し、乗員の安全
を守るためにも、ここでの説明に従ってください。

(続き)

警告!

● 肩を通るベルトは肩と胸のまわりの隙間が最小限
になるように使用してください。緩みは苦しくない程
度にし、首にかからないようにします。リトラクタが
肩を通るベルトの余分な緩みを巻き取ります。

● シートベルトを正しく着用しないと、衝突時の安全ベ
ルトの有効性を損ないます。

● 必ず車両が停止しているときに、シートベルトの高
さを調整してください。

妊娠中の方のシートベルト着用 

妊娠中の方のシートベルト着用

妊娠中の方を含め、シートベルトはすべての乗員が着用
するようにしてください。万が一事故に遭った場合でも、
シートベルトを着用することによって母親と胎児への負
傷の可能性が低減されます。

ラップ・ベルトは、下腹部に密着させ、強固な腰骨部に当
たるように着用してください。ショルダ・ベルトは、胸部を
横切るように、首から離して着用してください。ショルダ・
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ベルトは、絶対に背中の後ろに回したり、腕の下に通し
たりしないでください。

シートベルト・プリテンショナ 
フロント・シートおよび 2 列目ドア側シートのシートベル
ト・システムにはプリテンショナ装置が装備されており、
衝突時にシートベルトのたるみを取り除くように設計され
ています。この装置は、衝突時に早めにシートベルトの
たるみを取り除くことによってシートベルトの性能を向上
させます。プリテンショナは、チャイルド・シートに座って
いるお子さまを含むあらゆる体形の人に対して有効で
す。

メモ :
これらの装置は、乗員による正しいシートベルトの使用
に代わるものではありません。シートベルトは、必ず正し
い位置で体に密着させて使用してください。

プリテンショナは、乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）
により作動します。エアバッグ同様、プリテンショナは 1
回の使い切り部品です。作動したプリテンショナまたはエ
アバッグは、すぐに交換する必要があります。

衝突エネルギー低減機能

フロントおよび 2 列目ドア側シートのシートベルト・システ
ムには衝突エネルギー低減機能があり、衝突時にけが
をする危険性をさらに低減させるのに役立ちます。シート
ベルト・システムはリトラクタ・アセンブリを備えており、ベ
ルトを緩める力を制御するように設計されています。

補助拘束装置（SRS）
このセクションで説明されている一部の安全機能は、一
部のモデルでは標準装備されていますが、オプション装
備のモデルもあります。標準装備されているか不確かな
場合は、ジープ正規ディーラーでご確認ください。

エアバッグ・システムは衝突時に乗員を保護します。乗
員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、エアバッグ・シス
テムの電気構成部品に関係する内部回路と相互接続配
線を監視します。お客様の車両には、以下のエアバッ
グ・システム構成部品が装備されている場合がありま
す。

エアバッグ・システムの構成部品

● 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

● エアバッグ警告灯 

● ステアリング・ホイールおよびコラム

● インストルメント・パネル

● ニー・インパクト・ボルスタ（タイプ別装備）

● 運転席および助手席エアバッグ

● シートベルト・バックル・スイッチ

● サプリメンタル・サイド・エアバッグ

● 正面および側面衝突センサ

● シートベルト・プリテンショナ

● シート・レール位置センサ(タイプ別装備)

エアバッグ警告灯 
乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、イ
グニッション・スイッチが「START（始動）」位置
または「ON/RUN（オン／走行）」位置になっ
ているときに、エアバッグ・システムの電子部

品の作動可能状態をモニタします。イグニッション・スイッ
チが「OFF」位置または「ACC」位置のときは、エアバッグ・
システムは作動せず、膨らみません。

ORC に内蔵されたバックアップ電源供給システムによ
り、バッテリが上がったり、エアバッグの展開前に切り離
されたりした場合でも、エアバッグ・システムを展開させ
ることが可能です。

ORC は、イグニッション・スイッチが最初に「ON/RUN（オ
ン／走行）」位置になったときに、約 2～8 秒間インスト
ルメント・パネルのエアバッグ警告灯を点灯させて自己
点検を行います。自己点検後、エアバッグ警告灯は消灯
します。ORC がシステム内のどこかに不具合を検知する
と、エアバッグ警告灯は瞬間的または継続的に点灯しま
す。最初の始動後に警告灯が再度点灯した場合は、チ
ャイムを 1 回鳴らして警告を発します。

ORC には診断機能も備わっており、エアバッグ・システム
に影響を与える可能性のある不具合が検出された場合
はインストルメント・パネル内のエアバッグ警告灯が点灯
します。この診断機能は、不具合の性質の記録も行いま
す。エアバッグ・システムはメンテナンス・フリーですが、
次のような場合には直ちに正規ディーラーにて点検を受
けてください。

● イグニッション・スイッチが最初に「ON/RUN（オン／走
行）」位置になったときに、エアバッグ警告灯が 4～8
秒間点灯しない場合

● イグニッションを「ON」位置にした後 2～8 秒経っても
エアバッグ警告灯が点灯したままの場合

● 運転中、エアバッグ警告灯が断続的に点滅または点
灯する場合

メモ :
スピードメータやタコメータなどエンジン関連の計器が機
能しない場合、乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）も
無効になっていることがあります。その場合、エアバッグ
が作動せず、衝突時に乗員が守られない危険がありま
す。直ちに正規ディーラーでエアバッグ・システムを適切
に整備してください。
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警告!

インストルメント・パネルのエアバッグ警告灯が点灯し
ていると、衝突時にエアバッグ・システムによる保護が
得られない場合があります。イグニッション・スイッチを
最初に ON にしたときに、警告灯が点灯（電球点検の
ため）しなかったり、車両始動後も点灯し続けたり、運
転中に点灯したときには、直ちにジープ正規ディーラ
ーでエアバッグ・システムの点検を受けてください。

エアバッグ予備警告灯 
エアバッグ警告灯に異常が検知され、それ
が補助拘束装置（SRS）に影響を与える可能
性があると、インストルメント・パネルのエア
バッグ予備警告灯が点灯します。エアバッグ

予備警告灯は、異常が解消されるまで点灯し続けます。
さらに、エアバッグ予備警告灯が点灯し、異常が検知さ
れていることを運転者に警告するチャイムが 1 回鳴りま
す。運転中、エアバッグ予備警告灯が断続的に点滅ま
たは点灯し続ける場合、直ちにジープ正規ディーラーで
車両の整備を受けてください ⇨ ページ 116。

フロント・エアバッグ

この車両には、運転席および助手席の両方にフロント・
エアバッグとラップ／ショルダ・ベルトが装備されていま
す。フロント・エアバッグは、拘束装置であるシートベルト
を補助するものです。運転席のフロント・エアバッグは、
ステアリング・ホイールの中心に内蔵されています。助
手席のフロント・エアバッグは、グローブ・ボックスの上の
インストルメント・パネルに内蔵されています。「SRS
AIRBAG」または「AIRBAG」という文字がエアバッグ・カバ
ーの上に浮き彫り加工されています。

フロント・エアバッグ／ニー・インパクト・ボルスタの位
置

1 - 運転席および助手席のフロント・エアバッグ
2 - 運転席および助手席ニー・インパクト・ボルスタ

警告!

● ステアリング・ホイールやインストルメント・パネルに
接近し過ぎると、フロント・エアバッグが展開した際
に重傷または死亡事故につながるおそれがありま
す。エアバッグが膨らむには、ある程度の空間が必
要です。ステアリング・ホイールやインストルメント・
パネルに向かってゆったりと腕を伸ばせるくらいに
深く座ってください。

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手席に
は、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを使用しな
いでください。お子様の死亡または重傷を負う原因
となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り
付けたチャイルド・シートに座らせてください。これ
が衝突時に最も保護される位置です。

(続き)

警告!

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、助手席側
フロント・エアバッグの作動を解除する必要があり
ます。チャイルド・シートを使用する場合は、エアバ
ッグ作動解除表示灯が点灯していることを必ず確
認してください。助手席をできるだけ後方に下げ、
チャイルド・シートがダッシュボードに接触しないよ
うにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートのお子さまなど、12 歳以下
のお子さまに重傷事故または死亡事故が起きる恐
れがあります。

運転席および助手席のフロント・エ
アバッグ機能

フロント・エアバッグ・システムでは、乗員保護拘束装置
コントローラ（ORC）が正面衝突センサ（タイプ別装備）ま
たは他のシステム構成部品から情報を受信して、衝突
の程度と種類に応じて展開するよう設計されています。
運転席フロント・エアバッグ・システムは単一段階式エア
バッグです。助手席フロント・エアバッグ・システムは多
段階式フロント・エアバッグです。エアバッグを展開する
必要のある衝撃が起きると、第 1 段階のインフレータが
直ちに作動します。多段階式エアバッグの場合、軽度の
衝突時には低エネルギー出力が使用されます。高エネ
ルギー出力は、重度の衝突時に使用されます。

また、モデルによっては、運転席や助手席のシートベル
トが留められているかどうかを検出する運転席／助手席
シートベルト・バックル・スイッチが装備されています。シ
ートベルト・バックル・スイッチにより、助手席多段階式フ
ロント・エアバッグの膨張率が調節されます。
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モデルによっては、シートの位置に基づいて高度フロン
ト・エアバッグの膨張率を調節する運転席／助手席フロ
ント・シート・レール位置センサが装備されています。

警告!

● インストルメント・パネルまたはステアリング・ホイー
ルのエアバッグ・カバーの上または近くに物を置か
ないでください。衝突時にエアバッグが膨張した際
に、これらの物によってけがをする恐れがありま
す。

● エアバッグ・カバーの周辺やその上に物を置かない
でください。またエアバッグ・カバーを手で開けない
でください。エアバッグを傷つけるだけでなく、万一
の際に機能せず負傷する恐れがあります。エアバ
ッグ・クッションの保護用カバーは、エアバッグが作
動した場合のみ開く設計になっています。

● エアバッグだけでは衝突の際に重傷を負う恐れが
あります。エアバッグは、シートベルトと共に使用し
たときに初めて効果をもたらします。エアバッグが
まったく展開しない衝突もあります。エアバッグが装
備されていても、必ずシートベルトを使用してくださ
い。

フロント・エアバッグの作動 
フロント・エアバッグは、シートベルトを補助することによ
り、保護効果を高めるように設計されています。フロント・
エアバッグでは、後面衝突、側面衝突、または横転の際
の負傷の危険性を減らす効果は期待できません。フロン
ト・エアバッグは、すべての正面衝突で作動するわけで
はありません。このような衝突には、ポールとの衝突、ト
ラックへのもぐりこみ、斜めオフセット衝突など、車両に
かなりの損傷が生じる衝突などがあります。

その一方で、衝撃の種類と位置によっては、車両前部の
損傷が軽微でも初期減速度が著しい衝突においては、
フロント・エアバッグが作動することもあります。

エアバッグ・センサは時間に対する車両の減速度を計測
するため、車速および損傷だけで、エアバッグ展開の要
否を判断することはできません。

シートベルトは、あらゆる衝突で乗員を保護するためだ
けでなく、膨張するエアバッグから離れた位置に乗員を
保持するためにも必要です。

乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）がフロント・エアバ
ッグの作動に必要な衝撃を検知すると、インフレータ・ユ
ニットに信号を送ります。フロント・エアバッグは、大量の
無害なガスにより膨張します。

エアバッグが完全に膨張すると、ステアリング・ホイー
ル・ハブのトリム・カバーとインストルメント・パネルの助
手席側上部が外れて分離します。フロント・エアバッグ
は、まばたきよりも短時間で完全に膨らみます。膨張し
たフロント・エアバッグは、運転者と助手席の乗員を受け
止めた後、直ちに収縮します。

助手席側エアバッグ無効機能 — タ
イプ別装備

フロント・シートにチャイルド・シートを取り付けなければ
ならない場合、このシステムでは助手席側高度フロント・
エアバッグを無効（OFF）にできます。助手席側高度フロ
ント・エアバッグを無効（OFF）にするのは、どうしてもフロ
ント・シートにチャイルド・シートを取り付けなければなら
ない場合のみにしてください。12 歳以下のお子さまは、
できるだけリヤ・シートでシートベルトを正しく使用させる
ようにしてください。衝突事故の統計によると、お子さま
はフロント・シートよりもリヤ・シートでチャイルド・シートに
座らせたほうが、より安全であることが確認されています

⇨ ページ 55。

警告!

● 「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」では、助手席側高
度フロント・エアバッグは作動解除され、衝突時に
展開しません。

● 「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」では助手席側高
度フロント・エアバッグは、シートベルトを補助する
ことで助手席の保護効果を高めることはしません。

● オーバーヘッド・スポーツ・バーの助手席側エアバ
ッグ「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」表示灯 t が

点灯し、助手席側高度フロント・エアバッグが
「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」であることを示して
いない限り、助手席にチャイルド・シートを装着しな
いでください。

● シートベルトを正しく使用していないと、衝突の際に
運転者および乗員が重傷を負う恐れがあります。
事故の状況によっては、車内各部や他の乗員にぶ
つかったり、車外に放り出されることも考えられま
す。運転者やすべての乗員が、シートベルトを正し
く使用していることを常に確認してください。

助手席側高度フロント・エアバッグは、インストルメント・
パネル・ディスプレイ・メニューの該当する設定を選択す
ることによって、有効（ON）または無効（OFF）にできま
す。

助手席側エアバッグ無効機能には、以下のものが含ま
れます。

● 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

● 助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯 - オーバー

ヘッド・スポーツ・バーにある黄色の表示灯

● 助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯 - オーバー

ヘッド・スポーツ・バーにある黄色の表示灯
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● エアバッグ警告灯 - インストルメント・パネル・ディ

スプレイにある黄色の警告灯

助手席側エアバッグ表示灯

乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、イグニッショ
ン・スイッチが「START（始動）」位置または「ON/RUN（オ
ン／走行）」位置になっているときに、エアバッグ・システ
ムの電子部品の作動可能状態をモニタします。ORC は、
イグニッション・スイッチを最初に「START（始動）」または
「ON/RUN（オン／走行）」位置にしたとき、オーバーヘッ
ド・スポーツ・バーの助手席側エアバッグ無効（OFF）表示
灯と助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯を約 5～8 秒
間点灯させ、自己点検を行います。自己点検が終わると
表示灯が点灯し、助手席側高度フロント・エアバッグの
状態を運転者と助手席乗員に伝えます。次のような場
合、直ちに正規ディーラーでエアバッグ・システムを適切
に整備してください。

● イグニッションを最初に「START」または「ON/RUN」位
置にしたとき、どちらの表示灯も自己点検のために点
灯しない。

● 車両を始動した後、両方の表示灯が点灯し続ける。

● 車両を始動した後、両方の表示灯が消灯し続ける。

● 走行中に両方の表示灯が点灯する。

● 走行中に両方の表示灯が消灯する。

自己点検が終了すると、どちらかの助手席側エアバッグ
表示灯のみが点灯します。

警告!

助手席側エアバッグ表示灯に問題があることを示す
上記のいずれかの状況が発生している場合、助手席
側高度フロント・エアバッグは最後に選択されていた
状態（無効または有効）のままになります。

 助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯 - オーバーヘ

ッド・スポーツ・バーにある

助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯は、助手席側高
度フロント・エアバッグが解除されていることを運転者と
助手席乗員に伝えます。助手席側エアバッグ無効（OFF）
表示灯が点灯している場合 、衝突時に助手席側高度

フロント・エアバッグが展開しないことを示しています。助
手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯 が点灯していな

いときは、助手席側高度フロント・エアバッグが解除され
ていると思わないでください。

 助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯 - オーバーヘ

ッド・スポーツ・バーにある

助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯は、助手席側高度
フロント・エアバッグが作動可能な状態であることを運転
者と助手席乗員に伝えます。助手席側エアバッグ有効
（ON）表示灯が点灯している場合 、エアバッグの展開

を要する衝撃が発生すると助手席側高度フロント・エア
バッグが展開することを示しています。助手席側エアバ
ッグ有効（ON）表示灯 が点灯していない限り、助手席

側高度フロント・エアバッグが作動すると見なさないでく
ださい。

警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手席に
は、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを使用しな
いでください。お子様の死亡または重傷を負う原因
となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り
付けたチャイルド・シートに座らせてください。これ
が衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、助手席側
フロント・エアバッグの作動を解除する必要があり
ます。チャイルド・シートを使用する場合は、エアバ
ッグ作動解除表示灯が点灯していることを必ず確
認してください。助手席をできるだけ後方に下げ、
チャイルド・シートがダッシュボードに接触しないよ
うにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートのお子さまなど、12 歳以下
のお子さまに重傷事故または死亡事故が起きる恐
れがあります。

● 12 歳以下のお子さまには必ずシートベルトを着用
させ、リヤ・シート付き車両のリヤ・シートに乗車さ
せてください。

助手席側高度フロント・エアバッグを無効（OFF）にする

助手席側高度フロント・エアバッグを無効（OFF）にするに
は、ステアリング・ホイールの上下矢印ボタンを押して、
インストルメント・パネルにあるインストルメント・パネル・
ディスプレイのメイン・メニューにアクセスし、以下の作業
を行います。
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アクション 情報

「Vehicle Set-Up（車両設定）」まで上下にスクロールします

車両のステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Vehicle Settings（車両設定）」を
開きます

ステアリング・ホイールの矢印ボタンを使って上下にスクロールし、「Security（セキュリテ
ィ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Security（セキュリティ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Passenger AIRBAG（助手席側エアバッ
グ）」を選択します

「Passenger AIRBAG OFF（助手席側エアバッグ OFF）」（ 〓 ON）まで上下にスクロール

します

メモ :
以前に助手席側高度フロント・エアバッグを有効（ON）にしていた場合は初期設定で
「ON」になるので、下にスクロールして「OFF」を選択する必要があります。

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Passenger AIRBAG OFF（助手席側エア
バッグ OFF）」（ OFF）を選択します

上下にスクロールして、確定するために「YES（はい）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「YES（はい）」を選択します
メモ :
この操作を 1 分以内に行わないと、この選択内容が無効になり、手順を最初から繰り
返さなければならなくなります。

チャイムが 1 回鳴り、助手席側エアバッグ無効（OFF） 表示灯が 4～5 秒間点灯し、

助手席側高度フロント・エアバッグが無効になったことを通知します。

助手席側エアバッグ無効（OFF） 表示灯は常時点灯し続け、助手席側高度フロント・

エアバッグが無効（OFF）になっていることを運転者と助手席乗員に伝えます。
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上記の表の作業に従うことで、助手席側高度フロント・エ
アバッグが無効（OFF）になります。助手席側エアバッグ
無効（OFF）表示灯が点灯している場合 、衝突時に助

手席側高度フロント・エアバッグが展開しないことを示し
ています。

助手席側高度フロント・エアバッグを有効（ON）にする

ステアリング・ホイールの上下矢印ボタンを押して、イン
ストルメント・パネルにあるインストルメント・パネル・ディ

スプレイのメイン・メニューにアクセスし、以下の作業を
行ないます。

アクション 情報

「Vehicle Set-Up（車両設定）」まで上下にスクロールします

車両のステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Vehicle Settings（車両設定）」を
開きます

ステアリング・ホイールの矢印ボタンを使って上下にスクロールし、「Security（セキュリテ
ィ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Security（セキュリティ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Passenger AIRBAG（助手席側エアバッ
グ）」を選択します

「Passenger AIRBAG ON（助手席側エアバッグ ON）」（ 〓 ON）まで上下にスクロールし

ます

メモ :
以前に助手席側高度フロント・エアバッグを無効（OFF）にしていた場合は初期設定で
「OFF」になるので、下にスクロールして「ON」を選択する必要があります。

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Passenger AIRBAG ON（助手席側エアバ
ッグ ON）」（ ON）を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Yes（はい）」を選択します
メモ :
この操作を 1 分以内に行わないと、この選択内容が無効になり、手順を最初から繰り
返さなければならなくなります。
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アクション 情報

チャイムが 1 回鳴り、助手席側エアバッグ有効（ON） 表示灯が 4～5 秒間点灯し、助

手席側高度フロント・エアバッグが有効になったことを通知します。

助手席側エアバッグ有効（ON） 表示灯は常時点灯し続け、助手席側高度フロント・エ

アバッグが有効（ON）になっていることを運転者と助手席乗員に伝えます。

上記の表の作業に従うことで、助手席側高度フロント・エ
アバッグが有効（ON）になります。オーバーヘッド・スポ
ーツ・バーの助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯 が

点灯している場合、エアバッグの展開を要する衝撃が発
生すると助手席側高度フロント・エアバッグが展開するこ
とを示しています。

警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手席に
は、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを使用しな
いでください。お子様の死亡または重傷を負う原因
となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り
付けたチャイルド・シートに座らせてください。これ
が衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、助手席側
フロント・エアバッグの作動を解除する必要があり
ます。チャイルド・シートを使用する場合は、エアバ
ッグ作動解除表示灯が点灯していることを必ず確
認してください。助手席をできるだけ後方に下げ、
チャイルド・シートがダッシュボードに接触しないよ
うにしてください。

(続き)

警告!

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートのお子さまなど、12 歳以下
のお子さまに重傷事故または死亡事故が起きる恐
れがあります。

● 12 歳以下のお子さまには必ずシートベルトを着用
させ、リヤ・シート付き車両のリヤ・シートに乗車さ
せてください。

ニー・インパクト・ボルスタ

ニー・インパクト・ボルスタは、運転者と助手席乗員の膝
を保護するとともに、フロント・エアバッグの効果を高める
姿勢に保ちます。

警告!

● ニー・インパクト・ボルスタにドリルで穴を開けたり、
切断したり、改造したりすることは絶対にしないでく
ださい。

● ニー・インパクト・ボルスタに警告灯やステレオ、CB
無線などのアクセサリ類を取り付けないでください。

サプリメンタル・サイド・エアバッグ

Supplemental Seat-Mounted Side Air Bags(サプリメンタ
ル・シート・マウント・サイド・エアバッグ)（SAB） - タイプ別
装備

この車両には、モデルによってサプリメンタル・シート・マ
ウント・サイド・エアバッグ（SAB）が装備されています。サ
プリメンタル・シート・マウント・サイド・エアバッグ（SAB）
が装備されている場合、以下の情報を参照してくださ
い。

サプリメンタル・シート・マウント・サイド・エアバッグ
（SAB）はフロント・シートのドア側に内蔵されています。
SAB が装備されている場合、シートのドア側のラベルま
たはシート・トリムに、「SRS AIRBAG」または「AIRBAG」と
いうマークが縫い付けられています。
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サプリメンタル・シート・マウント・サイド・エアバッグの
ラベル

SAB が装備されている場合は、SAB はシートベルトやボ
ディ構造による負傷の軽減に加え、特定の側面衝突時
に乗員が負傷する危険性を低減するのに役立ちます。

SAB が展開するときは、シート・バックのトリム・カバーの
ドア側の縫い目が開きます。SAB は、シートの縫い目を
裂いて展開し、乗員とドアの間の空間で膨張します。
SAB は非常に速く強い力で作動するため、乗員が正しく
座っていなかったり、SAB が膨張する空間に物が置いて
ある場合は、乗員が負傷する恐れがあります。お子さま
の場合は、エアバッグの展開による負傷の危険性がさら
に高まります。

警告!

後付けのシート・カバーを使用したり、体とサイド・エア
バッグの間に物を置かないでください。十分な性能が
得られなかったり、置いてあった物が身体に当たって
負傷する恐れがあります。

サプリメンタル・シート・マウント・サイド・エアバッグ・イン
フレータブル・カーテン（SABIC）- タイプ別装備

この車両には、モデルによってサプリメンタル・サイド・エ
アバッグ・インフレータブル・カーテン（SABIC）が装備され
ています。サプリメンタル・サイド・エアバッグ・インフレー
タブル・カーテン（SABIC）が装備されている場合、以下の
情報を参照してください。

サプリメンタル・サイド・エアバッグ・インフレータブル・カ
ーテン（SABIC）はウィンドウ上部に内蔵されています。
SABIC を覆うトリムには、「SRS AIRBAG」または「AIRBAG」
というラベルが付いています。

サプリメンタル・サイド・エアバッグ・インフレータブル・
カーテン（SABIC）のラベル位置

SABIC（タイプ別装備）は、シートベルトや車体構造による
潜在的な負傷の軽減に加え、特定の側面衝突時におけ
るフロントおよびリヤ・シートのドア側乗員の頭部などへ
の負傷の危険性を軽減するうえで役立ちます。

SABIC は下向きに展開され、ドアウィンドウを覆います。
膨張した SABIC は、ヘッドライナの周囲を外に向かって
押し出し、窓を覆います。SABIC は強い力で膨張するた
め、乗員がシートベルトを着用せず正しく座っていなかっ

たり、SABIC が膨張する空間に物が置いてある場合は、
乗員が負傷する恐れがあります。お子さまの場合は、エ
アバッグの展開による負傷の危険性がさらに高まりま
す。

SABIC（タイプ別装備）は、特定の側面衝突時にドアウィ
ンドウから車両の乗員の体の一部またはすべてが飛び
出す危険性を軽減するうえで役立ちます。

警告!

● SABIC の展開を妨げる高さに装置を取り付けたり、
物や荷物を積み重ねたりしないでください。SABIC
が収納されており SABIC 展開範囲となるドアウィン
ドウ上を覆うトリム付近には、障害物を置かないで
ください。

● SABIC が意図されたとおりに機能するように、車両
のルーフを変形させるようなアクセサリを取り付け
ないでください。車両には後付サンルーフを取り付
けないでください。車両ルーフに設置する際に、固
定用部品（ボルトまたはスクリュ）を必要とするよう
なルーフ・ラックを取り付けないでください。車両ル
ーフには、絶対に穴をあけないでください。

側面衝突

サイド・エアバッグは、特定の側面衝突時に起動するよう
設計されています。乗員保護拘束装置コントローラ
（ORC）は、特定の側面衝突時におけるサイド・エアバッ
グの展開が適切であるかどうかを、衝突の程度と種類に
応じて判断します。ORC は側面衝突センサを使用して、
発生した衝突に対して適切な応答を決定します。システ
ムは、サイド・エアバッグによる乗員保護が必要な衝撃
に対して、車両の衝突した側のサイド・エアバッグを作動
させるよう調整されています。側面衝突では、サイド・エ
アバッグはそれぞれ独立して展開します。左側の衝突で
は左側のサイド・エアバッグのみが展開し、右側の衝突
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では右側のサイド・エアバッグのみが展開します。車両
の損傷自体は、サイド・エアバッグが展開するべきかどう
かの十分な指標とはなりません。

サイド・エアバッグは、すべての側面衝突で展開するわ
けではありません。車内に影響を及ぼさないような特定
の角度での衝突や一部の側面衝突では、サイド・エアバ
ッグは展開しません。サイド・エアバッグは、フロント・エ
アバッグが展開する場合でも、角度のあるまたはオフセ
ットした正面衝突の際に展開する場合があります。

サイド・エアバッグは、シートベルトの補助的な拘束装置
です。サイド・エアバッグは、人間が 1 回まばたきをする
時間もかからずに展開します。

警告!

● 乗員またはお子さまがサイド・エアバッグに接近し
過ぎていると、重傷を負ったり、死にいたる恐れが
あります。乗員とお子さまがドア、ドアウィンドウ、ま
たはサイド・エアバッグが膨らむ範囲に寄りかかっ
たり眠ったりしないようにしてください。お子さまをチ
ャイルド・シートに座らせている場合も寄りかからな
いように注意してください。

● シートベルト（および適切な場合はチャイルド・シー
ト）はあらゆる衝突から乗員を保護するために必要
です。また、シートベルトは膨張するサイド・エアバ
ッグから離れた位置に乗員を保持するためにも役
立っています。サイド・エアバッグから最大限保護さ
れるように、乗員はシートベルトを必ず適切に着用
し、シートに背中を付けてまっすぐ座ってください。
お子さまは、お子さまの体格に合ったチャイルド・シ
ートまたはブースタ・シートに必ず正しく座らせてく
ださい。

警告!

● サイド・エアバッグが膨らむにはある程度の空間が
必要です。ドアまたはウインドウに寄りかからない
でください。シートの中央にまっすぐ座ってください。

● 展開中、サイド・エアバッグのすぐ近くにいると、重
傷や死亡事故につながる恐れがあります。

● サイド・エアバッグだけでは衝突の際に重傷を負う
恐れがあります。サイド・エアバッグは、シートベル
トを適切に着用しているときに初めて効果をもたら
します。サイド・エアバッグがまったく展開しない衝
突もあります。サイド・エアバッグが装備されていて
も、必ずシートベルトを使用してください。

メモ :
エアバッグのカバーは周囲の内装と見分けがつきませ
んが、万一のときには開いてエアバッグが展開します。

エアバッグ・システムの構成部品

メモ :
乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、電動エアバッ
グ・システムの電気構成部品に関係する内部回路と相
互接続配線を監視します。

● 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

● エアバッグ警告灯 

● ステアリング・ホイールおよびコラム

● インストルメント・パネル

● ニー・インパクト・ボルスタ（タイプ別装備）

● 運転席および助手席エアバッグ

● シートベルト・バックル・スイッチ

● サプリメンタル・サイド・エアバッグ

● 正面および側面衝突センサ

● シートベルト・プリテンショナ

● シート・レール位置センサ(タイプ別装備)

エアバッグが作動したとき 
フロント・エアバッグは、展開後すぐに収縮するように設
計されています。

メモ :
フロントまたはサイド・エアバッグは、衝突のレベルによ
っては作動しないことがあります。これはエアバッグ・シ
ステムの故障ではありません。

衝突によりエアバッグが作動すると、次のような事態が
起こることがあります。

● エアバッグが膨張するとき、エアバッグの素材により
乗員がすり傷を負ったり、皮膚が赤くなったりすること
があります。エアバッグによるすり傷は、ロープなどに
よる摩擦で起きるもの、またはカーペットや体育館の
床で滑ったときにできるもの（擦過傷）と同じもので
す。化学物質との接触によるものではありません。一
時的なもので、通常は短期間で治癒するものです。た
だし、数日たっても良くならないときや水ぶくれができ
たときには、直ちに医師の診察を受けてください。

● エアバッグが収縮するとき、煙のような粉末が発生す
ることがあります。この粉末は、エアバッグ膨張のた
めに無害なガスが発生するときの副産物です。この
粉末が、皮膚、目、鼻、のどなどを刺激することがあり
ます。皮膚や目に刺激を感じたら、冷水で洗い流して
ください。鼻やのどがひりひりするときは、空気が新鮮
な場所に移動してください。それでも刺激を感じるよう
であれば、医師の診察を受けてください。粉末が衣服
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に付着した場合は、衣服の表示に従ってクリーニング
してください。

エアバッグが作動した後は、その車を運転しないようにし
てください。次に衝突に巻き込まれた際に、エアバッグが
機能を果たしません。

警告!

一度作動したエアバッグおよびシートベルト・プリテン
ショナは、次の衝突時には作動しません。直ちにエア
バッグ、シートベルト・プリテンショナ、シートベルト・リト
ラクタ・アセンブリをジープ正規ディーラーで交換してく
ださい。乗員保護拘束装置コントローラの整備も受け
てください。

メモ :
● エアバッグのカバーは周囲の内装と見分けがつきま

せんが、万一のときには開いてエアバッグが展開しま
す。

● 衝突した場合には、直ちにジープ正規ディーラーに整
備を依頼してください。

高度事故時反応システム

衝突時に、車両通信ネットワークおよび電源には問題が
ない場合、衝撃の性質に応じて、乗員保護拘束装置コン
トローラ（ORC）は高度事故時反応システムを作動して次
の機能を実行するかどうかを判断します。

● エンジンへの燃料供給停止

● ハザード警告灯の点滅（バッテリ電力が切れるまで）

● 室内灯の点灯。室内灯は、バッテリ電源がなくなるま
で、または高度事故時反応システムの介入から 15
分間点灯し続けます。

● パワー・ドア・ロックの解錠

ご使用の車両は、高度事故時反応システムに反応して
以下の他の機能のいずれかを実行するように設計され
ていることもあります。

● フューエル・フィルタ・ヒータをオフにする、HVAC ブロ
ア・モータをオフにする、HVAC サーキュレーション・ド
アを閉じる

● 以下のコンポーネントへのバッテリ電力供給を停止す
る。

○ エンジン

○ 電動モータ（タイプ別装備）

○ 電動パワー・ステアリング

○ ブレーキ・ブースタ

○ 電動パーキング・ブレーキ

○ オートマチック・トランスミッション・ギヤ・セレクタ

○ ホーン

○ フロント・ワイパ

メモ :
事故の後は、バッテリーの消耗を避けるために、必ずイ
グニッションを停止 (オフ) 位置にしてください。システム
をリセットしてエンジンを始動する前に、エンジン・ルーム
内やエンジン・ルームおよび燃料タンク付近の地面に燃
料漏れがないか、車両を十分に点検してください。燃料
漏れがなく、車両の電気装置（ヘッドライトなど）に損傷
がない場合は、以下の手順でシステムをリセットしてくだ
さい。疑わしい場合は、ジープ正規ディーラーにお問い
合わせください。

高度事故時反応システムのリセット
手順

事故後に高度事故時反応システム機能をリセットするに
は、イグニッション・スイッチをイグニッションの「START」ま
たは「ON/RUN」からイグニッションの「OFF」に変更する
必要があります。システムをリセットしてエンジンを始動
する前に、エンジン・ルーム内やエンジン・ルームおよび
燃料タンク付近の地面に燃料漏れがないか、車両を十
分に点検してください。

事故後、リセット手順を実行しても車両が始動しない場
合、車両をジープ正規ディーラーまでけん引し、点検を
行って、高度事故時反応システムのリセットを実施してく
ださい。

エアバッグ・システムのメンテナンス 

警告!

● エアバッグ・システムを改造すると、万一のときに作
動しない恐れがあります。必要なときにエアバッグ・
システムが作動せず、負傷する恐れがあります。ス
テアリング・ホイール・ハブ・トリム・カバーやインスト
ルメント・パネルの助手席側上部にバッジやステッ
カーなどを貼ったり、構成部品や配線を改造しない
でください。フロント・バンパまたは車体構造を改造
したり、アクセサリ部品のサイド・ステップまたはラ
ンニング・ボードを装着したりしないでください。

● お客様自身の手でエアバッグ・システムを修理する
ことは危険です。車の整備を依頼するときは、整備

(続き)
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警告!

士などにエアバッグ・システムが装備されているこ
とを必ず伝えてください。

● エアバッグ・システムの部品は改造しないでくださ
い。改造を加えると、エアバッグが誤って膨張したり
正常に機能しなかったりすることがあります。エア
バッグ・システムの修理は正規ディーラーにご依頼
ください。トリム・カバーやクッションなど、シートの
整備（シート取り付けボルトの取り外しや緩め／締
め付けを含む）が必要な場合は、正規ディーラーに
作業をご依頼ください。使用できるシート・アクセサ
リは、メーカ認定済みのものだけです。

事象データ・レコーダ（EDR）

この車は、事象データ・レコーダ（EDR）を装備していま
す。EDR の主な目的は、衝突または衝突に近い状況（エ
アバッグの展開または道路の障害物に当たるなど）が起
こった際、車両のシステム作動状況を把握するのに役立
つデータを記録することです。EDR は、車両のダイナミッ
クスと安全システムに関連するデータを短時間（通常、
30 秒以下）の間記録するように設計されています。この
車の EDR は、次のデータを記録するように設計されてい
ます。

● 車両の各種システムの作動状況

● 運転席または助手席シートベルトがバックルに差し込
まれていた（着用されていた）かどうか

● 運転者がアクセル・ペダルやブレーキ・ペダルをどの
程度踏み込んでいたか、またはまったく踏み込んでい
なかったかどうか

● 車両の走行速度

これらのデータにより、衝突やけがの発生時の状況がわ
かりやすくなります。

メモ :
EDR データは、重要な衝突状況が発生した場合のみ車
両で記録されます。通常の運転条件下ではデータは記
録されません。また、個人情報（氏名、性別、年齢、衝突
の場所）などは記録されません。ただし、法的機関など
の他の関係者は事故調査中に通常取得される個人識
別データと組み合わせてこの EDR データを使用する場
合があります。

EDR に記録されたデータを読み取るには、専用の装置
が必要で、車両または EDR にアクセスする必要もありま
す。車のメーカに加え、専用の装置を持っている法的機
関などの他の関係者は、車両または EDR にアクセスで
きる場合に情報を読み取ることができます。

チャイルド・シート — お子さ
まを安全に乗せるために

助手席サンバイザに貼付されている警告ラベル

車内では、乳幼児も含めて全員が常にシートベルトを着
用してください。EC 指令 2003/20/EC では、すべての
EC 諸国に対し、シートの適切な使用を求めています。

身長が 1.5m に満たない 12 歳以下のお子さまは、でき
るだけリヤ・シートでシートベルトを正しく締めて乗車させ
るようにしてください。衝突事故の統計によると、お子さ
まはフロント・シートよりもリヤ・シートでチャイルド・シート
に座らせたほうが、より安全であることが確認されていま
す。
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警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手席に
は、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを使用しな
いでください。お子様の死亡または重傷を負う原因
となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り
付けたチャイルド・シートに座らせてください。これ
が衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、助手席側
フロント・エアバッグの作動を解除する必要があり
ます。チャイルド・シートを使用する場合は、エアバ
ッグ作動解除表示灯が点灯していることを必ず確

(続き)

警告!

認してください。助手席をできるだけ後方に下げ、
チャイルド・シートがダッシュボードに接触しないよ
うにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートのお子さまなど、12 歳以下
のお子さまに重傷事故または死亡事故が起きる恐
れがあります。

● 衝突の際には、チャイルド・シートなどにより保護さ
れていないお子さまは、一瞬のうちに車内で放り出
された状態になってしまう恐れがあります。衝突時
にお子さまをひざの上で抱いて支えるには想像以
上の力が必要となるため、どんなに力が強い方で
も、お子さまを抱えきれません。お子さまのみなら

(続き)

警告!

ず他の乗員も重傷を負ったり死亡にいたる恐れが
あります。お子さまの大きさに合った適正なチャイ
ルド・シートで保護してください。

チャイルド・シートには、幼児用からある程度大きなお子
さま用まで、様々なサイズとタイプがあります。お子さま
はできる限り後ろ向きにお乗せください。後ろ向きは、衝
突の際にお子さまをもっとも保護します。必ずチャイル
ド・シートの取扱説明書を読んで、お子さまに適切なシー
トかどうかを確認してください。チャイルド・シートの取扱
説明書とチャイルド・シートに貼り付けられているすべて
のラベルに記載された指示事項と注意事項すべてを十
分に読んで従ってください。

欧州では、チャイルド・シートは ECE R44 基準によって
定義されています。この中でチャイルド・シートは、次の
5 つの体重グループに分類されています。

グループ 年齢 体重グループ サイズ・クラス／固定

グループ 0 9 か月までの表示 10 kg まで ISO/L1

ISO/L2

ISO/R1

グループ 0+ 2 歳までの表示 13kg まで ISO/R1

ISO/R2

ISO/R3
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グループ 年齢 体重グループ サイズ・クラス／固定

グループ 1 8 か月～4 歳までの表示 9～18 kg ISO/R2

ISO/R3

ISO/F2

ISO/F2X

ISO/F3

グループ 2 3～7 歳までの表示 15～25 kg —

グループ 3 6～12 歳までの表示 22～36 kg —

ECE R44 規格は ECE R-129 規定を補足するもので、i-
Size チャイルド・シートの特性を定義しています（詳細に
ついては、「i-Size チャイルド・シートの使用に適した助手
席（i-Size 装備車の場合）」の項目を参照してください）。
すべての拘束装置は、チャイルド・シートにしっかりと固
定され絶対に外れることがないラベル上に、管理マーク
と一緒に型式認定データが記載されている必要がありま
す。Lineaccessori Mopar®では、各体重グループ向けの
チャイルド・シートを用意しています。Jeep®の車両向け
に特別に設計されているこれらの装置を推奨します。

警告!

非常に危険です！作動可能なエアバッグの前に後ろ
向きのチャイルド・シートを取り付けないでください。詳
細については、サンバイザに貼られたラベルを参照し
てください。衝突の度合いに関係なく、事故時のエア
バッグの展開により乳幼児が重傷を負ったり死亡する
恐れがあります。お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・

(続き)

警告!

シートに取り付けたチャイルド・シートに座らせてくださ
い。これが衝突時に最も保護される位置です。

警告!

助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シートにお
子さまを乗せる必要がある場合は、「Setup（セットアッ
プ）」メニューから助手席側フロント・エアバッグとサイ
ド・バッグ（バージョン／市場に応じてタイプ別装備）の
作動を解除する必要があります。作動解除はインスト
ルメント・パネルに点灯した警告灯によって確認できま
す。助手席をできるだけ後方に下げ、チャイルド・シー
トがダッシュボードに接触しないようにしてください。

「ユニバーサル」チャイルド・シード

チャイルド・シートをこの車両に取り付ける場合は事前
に、シート位置ごとのチャイルド・シートの使用法を参照

して、使用するチャイルド・シートの種類がシート位置に
適合するかどうか確認してください⇨ ページ 63。

● 以下のセクションの図は、ユニバーサル・チャイルド・
シートの各タイプの例です。一般的な取り付け方法が
示されています。チャイルド・シートを取り付ける際
は、このタイプのシートに添付されているメーカの説
明書に必ず従ってください。

● ISOFIX アンカ付きのチャイルド・シートは、車両のシー
トベルトを使用せずに、車両に取り付けることができ
ます。
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グループ 0 および 0+

図 A

安全に関する専門家は、できるだけお子さまを車両内で
後ろ向きに座らせることを推奨しています。体重が 13kg
未満の幼児は、図 A に示すチャイルド・シートのような後
ろ向きシートに座らせる必要があります。このタイプのチ
ャイルド・シートは、幼児の頭部をサポートし、急な減速
や衝突時に首にストレスがかかりません。

後ろ向きチャイルド・シートは、図 A に示すにように車両
のシートベルトで固定します。お子さまは、チャイルド・シ
ート自体のハーネスで拘束します。

警告!

● 作動可能なエアバッグの前に後ろ向きのチャイル
ド・シートを取り付けないでください。助手席のフロ
ント・エアバッグが展開すると、後ろ向きのチャイル
ド・シートに座っているお子さまを含む、12 歳以下
のお子さまが重傷を負ったり、死亡したりするおそ
れがあります。

(続き)

警告!

● フロント・シートで後ろ向きのチャイルド・シートを使
用する場合は、必ずフロント・エアバッグの作動を
解除してください。

グループ 1

図 B

体重が 9kg～18kg のお子さまは、図 B に示すようなグ
ループ 1 の前向きシートに乗せることができます。このタ
イプのチャイルド・シートは、グループ 0 または 0+のチャ
イルド・シートが小さすぎる大きなお子さま向けです。

グループ 2

図 C

体重が 15kg～25kg で、グループ 1 のチャイルド・シー
トを使用するには大きすぎるお子さまは、グループ 2 の
チャイルド・シートを使用することができます。

図 C に示すよう、グループ 2 のチャイルド・シートを使用
することにより、ショルダ・ベルトがお子さまの首ではなく
胸にかかり、ラップ・ベルトが腹部ではなく骨盤に密着す
るようにシートベルトを装着できます。
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グループ 3

図 D

体重が 22kg～36kg で、大人用ショルダ・ベルトを無理
なく着用できるだけの身長があるお子さまは、グループ
3 のチャイルド・シートを使用することができます。グルー
プ 3 のチャイルド・シートでは、お子さまの骨盤の位置に
ラップ・ベルトを使用します。お子さまの身長は、ショル
ダ・ベルトが首ではなく、胸部にかかるだけの高さが必
要です。

図 D は、グループ 3 チャイルド・シートのリヤ・シートで
の正しい使用例を示しています。

警告!

● チャイルド・シートは、正しく取り付けないと機能しま
せん。衝突の際にチャイルド・シートが外れ、お子さ
まが重傷を負ったり、死亡にいたる恐れがありま
す。チャイルド・シートの取り付けは、必ずチャイル
ド・シート・メーカの指示に従ってください。

(続き)

警告!

● 車両にチャイルド・シートを取り付けたら、車両のシ
ートを前後に移動させないでください。これにより、
チャイルド・シートの取り付け部が緩むことがありま
す。車両シートの位置を調整する場合は、チャイル
ド・シートを外してから行ってください。車両シートの
位置を調整してから、チャイルド・シートを取り付け
てください。

● チャイルド・シートをご使用にならない場合は、シー
トベルトまたは ISOFIX アンカで確実に固定するか、
または車から降ろしてください。固定していない状
態で車内にそのままにしないでください。急停止ま
たは事故の際に、シート・バックや乗員にぶつか
り、乗員がけがをする恐れがあります。

大きなお子さまのシートベルトの使
用

身長が 1.5m 以上あるお子さまは、チャイルド・シートで
はなくシートベルトを着用することができます。

以下の簡単な 5 段階のテストを使用して、お子さまがシ
ートベルトを適切に使用できるか、またはシートベルトを
正しく装着するにはまだグループ 2 または 3 のチャイル
ド・シートを使用する必要があるかご判断ください。

1. お子さまは、車のシート・バックに対していっぱいま
で奥に座れますか？

2. お子さまの膝は、奥いっぱいに座ったままで車のシ
ート前部を越えて無理なく曲がりますか？

3. ショルダ・ベルトは、お子さまの首と腕の間で肩を横
切りますか？

4. ベルトのラップ部分はなるべく低い位置にあって、
お子さまの腹部ではなく大腿部に触れています
か？

5. お子さまは、全行程中このような状態で座っていら
れますか？

これらの質問に対する回答に「いいえ」がある場合、お
子さまはまだこの車ではグループ 2 または 3 のチャイル
ド・シートを使用する必要があります。お子さまが 3 点式
シートベルトを使用している場合、ときどきベルトの状態
を点検し、シートベルト・バックルが固定されていることを
確認して下さい。お子さまが動いたりかがんだりするとベ
ルトの位置がずれます。ショルダ・ベルトがお子さまの顔
や首にあたる場合は、お子さまを車の中央寄りに座らせ
るようにしてください。または、ブースタ・シートを使用して
お子さまが正しくシートベルトを着用できるようにしてくだ
さい。

警告!

ショルダ・ベルトをお子さまの脇の下に通したり、背中
の後ろに回したりすることは絶対に避けてください。衝
突の際、ショルダ・ベルトはお子さまを適切に守ること
ができず、重傷を負うまたは死亡する場合がありま
す。お子様は必ず 3 点式シートベルトの肩と腰の部分
を正しく装着しなければなりません。
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ISOFIX チャイルド・シート

図 E

車両には ISOFIX というチャイルド・シート・アンカ機構が
装備されています。このシステムにより、ISOFIX を備えた
チャイルド・シートを車両のシートベルトを使用せずに取
り付けることができます。ISOFIX システムには、シート・ク
ッションの奥、シート・バックと接する位置にある 2 つの
ロア・アンカとシート位置の後ろにある 1 つのトップ・テザ
ー・アンカが備わっています。

体重グループ 1 のユニバーサル ISOFIX チャイルド・シ
ートの例が図 E に示されています。他の体重グループ
用の ISOFIX チャイルド・シートもご利用頂けます。

ISOFIX アンカの配置

ロア・アンカは丸いバーで、シート・バックとシ
ート・クッション後部の境目にあり、シート・バ
ック上のアンカのシンボルの下にあります。
チャイルド・シートを取り付けるためにリヤ・

シートを見ると、すぐに目に入ります。シート・バックとシ
ート・クッション間のすき間に指を差し込むと、すぐに見つ
かります。

ISOFIX アンカ（2 ドア・モデル）

ISOFIX アンカ（4 ドア・モデル）

テザー・アンカの配置

2 ドア・モデル

各リヤ・シートの後ろにはテザー・ストラップ・
アンカがあり、フロア付近に位置しています。

テザー・ストラップ・アンカ（2 ドア・モデル）

4 ドア・モデル

テザー・ストラップ・アンカは、ドア側各シート
のシートバックの背面にあります。

テザー・ストラップ・アンカ（4 ドア・モデル）

ISOFIX チャイルド・シートには、両側に堅いバーが付い
ています。それぞれ、ロア・アンカに取り付けるコネクタ
が付いており、アンカへの取り付け具合を締めることが
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できます。前向きチャイルド・シートおよび一部の後ろ向
きのチャイルド・シートには、テザー・ストラップが備えら
れている場合もあります。テザー・ストラップには、端部
にトップ・テザー・アンカに取り付けるフックが付いてお
り、アンカへの取り付け後にストラップを締めることがで
きます。

センタ・シート ISOFIX
2 ドア・モデル

警告!

この車には、センタ・シート位置はありません。リヤ・シ
ートのセンタ位置にチャイルド・シートを取り付けるの
に、センタ位置の下部 ISOFIX アンカを使用しないでく
ださい。

4 ドア・モデル

警告!

● この車両には、センターの ISOFIX やテザー・アンカ
は装備されていません。どのタイプの ISOFIX チャイ
ルド・シートについても、この位置への取り付けは
認められていません。センタ・シート位置には、テザ
ー・ストラップを使用して前向きチャイルド・シートを
取り付けないでください。

● センタ・シート位置にチャイルド・シートを取り付ける
には、シートベルトを使用してください。

● 複数のチャイルド・シートの取り付けに同一のロア・
アンカを使用しないでください。一般的な取扱説明
書は⇨ ページ 60 を参照ください。

ISOFIX チャイルド・シートの取り付け

チャイルド・シートをこの車両に取り付ける場合は事前
に、シート位置ごとのチャイルド・シートの使用法テーブ
ル ⇨ ページ 63 を参照して、使用するチャイルド・シ

ートの種類がシート位置に適合するかどうか確認してく
ださい。

チャイルド・シートを取り付ける際には、必ずチャイルド・
シート・メーカの指示に従ってください。すべてのチャイル
ド・シートが上述のように取り付けられるわけではありま
せん。

ユニバーサル ISOFIX チャイルド・シートを使用する場
合、ECE R44 基準（リリース R44/03 またはそれ以上）
「Universal ISOFIX（ユニバーサル ISOFIX）」と印されてい
る、認定チャイルド・シートのみをご使用いただけます。

ISOFIX チャイルド・シートの取り付け:

1. 車両のアンカにコネクタを簡単に付けられるように、
チャイルド・シートのロア・コネクタとテザー・ストラッ
プのアジャスタを緩めます。

2. チャイルド・シートをそのシート位置のロア・アンカの
間に置きます。2 列目シートがリクライニングできる
場合は、収まりを良くするためにシートをリクライニ
ングさせたり、ヘッド・レスト（調節可能な場合）を上
げたりしてもかまいません。リヤ・シートを車内で前
後に動かせる場合、最後方に動かしてチャイルド・
シートのための空間を作ることができます。また、フ
ロント・シートを前方に動かして、チャイルド・シート
のための空間を広げることもできます。

3. チャイルド・シートのコネクタを、選択したシート位置
のロア・アンカに取り付けます。

4. チャイルド・シートにテザー・ストラップが付いている
場合は、それをトップ・テザー・アンカに接続します。

テザー・アンカーの取り付け方法については、 ⇨
ページ 61 を参照してください。

5. チャイルド・シートをシートの後方および下方へ押し
ながら、ストラップをすべて締め付けます。チャイル
ド・シート・メーカの指示に従い、ストラップのたるみ
を取り除きます。

6. ベルトを取りまわしているところでチャイルド・シート
を前後に引っ張って、チャイルド・シートがしっかりと
取り付けられているかテストします。いずれの方向
にも、25mm を超えて動いてはいけません。

警告!

● チャイルド・シートは ISOFIX アンカへ正しく取り付け
ないと、機能しません。お子さまが重傷を負ったり、
死亡にいたる恐れがあります。チャイルド・シートの
取り付けは、必ずチャイルド・シート・メーカの指示
に従ってください。

● チャイルド・シート・アンカは、正しく取り付けられた
チャイルド・シートの荷重のみを支えるよう設計され
ています。大人用シートベルトやハーネスに使用し
たり、車両に他の部品や装置を取り付ける目的で
は絶対に使用しないでください。

● チャイルド・シートは、車両が停止しているときに取
り付けてください。ISOFIX チャイルド・シートがブラケ
ットに正しく固定されると、カチッという音がします。

トップ・テザー・アンカによるチャイル
ド・シートの取り付け

1. チャイルド・シートを取り付けようとしているシート位
置の背面を見て、テザー・アンカを見つけます。シ
ートが移動可能な場合、シートを前に移動させて、
テザー・アンカに手が届きやすいようにシートを前に
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移動させる必要がある場合があります。そのシート
位置にトップ・テザー・アンカがない場合、車の別の
位置が利用可能ならば、チャイルド・シートをその位
置に移動します。

2. テザー・ストラップを、アンカとチャイルド・シートの間
の最短距離を通して取り回します。後席に調整機
能付きヘッド・レストが装備された車両の場合、ヘッ
ド・レストを持ち上げ、可能な場合は、テザー・ストラ
ップをヘッド・レストの下、および 2 本の支柱の間に
通します。それができない場合、ヘッド・レストを下
げ、テザー・ストラップをヘッド・レストのドア側に通し
ます。

3. 図に示すように、チャイルド・シートのテザー・ストラ
ップ・フックをトップ・テザー・アンカに取り付けます。

テザー・ストラップ・マウント（2 ドア・モデル）

テザー・ストラップ・マウント (センターアームレス
ト非装備 4 ドア・モデル)

4. チャイルド・シート・メーカの指示に従い、テザー・ス
トラップのたるみを取り除きます。

警告!

● テザー・ストラップの取り付け方法を誤ると、頭部の
動きが大きくなりお子さまのけがの原因となる場合
もあります。チャイルド・シートの上部テザー・ストラ
ップを固定するには、お子さまの座席の真後ろにあ
るアンカのみに取り付けるようにしてください。

● 車両に分割リヤ・シートが装備されている場合は、
ストラップのたるみを取り除くときに、テザー・ストラ
ップが背もたれの間に入り込まないように注意して
ください。

I-SIZE チャイルド・シートの使用に適
した助手席 - タイプ別装備

車両のリヤ・ドア側シートは、最先端の i-Size チャイルド・
シートを収容するために型承認されています。

これらのチャイルド・シートは、i-Size（ECE R129）基準に
従って製造と型承認が行われ、車両にお子さまを乗せる
ための安全性条件が向上しています。

● お子さまは、生後 15 か月までは後ろ向きに乗せる必
要があります。

● チャイルド・シート保護は、側面衝突に備えて強化さ
れています。

● チャイルド・シートの不適切な装着を回避するため
に、ISOFIX システムの使用が奨励されています。

● お子さまの体重ではなく身長に合わせることで、チャ
イルド・シートの選択がより効率的になります。

● 車両シートとチャイルド・シートの間に互換性があるこ
とは、より望ましいです。i-Size チャイルド・シートは、
「スーパー ISOFIX」と見なすことができます。つまり、
これらの車両シートには、型承認済み i-Size シートが
装着能でき、ISOFIX（ECE R44）型承認済みシートも装
着できます。

メモ :
i-Size 型承認済み車両シートには、図 XX の記号が付け
られています。

図 XX
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シート位置ごとのチャイルド・シート使用法

この表には、特にチャイルド・シート・メーカを対象とした技術情報が記載されているため、各国言語に翻訳する必要はありません。

2 ドア・モデル 取り付け位置

シート位置番号 1. 2. 3. 4. 5.

前向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（○適／×不適） × × ○ × ○

後ろ向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（○適／×不適） × × ○ × ○

i-Size シート位置（○適／×不適） × × ○ × ○

横方向固定具取り付けに適したシート位置（L1/L2） × × × × ×

後ろ向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）（R1/R2X/R2/R3） × × R3 × R3

前向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）（F1/F2X/F2/F3） × × F3 × F3

補助チャイルド・シートに適したシート（B2/B3） × × B3 × B3

4 ドア・モデル 取り付け位置

シート位置番号 1. 2. 3. 4. 5.

前向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（○適／×不適） × × × ○ ○

後ろ向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（○適／×不適） × × ○ ○ ×

i-Size シート位置（○適／×不適） × × ○ × ○
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4 ドア・モデル 取り付け位置

シート位置番号 1. 2. 3. 4. 5.

横方向固定具取り付けに適したシート位置（L1/L2） × × × × ×

後ろ向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）（R1/R2X/R2/R3） × × R3 R2 R3

前向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）（F1/F2X/F2/F3） × × F3 F3 F3

補助チャイルド・シートに適したシート（B2/B3） × × B3 × B3

適したシート位置を使用する場合は、シートを最後方位置に調整してください。

大きいチャイルド・シートを使用する場合は、前方のシートの位置を変更してください。

シート位置：

1.運転席

2.助手席

3.2 列目左

4.2 列目中央

5.2 列目右

ヘッド・レストがチャイルド・シート取り付けの邪魔になる場合は、ヘッド・レストを調節します（調節可能な場合）。
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警告!
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ステアリング・ホイールおよ
びコントロール

チルト／テレスコピック・ステアリン
グ・コラム

この機能により、ステアリング・コラムを上下に傾けること
ができます。また、ステアリング・コラムの長さを調整する
ことができます。チルト／テレスコピック・レバーは、ステ
アリング・コラムにあります。

チルト／テレスコピック・ステアリング・コラム・レバー

ステアリング・コラムのロックを解除するには、コントロー
ル・ハンドルを下側に（フロア方向に）押します。ステアリ
ング・コラムを傾けるには、ステアリング・ホイールを上下
させお好みの角度に調節してください。ステアリング・コ
ラムの長さを調整するには、ステアリング・ホイールを手
前に引いて長くするか、押し込んで短くします。ステアリ
ング・コラムを所定位置にロックするには、コントロール・
ハンドルをいっぱいまで引き上げて固定してください。

警告!

運転しながらステアリング・コラムの調整を行わないで
ください。運転中にステアリング・コラムを調整すると、
車を制御できなくなることがあります。ここに示す警告
内容に従わないと、重傷または死亡事故につながる
恐れがあります。

ヒーテッド・ステアリング・ホイール —
タイプ別装備

ヒーテッド・ステアリング・ホイールのコントロ
ールは Uconnect システムまたはインストル
メント・パネルにあります。このボタンを押し
て、ヒーターの設定を切り替えたり、機能を

オフにしたりします。ヒーテッド・ステアリング・ホイールを
オンにすると、ドライバーがオフにするまでオンのままで
す。すでに暖かい場合は、ヒーテッド・ステアリング・ホイ
ールはオンにならないことがあります。

メモ :
ヒーテッド・ステアリング・ホイールを作動させるには、車
両が作動している必要があります。

警告!

● 高齢、慢性疾患、糖尿病、脊髄損傷、薬物治療、ア
ルコールの摂取、疲労、またはその他の身体状態
により、皮膚に痛みを感じることができない方は、ヒ
ーテッド・ステアリング・ホイールを使用する場合に
注意が必要です。特に長時間使用した場合、低温
でもやけどを起こす恐れがあります。

● 種類や素材を問わず、毛布やステアリング・ホイー
ル・カバーなど、断熱効果のあるものをステアリン

(続き)

警告!

グ・ホイールの上に置かないでください。ヒーテッド・
ステアリング・ホイールが過熱する恐れがありま
す。

電子油圧式パワー・ステアリング

車両には、卓越した応答性や容易な操作性を実現する
電子油圧式パワー・ステアリング・システムが装備されて
います。このシステムは、さまざまな走行条件に適応し
ます。電子油圧式ステアリング・システムがパワー・ステ
アリング・アシストを提供できなくなった場合、システムは
機械式ステアリング機能を提供します。

注意!

過度にステアリングを操作すると、システムが損傷し
ないように、電気駆動式ポンプのパワー・ステアリン
グ・アシスト能力が低下または停止されます。システム
の温度が低下すると、通常動作に戻ります。

インストルメント・パネルに「SERVICE POWER
STEERING（パワー・ステアリングの整備が必
要です）」というメッセージが表示され、点滅
しているアイコンが表示された場合は、正規

ディーラーで整備を受ける必要があることを示していま
す。この場合は、パワー・ステアリング・アシストが機能し
なくなる可能性があります⇨ ページ 108。

インストルメント・パネルに「POWER STEERING HOT（パワ
ー・ステアリング過熱）」メッセージが表示され、アイコン
が表示された場合、過度なステアリング操作により、パ
ワー・ステアリング・システムが過熱したことを示します。
過熱状況が解消されるまで、パワー・ステアリング・アシ
ストが一時的に機能しなくなります。安全を確認し、車を
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路肩に寄せ、メッセージが消灯するまでしばらくアイドリ
ング状態にしておきます ⇨ ページ 108。

メモ :
● パワー・ステアリング・アシストが機能しなくなっても、

車両を操舵することができます。このような状況、特
に低速走行時および駐車時の操作においては、ハン
ドル操作にかかる負担が増します。

● 状況が改善されない場合は、正規ディーラーへお問
い合わせください。

「START（始動）」ボタン

KEYLESS ENTER -N GO™イグニッション

この機能により、キー・フォブが車内にあれば、運転者は
ボタンを押してイグニッション・スイッチを操作できます。

START/STOP イグニッション・ボタンには複数の操作モー
ドがあり、ラベルが付けられ、各位置で点灯します。これ
らのモードはそれぞれ「OFF（オフ）」、「ACC」「RUN（走
行）」、「START（始動）」です。

「START/STOP（START&STOP）」イグニッション・スイッ
チ

1 — OFF（OFF）
2 - ACC
3 - RUN

イグニッション・スイッチは次のモードにできます。

「OFF（オフ）」

● エンジンが停止します。

● 一部の電気装置（パワー・ロックやアラームなど）は利
用できます。

「ACC」

● エンジンは始動していません。

● 電気装置はすべて（ヒータ／エアコン、シート・ヒータ
など）利用可能です。

「RUN（走行）」

● 走行位置です。

● すべての電気装置は利用できます。

「START（スタート）」

● エンジンが始動します。

メモ :
START/STOP イグニッション・ボタンを押してもイグニッシ
ョン・スイッチが切り替わらない場合は、キー・フォブの電
池残量が少ないか切れています。この場合は、別の方
法でイグニッション・スイッチを操作できます。キー・フォ
ブのノーズ側（メカニカル・フリップ・キーの隣）を「START/
STOP（始動／停止）」ボタンに当てて押し、イグニッショ
ン・スイッチを操作します。

注意!

● メカニカル・キーを「START/STOP（始動／停止）」イ
グニッション・ボタンに押し付けないでください。

● 尖った金属製の物（マイナス・ドライバなど）を使用
して、イグニッション・スイッチからボタンを取り外そ
うとしないでください。このボタンは一体化されてお
り、取り外しできません。シリコン製シールドが損傷
するおそれがあります。

バックアップの始動方法
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メカニカル・キーは使用しないでください

警告!

● 車を出るときは、必ずキー・フォブを携帯して、車を
ロックしてください。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。

● お子さまを車内に残して車から離れることは、非常
に危険です。お子さまだけでなく第三者にもけがを
負わせる恐れがあります。お子さまがパーキング・
ブレーキ、ブレーキ・ペダルまたはギヤ・セレクタに
触れないように注意してください。

● キー・フォブを車内または車の近く、またはお子さま
の手が届く場所に放置しないでください。また、
Keyless Enter-N-Go™搭載車では、イグニッションを
「ON/RUN（オン／走行）」位置のままにして車から
離れないでください。お子さまがパワー・ウィンドウ
やその他の装置を操作したり、車を動かしてしまう
恐れがあります。

(続き)

警告!

● 高温時には、駐車した車内にお子さまやペットを残
さないでください。車内の温度が上がり、重傷また
は死亡事故につながる恐れがあります。

注意!

ロックしていない車は、盗難にあうおそれが高くなりま
す。車両を離れるときは必ずキー・フォブを車両から持
ち出して、すべてのドアをロックしてください。

メモ :
● 通常始動については、⇨ ページ 136 を参照してく

ださい。

● イグニッションが「ON/RUN（オン／走行）」位置（エン
ジンを始動していない）のときに運転席ドアを開ける
と、チャイムが鳴り、イグニッション・スイッチを「OFF
（オフ）」位置にするように通知されます。チャイムに加
え、「Ignition Or Accessory On（イグニッションまたはア
クセサリ ON）」というメッセージもインストルメント・パ
ネルに表示されます。

電子式ステアリング・ホイール・ロッ
ク - タイプ別装備

車両によっては電子式パッシブ・ステアリング・ホイール・
ロックが装備されています。このロックにより、イグニッシ
ョンが OFF の状態では車両を操縦できないようになりま
す。ステアリング・ホイール・ロックは、イグニッションを
ON にすると解除されます。ロックが解除されず車両が始
動しない場合は、ホイールを左右に回してロックを解除し
てください。

ワイパおよびウォッシャ

説明

フロントウィンドウ・ワイパ／ウォッシャ・コントロール・レ
バーは、ステアリング・コラムの右側にあります。フロン
ト・ワイパは、レバー端部にあるスイッチを回して操作し
ます。

フロントガラス・ワイパの作動

フロントガラス・ワイパ／ウォッシャの作動

1 - 引く（フロント・ウォッシャ）
2 - 回す（リヤ・ワイパの作動）( タイプ別装備)
3 - 回す（フロント・ワイパの作動）
4  前方に押す（リヤ・ウォッシャ）
5  上に押す（ミスト）

レバーの先端を、間欠設定を越えて最初の停止位置ま
で上に回すとワイパは低速で作動します。レバーの先端
を、間欠設定を越えて 3 番目の停止位置まで上に回す
とワイパは高速で作動します。
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注意!

寒冷時は、エンジンを切る前に必ずワイパ・スイッチを
OFF にしてワイパを停止位置に戻してください。ワイ
パ・スイッチが ON のままでワイパがフロントガラスに
凍りつくと、車を再始動したときにワイパ・モータが損
傷する恐れがあります。

間欠ワイパ

時間をおいてワイパを 1 往復ずつ作動させたいときに、
間欠ワイパを使用します。レバーの先端を最初の停止
位置まで回し、4 つの間欠ワイパ設定のいずれかに合
わせます。間欠間隔は 1 秒から 18 秒間隔で調節でき
ます。

メモ :
ワイパの作動間隔は車速によって異なります。車速が
16km/h（10mph）未満であれば、作動間隔は 2 倍にな
ります。

フロントガラス・ウォッシャ

レバーを手前に引くと、ウォッシャ液が噴射されます。間
欠ワイパの作動中にレバーを引くと、レバーを放した後
にワイパが 2、3 往復作動します。その後、元の間欠ワ
イパの作動状態に戻ります。

ワイパが OFF 位置のときにレバーを引くと、ワイパは 2、
3 往復作動します。その後、ワイパは停止します。

メモ :
ウォッシャ・モータ保護のため、スイッチを 20 秒以上保
持した場合はポンプが停止します。スイッチを放すと、ウ
ォッシャは通常の作動に戻ります。

警告!

フロントウィンドウの視界不良は、衝突事故につながり
ます。他車や障害物を認識できません。寒冷時にフロ
ントウィンドウが突然氷結しないように、ウォッシャを使
用する前にはデフロスタでフロントウィンドウを温めてく
ださい。

ミスト

ワイパ・レバーを押し上げると、ワイパが 1 回作動しま
す。路上の霧や追い越し車からの水しぶきを取り除くの
に便利です。レバーを押し上げている間、ワイパが作動
します。

メモ :
ミスト機能ではウォッシャ・ポンプは作動しないため、フロ
ントウィンドウにウォッシャ液は噴射されません。フロント
ウィンドウにウォッシャ液を噴射するには、ウォッシュ機
能を使用してください。

ワイパのお手入れと交換については、 ⇨ ページ 210
を参照してください。

リアウインドウ・ワイパ／ウォッシャ
— タイプ別装備

フロントウィンドウ・ワイパ／ウォッシャ・レバーの中央部
のロータリ・スイッチは、リヤ・ワイパ／ウォッシャ機能の
作動をコントロールします。

スイッチを上に回して最初の停止位置にする
とリヤ・ワイパが間欠作動になり、2 番目の
停止位置にすると連続作動になります。

リヤ・ウォッシャを作動させるには、ワイパ・レ
バーをインストルメント・パネルの方向に押し
ます。レバーを保持している間は、ウォッシ
ャ・ポンプとワイパが作動し続けます。

メモ :
ウォッシャ・モータ保護のため、スイッチを 20 秒以上保
持した場合はポンプが停止します。スイッチを放すと、ウ
ォッシャは通常の作動に戻ります。

リヤ・ワイパが作動しているときに、イグニッション・スイッ
チを「OFF」位置にすると、ワイパは自動的に停止位置に
戻ります。車を再始動させると、スイッチが ON 位置にセ
ットされている場合、ワイパは動作を再開します。

車外灯 
ヘッドライト・スイッチ

ヘッドライト・スイッチは、インストルメント・パネルの右側
にあります。このスイッチはヘッドライト、車幅灯、オート・
ヘッドライト（タイプ別装備）、インストルメント・パネルの
照明、室内灯、フォグ・ライト（タイプ別装備）、ヘッドライ
ト・レベリング（タイプ別装備）の操作を制御します。
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ヘッドライト・スイッチ

1 - インストルメント・パネルのイルミネーション・コント
ロール
2 – アンビエント・ライト・イルミネーション・コントロール
（タイプ別装備）
3 - ヘッドライト・コントロール
4 - リヤ・フォグ・ランプ・スイッチ
5 - フロント・フォグ・ランプ・スイッチ

車幅灯やインストルメント・パネルの照明を点灯するに
は、ヘッドライト・スイッチを「O」の位置から最初の停止位
置まで時計回りに回します。ヘッドライト、車幅灯、インス
トルメント・パネルの照明を点灯するには、ヘッドライト・
スイッチを 2 番目の停止位置まで回します。

デイタイム・ランニング・ライト
（DRL）- タイプ別装備 
デイタイム・ランニング・ライトが作動するのは、ロー・ビ
ームが作動しておらず、エンジンが作動している場合で
す。DRL はパーキング・ブレーキをかけると消灯します。

メモ :
一部の車両では、車両の一方の側（方向指示器の作動
時）、または車両の両方の側（ハザード警告灯作動時）
のデイタイム・ランニング・ライトが消灯したり、減光した
りします。

ハイ・ビーム／ロー・ビーム・スイッ
チ

マルチファンクション・レバーをインストルメント・パネルの
方向に押すと、ヘッドライトがハイ・ビームになります。レ
バーは中央位置に戻ります。ヘッドライトをロー・ビーム
に戻すには、レバーをステアリング・ホイールの方向に
引くか、レバーをインストルメント・パネルの方向に押しま
す。

マルチファンクション・レバー

自動ハイ・ビーム・ヘッドライト制御 -
タイプ別装備

自動ハイ・ビーム・ヘッドライト制御システムは、車両の
ヘッダに搭載されているカメラによってハイビームの切り
替えを自動的に制御し、夜間の優れた前方照射性を実
現します。このカメラは、車両特有の光を検知し、接近し
ている車両が視界から消えるまでハイ・ビームをロー・ビ
ームに自動的に切り替えます。

メモ :
● 自動ハイ・ビーム・ヘッドライト制御は、Uconnect の設

定内の「Auto High Beams（オート・ハイ・ビーム）」にあ
る「ON（オン）」を選択し、さらにヘッドライト・スイッチを
「AUTO（オート）」位置にし、マルチファンクション・レバ
ーをハイビーム位置してオンまたはオフにできます。

● 視界にある他の車両のヘッドライトやテールランプが
破損していたり、汚れていたり、異物で覆われている
と、切り替わるタイミングが遅くなることがあります（切
り替わる際の車間距離が短くなります）。また、フロン
トウィンドウやカメラのレンズが汚れていたり、膜が付
いていたり、その他の異物があると、システムが正し
く機能しません。

パッシング

マルチファンクション・レバーを軽く手前に引くと、周囲の
車両にヘッドライトで合図することができます。レバーを
放すまでハイ・ビーム・ヘッドライトが点灯し続けます。

オート・ヘッドライト - タイプ別装備

このシステムは、周囲の明るさに応じてヘッドライトを自
動的に点灯／消灯します。システムを ON にするには、
ヘッドライト・スイッチをオート・ヘッドライトが作動する最
後の停止位置まで時計回りに回します。オート・ヘッドラ
イト・システムを ON にすると、ヘッドライトの消灯遅延機
能も ON になります。つまり、イグニッション・スイッチを
「OFF」位置にしてから、最大 90 秒間ヘッドライトが点灯
したままになります。オート・ヘッドライト・システムを OFF
にするには、ヘッドライト・スイッチを「AUTO」位置から他
の位置へ回します。

メモ :
● 消灯遅延時間は、まず Uconnect システムで有効に

する必要があります。
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● オート・モードでヘッドライトが点灯するには、エンジン
が作動している必要があります。

ヘッドライト消灯遅延

これは、暗い場所に駐車して車から離れるとき、安全の
ために最長 90 秒間ヘッドライトを点灯させておく機能で
す。ヘッドライト消灯遅延は、「Uconnect Settings
（Uconnect 設定）」⇨ ページ 130 内で 0、30、60、90
秒間の中から設定できます。

消灯遅延機能を作動させるには、ヘッドライトを点灯させ
たまま、イグニッション・スイッチを「OFF」位置にします。
遅延消灯間隔は、ヘッドライト・スイッチがロー・ビーム位
置から OFF になっている場合に開始します。ヘッドライ
ト・スイッチが「AUTO（自動）」にあり、イグニッション・スイ
ッチを OFF にする前にヘッドライトが点灯していた場合、
遅延消灯間隔は自動的に開始します。

この機能は、ヘッドライトまたは駐車灯を点灯するか、イ
グニッション・スイッチを「OFF」位置から動かすと、無効に
なります。イグニッション・スイッチを ON にする前にライト
を消灯すると、通常通り消灯します。

メモ :
この機能を作動させるには、イグニッション・スイッチを
「OFF」位置にして 45 秒以内にヘッドライトを消灯させる
必要があります。イグニッションを「OFF」位置にする前に
ヘッドライト・スイッチが「AUTO（オート）」位置になってい
ると、ヘッドライト・スイッチを OFF にしなくてもヘッドライト
消灯遅延機能が作動します。

ライト消し忘れ警告アラーム

イグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」にした後もヘッド
ライト、車幅灯、またはカーゴ・ライトが点灯している場合
は、運転席ドアを開けるとチャイムが鳴ります。

フロント・フォグ・ライトとリヤ・フォ
グ・ライト - タイプ別装備

フォグ・ランプのスイッチは、ヘッドライト・スイッチに組み
込まれています。

フォグ・ライト・スイッチの位置

1 - フロント・フォグ・ランプ・スイッチ
2 - リヤ・フォグ・ランプ・スイッチ

フロント・フォグ・ランプを点灯するには、ヘッドライト・スイ
ッチの上半分を押します。フロント・フォグ・ランプを消灯
するには、ヘッドライト・スイッチの上半分をもう一度押し
ます。

リヤ・フォグ・ランプを点灯するには、ヘッドライト・スイッ
チの下半分を押します。リヤ・フォグ・ランプを消灯するに
は、ヘッドライト・スイッチの下半分をもう一度押します。

メモ :
リヤ・フォグ・ライトを点灯させるには、あらかじめロー・ビ
ーム・ライトまたはフロント・フォグ・ライトを作動させてお
く必要があります。

フォグ・ランプを点灯すると、インストルメント・パネル内
の表示灯が点灯します。

方向指示灯

マルチファンクション・レバーを上または下に動かすと、
方向指示灯が作動します。インストルメント・パネルの両
側にある矢印が点滅すれば、正常に動作しています。

メモ :
矢印の表示灯が点灯したままで点滅しない場合、または
点滅の間隔が短くなった場合は、方向指示灯の電球に
不具合がないか確認してください。

レーン変更アシスト － タイプ別装
備

マルチファンクション・レバーを、停止位置を越えることな
く上または下に軽く押すと、方向指示器が 3 回点滅し、
自動的に消灯します。

オート・ヘッドライト・レベリング – タ
イプ別装備

この機能は、ヘッドライトが対向車の運転者の視界を妨
げないようにします。ヘッドライト・レべリングは、車両の
傾きの変化に応じてヘッドライト・ビームの高さを自動的
に調整します。

室内灯 
室内灯

室内灯は、フロント・ドアを開けたとき、およびヘッドライ
ト・スイッチのイルミネーション・コントロールを上方向へ
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いっぱいに回したときに点灯します。そのほか、キー・フ
ォブ（タイプ別装備）のロック解除ボタンを押したときにも
点灯します。

室内灯は、車両のスポーツ・バーの中心にあり、4 つの
リーディング・ランプで構成されています。各リーディン
グ・ランプは、レンズを押すと点灯します。レンズ部分を
もう 1 度押すと、消灯します。

オーバーヘッド・リーディング・ランプ

1 - フロント・リーディング・ランプ
2 - リヤ・リーディング・ランプ

ドアを開けて室内灯が点灯したとき、イルミネーション・コ
ントロール・スイッチを一番下まで回すと、室内灯は消灯
します。これにより、ドアを長時間開けたままにしても車
両のバッテリを消耗させません。

イルミネーション・コントロール

イルミネーション・コントロールはヘッドライト・スイッチの
一部で、インストルメント・パネルの右側にあります。

イルミネーション・コントロール

車幅灯やヘッドライトが ON の時、イルミネーション・コン
トロール・ダイヤルを上方向に回すと、インストルメント・
パネル・ライトが明るくなります。

アンビエント・ライト—タイプ別装備

車内アンビエント・ライトは、車両前部足元エリアに設置
されています。

アンビエント・ライトは次の状況で点灯します。

● 車幅灯またはヘッドライトが点灯中にイグニッションが
OFF 以外の位置にあるとき。

● インテリア・センター・オーバーヘッド・ライト点灯時。

アンビエント・ライト・イルミネーション・コントロールを一
番上まで回転させると、アンビエント・ライトを明るくする
ことができます。

アンビエント・ライト・イルミネーション・コントロール

メモ :
● イルミネーション・コントロールが上から 2 番目の位

置にある場合、アンビエント・ライトは点灯しません。

● アンビエント・ライトが装備されていない車両には、イ
ルミネーション・コントロール・ダイヤルが装備されて
いる場合がありますが、機能はありません。

ルーフ・システム

用意されているツール

利便性を高めるために、車両のセンタ・コンソールにツー
ル・キットが用意されています。このキットには、次のセク
ションで説明する操作に必要なツールが入っています。
使いやすいように、すべてのツールはラチェットにはまり
ます。

メモ :
ソフト・トップとハード・トップは、別々に使用してください。
ソフト・トップとハード・トップを同時に取り付けたことによ
って生じた損傷に対して保証は適用されません。
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用意されているツール

1 — ラチェット
2 - #T50 Torx ヘッド・ドライバ
3 - #T40 Torx ヘッド・ドライバ
4 - 15mm ソケット

車両にデュアル・トップが装備されている場合（4 ドア・モ
デルのみ）、ソフト・トップ・システムは納車目的でのみ車
両後部にある別のボックスに用意されています。

ソフト・トップを SUNRIDER®位置に下
げる

警告!

● ファブリック・クォータ・ウィンドウおよびファブリック・
トップは、風雨を避けるためだけに設計されていま
す。乗員が車外に投げ出されないようにするため
や事故発生時のケガ防止には役立ちません。常に
シートベルトを着用してください。

(続き)

警告!

● ソフト・トップの取り付けおよび取り外し時には、手
指が挟まれないようにしてください。リフト・アシスト
機構とサイド・ボウの間に手指が挟まれると、重傷
を負う恐れがあります。

注意!

このソフト・トップは、ルーフ・ラック、スペア・タイヤ、建
築用資材、狩猟用の道具、キャンプ用品や荷物などを
積めるようには設計されていません。また、車体の構
造材ではないため、雨や雪など環境上の負荷以外の
負荷にも耐えられません。

気温が 24°C（72°F）を下回る状態でトップを長期にわた
りたたんでいた場合、広げたときに縮んだ様になり、広
がりにくいことがあります。これは、ファブリック・トップの
ビニールまたはアクリル素材が自然収縮するためです。

車両を暖かい場所に移動させます。トップの部材をまん
べんなく引っ張ってみてください。ビニールが元のサイズ
に戻り、トップを取り付けることができます。気温が 41°F
(5°C) を下回る場合、トップを下ろしたり、リヤ・カーテン
やサイド・カーテンを丸めたりしないでください。

注意!

● ファブリック・トップを洗車機で洗わないでください。
ウインドウに傷が付き、ワックスが堆積する場合が
あります。

● 気温が 5°C（41°F）を下回る場合はトップを下ろさ
ないでください。トップが損傷する恐れがあります。

(続き)

注意!

● フロントガラス・フレームにトップをしっかりと固定す
るか、または完全に下ろした状態以外で車両を運
転しないでください。

● ウィンドウを取り付けたままトップを完全に下ろさな
いでください。ウインドウもトップも損傷する恐れが
あります。

● この項には、お車のファブリック・トップの清掃方法
や取り扱いに関する重要な情報が記載されていま
す ⇨ ページ 240。

● ソフト・トップを固定しているクランプ、クリップ、また
はリテーナを工具（ドライバーなど）でこじったり、無
理な力をかけたりしないでください。ソフト・トップを
開閉するのに枠をこじったり、無理な力をかけたり
しないでください。トップが損傷する恐れがありま
す。

これらの注意に従わないと、水の浸入によって損傷し
たり、トップの材質にしみやカビが発生したりする恐れ
があります。

● トップを開く前に、トップが乾燥していることを確認し
てください。トップが濡れている状態で、トップを開
閉したり、ドアや窓を開けたりすると、車内に水が
入る恐れがあります。

● ソフト・トップの取り扱いおよび保管に際しては、シ
ールを傷めないように十分注意してください。雨漏
りの原因となります。

● しっかりと密閉するには、ソフト・トップを正しく位置
決めしなければなりません。正しく取り付けないと、
室内に雨漏りが発生する恐れがあります。
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4 ドア側面構成部品

1 - 第 1 ボウ 6 - 第 6 ボウ
2 - 第 2 ボウ 7 - フロント・ウィンドウ・リテーナ
3 - 第 3 ボウ 8 - ロア・ウィンドウ・リテーナ
4 - 第 4 ボウ 9 - リヤ・クォータ・ウィンドウ
5 - 第 5 ボウ
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2 ドア側面構成部品

1 - 第 1 ボウ 6 - 第 6 ボウ
2 - 第 2 ボウ 7 - フロント・ウィンドウ・リテーナ
3 - 第 3 ボウ 8 - ロア・ウィンドウ・リテーナ
4 - 第 4 ボウ 9 - リヤ・クォータ・ウィンドウ
5 - 第 5 ボウ
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2 ドア／4 ドア・リヤ構成部品

1 - リヤ・ウィンドウ・リテーナ取り付けポイント
2 - クォータ・ウィンドウ・ピラー
3 - スイング・ゲート・バー・リテーナ

メモ :
● ソフト・トップの昇降方法はすべて、2 ドア・モデル車

両と 4 ドア・モデル車両の両方に適用されます。

● 記載の画像は 4 ドア・モデルのものであり、2 ドア・モ
デルの構成部品の場合、外観が異なることがありま
す。

車両のソフト・トップを下げる場合は、以下のオプション
があります。

● リヤ・ウィンドウおよびクォータ・ウィンドウを取り付け
た状態での Sunrider®位置
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● リヤ・パネルおよびクォータ・パネルを取り外した状態
での Sunrider®位置

● リヤ・ウィンドウを取り付けてクォータ・パネルを取り外
した状態での Sunrider®位置

● リヤ・ウィンドウおよびクォータ・ウィンドウを取り外し
て完全に下げた位置

クォータ・ウィンドウの取り外しおよび取り付けは両側同
時に行ってください。

ソフト・トップを Sunrider®位置に下げる

1. 両方のサンバイザをフロントウィンドウの方向にた
たみます。

2. ハンドルを下に引いて、クロスバーからヘッダー・ラ
ッチを外します。フックがレシーバから外れているこ
とを確認します。

手順 2

3. 左右両側からソフト・トップの第 1 ボウを持ち上げて
操作を開始します。

手順 3

4. 車両側面に移動し、サイド・リンクを使用してソフト・
トップを後方の Sunrider®位置に格納します。

手順 4

メモ :
ソフト・トップを Sunrider®位置にしておく場合、セン
タ・コンソールに用意されている 2 つのフック／ルー
プ・ファスナを使用してトップを固定します。

手順 4

メモ :
● 車両は、リヤ・ウィンドウおよびクォータ・パネル・アセ

ンブリを完全に取り付けたまたは取り外した状態の
Sunrider®位置で運転することができます。

● トップの損傷を防止するためにソフト・トップを完全に
下げる前に、リヤ・ウィンドウおよびリヤ・クォータ・ウィ
ンドウを取り外す必要があります。ソフト・トップを取り
外す際にサイド・ウィンドウおよびリヤ・ウィンドウにか
き傷をつけないために、ウィンドウを先に清掃してお
いてください。道路で付着した汚れなどによりプラスチ
ック・リテーナがスムーズに動かない場合は、中性洗
剤溶液と小さなブラシできれいにしてください。清掃用
製品は正規ディーラーでお求めいただけます。

ソフト・トップ・ウィンドウの取り外し

メモ :
ソフト・トップを完全に下げる前に、必ずリヤ・ウィンドウ
およびリヤ・クォータ・ウィンドウを取り外してください。
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リヤ・ウィンドウを取り外す：

1. スイング・ゲートが開いた状態で、右下隅および左
下隅からリヤ・ウィンドウのプラスチック・リテーナを
取り外します。

手順 1

2. スイング・ゲート・バーをつかんで外側および上側に
回して、左右両方のリテーナから外します。

手順 2（左側を図示）

3. ウィンドウを所定の位置で保持したまま、スイング・
ゲート・バーを左にスライドさせ、リヤ・ウィンドウか

ら分離させます。ソフト・ウィンドウ・バッグ（タイプ別
装備）に保管するか、安全な場所に保管します。

手順 3

4. 両方のクォータ・ウィンドウ・ピラーからプラスチック・
リテーナを取り外します。

手順 4

5. リヤ・ウィンドウを水平に保ちながら、リテーナから
完全に外れるまで左にスライドさせます。リヤ・ウィ
ンドウを取り外しているときに、下に引き下ろさない
でください。リテーナが損傷するおそれがあります。

手順 5

左右のクォータ・ウィンドウを取り外す：

1. リヤ開口部を通して、下隅を外側に押し、ウィンド
ウ・ピラーの下部からタブを外します。

手順 1
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2. 各クォータ・ウィンドウの上部隅にあるフック／ルー
プ・ファスナを緩めます。

手順 2

3. 車両のリヤから始めて、ウィンドウの下部に沿って
プラスチック・リテーナを取り外し、車両のフロントに
移ります。

手順 3

4. フロント・ウィンドウの下部から上部にかけてプラス
チック・リテーナを取り外します。

手順 4

5. ウィンドウを水平に保ちながら、リテーナから完全に
外れるまで後ろにスライドさせます。ウィンドウを取
り外しているときに、下に引き下ろさないでください。
リテーナが損傷するおそれがあります。

手順 5

6. ソフト・ウィンドウ・バッグ（タイプ別装備）に保管する
か、安全な場所に保管します。

メモ :
収納バッグの使い方の詳細については、次のセク
ションを参照してください。

ソフト・トップ・ウィンドウ収納バッグ - タイ
プ別装備

ソフト・トップ・リヤ・ウィンドウとリヤ・クォータ・ウィンドウ
を安全に収納するには、以下の手順に従います。

メモ :
リヤ・ウィンドウから取り外したスイング・ゲート・バーは、
ソフト・ウィンドウ収納バッグ（タイプ別装備）に収納しな
いでください。
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1. バッグを完全に開いた状態でファブリック・ディバイ
ダを 2 枚とも手前に折りたたみ、1 つ目のクォータ・
ウィンドウをピラーが外側に向くようにウィンドウの
内側を下向きにして、バッグの右側にずらして置き
ます。

メモ :
クォータ・ウィンドウは、ウィンドウ・ピラーの内側に
「1」および「2」とマークされています。

手順 1

手順 1

1 - 下向きのクォータ・ウィンドウ
2 - 2 枚の折りたたんだディバイダ

2. 手前に折りたたんだ 1 枚目のディバイダで、1 つ目
のクォータ・ウィンドウを覆います。

手順 2

3. 2 つ目のクォータ・ウィンドウを 1 枚目のディバイダ
の上に、ピラーが外側に向くようにウィンドウの内側
を下向きにして左側にずらして置きます。

手順 3

1 - 下向きのクォータ・ウィンドウ
2 - 2 枚目の折りたたんだディバイダ

4. 手前に折りたたんだ 2 枚目のディバイダで、2 つ目
のクォータ・ウィンドウを覆います。

手順 4

5. リヤ・ウィンドウを 2 枚目のディバイダの上に置きま
す。

手順 5
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6. 収納バッグを閉めて、安全な場所に保管します。

手順 6

ソフト・トップの格納位置までの下降

1. リヤ・ウィンドウおよびクォータ・パネル・ウィンドウを
取り外します ⇨ ページ 77。

2. すでに固定されている場合、Sunrider®位置 ⇨
ページ 73、からストラップを取り外し、車両の後部
に移動します。

3. 左側のソフト・トップの第 6 ボウの下で Sunrider®ラ
ッチを見つけます。

手順 3

4. ラッチを引いてトップを外し、ガイド・トラックに沿って
収納位置に達するまで後方にソフト・トップを自由に
スライドさせます。

手順 4

注意!

次の手順に従わないと、ソフト・トップまたは車両
に損傷を与えることがあります。

5. 格納されているソフト・トップをわずかに押し下げな
がら、左右両側のリフト・アシスト機構のロック・レバ
ーを「ロック」位置にスライドさせます。

手順 5（ロック位置）
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6. ロック・レバーを「ロック」位置にしたら、格納された
ソフト・トップの各部を下に押し下げて固定します。
「カチッ」という音が聞こえます。

手順 6

メモ :
センタ・コンソールに用意されている 2 つのフック／
ルーフ・ファスナを使用してトップを固定します。

手順 6

ソフト・トップを上げる

完全に下げた位置からソフト・トップを上げる

1. すでに固定されている場合、完全に下げた位置か
らストラップを外します。

注意!

次の手順に従わないと、ソフト・トップまたは車両
に損傷を与えることがあります。

2. トップの後部を押し下げながら、左右両側のリフト・
アシスト機構のロック・レバーを「ロック解除」位置に
スライドさせます。

手順 2

3. 第 5 ボウを押し上げ、Sunrider®位置にロックし「カ
チッ」という音がするまで、ガイド・トラックに沿って押
し進めます。

手順 3

1 - ロック解除位置
2 - 第 5 ボウの位置

4. 第 6 ボウをゆっくりと後ろに引き、トップが
Sunrider®位置にロックしたことを確認します。
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5. サイド・リンクを使用して、ソフト・トップを持ち上げて
車両の前部に押し、手動でトップを閉じた位置にし
ます。

手順 5

手順 5

6. 車両内側からヘッダー・ラッチのハンドルを下に引
き下げ、フックをレシーバーにはめ込みます。反対
側でもこの作業を行ってください。

手順 6

7. フックを押し込み、ラッチを所定の位置にロックしな
がら、ハンドルを上方に引き上げます。

手順 7

ソフト・トップ・ウィンドウの取り付け

左右のクォータ・ウィンドウの取り付け

1. 車両の後部からウィンドウを水平に保ちながら、ウ
ィンドウの上部をリテーナにはさみ、前方にスライド
させます。反対側でもこの作業を行ってください。

手順 1
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2. クォータ・ウィンドウ・ピラーの上部を上部カバーに
置き、下部タブをクリップに挿入します。

手順 2

手順 2

注意!

クォータ・ウィンドウの取り付けの全手順に従わな
いと、ソフト・トップまたは車両に損傷を与えること
があります。

3. リテーナをウィンドウの前部にはめ込み、完全に噛
み合っていることを確認してから、ウィンドウ下部に
沿ってリテーナが続きます。

手順 3

1 - クォータ・ウィンドウの前部のリテーナ
2 - クォータ・ウィンドウ下部のリテーナ

メモ :
車両で運転を再開する前に、リテーナが完全に噛
み合っていることが重要です。

4. しっかりと押すことで、各クォータ・ウィンドウの前部
上隅にフック／ループ・ファスナを固定します。

手順 4

リヤ・ウィンドウの取り付け

1. ウィンドウを水平に保ちながら、左から右へかけて
リヤ・ウィンドウをリテーナにはさみます。

手順 1
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2. スイング・ゲート・バーを左から右にかけてウィンド
ウ下部のリテーナに挿入します。

手順 2

3. 左側リテーナと右側リテーナで、スイング・ゲート・
バーを回転させます。

手順 3

4. まずリヤ・ウィンドウを右側クォータ・ウインドウに揃
えて、プラスチック・リテーナをはめ込みます。

5. 左側クォータ・ウインドウで同じ手順を繰り返しま
す。

手順 5

6. リヤ・ウィンドウ・リテーナを右下隅と左下隅にはめ
込みます。

手順 6

メモ :
ソフト・トップの取り外しの詳細については、次のセクショ
ンを参照してください。

ソフト・トップの取り外し

1. ソフト・トップ⇨ ページ 81 を完全に下ろします。

注意!

次の手順に従わないと、ソフト・トップまたは車両
に損傷を与えることがあります。

2. 左右両側のリフト・アシスト機構が「ロック」位置にあ
り、取り外しの前に各リフト・アシスト機構の第 1 ボ
ウを押すと「カチッ」という音が聞こえることを確認し
ます。

手順 2
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3. 付属の#40 Torx ヘッド・ドライバおよびラチェットを
使用して、各リフト・アシスト機構の 2 つの Torx ヘッ
ド・ネジを外し、機構を持ち上げて車両から離しま
す。

手順 3

1 - ロック位置
2 - Torx ヘッド・ネジ
3 - Torx ヘッド・ネジ

4. レール上部のリリース・レバーを後方に引っ張り、ト
ラックからサイド・リンクを外します。

手順 4

手順 4

5. 反対側でもこの作業を行ってください。

6. 2 人でソフト・トップを持ち上げ、車両のスポーツ・バ
ー、トリム、およびタイヤ・キャリアを回避するように
注意しながら車両から離します。ソフト・トップは、安
全かつ清潔な乾燥した場所に保管します。

手順 6

7. 付属の#50 Torx ヘッド・ドライバおよびラチェットを
使用して、車両の後部両隅の Torx ネジを外し、リテ
ーナを取り外します。

手順 7

ソフト・トップの取り付け

1. 現在、ハード・トップが取り付けられている場合は、
ハード・トップを取り外します⇨ ページ 92。

2. フロントから始めてドア・レールを取り付け、両側の
リヤに続けます。指示およびドア・レール Torx ネジ
に適したトルク仕様については、⇨ ページ 27 を

参照してください。
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3. 付属の#50 Torx ヘッド・ドライバおよびラチェットを
使用して、車両後部の両側にリヤ・リテーナを取り
付けます。推奨のトルク仕様については、以下の表
を参照してください。

手順 3

注意!

Torx ネジを締め付けすぎないでください。リテー
ナが損傷するおそれがあります。

Torx ネジのト
ルク仕様

最大 最小

13.5N·m
（119.5in-lb）

17.0N·m
（150.5in-lb）

12.0N·m
（106.2in-lb）

注意!

次の手順に従わないと、ソフト・トップまたは車両
に損傷を与えることがあります。

4. リフト・アシスト機構が「ロック」位置にあり、ソフト・ト
ップが車両の後部に上がり、サイド・リンクがフロン
ト側を向いていることを確認してください。リフト・ア
シスト機構を両側のリテーナに下げます（スポーツ・
バーの内側）。

手順 4

手順 4

5. 付属の#40 Torx ヘッド・ドライバおよびラチェットを
使用して、時計回りに回して Torx ネジを締め付けま
す。密着するまで固定し（推奨トルク仕様について
は以下の表を参照）、ネジを斜めに締め付けたり、

過度に締め付けないように注意してください。反対
側でもこの作業を行ってください。

手順 5

1 - ロック位置
2 - Torx ヘッド・ネジ
3 - Torx ヘッド・ネジ

Torx ネジのト
ルク仕様

最大 最小

13.5N·m
（119.5in-lb）

17.0N·m
（150.5in-lb）

12.0N·m
（106.2in-lb）

注意!

ネジを締め付けすぎないでください。締め付けす
ぎると、ネジ山がつぶれる恐れがあります。
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6. レールの上部にあるリリース・レバーを後方に引っ
張りながら、レールの上部にあるガイド・トラックに
サイド・リンクを置き、レバーを放します。

手順 6

7. 黒いブーツ・カバーのスナップを外して、取り外しま
す。このカバーは破棄してください。これは納車用
の保護カバーです。

8. ソフト・トップを上げます⇨ ページ 82。

メモ :
トップを持ち上げる前に、左後部の隅にあるワイヤ
リング・ハーネスがソフト・トップ・ボウに絡まってい
ないことを確認してください。

ハード・トップ・フロント・パネルの取
り外し

注意!

● ハード・トップは、アフターマーケット用ルーフ・ラッ
ク、スペア・タイヤ、建築用資材、狩猟用の道具、キ
ャンプ用品や荷物などを積めるようには設計されて
いません。オプションの Mopar®アクセサリ・ルー
フ・ラックの詳細は、⇨ ページ 99 を参照してく

ださい。

● フロント・ヘッダ、スポーツ・バー、ボディ・サイドにト
ップをしっかりと固定するか、または完全に外した
状態以外で車両を運転しないでください。

(続き)

注意!

これらの注意に従わないと、水の浸入によって損傷し
たり、しみ、カビなどが生じたりする恐れがあります。

● パネルを取り外す前に、トップが乾燥していることを
確認してください。トップが濡れている状態で、トップ
を取り外したり、ドアやウィンドウを開けたりすると、
室内に水が入る恐れがあります。

● しっかりと密閉するには、ハード・トップ・アセンブリ
を正しく位置決めしなければなりません。正しく取り
付けないと、室内に雨漏りが発生する恐れがありま
す。

● 着脱式ルーフ・パネルの取り扱いおよび保管に際し
ては、シールを傷めないように十分注意してくださ
い。雨漏りの原因となります。

● しっかりと密閉するには、フロント・パネルを正しく位
置決めしなければなりません。正しく取り付けない
と、室内に雨漏りが発生する恐れがあります。
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4 ドア・ハード・トップ構成部品

1 - 右側パネル
2 - 左側パネル
3 - ハード・トップ
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2 ドア・ハード・トップ構成部品

1 - 右側パネル
2 - 左側パネル
3 - ハード・トップ

メモ :
● ハード・トップの取り外しと取り付け方法はすべて、2

ドア・モデル車両と 4 ドア・モデル車両の両方に適用
されます。

● 記載の画像は 4 ドア・モデルのものであり、2 ドア・モ
デルの構成部品の場合、外観が異なることがありま
す。

● 右側パネルを取り外す前に、左側パネルを取り外す
必要があります。

ハード・トップのフロント・パネルを取り外すには、以下の
手順を行います。

1. フロントウィンドウの方向にサンバイザを折りたたみ
ます。
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2. 左側パネルの 3 つの L 型ロック（1 つは前部、1 つ
は後部、1 つは外側）を回して、ルーフからロック解
除します。

手順 2

3. フロントガラスの上部にある左側のヘッダー・パネ
ル・ラッチを外してください。

手順 3

1 - ヘッダー・パネル、ラッチ状態
2 - ラッチ解除位置

4. 左側パネルを取り外します。

5. 右側パネルを取り外すには、上記の手順を繰り返し
ます。

ハード・トップ・パネル収納バッグ - タイプ
別装備

Freedom Top パネル収納バッグを使うと、ハード・トップ・
パネルを収納することができます。この収納バッグは 2
つの構成部品で構成されています。

ループとフックが上を向くようにフリーダム・トップ・パネ
ルのバッグを下に置きます。バッグのファスナを開けて
アウタ・フラップを折りたたみます。

メモ :
フロント・パネルのラッチが閉じていることを確認してか
ら、パネルをバッグの中に挿入します。

1. ラッチを上向きにして、左側のハード・トップ・パネル
をバッグの中に挿入します。

2. 黒のパネル・ディバイダを開きます（ディバイダが平
らになっていることを確認します）。

3. ラッチを下向きにして、右側のフリーダム・トップ・パ
ネルをバッグの中に挿入します。

メモ :
フロント・パネルのラッチが閉じていることを確認し
てから、バッグの中に挿入します。

4. アウタ・フラップを開き、ハード・トップ・バッグのファ
スナを閉めます。

手順 4

5. フックとストラップをリヤ・シートの背面に向けて、フ
リーダム・トップ・バッグを車両の中に積み込みま
す。バッグの下部にあるクリップを、リヤ・シートに最
も近いリヤ・カーゴ・タイダウンに取り付けます。

6. アッパ・ストラップをリア・ヘッド・レストの周囲に巻き
付けて、ストラップをバックルに通します。ストラップ
を引っ張ってフリーダム・トップ・バッグをリヤ・シート
にしっかりと固定します。

ハード・トップ・フロント・パネルの取
り付け

1. ヘッダ・ラッチおよび各パネルの 3 つの L 型ロック
を開きます。

2. 位置決めピンをフロント・レシーバ取り付け穴には
めた状態でフロントガラス・フレームの右側パネル
を置き、次に左側パネルを置いて、はみ出している
部分がないことを確認します。また、パネルがボデ
ィに対し同一面上であることを確認してください。

3. 取り外しと逆の手順でパネルを取り付けます。
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メモ :
水漏れを防止するには、取り付ける前にシールおよびハ
ード・トップ・パネルから埃およびくずを取り除いてくださ
い。

ハードトップの取り外し

1. フロント・パネルを両方取り外します⇨ ページ 88。

2. フロント・ドアを両方開けます。

3. 付属の#50 Torx ヘッド・ドライバおよびラチェットを
使用して、B ピラー（フロント・ドアの上部付近）でハ
ード・トップを固定する 2 つの Torx ヘッド・ネジを取
り外します。

手順 3

4. ハード・トップを車両に固定している 6 つの Torx ヘ
ッド・ネジ（内側ボディサイドに沿っている、各側 3
個のネジ）を、#50 Torx ヘッド・ドライバを使用して
取り外してください。

手順 4

5. スイング・ゲートを全開にし、リヤ・ウインドウ・ガラス
と当たらないことを確認してください。リヤ・ウインド
ウ・ガラスを持ち上げてください。

手順 5

6. 車両左後部内側の隅にワイヤ・ハーネスおよびウ
ォッシャ・ホースがあります。

手順 6

7. ロック・タブを下に押して解放します。

手順 7

92 車両の概要



8. ワイヤ・ハーネスを取り外すには、タブを内側に押し
ながら下に引っ張って外します。

手順 8

手順 8

9. ウォッシャ・ホースを取り外すには、ホース・コネクタ
のリリース・ボタンを押して下に引っ張ります。

手順 9

10. ワイヤーハーネスとウォッシャーホースはトリムの
下のコンパートメントに保管します。収納コンパート
メントにアクセスするには、図のようにトリム カバー
を持ち上げます。

手順 10

11. ワイヤ・ハーネスは、ソケットに差し込み、ロック・タ
ブを再度噛み合わせてコンパートメントに固定しま
す。

手順 11

12. ウォッシャー・ホースをソケットの横にはめ込んで固
定し、コンパートメントカバーを元に戻します。

手順 12

13. リヤ・ウィンドウを下げ、スイング・ゲートを閉じま
す。

14. 車両からハード・トップを取り外します。損傷しない
ように、表面が柔らかい場所にハード・トップを置き
ます。
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注意!

リヤ・ハード・トップを取り外すには各隅に１人ずつ 4
人の大人を配置する必要があります。この注意に従
わないと、ハード・トップが損傷する可能性がありま
す。

ハードトップの取り付け

ソフト・トップを使用するためにドア・フレームを取り付け
てある場合、ハード・トップを取り付ける前に外す必要が
あります。取外し手順の詳細は ⇨ ページ 26。

ハード・トップを取り付けるには、ハード・トップの両側が
車体と同一面上になっており、リフト・ガラスとハード・トッ
プの間の隙間が均一であることを確認しながら、車両に
ハード・トップを置いてください。その後、取り外しと逆の
手順を行います。

メモ :
● ハード・トップ・シールが損傷していないか点検して、

必要に応じて交換してください。

● 付属の#50 Torx ヘッド・ドライバとラチェットを使用し
て、ハード・トップをボディに固定する Torx ねじを以下
のトルクで締め付けてください。

○ ハード・トップと B ピラー：13.5N·m +/- 2.7N·m
（119in-lb +/- 23in-lb）

○ ハード・トップと J レ ｰ ル：17.5N·m +/- 3.5N·m
（154in-lb +/- 30in-lb）

ハード・トップ用 SUNRIDER®
警告!

運転中に Sunrider®トップを開いたり閉じたりしないで
ください。運転中にトップを開くと、運転者が車両を制
御できなくなるおそれがあります。ここに示す警告内容
に従わないと、重傷または死亡事故につながる恐れ
があります。

ハード・トップ・フリーダム・パネルの代わりに Sunrider®
ソフト・トップを使用して、運転席および助手席の上部エ
リアを簡単に開けられるようにすることができます。

ハード・トップ用 Sunrider®

Sunrider®ソフト・トップを取り付けるには、以下の手順に
従ってください。

1. 両方のフロント・ハード・トップ・フリーダム・パネルを
取り外します⇨ ページ 88。

2. もう 1 人の助けを借りて、サイド・レールのフロント
部とリヤ部にある穴を合わせながら、Sunrider®トッ
プを車両の上部に設置します。

Sunrider®を車両の上に下ろす

3. フロント・フレーム・ブラケットをレールの側面に引っ
かけて、ドア・レール取り付けボルト（スペーサなし
の付属ボルト）を下側から挿入します。密着するま
で#40 Torx ヘッド・ドライバで締め付けます。

フロント・ドア・レール・ボルトを取り付ける
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4. リヤ・ドア・レール取り付けボルト（スペーサなしの付
属ボルト）を下側から挿入します。密着するまで#40
Torx ヘッド・ドライバで締め付けます。

リヤ・ドア・レール・ボルトを取り付ける

5. 手順 3 と 4 を、車両の反対側で繰り返します。

メモ :
フロントおよびリヤ・ドア・レール取り付けボルトの推
奨トルク仕様は 12N·m（8.8ft-lb）です。

6. 付属のリヤ・クランプ取り付けボルト 2 つを使用し
て、リヤ・クランプを Sunrider®トップのリヤ側中央
部に取り付けます。密着するまで#40 Torx ヘッド・ド
ライバで締め付けます。

リヤ・クランプの位置

メモ :
リヤ・クランプ取り付けボルトの推奨トルク仕様は
5N·m（3.7ft-lb）です。

7. 車両の中から、Sunrider®トップのフロント・ヘッダ部
にある一体型ハンドルを使ってトップを持ち上げ、
前方に引きます。手動で、トップを閉じた位置まで動
かします。

Sunrider®トップを前方に押す

8. 車両内側からヘッダー・ラッチのハンドルを下に引
き下げ、フックをレシーバーにはめ込みます。フック
を押し込み、ラッチを所定の位置にロックしながら、

ハンドルを上方に引き上げます。反対側でもこの作
業を行ってください。

両方のヘッダ・ラッチをかみ合わせる

Sunrider®トップを開く方法

Sunrider®トップを開くには、以下の手順に従ってくださ
い。

1. 両方のサンバイザをフロントウィンドウの方向にた
たみます。
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2. ハンドルを下に引いて、クロスバーからヘッダー・ラ
ッチを外します。フックがレシーバから外れているこ
とを確認します。

両方のヘッダ・ラッチを外す

3. Sunrider®トップのフロント部から、トップを持ち上げ
て、後方に向かって Sunrider®位置まで押します。

Sunrider®位置

4. Sunrider®キットに付属のフック／ループ・ファスナ
2 つを使用してトップを固定します。ファスナの１つ
を Sunrider®トップの各サイドにあるサイド・レール
に巻き付けて、トップを所定位置に保持します。

フック／ループ・ファスナの取り付け方

パワー・スライディング・トップ - タイ
プ別装備

注意!

パワー・スライディング・トップを装備する車両では、フ
ロントガラスを降ろすことは推奨しません。トップおよび
ヘッダー・シールに損傷が発生します。

パワー・スライディング・トップを装備している車両の場
合、助手席側サンバイザの右、フロント・トリム・パネルに
コントロール・スイッチがあります。

パワー・スライディング・トップ・コントロール・スイッチ

1 - オープン・スイッチ
2 - クローズ・スイッチ

メモ :
● パワー・トップは取り外しできません。希望する場合

は、リヤ・クォータ・ウィンドウを取り外して、付属のス
トレージ・バッグに保管できます⇨ ページ 98。

● パワー・トップは、-20°C（-4°F)未満の気温では開きま
せん。それ以上の気温で開いた場合は、-40°C
（-40°F）以上であれば閉じることができます。

● パワー・トップは、96km/h（60mph）以上の車速では
作動しません。

メモ :
パワー・スライディング・トップの開閉時にはオーディオが
一時停止することがありますが、これは Uconnect シス
テムがパワー・トップ閉オーディオ・モードからパワー・ト
ップ開オーディオ・モードに切り替わることによるもので
す。
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警告!

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。キー・フォブを車内や
車の周辺、またはお子さまの手が届く場所に放置
しないでください。Keyless Enter ‘n Go™イグニッショ
ンを「ACC」または「ON/RUN（オン／走行）」位置の
ままにしないでください。お子さまだけを車内に残す
と、パワー・トップ・スイッチをいたずらし、誤ってパ
ワー・トップに挟まってしまうことがあります。このよ
うな事故は重傷や死亡事故につながる恐れがあり
ます。

● 衝突したときパワー・トップが開いていると、そこか
ら車外に投げ出される危険性が高くなります。重傷
や死亡事故につながる恐れがあります。常にシート
ベルトを正しく使用し、同乗者も正しくシートベルトを
使用していることを確認してください。

● 小さなお子さまにパワー・トップを操作させないよう
にしてください。指や身体の一部、またはどんな物
もパワー・トップ開口部から外に出さないようにして
ください。けがをする恐れがあります。

Opening And Closing The Power Top（パ
ワー・トップの開閉）

エクスプレス・オープン／クローズ

オープン・スイッチを押して 0.5 秒以内に放すと、どの位
置からでも自動でサンルーフが開きます。パワー・トップ
が完全に開き、自動的に停止します。

クローズ・スイッチを押して 0.5 秒以内に放すと、どの位
置からでも自動でサンルーフが閉じます。パワー・トップ
は完全に閉じると、自動的に停止します。

エクスプレス・オープンまたはエクスプレス・クローズの
操作をしている間にサンルーフ・スイッチを操作すると、
サンルーフは止まります。

手動オープン／クローズ

パワー・トップを手動で開くには、オープン・スイッチを押
したままにして、完全に開いたら放します。

パワー・トップを手動で閉じるには、クローズ・スイッチを
押したままにして、完全に閉じたら放します。

オープンまたはクローズの操作をしている間にスイッチ
を放すと、サンルーフが止まります。もう一度スイッチを
押し続けるまで、トップは部分的に開いた状態になりま
す。

ピンチ保護機能

この機能は、エクスプレス・クローズの操作をしている
間、パワー・トップの開口部に障害物があるかどうかを
検知するものです。パワー・トップの開口部に障害物が
あると、パワー・トップは自動的に引き込まれます。その
ような場合は障害物を取り除いてください。その後、クロ
ーズ・スイッチを押し、エクスプレス・クローズを行いま
す。

警告!

パワー・トップがほとんど閉じている状態では、アンチ・
ピンチ保護機能は動作しません。けがをしないため
に、ウインドウを閉じる前に腕、手、指や他の物がパワ
ー・トップの作動範囲にないことを確認してください。

メモ :
● 激しい向かい風が吹いているときに閉めると、パワ

ー・スライディング・トップの動作が反転することがあり
ます。反転した場合、パワー・スライディング・トップ・

スイッチを再度押したままにして、トップを完全に閉め
てください。

● パワー・トップを閉める操作を 3 回連続して行った結
果、ピンチ保護によってパワー・トップが開くと、ピンチ
保護が無効になり、パワー・トップを手動モードで閉め
る必要があります。

パワー・トップのメンテナンス

クォータ・ウィンドウ・ガラス・パネルを清掃する場合、必
ず研磨剤の入っていないクリーナと柔らかい布を使用し
てください。この項には、お車のファブリック・トップの清
掃方法や取り扱いに関する重要な情報が記載されてい
ます⇨ ページ 239。

再学習手順

パワー・トップを装備した車両の場合、「エクスプレス・モ
ード」機能が作動しなくなった場合にパワー・トップを補
正できる再学習手順があります。パワー・トップは以下の
手順でリセットします。

1. イグニッションを「RUN（走行）」位置にし、車両を始
動します。

メモ :
再学習手順を実行するには、エンジンを作動させて
おく必要があります。

2. パワー・トップが完全に閉じた位置にあることを確認
します。

3. 「Close（閉じる）」スイッチを 10 秒間押し続けます。
これにより、パワー・トップが補正モードになります。

4. トップが完全に開いたあとに、戻って完全に閉じる
まで、クローズ・スイッチを押したままにします。
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5. パワー・トップが完全に閉じた位置で停止したら、
「Close（閉じる）」スイッチを放します。パワー・トップ
がリセットされ、使用できるようになります。

メモ :
再学習のプロセス中に「Close（閉じる）」スイッチを放した
場合、再学習を完了していないことがあります。その場
合は、手順を繰り返す必要があります。

リヤ・クォータ・ウィンドウの取り外し

パワー・スライディング・トップを装備している車両の場
合、リヤ・クォータ・ウィンドウを取り外すことができます。
これらのウィンドウを取り外すには、以下の手順を参照し
てください。

1. スイング・ゲートを開き、リヤ・ウィンドウを上げま
す。

2. クォータ・ウィンドウ付近の両方のサイド・ドアを開き
ます。

3. ウィンドウの内側でリヤ・クォータ・ウィンドウ・ラッチ
（各ウィンドウに 2 つ）を見つけます。

4. 左側ラッチを時計方向に回して外します。

5. 右側ラッチを反時計方向に回して外します。

手順 5

1 - 左側のラッチは時計方向に回します
2 - 右側のラッチは反時計方向に回します

6. 車両の外側から、各ウィンドウを持ち上げて車両か
ら離します。

メモ :
ラッチを外した後は、ウィンドウを引き下げたり、重
量を加えたりしないでください。ウィンドウを所定位
置に固定するピンが損傷することがあります。

手順 6

手順 6

7. リヤ・クォータ・ウィンドウは付属のストレージ・バッ
グに収納し、安全な場所に保管するか、リヤ・シート
にバッグをしっかりと固定します。

クォータ・ウィンドウ・ストレージ・バッグ

リヤ・クォータ・ウィンドウ用のストレージ・バッグを使用す
るには、以下の手順を実行します。
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1. バッグを完全に開き、ファブリック・ディバイダを持ち
上げた状態で、ラッチが外側のフォーム・インサート
に向くようにして 1 個目のクォータ・ウィンドウを収
めます。収めたら、ウィンドウの上でディバイダを折
りたたみます。

手順 1

1 - ディバイダを持ち上げた状態でバッグを開く
2 - ウィンドウの上にディバイダを下ろす（ラッチは
外向き）

2. ラッチを外向きにして、2 個目のウィンドウをフォー
ム・インサートに収めます。バッグを完全に閉じま
す。

メモ :
両方のウィンドウがバッグ内に収まったら、ウィンド
ウの外側は互いに向き合い、すべてのラッチはバッ
グの外側を向きます。

手順 2

1 - ディバイダの上に置いた 2 番目のウィンドウ
2 - 完全に閉じられたバッグ

3. バッグは安全な場所に保管するか、車両のカーゴ・
エリアに固定して保管します。これを行うには、バッ
グ上部のストラップをリヤ・ヘッド・レストに取り付
け、バッグ下部のクリップをロード・フロアの最前方
のカーゴ・フックに取り付けます。

手順 3

警告!

リヤ・クォータ・ウインドウが固定されていないと、衝突
事故の際にけがの原因になります。急停止時や悪路
走行中にリヤ・クォータ・ウインドウが跳ねて、車内の
人にぶつかるおそれがあります。リヤ・クォータ・ウイン
ドウをこの指示に従って固定せずに車内に収納しない
でください。

ルーフ・ラゲージ・ラック - タイプ別
装備 
メモ :
ルーフ・ラックは、ハード・トップ・モデルでのみ使用でき
ます。

ラゲージ・ラックを装着した場合、ルーフに積む荷物の重
量は、45kg（100lb）を超えないようにしてください（クロス
バーの重量を含みます）。荷重がカーゴ・エリア全体に均
等に分散されるようにしてください。

ルーフ・ラックに荷物を積んでいるときは、必ずクロスバ
ーを使用してください。ストラップを頻繁に点検し、荷物
がしっかりと固定されていることを確認してください。

メモ :
クロスバーは、正規ディーラーで Mopar®部品から購入
できます。

ルーフ・ラックを装着しても、車の許容積載量は増えませ
ん。車内の乗員および荷物、ルーフ・ラック上の荷物まで
含めた全荷重が最大車両積載量を超えないようにしてく
ださい。
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警告!

走行前に、荷物がしっかりと縛られていることを必ず
確認してください。ルーフ・ラック、クロスバー、または
ルーフ自体への荷物の固定状態が不適切な場合、特
に高速走行中に、荷物が車両から外れて飛んでしま
い、衝突、けが、または物損事故につながるおそれが
あります。ルーフ・ラックに物を載せて運転する際に
は、ルーフ・ラックの注意事項に従ってください。

注意!

● 自動洗車機を使用する前に、ルーフ・ラックからク
ロスバーを取り外してください。そうしないと、クロス
バー、ルーフ・ラック、または車両のルーフが損傷
する危険があります。

● ルーフ・ラックおよび車両に損傷を与えないために
も、ルーフ・ラックの最大積載量を超えないようにし
てください。重い荷物はできるだけ均等に分散し、
荷物および荷物とルーフ表面の間に挟んだ保護物
を適切に固定してください。

● フロントウィンドウよりも前にはみ出る長い積荷は、
車両の前後で固定してください。

● ルーフの表面と積荷の間にブランケットなどを挟ん
で保護してください。

● 大型の荷物または重い荷物をルーフ・ラックに積ん
で運ぶときは、常に低速で走行し、カーブも慎重に
曲がってください。トラックの横を走行することや、
自然現象が原因で、風が巻き起こり上方へ持ち上
がることがあります。木製パネルやサーフボードな
ど、大きくて平らな積荷は運ばないことを推奨しま
す。カーゴまたは車両が損傷する場合があります。

(続き)

注意!

● 積載物は必ず最初にクロスバーに固定し、必要に
応じてタイダウン・ループを使用し、固定ポイントを
追加してください。タイ・ループは、補助的なタイダ
ウン・ポイントとしてのみ使用してください。タイ・ル
ープには、ラチェット機構を使用しないでください。
ストラップを頻繁に点検し、荷物がしっかりと固定さ
れていることを確認してください。

室内収納および機能

ストレージ

グローブ・ボックス

グローブ・ボックスは、インストルメント・パネルの助手席
側にあります。

グローブ・ボックスを開くには、リリース・ハンドルを引き
ます。

グローブ・ボックス

メモ :
キー・フォブ内のメカニカル・キーを使用すると、グロー
ブ・ボックスをロックできます。

警告!

グローブ・ボックスを開けたままで車両を運転しないで
ください。グローブ・ボックスを開いたままで車両を運
転すると、衝突の際にけがをする恐れがあります。

コンソール・ストレージ・コンパートメント 
センタ・コンソールには、アッパ・ストレージ・コンパートメ
ントとロア・ストレージ・コンパートメントがあります。

アッパ・ストレージ・コンパートメントを開くには、上部ラッ
チを持ち上げます。ロア・ストレージ・コンパートメントにア
クセスするには、下部ラッチを持ち上げます。

コンソール・ストレージ・ラッチ

1  アッパ・コンパートメント・ラッチ
2 - ロア・コンパートメント・ラッチ
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メモ :
キー・フォブ内のメカニカル・キーを使用すると、センタ・
コンソールをロックできます。

リヤ・ストレージ・コンパートメント — タイプ
別装備

リヤ・カーゴ・エリアのストレージ・コンパートメントは、ロ
ード・フロアの下にあります。

ストレージ・コンパートメントにアクセスするには、カーゴ・
エリア後部のカーゴ・ストラップ／ハンドルを持ち上げま
す。

リヤ・ストレージ・カバー（4 ドア・モデル）

リヤ・ストレージ・カバー（2 ドア・モデル）

照明付きカップ・ホルダ — タイプ別
装備

一部の車両のフロント・カップ・ホルダには、助手席の乗
員にわかりやすいようにカップ・ホルダを照らすライト・リ
ングが装着されています。ライト・リングはイルミネーショ
ン・コントロールによって操作されます⇨ ページ 72。

USB/AUX CONTROL（USB/AUX コントロ
ール）

メディア・ハブは、ヒータ／エアコンの下のインストルメン
ト・パネルにあります。メディア・ハブのアクセス・ドアの内
部には、AUX ポート、タイプ C USB ポート、標準 USB ポ
ートがそれぞれ 1 つずつあります。両方の USB ポートで
は、車両のサウンド・システムを通して MP3 プレーヤ／
スマートフォンまたは USB 機器で音楽を再生できます。

スマートフォン機器を USB ポートに接続すると、Android
Auto™または Apple CarPlay®機能（タイプ別装備）を作
動できます。詳細は、Uconnect ラジオ取扱説明書を参
照してください。

スマート充電 USB ポートは、エンジンを切った後最長 1
時間、機器に電源を供給します。

メモ :
● 機器を USB ポートに接続すると、充電が開始され、シ

ステムによる使用準備が整います。タイプ C およびタ
イプ A 充電専用 USB ポートは同時に使用できます
が、メディア再生中は同時に使用できません。タイプ
C およびタイプ A 充電専用 USB ポートを両方使用す
ると、充電速度が低下します。

● 1 つのデータ接続を 2 個のポートで使用しています。
タイプ A とタイプ C を切り替えることはできません。

メディア・ハブ

センタ・コンソールの内側には、2 番目の USB ポートが
あり、車両のサウンド・システムを通して USB 機器の音
楽を再生できます。

3 番目と 4 番目の USB ポート（タイプ別装備）は、セン
タ・コンソールの後端、パワー・インバータの上にありま
す。どちらのポートも充電専用です。
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センタ・コンソール後端の USB

新しい機器またはスマートフォンを USB ポートに差し込
むと、利用中の機器に応じて次のいずれかのメッセージ
が表示されることがあります。

● 「新しい機器が接続されています。これまでの接続は
解除されました。」

● 「（電話名）が接続されています。これまでの接続は解
除されました。」

● 「同じ USB ポートで別の機器が使用中です。現在使
用中の機器の接続を解除してから、次の機器を使用
してください」

メモ :
対応していない機器は、充電専用 USB ポートで充電し
ます。対応していない機器がメディア USB ポートに接続
されていると、システムが機器に対応していないというメ
ッセージがタッチスクリーンに表示されます。

警告!

運転中に外部機器の接続や取り外しを行わないでくだ
さい。この警告に従わないと、衝突を招く可能性があり
ます。

電源ソケット - タイプ別装備

この車両には、汎用電源ソケット・アダプタを使用するア
クセサリ用に 12V（13A）の電流を出力する補助電源ソケ
ットが 2 つ装備されています。

フロント電源ソケットは、インストルメント・パネルの中
央、ヒータ／エアコンの下にあり、イグニッション・スイッ
チから電源が供給されます。イグニッション・スイッチを
「ON/RUN（オン／走行）」位置または「ACC」位置に回し
たときに電源が供給されます。

フロント電源ソケット

リヤ・サブウーファ装備車の場合、リヤ・カーゴ・エリアの
電源コンセントには車両バッテリから直接電源が供給さ
れています。

リヤ・カーゴ電源ソケット

警告!

重傷または死亡事故を防ぐため、次の事項を守ってく
ださい。

● コンセントにいかなる異物も挿入しないでください。

● 濡れた手で触らないでください。

● 使用していないときは蓋を閉めてください。

● ソケットの扱いを誤ると、感電や心臓麻痺を起こす
恐れがあります。

注意!

● 12V 時で最大出力 160W（13A）を超えないようにし
てください。160W（13A）を超えた場合は、システム
を保護しているヒューズを交換する必要がありま
す。

● 電源ソケットはアクセサリ・プラグ専用に設計されて
います。電源ソケットにはその他の物を挿入しない

(続き)
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注意!

でください。ソケットを損傷し、ヒューズが飛ぶ場合
があります。電源ソケットの使い方を誤ると新車保
証の対象外の損傷を引き起こす恐れがあります。

● プラグ接続タイプのほとんどのアクセサリ部品（携
帯電話など）は、使用中以外もバッテリ電源を消費
します。長時間プラグを差し込んだままにしておく
と、車のバッテリが放電してバッテリの寿命を縮め
たり、エンジン始動に支障をきたすことがあります。

● 電力を大量消費するアクセサリ部品（クーラ、掃除
機、ライトなど）は、バッテリの寿命をさらに縮めま
す。このようなアクセサリ部品は、注意を払って断
続的に使用してください。

● 電力を大量消費するアクセサリ部品を使用した後
や、電源プラグを差し込んだまま長期間エンジンを
始動しなかった場合は、車両を十分な時間走行さ
せ、バッテリを充電してください。

● 電源ソケットはアクセサリ・プラグ専用に設計されて
います。アクセサリやアクセサリ・ブラケットを、プラ
グからぶら下げないでください。電源ソケットの使い
方を誤ると、損傷を引き起こす恐れがあります。

シガー・ライタ（タイプ別装備）

シガー・ライタは、インストルメント・パネルのセンタ・スタ
ックの下にあります。ライタを押し込むと加熱されます。

数秒後、ライタは自動的に元の位置に戻り、使用可能な
状態になります。

警告!

シガレット・ライタは使用中に非常に高温になります。
重傷事故を防ぐため、シガレット・ライタは慎重に扱っ
てください。必ずシガレット・ライタが OFF になっている
ことを確認してください。

注意!

消費電力が 180W（15A）を超える機器はソケットに接
続しないでください。不適切なアダプターを使用してソ
ケットを損傷しないようにしてください。定格電力の
180W（15A）を超えた場合は、システムを保護してい
るヒューズを交換する必要があります。

パワー・インバータ — タイプ別装備 
115V、150W のインバータのコンセントがセンタ・コンソ
ールの背面にあり、DC 電流を AC 電流に変換します。

このコンセントは、最大 150W の電力を必要とする携帯
電話、電子機器、その他の低電力機器に電力を供給で
きます。一部のビデオ・ゲーム機器や大部分の電動工
具はこの電力制限を上回ります。

パワー インバータ

パワー・インバータは過負荷保護装置を内蔵した設計で
す。150W の定格電力を超えると、パワー・インバータは
自動的に遮断されます。電気装置をコンセントから外す
と、インバータは自動的にリセットされます。定格電力が
約 170W を超えると、パワー・インバータの手動リセット
が必要になる場合があります。

警告!

重傷または死亡事故を防ぐため、次の事項を守ってく
ださい。

● コンセントにいかなる異物も挿入しないでください。

● 濡れた手で触らないでください。

● 使用していないときは蓋を閉めてください。

● ソケットの扱いを誤ると、感電や心臓麻痺を起こす
恐れがあります。

補助スイッチ - タイプ別装備 
インストルメント・パネルのロア・スイッチ・バンクには 4
つの補助スイッチがあり、これらを使用すると、さまざま
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な電気装置の電源を供給できます。Uconnect 設定か
ら、補助スイッチの機能を設定できます ⇨ ページ

130。

すべてのスイッチは次のように設定できます。

● スイッチ・タイプの操作：ラッチ式または瞬時

● 電源：バッテリまたはイグニッション

● キー・サイクル全体にわたって最後の状態を維持す
る機能：オンまたはオフ

AUX スイッチ

メモ :
スイッチ・タイプがラッチに設定され、電源がイグニッショ
ンに設定されている場合、最後の状態に維持されます。

補助スイッチは、4 本のブラント・カット・ワイヤに電源を
供給するリレーを管理します。これらのワイヤは、車内
のインストルメント・パネルの下、ボンネット右側の下、バ
ッテリ付近にあります。

補助スイッチ接続 - ボンネットの下

補助スイッチ接続 - インストルメント・パネルの下

4 本の補助スイッチ・ワイヤに加えて、ヒューズ付きバッ
テリ・ワイヤおよびイグニッション・ワイヤも、インテリアの
下、助手席側のインストルメント・パネルの下にありま
す。

電気装置の接続および取り付けのために、スプライスお
よび熱収縮チューブのキットが補助スイッチに付属して
います。

ワイヤ・カラー・チャート

回路の機能 ヒューズ ワイヤ・カラー 位置

補助スイッチ 1 F93 - 40 Amp ベージュ／ピンク
インテリア（助手席側のインストルメント・パネルの下）&エンジン・ルー

ム（バッテリ付近の右側）

補助スイッチ 2 F92 - 40Amp グリーン／ピンク
インテリア（助手席側のインストルメント・パネルの下）&エンジン・ルー

ム（バッテリ付近の右側）
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回路の機能 ヒューズ ワイヤ・カラー 位置

補助スイッチ 3 F103 - 15Amp オレンジ／ピンク
インテリア（助手席側のインストルメント・パネルの下）&エンジン・ルー

ム（バッテリ付近の右側）

補助スイッチ 4 F108 - 15Amp ダーク・ブルー／ピンク
インテリア（助手席側のインストルメント・パネルの下）&エンジン・ルー

ム（バッテリ付近の右側）

バッテリ F72 - 10Amp レッド／ホワイト インテリア（助手席側のインストルメント・パネルの下）

イグニッション F50 - 10Amp ピンク／オレンジ インテリア（助手席側のインストルメント・パネルの下）

リヤ・スイング・ゲート 
説明 
リヤ・スイング・ゲートは、次のいずれかの方法で解錠で
きます。

● メカニカル・キー（メカニカル・ロック装備 - タイプ別装
備）

● リモート・キーレス・エントリ・キー・フォブ（タイプ別装
備）

● フロント・ドアのパワー・ドア・ロック解除スイッチ（タイ
プ別装備）

● パッシブ・エントリ・スイング・ゲート・ハンドル（タイプ
別装備）

スイング・ゲートを開けるには、ゲート・ハンドルを引いて
ください。

スイング・ゲート・ハンドル

フリップアップ・ウィンドウ（ハード・トップ・モデルのみ）

フリップアップ・ウィンドウを開けるには、まずスイング・ゲ
ートを開け、次にウィドウを持ち上げます。

フリップアップ・ウィンドウ

メモ :
スイング・ゲートを閉じる前にリヤ・フリップアップ・ウイン
ドウを閉じてください。
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警告!

フリップアップ・ウインドウを開けたまま運転すると、有
毒な排気ガスが車内に侵入する恐れがあります。この
排気ガスによって運転者や同乗者の健康が損なわれ
ることがあります。走行中はフリップアップ・ウインドウ
を必ず閉めてください。

注意!

リヤ・フリップアップ・ウインドウを閉じるとき、リヤ・ワイ
パ・ブレードを押さえないように注意してください。ブレ
ードを損傷してしまう危険があります。

メモ :
スイング・ゲートの開放時にキーキー音が聞こえる場合
は、スイング・ゲート・ヒンジおよびチェック・ストラップの
清掃が必要になることがあります。チェック・ストラップ・
アームに埃や堆積物が徐々に堆積すると、チェック・スト
ラップが故障し、交換が必要になる場合があります。

カーゴ・エリア機能

カーゴ・タイダウン・フックとループ

走行中は、カーゴ・エリア・フロアにあるカーゴ・タイダウ
ンを使用して荷物を安全に固定してください。

カーゴ・タイダウン・ループ（4 ドア・モデル）

カーゴ・タイダウン・ループ（2 ドア・モデル）

警告!

● カーゴ・タイダウンは、チャイルド・シートのテザー・
ストラップに使用するためのアンカではありません。
車が急停止した時や事故の際には、タイダウンが
緩んでチャイルド・シートが外れ、お子さまが重傷を

(続き)

警告!

負う恐れがあります。必ずチャイルド・シート用のア
ンカを使用してください。

● 人身事故を防ぐため、乗員はリヤ・カーゴ・エリア内
に乗らないでください。カーゴ・エリアは荷物の運搬
専用に設計されており、乗員が乗るようには設計さ
れていません。乗員は必ずシートに座り、シートベ
ルトを使用してください。

荷物と乗員の重量や位置によって、車の重心と操作
性が変化します。人身事故につながる制御不能を防
ぐため、車に荷物を積み込む際には次の注意に従っ
てください。

● 左側ドアまたは左側ドアのセンタピラーに貼付され
ているラベルに記載された積載制限を超える荷物
を搭載しないでください。

● 荷物は常にカーゴ・フロアに均等に置いてください。
重い荷物はできるだけ前方の低い位置に置いてく
ださい。

● 荷物はできるだけリヤ・アクスルの位置より前に置
いてください。リヤ・アクスルの上や後ろに過度な荷
重がかかったり、荷物が適切に置かれていないと、
車が左右に振られることがあります。

● 荷物や積荷はシート・バックより高く積まないでくだ
さい。視界が悪くなり、急停止や事故の際に前方に
飛び出して危険です。

ボンネット

ボンネットを開ける

外側のボンネット・ラッチを両方とも解除します。
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ボンネット・ラッチの位置

ボンネットを少し上げ、ボンネット開口部の中央に手を手
のひらを下にして入れます。中央の安全ラッチの場所を
確認し、ラッチを右に押して開けます。

ボンネット開口部に手を入れる

ボンネットからサポート・ロッドを取り外し、ラジエータのク
ロスメンバに挿入します。

ボンネット・プロップ・ロッド・スロット

メモ :
● 車両が静止し、ギヤ・セレクタが「P（パーキング）」に

入っている必要があります。

● うまくいかない場合は、ボンネットを若干押し下げてか
ら、安全ラッチを押してください。

● ボンネットを上げるときは、両手を使用してください。

● ボンネットを上げる前に、ワイパ・アームが作動状態
ではなく、フロント・ウインドウから起こしていないこと
を確認してください。

ボンネットを閉じる

ボンネットを閉じるときは、サポート・ロッドをスロットから
外して、ボンネット・パネル固定クリップに留めてくださ
い。ボンネットを静かに下げてください。運転席側と助手
席側の両方のラッチを固定します。

警告!

車両を運転する前に、ボンネットのラッチが完全にか
かっていることを確認してください。ボンネットがラッチ
でしっかりと固定されていないと、走行中にボンネット
が開き、視界を遮る恐れがあります。ここに示す警告
内容に従わないと、重傷や死亡事故につながる恐れ
があります。

注意!

ボンネットを乱暴に閉めないでください。ボンネットが
損傷する恐れがあります。
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ダッシュボードの計器類とコントロール

インストルメント・パネル 
7 インチ・インストルメント・パネル
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インストルメント・パネルの説明

1. タコメータ

● 1 分間あたりのエンジン回転数（RPM x 1000）を
表示します。

注意!

タコメータがレッド・ゾーンを指した状態で運転し
ないでください。エンジンが損傷します。

2. 水温計

● 水温計は、エンジン・クーラントの温度を示しま
す。水温計が正常な範囲内を示していれば、エ
ンジン冷却装置は正しく作動しています。

● 気温が高い場所での走行、登坂走行、またはト
レーラけん引をしている時などは、表示は高めに
なります。水温計の指針が通常作動範囲の上限
を超えないように注意してください。

警告!

過熱したエンジン冷却装置は危険です。蒸気
や沸騰しているクーラントで重度のやけどを負
う恐れがあります。車がオーバーヒートしたら、
正規ディーラーに連絡してください。

注意!

エンジン冷却装置が過熱した状態で運転する
と、車が損傷することがあります。水温計が
「H」を示している場合は、車を路肩に停めてく
ださい。エア・コンディショナを切り、針が通常

(続き)

注意!

温度範囲に下がるまでアイドリングします。水
温計の針が「H」から動かない場合は、直ちに
エンジンを止めて、正規ディーラーに整備を依
頼してください。

3. インストルメント・パネル・ディスプレイ

● インストルメント・パネル・ディスプレイは、ドライ
バ・インタラクティブ・ディスプレイを備えていま
す。

4. 燃料ゲージ

● 燃料計は、イグニッション・スイッチが「ON/RUN」
位置のとき、燃料タンク内にある燃料の残量を
示します。

● このフューエル・ポンプのマークは、
車両のフューエル・フィラ・リッドがあ
る側を示しています。

5. スピードメータ

● 車速を示します。

インストルメント・パネル・ディスプレ
イ

車両のトリム・レベルによって、機能とオプションが異な
ることがあります。

お使いの車両には運転者に便利な情報を通知するイン
ストルメント・パネル・ディスプレイが装備されています。
車両が「OFF」位置でドアを開閉するとディスプレイが起
動し、オドメータに走行距離が表示されます。インストル
メント・パネル・ディスプレイには車両システムと機能に

関する重要な情報が表示されるようになっています。イ
ンストルメント・パネル・ディスプレイは、インストルメント・
パネルにあるドライバ・インタラクティブ・ディスプレイを使
用して、システムの機能状態を表示し、機能不良の場合
に警告を表示します。ステアリング・ホイールに取り付け
られたコントロールにより、メイン・メニューとサブ・メニュ
ーをスクロールできます。必要な特定の情報にアクセス
し、選択や調整を行うことができます。

インストルメント・パネル・ディスプレイの
位置とスイッチ

インストルメント・パネル・ディスプレイは、インストルメン
ト・パネルの中央にあります。

インストルメント・パネル・ディスプレイの位置とスイッ
チ

1 - インストルメント・パネル・ディスプレイの画面
2 — インストルメント・パネル・ディスプレイのスイッチ
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情報を選択するには、ステアリング・ホイールに取り付け
られた次のボタンを押します。

インストルメント・パネル・ディスプレイのコントロー
ル・ボタン

1 - 左矢印ボタン
2 - 上矢印ボタン
3 - 右矢印ボタン
4 - 下矢印ボタン
5 -「OK」ボタン

● 左矢印ボタン

メイン・メニュー項目の情報画面またはサブメニュー
画面にアクセスするには、左  矢印ボタンを押して

放します。

● 上矢印ボタン

メイン・メニュー項目を上方向にスクロールするには、
上 矢印ボタンを押して放します。

● 右矢印ボタン

メイン・メニュー項目の情報画面またはサブメニュー
画面にアクセスするには、右  矢印ボタンを押して

放します。

● 下矢印ボタン

メイン・メニュー項目を下方向にスクロールするには、
下 矢印ボタンを押して放します。

● OK ボタン

メイン・メニュー項目の情報画面またはサブメニュー
画面にアクセスしたり、選択するためには、OK ボタン
を押します。OK 矢印ボタンを 2 秒間押し続けて、表
示または選択されているリセット可能な機能をリセット
します。

オイル交換のリセット - タイプ別装備

この車両には、エンジン・オイル交換の警告システムが
装備されています。チャイムが 1 回鳴った後に、「Oil
Change Due（オイル交換時期）」というメッセージが約 5
秒間表示され、次回の定期オイル交換の時期が来たこ
とが示されます。エンジン・オイル交換の警告システムは
法定整備のサイクルに基づいているため、エンジン・オ
イルの交換時期は周囲温度、エンジン暖気および運転
状況によって変動する場合があります。

リセットしない限り、このメッセージはイグニッション・スイ
ッチを「ON/RUN」位置にするたびに表示されます。メッセ
ージを一時的にオフにするには、OK ボタンを押して放し
ます。定期メンテナンス後にオイル交換の警告システム
をリセットするには、次の手順に従ってください。

オイル交換時期のリセット

1. ブレーキ・ペダルを踏まずに、イグニッションを「ON/
RUN」位置にします（エンジンは始動させないでくだ
さい）。

2. インストルメント・パネル・ディスプレイの「Vehicle
Info（車両情報）」の中の「Oil Life（オイルの交換時
期）」サブメニューに移動します。

3. OK ボタンを押し続けて、ゲージを 100%にリセットし
ます。

その他のオイル交換リセット手順

1. ブレーキ・ペダルを踏まずに、イグニッションを「ON/
RUN」位置にします（エンジンは始動させないでくだ
さい）。

2. アクセル・ペダルを 10 秒以内に 3 回、ゆっくりと強
く踏み込みます。

3. ブレーキ・ペダルを踏まずに、イグニッションを「OFF
（オフ）」位置にします。

メモ :
車両を始動させたときに警告メッセージが表示された場
合は、エンジン・オイル交換の警告システムがリセットさ
れていません。必要に応じてこの手順を繰り返してくださ
い。

インストルメント・パネル・ディスプレイの
選択可能項目

インストルメント・パネル・ディスプレイでは、メイン・メニュ
ーで以下の項目を確認できます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがありま
す。
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スピードメータ START&STOP

Vehicle Info（車両データ） オーディオ

Off Road（オフ・ロード） Messages（メッセージ）

運転者アシスト  タイプ別
装備

Screen Setup（画面設定）

Trip Info（トリップインフォ） 設定

燃費 Phone Call Status（通話
ステータス）

SPEEDOMETER（スピードメータ）

インストルメント・パネル・ディスプレイで「スピードメータ」
メニュー・タイトルが表示されるまで、上 矢印または下

矢印ボタンを押して放します。｢OK｣ボタンを押して放

すと、km/h と mph の表示が切り替わります。

VEHICLE INFO（車両データ）

インストルメント・パネル・ディスプレイに「Vehicle Info（車
両情報）」メニュー・アイコンが表示されるまで、上 ま

たは下 矢印ボタンを押して放します。左 矢印ボタ

ンまたは右 矢印ボタンを押して放すと、情報サブメニ

ュー内をスクロールできます。「OK」ボタンを押して放す
と、リセット可能なサブメニューを選択またはリセットでき
ます。

● タイヤ空気圧モニタ

● Coolant Temperature（クーラント温度）

● Transmission Temperature（トランスミッション温度）：

● Oil Temperature（オイル温度）

● Oil Pressure（油圧）

● Oil Life（オイルの交換時期）

● Battery Voltage（バッテリ電圧）

○ 保管モード（タイプ別装備）：保管モードでは、車両
を長期間保管または使用しない場合に、バッテリ
寿命を維持するための機能が無効になります。こ
の機能を有効にするには、「OK」ボタンを長押しし
ます。表示されるメッセージや指示に従ってくださ
い。保管モードを終了するには、車両を始動しま
す。

○ 保管モードではコネクテッド・サービスは利用でき
ません。

警告!

○ 車両が保管モードの場合、リヤ・シート警告ア
ラームは使用できません。

○ 保管モードにする前に、リヤ・シートに子ども
や動物がいないか確認してください。

保管モードの作動場所

OFF ROAD（オフ・ロード）

インストルメント・パネル・ディスプレイに「Off Road（オフ・
ロード）」メニュー・アイコンが表示されるまで、上 矢印

ボタンまたは下 矢印ボタンを押して放します。左

矢印ボタンまたは右 矢印ボタンを押して放し、情報サ

ブメニューをスクロールします。

● 駆動系

○ Front Wheel Angle（前輪の角度）：ステアリング・ホ
イールの向きから計算された平均前輪角度のグラ
フィックと数値が表示されます。

○ Transfer Case Lock Status（トランスファ・ケース・ロ
ック・ステータス）：4WD ハイ、4WD ハイ・パート・タ
イム、4WD ローの状態のときにのみ「ロック」グラ
フィックが表示されます。

○ アクスル・ロックおよびスウェイ・バー・ステータス
（タイプ別装備）：フロントおよびリヤ、またはリヤの
みのアクスル・ロッカ・グラフィックと、テキスト・メッ
セージ（接続または解除）とともにスウェイ・バー接
続グラフィックが表示されます。

● ピッチ＆ロール

○ グラフィックでの車両のピッチとロールが角度数と
ともに画面に表示されます。

メモ :
ピッチとロールを表示するには車速が速くなりすぎた場
合、数字の代わりに「- -」が表示され、グラフィックが灰色
表示になります。この機能の利用に必要な速度もメッセ
ージとして表示されます。

運転者アシスト  タイプ別装備

「Driver Assist（運転者アシスト）」メニューには、ACC シス
テムのステータスが表示されます。
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インストルメント・パネル・ディスプレイに「Driver Assist
（運転者アシスト）」メニューが表示されるまで、上 矢

印または下 矢印ボタンを押して放します。

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）機能 - タイプ
別装備

インストルメント・パネル・ディスプレイに現在の ACC シス
テム設定が表示されます。表示される情報は、ACC シス
テムの状態に応じて異なります。

インストルメント・パネル・ディスプレイに以下のいずれか
が表示されるまで、ステアリング・ホイール上にある ACC
の「ON/OFF（オン／オフ）」ボタンを押してください。

Adaptive Cruise Control Off（アダプティブ・クルーズ・コン
トロール - OFF）

ACC の作動を解除すると、「Adaptive Cruise Control Off
（アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）オフ）」と表
示されます。

Adaptive Cruise Control Ready（アダプティブ・クルーズ・
コントロール - 利用可）

ACC がオンになっているが、車速設定が選択されていな
い場合は、ディスプレイに「Adaptive Cruise Control
Ready（ACC 利用可）」と表示されます。

ステアリング・ホイール上にある「SET+（設定+）」または
「SET-（設定-）」ボタンを押すと、インストルメント・パネル・
ディスプレイに次の項目が表示されます。

ACC SET（ACC 設定）

ACC を設定すると、設定速度がインストルメント・パネル
に表示されます。

ACC が起動されると、次のような ACC 画面が再表示され
る場合があります。

● システムのキャンセル

● ドライバーによるオーバーライド

● システム OFF

● ACC 接近警告

● ACC 利用不可警告

メモ :
ACC 表示の動きがなく 5 秒経過すると、インストルメン
ト・パネル・ディスプレイは最後に選択された表示に戻り
ます⇨ ページ 175。

FUEL ECONOMY（燃料消費）

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Fuel Economy
（燃費）」アイコンがハイライト表示されるまで、上 矢印

または下 矢印ボタンを押して放します。OK ボタンを

押し続けると、平均燃費機能がリセットされます。

左 矢印または右 矢印ボタンを押して、「Current
Fuel Economy Information（現在の燃費情報）」を表示す
る、または表示しない画面を選択します。

● Range（航続距離） – ディスプレイに、タンクに残って
いる燃料で走行可能な推定距離（キロメートルまたは
マイル）が表示されます。走行可能距離値が 16km
（10 マイル）未満になると、走行可能距離表示は
「LOW（減少）」というメッセージに変わります。燃料が
十分給油されると「LOW（減少）」メッセージが消えて、
新しい走行可能距離値が表示されます。OK ボタンを
使用しても走行可能距離をリセットすることはできま
せん。

メモ :
走行可能距離に表示された距離に関係なく、運転ス
タイルや車両積載量によって実際の走行距離は大き
く変わります。

● Average（平均） – ディスプレイに、直近のリセット以降
の平均燃費（MPG、L/100km、または km/L）が表示
されます。

● Current（瞬間） – ディスプレイに、走行中の瞬間燃費
（MPG、L/100km、km/L）が表示されます。

TRIP INFO（トリップインフォ）

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Trip（トリップ）」
アイコン／タイトルがハイライト表示されるまで、上 矢

印ボタンまたは下 矢印ボタンを押して放します。次

に、左 矢印または右 矢印ボタンを押して放すと、

「Trip A（トリップ A）」または「Trip B（トリップ B）」を選択で
きます。

「Trip A（トリップ A）」および「Trip B（トリップ B）」情報に
は、次の項目が表示されます。

● Distance（距離）

● Average Fuel Economy（平均燃費）

● Elapsed Time（経過時間）

すべての情報をリセットするには、OK ボタンを押し続け
ます。

STOP/START（ストップ／スタート）—タイプ別装
備

インストルメント・パネル・ディスプレイに「Stop/Start（停
止／始動）」アイコン／タイトルがハイライト表示されるま
で、上 矢印ボタンまたは下 矢印ボタンを押して放

します。画面には「Stop/Start （停止／始動）」の状態が
表示されます。

112 ダッシュボードの計器類とコントロール



AUDIO（オーディオ）

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Audio（オーディ
オ）」メニュー・アイコン／タイトルがハイライト表示される
まで、上 矢印ボタンまたは下 矢印ボタンを押して

放します。このメニューには、曲名、アーチスト名、付属
画像を伴ったオーディオ・ソースなど、オーディオ・ソース
情報が表示されます。

MESSAGES（メッセージ）

「Messages Menu（メッセージ・メニュー）」項目がハイラ
イトされるまで、上 または下 矢印ボタンを押して放

します。この機能を選択すると、保存された警告メッセー
ジの数が表示されます。右 矢印ボタンを押すと、保存

されたメッセージを確認できます。

メッセージがない場合は、「No Stored Messages（保存さ
れたメッセージなし）」が表示されます。

SCREEN SETUP（画面設定）

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Screen Setup
Menu（画面設定メニュー）」アイコン／タイトルがハイライ
ト表示されるまで、上 矢印ボタンまたは下 矢印ボ

タンを押して放します。OK ボタンを押して放してサブメニ
ューを開き、必要に応じて画面の指示に従って手順を進
めます。画面設定機能により、インストルメント・パネル
に表示される情報およびその情報が表示される位置を
変更できます。

メモ :
装備オプションおよび現在の車両状況により、一部の機
能が使用できない場合があります。

ドライバーが選択できる画面設定項目

左上

なし Time（稼働時
刻）

Current Econ (or L/
100km, km/L)（現
在の燃費（または
L/100km、km/L））

Outside Temp
（外気温度）

Trip B
Distance（トリ
ップ B 走行距
離）

Average Econ (or L/
100km, km/L)（平
均燃費（または L/
100km、km/L））

Range to
Empty（走行可
能距離）

Compass（コン
パス）

Trip A Distance（トリ
ップ A 走行距離）

Center（中央）

なし Compass（コン
パス）

Current Econ (or L/
100km, km/L)（現
在の燃費（または
L/100km、km/L））

Outside Temp
（外気温度）

Trip B
Distance（トリ
ップ B 走行距
離）

Time（稼働時刻）

Trip A
Distance（トリ
ップ A 走行距
離）

オーディオ スピードメータ

Center（中央）

Range to
Empty（走行可
能距離）

Menu Title（メ
ニュー・タイト
ル）

Average Econ (or L/
100km, km/L)（平
均燃費（または L/
100km、km/L））

右上

なし Time（稼働時
刻）

Current Econ (or L/
100km, km/L)（現
在の燃費（または
L/100km、km/L））

Outside Temp
（外気温度）

Compass（コン
パス）

Average Econ (or L/
100km, km/L)（平
均燃費（または L/
100km、km/L））

Range to
Empty（走行可
能距離）

Trip A
Distance（トリ
ップ A 走行距
離）

Trip B Distance（トリ
ップ B 走行距離）

ギヤ表示 - タイプ別装備

● Full（フル）

● Single（シングル）

Current Gear（現在のギヤ）- タイプ別装備

● On（オン）

● Off（オフ）
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Odometer（オドメータ）- タイプ別装備

● Show（表示）

● Hide（非表示）

Favorite Menus（お気に入りのメニュー）

スピードメータ Fuel Economy
(show/hide)（燃
費（表示／非表
示））

Messages（メッ
セージ）

START&STOP Off Road（オフロ
ード） – タイプ別
装備（表示／非
表示）

設定

Vehicle Info（車
両データ）

Driver Assist（ド
ライバ・アシス
ト）- タイプ別装
備（表示／非表
示）

Trip Info (Show/
Hide)（トリップ情
報（表示／非表
示））

Audio (show/
hide)（オーディ
オ（表示／非表
示））

Screen Setup
（画面設定）

工場出荷時設定

● Cancel（キャンセル）

● Restore（復元）

(show/hide)（表示／非表示）付きのメニューは、ユーザ
ーが OK ボタンを押して、このメニューのインストルメン

ト・パネル・ディスプレイでの表示／非表示を選択できる
ことを意味します。

VEHICLE SETTINGS（車両設定） — タイプ別装
備

クラスタ・ディスプレイでは、以下のメニュー／サブメニュ
ー項目が利用できます。

Speed Warning（速度警告）：

警告表示と警告音（ディスプレイ上でのメッセージと記号
の表示）で運転者に伝えられる車速制限を設定します。

速度警告を設定すると、アイコンがポップアップ・メッセー
ジと同じ時間表示されたままになります。車両の設定速
度を超過すると、アイコンは超過している間表示された
ままになります。

この機能を使用しない場合、「Speed Warning（速度警
告）」を「OFF」にすることもできます。

助手席側エアバッグ - タイプ別装備

助手席側エアバッグは有効にも無効にもできます。

PHONE CALL STATUS（通話ステータス）

着信を知らせるポップアップ・メッセージは、インストルメ
ント・パネル内のどの画面にも表示されます。ポップアッ
プ・メッセージは、着信無視、着信応答、通話終了によっ
て消去されるまで画面に表示されます。

メモ :
「Uconnect Settings（Uconnect の設定）」で、ポップアッ
プが表示されないように設定できます。これは、オーディ
オ・メニューまたは携帯電話状態情報に影響を与えませ
ん⇨ ページ 130。

電話の着信、通話、発信は、オーディオ情報の代わりに
なります。

発信者の名前は、以下の場合にのみ表示されます。

● 番号が通話に関連付けられている場合。電話番号が
発信者の名前の代わりに表示される場合。

● インストルメント・パネルが名前のテスト／フォントに
対応していない場合。インストルメント・パネルは、名
前の代わりに何も表示しません。

● 発信者の名前が最大文字数を超える場合。適合する
最後の 2、3 桁の数字は「...」に置き換えられます。

メモ :
通話が終了すると、オーディオ情報はインストルメント・
パネルに戻ります。

バッテリ・セーバ・オン／バッテリ・セーバ・
モード・メッセージ — 電力負荷低減機能
— タイプ別装備

この車両には、インテリジェント・バッテリ・センサ（IBS）が
装備されており、電気系統および車両バッテリの状態を
監視します。

IBS が充電システム不具合、あるいは車両のバッテリ状
態の悪化を検出すると、車両の走行時間および走行距
離を延ばすために、電力負荷の低減動作を実行します。
この動作は、必要でない電力負荷に対する出力を下げ
るか、オフにすることによって行われます。

負荷低減機能はエンジン動作中にのみ有効になりま
す。電源を供給できなくなるために車両が停止する、ま
たは現在の走行サイクル後に再始動しなくなる程度にま
でバッテリが消耗する恐れがある場合には、メッセージ
が表示されます。

負荷低減機能の作動時には、インストルメント・パネル・
ディスプレイに「Battery Saver On（バッテリ・セーバ・オ
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ン）」または「Battery Saver Mode（バッテリ・セーバ・モー
ド）」というメッセージが表示されます。

これらのメッセージは、車両バッテリの充電レベルが低
下し、そのまま走行を続けると充電システムを維持でき
なくなる程度にまで電力が低下することを示しています。

メモ :
● 充電システムは負荷低減機能から独立して作動しま

す。充電システムは、充電システムの診断を継続して
実行します。

● バッテリ充電警告灯が点灯した場合、充電システム
の問題を示していることがあります ⇨ ページ 116。

オフになる電力負荷（タイプ別装備）、および負荷低減に
より影響を受ける車両の機能は、以下のとおりです。

● シート・ヒータ/ベンチレーテッド・シート/ヒーテッド・ス
テアリング・ホイール

● リヤ・デフロスタおよびヒーテッド・ドア・ミラー

● エアコンディショナ・システム

● オーディオ・システムおよびテレマティックス・システム

バッテリーの充電不足は、以下のうちの一つまたは複数
の状況により発生します。

● 電力負荷が充電システムの能力より大きくなるため、
充電システムが車両システムに十分な電力を供給で
きなくなる。それでも充電システムは正常に機能して
いる。

● 特定の走行条件（市街地走行、けん引、頻繁な停止）
で、車両のすべての電力負荷がオンになる（たとえ
ば、エアコンディショナが最大設定になる、室内灯や
車外灯が点灯する、+12 ボルト、150W 電源ソケッ
ト、USB ポートが過負荷になる）。

● 追加のライト、後付けの電気アクセサリ、オーディオ・
システム、アラーム、およびそれに類似した装置など
のオプションが装備されている。

● 異常な走行サイクル（短距離走行と長期間の駐車の
繰り返しなど）。

● 車両を長期間（週単位、あるいは月単位で）駐車し
た。

● 最近バッテリーを交換したが、完全に充電していなか
った。

● 車両を駐車したときに作動していた電力負荷によって
バッテリが放電した。

● エンジンが作動していない状態で、ラジオ、ライト、充
電器、掃除機などの+12 ボルト電源携帯電気器具、
ゲーム・コンソールおよびそれに類する機器へ電力を
供給するためにバッテリが長時間使用された。

電気負荷低減アクション・メッセージ（「Battery Saver On
（バッテリ・セーバ・オン）」または「Battery Saver Mode
（バッテリ・セーバ・モード）」）が表示される場合に行うこ
と

走行中：

● 可能な場合、以下のようにして不要な負荷への出力
を下げる：

○ 余分な灯火類（室内灯や車外灯）を消灯する

○ +12 ボルト、150W 電源ソケット、USB ポートに接
続されているものを点検する

○ エアコンディショナ設定（ファン、温度）を確認する

○ オーディオ設定（音量）を確認する

走行後：

● 市販の機器（追加ライト、カスタム電装品、オーディ
オ・システム、アラーム）が取り付けられていないかを
確認し、取り付けられている場合は、仕様を確認する
（負荷電流およびイグニッション OFF ドロー電流）。

● 直近の走行サイクル（走行距離、走行時間および駐
車時間）の見直しを行う。

● それでも引き続き走行中にメッセージが表示される場
合や、車両および走行パターンを見直しても原因を特
定できない場合は、車両の修理点検を行う必要があ
ります。

警告灯およびメッセージ
インストルメント・パネルの警告灯／表示灯が点灯する
と、それに関連する専用のメッセージや警告音が同時に
発せられます。メッセージや警告音は注意を喚起する予
備的なものですので、それだけに頼らないでください。故
障の兆候が見受けられる場合は、必ずこの章の説明を
参照してください。まず、問題に該当する表示灯がすべ
て表示されます。

メモ :
装備オプションやその時点の車両の状態によっては、シ
ステム点検メニューの表示が異なることがあります。一
部の表示灯はオプションまたはモデル固有であり、表示
されないことがあります。
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赤色警告灯

エアバッグ警告灯

この警告灯は、エアバッグの故障を示し、イ
グニッションを「ON/RUN（オン／走行）」また
は「ACC/ON/RUN（ACC／オン／走行）」位置
にしたとき、電球点検として 4～8 秒間点灯

します。この警告灯は、エアバッグの故障が検出された
場合にチャイム 1 回とともに点灯し、故障が解消される
まで点灯したままになります。エンジン始動時にこの警
告灯が点灯しなかったり、点灯したままの状態になった
り、または運転中に点灯した場合は、直ちに正規ディー
ラーで点検を受けてください。

ブレーキ警告灯 
この警告灯は、ブレーキ・フルード量やパー
キング・ブレーキなどのさまざまなブレーキ
機能をモニタします。ブレーキ警告灯が点灯
している場合は、パーキング・ブレーキがか

かっているか、ブレーキ・フルード量が低下しているか、
またはアンチロック・ブレーキ・システムに不具合がある
ことを示しています。

パーキング・ブレーキがかかっていないときやマスタ・シ
リンダ・リザーバのフルード量が規定値にあるときに、ブ
レーキ警告灯が点灯したままの場合は、ブレーキ油圧シ
ステムに故障があるか、またはブレーキ・ブースタでの
問題がアンチロック・ブレーキ・システム（ABS）／エレクト
ロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）システムで検
出されたことを示しています。この場合、不具合が修理さ
れるまで警告灯は点灯し続けます。問題がブレーキ・ブ
ースタに関係している場合、ブレーキをかけているときに
ABS ポンプが作動し、停車しようとするたびにブレーキ・
ペダルの脈動が感じられる場合があります。

このデュアル・ブレーキ・システムは、油圧システムが一
部効かなくなった場合に予備のブレーキ能力を発揮しま
す。デュアル・ブレーキ・システムのいずれかで漏れが発
生すると、ブレーキ警告灯が点灯します。これは、マス
タ・シリンダのブレーキ・フルード量が規定値より低下し
た時に点灯します。

警告灯は、不具合が修理されるまで点灯し続けます。

メモ :
この警告灯は、急なカーブを曲がるときなどにフルード
量の状態が変化することにより点滅する場合がありま
す。車両を整備に出し、ブレーキ・フルード量の点検を受
けてください。

ブレーキの故障がある場合は、直ちに修理が必要です。

警告!

赤いブレーキ警告灯が点灯したままの状態で走行す
ることは危険です。ブレーキ・システムの一部に故障
が起きている可能性があります。この場合、車両の制
動距離が長くなります。衝突事故につながります。直
ちに点検を受けてください。

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）装備車には、電
子ブレーキ・フォース・ディストリビューション（EBD）機能
も搭載されています。EBD が故障した場合、ブレーキ警
告灯が ABS 警告灯とともに点灯します。早急に ABS シ
ステムを修理する必要があります。

ブレーキ警告灯の動作は、イグニッション・スイッチを
「OFF」位置から「ON/RUN」位置に回すことによって確認
できます。警告灯が約 4 秒間点灯します。その後、パー
キング・ブレーキを効かせるか、またはブレーキの不具
合が検知されない限り、警告灯は消灯します。警告灯が
点灯しない場合、正規ディーラーで点検を受けてくださ
い。

また、イグニッション・スイッチが「ON/RUN」位置でパー
キング・ブレーキを効かせるとこの警告灯が点灯します。

メモ :
この場合は、単にパーキング・ブレーキがかかっている
ことを示します。ブレーキの作動具合を示すものではあ
りません。

バッテリ充電警告灯 
この警告灯は、バッテリが適切に充電されて
いない場合に点灯します。エンジンが作動中
でも点灯し続ける場合、充電装置に問題が
あるおそれがあります。できるだけ早く、正規

ディーラーにお問い合わせください。

これは、電気系統または関連部品に問題がある可能性
を示しています。

ドア・オープン警告灯 
この警告灯は、ドアが半ドアまたは開いた状
態で、完全に閉じていないときに点灯しま
す。

メモ :
車両が動いている場合、チャイムが 1 回鳴ります。

電動パワー・ステアリング（EPS）故障警告
灯

この警告灯は、EPS システムに故障が発生
すると点灯します ⇨ ページ 66。
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警告!

アシストが完全でない車両を操作し続けると、事故に
つながる恐れがありますので、直ちに整備を受けてく
ださい。

エレクトロニック・スロットル・コントロール
（ETC）警告灯 

この警告灯は、ETC システムに不具合が発
生すると点灯します。車両の走行中に不具
合が検出されると、不具合の状況に応じて
警告灯は点灯または点滅します。車を安全

に停車させ、トランスミッションを「P（パーキング）」位置に
入れてイグニッションを切り替えます。警告灯は消えま
す。走行中に警告灯が点灯し続ける場合、通常は走行
可能ですが、できるだけ早く正規ディーラーで点検を受
けてください。

メモ :
アクセル・ペダルとブレーキ・ペダルを同時に踏むと、こ
の警告灯は点灯することがあります。

この警告灯が走行中に点滅し続ける場合、直ちに点検
を受ける必要があります。出力の低下、アイドリング回
転数の増加、不安定、またはエンストなどが起きて、車
両をけん引しなければならなくなる場合もあります。警告
灯は、イグニッションを「ON/RUN（オン／走行）」または
「ACC/ON/RUN（ACC／オン／走行）」位置にしたときに点
灯し、電球点検のためしばらく点灯します。始動時に警
告灯が点灯しない場合、正規ディーラーでシステムの点
検を受けてください。

エンジン・クーラント温度警告灯

この警告灯は、エンジンがオーバーヒートし
ていることを警告します。エンジン・クーラント
温度が高い場合は、警告灯が点灯し、チャイ
ムが 1 回鳴ります。温度が上限に達した場

合、チャイムが 4 分間またはエンジンが冷えるまで（い
ずれか早い方）鳴り続けます。

走行中に警告灯が点灯した場合、安全を確認して車を
路肩に寄せ、停止させてください。エアコン（A/C）システ
ムを ON にしている場合は OFF にします。トランスミッシ
ョンを「N（ニュートラル）」に入れ、アイドリングします。水
温計の測定値が正常範囲に戻らない場合は、直ちにエ
ンジンを止めて、整備を依頼してください ⇨ ページ

197。

ボンネット・オープン警告灯

この警告灯は、ボンネットが半開きまたは開
いた状態で、完全に閉じていないときに点灯
します。

メモ :
車両が動いている場合、チャイムが 1 回鳴ります。

スイング・ゲート・オープン警告灯 
この警告灯は、スイング・ゲートが開くと点灯
します。

メモ :
車両が動いている場合、チャイムが 1 回鳴ります。

油圧警告灯 
この警告灯が点灯し、チャイム音が鳴ると、
エンジンの油圧低下を示しています。走行中
にこの警告灯が点灯し、チャイム音がなる場
合は、直ちに車を止め、エンジンを停止しま

す。車両を安全に停止させた後、エンジンを再始動し、
油圧警告灯を監視します。それでも油圧警告灯が消灯
しない場合は、エンジンを停止し、正規ディーラーに連絡
して、対応についてご相談ください。原因の箇所を修理
するまで車を運転しないでください。警告灯が再点灯し
なければ、エンジンを使用することは可能ですが、なる
べく早く正規ディーラーに車両を持ち込むことを推奨しま
す。

原因の箇所を修理するまで車を運転しないでください。
この警告灯はエンジン・オイル量を示すものではありま
せん。エンジン・オイル・レベルはエンジン・ルーム内で
確認してください。

オイル温度警告灯

この警告灯は、エンジン・オイル温度が高い
ことを示します。走行中にこの警告灯が点灯
する場合は、直ちに車を止め、エンジンを停
止します。オイル温度が正常レベルに戻る

のを待ちます。

シートベルト・リマインダ警告灯 
この警告灯は、運転席または助手席のシー
トベルトが締められていないことを示します。
イグニッションを最初に「ON/RUN（オン／走
行）」または「ACC/ON/RUN（ACC／オン／走

行）」位置にしたときに、運転席のシートベルトが外れて
いる場合は、チャイムが鳴り警告灯が点灯します。運転
中に助手席のシートベルトが外れたままの場合は、シー
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トベルト警告灯が点滅または点灯し続け、チャイムが鳴
ります ⇨ ページ 41。

速度警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、車速が既定の速度制限を超えると警告
音で運転者に警告します。

警告音の周期：

車速 120km/h（75mph）超 – 2 秒に 1 回
（第二段階）。

メモ :
速度警告ライトを停止するには、運転者が速度を落とす
以外の方法はありません。

トランスミッション温度警告灯

この警告灯は、トランスミッション・フルード温
度が高いことを警告するために点灯します。
これは、トレーラけん引などの過酷な使用を
行った際に発生することがあります。この警

告灯が点灯した場合、車を停止し、トランスミッションを
「P（パーキング）」または「N（ニュートラル）」に入れた状
態で、警告灯が消灯するまでエンジンをアイドリング回
転またはわずかに速いアイドリング回転で作動させてく
ださい。警告灯が消灯すれば、通常走行を継続してかま
いません。

警告!

トランスミッション温度警告灯が点灯しているときに車
の運転を続けると、トランスミッション・フルードが吹き
こぼれて温度が高いエンジンや排気系の部品に接触
し、火災が発生することがあります。「CLUTCH HOT（ク

(続き)

警告!

ラッチ高温）」メッセージが表示されているときや、トラ
ンスミッション温度警告灯が点灯しているときに運転を
続けると、クラッチが過熱して火災の原因になることが
あります。

注意!

トランスミッション温度警告灯が点灯した状態で運転を
続けると、トランスミッションに深刻な損傷や故障が発
生する恐れがあります。「CLUTCH HOT（クラッチ高
温）」メッセージが表示されているときや、トランスミッシ
ョン温度警告灯が点灯しているときに運転を続ける
と、クラッチが過熱して、クラッチ損傷、トランスミッショ
ン損傷、または故障を招くことがあります。

車両セキュリティ警告灯  タイプ別装備 
この警告灯は、車両セキュリティ・システムが
セットされると約 15 秒間すばやく点滅し、そ
の後は解除されるまでゆっくりと点滅します。

黄色警告灯

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）警
告灯 

この警告灯は、ABS を監視しています。この
警告灯は、イグニッションを「ON/RUN（オン
／走行）」または「ACC/ON/RUN（ACC／オン
／走行）」位置にすると点灯し、約 4 秒後に

消灯します。

運転中に ABS 警告灯が点灯し続ける場合、または走行
中に点灯する場合は、ブレーキ・システムの ABS 装置が
機能しておらず、できるだけ早い修理が必要です。しか

し、ブレーキ警告灯が点灯していなければ、通常のブレ
ーキ・システムはそのまま正常に作動します。

イグニッションを「ON/RUN（オン／走行）」または
「ACC/ON/RUN（ACC／オン／走行）」位置にしても ABS
警告灯が点灯しない場合、正規ディーラーでブレーキ・
システムの点検を受けてください。

エレクトロニック・スタビリティ・コントロー
ル（ESC）作動警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、エレクトロニック・スタビリテ
ィ・コントロール・システムが作動しているとき
に点灯します。インストルメント・パネル内の
ESC 警告灯は、イグニッションを「ON/RUN

（オン／走行）」または「ACC/ON/RUN（ACC／オン／走
行）」位置にしたときと、ESC が作動したときに点灯しま
す。この表示灯は、エンジンが始動すると消灯します。エ
ンジンがかかっても ESC 警告灯が点灯し続ける場合
は、ESC システムに故障があることを意味します。イグニ
ッション操作が数回行われ、48km/h（30mph）以上の速
度で数キロメートル（数マイル）運転した後も警告灯が点
灯し続ける場合、直ちに正規ディーラーで診断および修
理を受けてください。

● ESC OFF 表示灯と ESC 表示灯は、イグニッションを
「ON/RUN（オン／走行）」または「ACC/ON/RUN（ACC
／オン／走行）」位置にするたびに一時的に点灯しま
す。

● ESC システムの作動中は、ブンブンまたはカチッとい
う音を発します。これは正常な動作で、ESC が作動し
なくなるとこの音は止まります。

● ESC が作動すると、この警告灯が点灯します。
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エレクトロニック・スタビリティ・コントロー
ル（ESC）オフ警告灯 – タイプ別装備

の警告灯は、ESC が OFF であることを示しま
す。

イグニッション・スイッチを「ON/RUN（オン／
走行）」位置にするたびに、以前「OFF（オ

フ）」にしていた場合でも、ESC システムは「ON（オン）」に
なります。

フューエル・フィラ・キャップ緩み警告灯 -
タイプ別装備

この警告灯は、フューエル・フィラ・キャップが
緩んでいるときに点灯します。この表示灯を
消すには、フィラ・キャップを適切に閉めてく
ださい。警告灯が消灯しない場合は、正規デ

ィーラーにお問い合わせください。

残燃料警告灯

燃料の残量が約 7.5 リットル（2.0 ガロン）ま
で減少すると、この警告灯が点灯し、チャイ
ムが鳴ります。警告灯は燃料が補給される
と消灯します。

ウォッシャ液不足警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、フロントウィンドウ・ウォッシャ
液の残量が少なくなったときに点灯します。

エンジン点検／警告灯（MIL） 
エンジン点検／警告灯（MIL）は、オンボード
故障診断（OBD II）と呼ばれる診断システム
の一部で、エンジンとオートマチック・トランス
ミッションの各コントロール・システムを監視

しています。エンジン始動前、イグニションを「ON/RUN」
位置にすると、この警告灯が点灯します。イグニッショ
ン・スイッチを「OFF」から「ON/RUN」位置にしたときに警
告灯が点灯しない場合は、直ちに点検を受けてくださ
い。

エンジン始動後も、フューエル・フィラ・キャップの緩みや
紛失、燃料の品質不良などで警告灯が点灯することが
あります。通常の運転の際にこの警告灯がたびたび点
灯したままになる場合は、車の整備を受けてください。こ
のようなときでも、ほとんどの場合、車は正常に運転で
き、けん引の必要はありません。

MIL が点滅する場合は、エンジンが作動しているときに、
急な出力低下や触媒コンバータの損傷などにつながる
重大な不具合があることを警告しています。その場合
は、直ちに正規ディーラーで車両の整備を受けてくださ
い。

警告!

触媒コンバータが故障した場合、触媒コンバータの温
度が通常の走行状態よりも高くなることがあります。乾
燥した草木など、可燃性の物質の上を低速で走行し
たり、駐車したりした場合、触媒コンバータの故障が原
因で火災が発生し、運転者、乗員、または他の人が死
亡したり、重傷を負うことがあります。

注意!

エンジン警告灯（MIL）が点灯したまま長時間運転する
と、車両コントロール・システムが損傷する恐れがあり
ます。また、燃費と操縦性にも影響を与えることがあり
ます。MIL が点滅すると、触媒コンバータの重大な損
傷と出力低下が程なくして起こります。直ちに整備を
受けてください。

4WD 整備警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、4WD システムに故障が発生
すると点灯します。警告灯が点灯し続けたり
走行中に点灯したりするときは、4WD システ
ムが正常に機能しておらず、整備が必要で

あることを示しています。最寄りの正規ディーラーまで運
転し、直ちに車両の整備を受けることをお勧めします。

アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）整備警告灯 - タイプ別装備

この表示灯は、AACC が作動できず、整備が
必要な場合に点灯します ⇨ ページ 175。

前面衝突警報（FCW）の整備警告灯 - タイ
プ別装備

この警告灯は、前面衝突警報システムの故
障を示す場合に点灯します。正規ディーラー
で整備を受けてください ⇨ ページ 160。
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START&STOP システム整備警告灯 - タイ
プ別装備

この警告灯は、START&STOP システムが正
常に機能しておらず、整備が必要である場
合に点灯します。正規ディーラーで整備を受
けてください。

スウェイ・バー異常警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、スウェイ・バー接続解除シス
テムに故障があると点灯します。

タイヤ・プレッシャ・モニタリング・システム
（TPMS）警告灯 — タイプ別装備

警告灯が点灯し、タイヤ空気圧が推奨値より
も低下していることや、ゆっくりと圧力が喪失
していることを伝えるメッセージが表示されま
す。このような場合、最適なタイヤの寿命や

燃費が確保されないことがあります。

1 本以上のタイヤが前述の状態になった場合、該当する
タイヤが表示されます。

注意!

1 本以上のタイヤがパンクした状態で走行を続けない
でください。操作性が失われるおそれがあります。急
ブレーキや急ハンドルを避け、車を止めてください。タ
イヤがパンクした場合は、専用のタイヤ修理キットを
使って直ちに修理し、できるだけ早く正規ディーラーに
お問い合わせください。

冷間時に、スペア・タイヤ（ある場合）も含め各タイヤを毎
月チェックし、車両プラカードまたはタイヤ空気圧ラベル

に記載されているメーカー推奨空気圧までタイヤの空気
を入れてください。車両プラカードまたはタイヤ空気圧ラ
ベルに記載されているサイズとは異なるサイズのタイヤ
が車に取り付けられている場合、適切なタイヤ空気圧を
判断する必要があります。

追加の安全機能として、車両には TPMS が装備されて
おり、1 つ以上のタイヤの空気圧が大幅に低下したとき
に低タイヤ空気圧警告灯が点灯します。低タイヤ空気圧
警告灯が点灯したら、直ちに車を止め、タイヤをチェック
した後、適切な空気圧までタイヤに空気を入れてくださ
い。タイヤ空気圧が著しく低下している状態で走行する
と、タイヤが過熱し、タイヤの不具合につながるおそれ
があります。タイヤ空気圧が低いと燃費も低下し、タイ
ヤ・トレッドの寿命も短くなります。さらに、車の操作や制
動能力にも影響が出る可能性があります。

TPMS は通常のタイヤのメンテナンスに代わるものでは
ないことに注意してください。空気圧の低下が TPMS の
低タイヤ空気圧警告灯が点灯するレベルに達していな
い場合でも、タイヤの空気圧を正しく保つのは運転者の
責任です。

また、この車には、システムの動作が適切でない場合に
点灯する TPMS 警告灯が装備されています。TPMS 警
告灯は低タイヤ空気圧警告灯と組み合わせて使用され
ます。システムによって不具合が検出されると、警告灯
が約 1 分間点滅し、その後は点灯し続けます。不具合
が発生しているかぎり、この動作はその後の車の始動
時にも継続します。警告灯が点灯していると、システム
によって低タイヤ空気圧が正しく検出および警告できな
い場合があります。TPMS の不具合は、交換タイヤまた
は代替タイヤまたはホイールを車に取り付けた場合な
ど、TPMS の適切な動作を妨げるさまざまな原因によっ
て発生します。タイヤやホイールを 1 つでも交換した場
合は、TPMS 警告灯を必ず確認し、交換用または代替の

タイヤやホイールでも TPMS が引き続き正常に動作する
ことを確認してください。

注意!

TPMS は、純正タイヤとホイール用に最適化されてい
ます。TPMS の空気圧と警告は、車両に取り付けられ
たタイヤ・サイズに対して設定されています。サイズ、
タイプ、またはスタイル（あるいはそのすべて）が同じ
でない交換タイヤを使用すると、好ましくないシステム
操作が発生したり、センサが損傷したりする場合があ
ります。アクセサリ部品のホイールを使用すると、セン
サが損傷する可能性があります。市販のタイヤ・シー
ラントを使用すると、タイヤ・プレッシャ・モニタリング・
システム（TPMS）のセンサが作動しなくなる場合があり
ます。市販のタイヤ・シーラントの使用後は、お近くの
正規ディーラーに車両をお持ちいただき、センサ機能
の点検を受けることをお勧めします。

黄色表示灯

4WD 表示灯 — タイプ別装備

4WD 表示灯は、4WD モードが使用されてお
り、フロントおよびリヤのドライブシャフトが機
械的に連動し、前輪と後輪が同じ速度で回
転していることを運転者に知らせます。

「4WD LOW」表示灯—タイプ別装備

この表示灯は、車が 4WD LOW モードに入っ
ていることを運転者に警告します。フロントお
よびリヤ・ドライブシャフトが機械的に同時に
ロックされ、前輪と後輪は強制的に同じ速度

で回転します。ロー・レンジの方が減速率が高く、ホイー
ルに伝達されるトルクが大きくなります。
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4WD パート・タイム表示灯 - タイプ別装備

4WD 表示灯は、4WD パート・タイム・モード
が使用されており、フロントおよびリヤのドラ
イブシャフトが機械的に連動し、前輪と後輪
が同じ速度で回転していることを運転者に知

らせます。

アクスル・ロッカ異常表示灯 - タイプ別装
備

この表示灯は、フロントまたはリヤ、あるいは
その両方のアクスル・ロッカの故障が検出さ
れたことを示します。

前面衝突警報（FCW）オフ表示灯 - タイプ
別装備

この表示灯は、前面衝突警報が OFF である
ことを示す場合に点灯します。

フロントおよびリヤ・アクスル・ロック表示
灯 - タイプ別装備

この表示灯は、フロント、リヤ、または両方の
アクスルがロックされていることを示します。
表示灯には、フロントおよびリヤ・アクスルの
ロック・アイコンが表示され、現在のロック状

態を示します。

ニュートラル表示灯 - タイプ別装備

この表示灯は、車がニュートラル・モードに入
っていることを運転者に警告します。

リヤ・アクスル・ロック表示灯 - タイプ別装
備

この表示灯は、リヤ・アクスル・ロックが作動
していることを示します。

リヤ・フォグ・ライト表示灯  タイプ別装備 
リヤ・フォグ・ランプが点灯すると、この表示
灯が点灯します。

スウェイ・バー表示灯 - タイプ別装備

この表示灯は、フロント・スウェイ・バーが外
されると点灯します。

緑色表示灯

先行車を検知していないときのアダプティ
ブ・クルーズ・コントロール（ACC）設定表
示灯 - タイプ別装備

このランプはアダプティブ・クルーズ・コントロ
ールが作動していて、前方に車両が検知さ
れていないときに点灯します ⇨ ページ

175。

先行車を検知しているときのアダプティ
ブ・クルーズ・コントロール（ACC）設定表
示灯 — タイプ別装備

これは、ACC が設定され、前方に車両が検
出されたときに点灯します ⇨ ページ

175。

4WD オート表示灯 - タイプ別装備

この表示灯は、車が 4WD オート・モードに入
っていることを運転者に警告します。システ
ムは、動力を 4 輪すべてに伝達し、必要に
応じてフロント・アクスルとリヤ・アクスルに分

配します。これにより、乾いて滑りやすい状況において
最大のトラクションが得られます。

フロント・フォグ・ランプ表示灯 — タイプ別
装備

フロント・フォグ・ライトが点灯すると、この表
示灯が点灯します。

駐車灯／ヘッドライト表示灯 
この表示灯は、駐車灯またはヘッドライトを
ON にすると点灯します。

START&STOP 作動表示灯 — タイプ別装
備

この表示灯は、START&STOP 機能が「自動
停止」モードになっているときに点灯します。
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方向指示表示灯 
左右の方向指示器を作動させると、方向指
示器表示灯は個別に点滅し、対応する車外
の方向指示器が点滅します。方向指示灯
は、マルチファンクション・レバーを下（左）ま

たは上（右）に動かして作動させます。

メモ :
● 左右どちらかの方向指示灯を出したまま 1 マイル

(1.6 km)以上運転すると、警告チャイムが鳴り続けま
す。

● 左右どちらかが早く点滅する場合は、フロントおよび
リヤの方向指示灯の電球に不具合がないかどうか点
検してください。

白色表示灯

アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）レディ表示灯 – タイプ別装備

この表示灯は車両に装備される ACC がオン
であるが、設定されていないときに点灯しま
す ⇨ ページ 175。

2WD HIGH 表示灯 - タイプ別装備

この表示灯は、車両が 2WD HIGH モードに
入っていることを運転者に警告します。

ヒル・ディセント・コントロール（HDC）表示
灯 - タイプ別装備

この表示灯は、HDC 機能が作動していると
きに点灯します。HDC がセットされていると、
表示灯が点灯します。トランスファ・ケースが
「4WD Low」位置にあり、車速が 48km/h

（30mph）未満である場合にのみ、HDC をセットできま
す。これらの条件を満たしていない場合に、HDC 機能を
使用しようとすると、HDC 表示灯が点滅します。

Selec-Speed Control 表示灯 - タイプ別装
備

『Selec-Speed Control が作動すると、この表
示灯が点灯します。

Selec Speed Control を作動させるには、車
両が「4WD LOW」になっていることを確認し、

インストルメント・パネルのボタンを押してください。

メモ :
車両が「4WD LOW」に入っていない場合は、「To Enter
Selec-Speed Shift to 4WD Low（4WD Low にシフトして
Selec-Speed を作動）」というメッセージがインストルメン
ト・パネル・ディスプレイに表示されます。

青色表示灯

ハイ・ビーム表示灯

この表示灯は、ハイ・ビーム・ヘッドライトが
点灯しているときに点灯します。ロー・ビーム
の使用中にマルチファンクション・レバーを前
方（車両前方側）に押すと、ハイ・ビームが点

灯します。マルチファンクション・レバーを後方（車両後方
側）に引くと、ハイ・ビームが消灯します。ハイ・ビームが

オフの場合、さらにレバーを手前に引くと、一時的にハ
イ・ビームが点灯し、「パッシング操作」を行えます。

オンボード故障診断システ
ム 
説明

この車両には、OBD II と呼ばれる高性能のオンボード故
障診断システムが装備されています。このシステムは、
排気、エンジン、およびトランスミッションの各コントロー
ル・システムの性能を監視するものです。これらのシステ
ムが適切に作動していると、車両は最高の性能を発揮
するほか、燃費も向上し、排ガスのレベルも基準値を大
幅に下回ります。

これらのシステムで点検が必要になると、OBD II システ
ムはエンジン警告灯（MIL）を点灯します。また、故障診
断コードや他の情報も記録するので、修理時の補助とな
ります。この警告灯が点灯した場合でも、通常車両は走
行可能で、けん引の必要はありませんが、できるだけ早
く正規ディーラーで整備を受けてください。

注意!

● MIL が点灯したまま長時間運転すると、排出物コン
トロール・システムへさらなる損傷を与える恐れが
あります。また、燃費と操縦性にも影響を与えるこ
とがあります。排ガス点検を行う前に、必ず車両を
整備してください。

● 車両の走行中に MIL が点滅すると、重大な触媒コ
ンバータの損傷と出力低下がすぐに発生します。直
ちに整備を受けてください。
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オンボード故障診断システム（OBD
II）サイバーセキュリティ

エミッション・コントロール性能に関連する情報にアクセ
スするには、OBD ll と接続ポートを装備する必要があり
ます。認定を受けた整備士が車両およびエミッション・シ
ステムの診断および整備を実施する際に、この情報にア
クセスすることが必要になる場合があります。

警告!

● VIN の読み取り、車両の診断、または整備を行うた
め、OBD II 接続ポートに機器を接続できるのは認
定整備技術者に限られます。

● OBD II 接続ポートに、運転者動作追跡機器などの
不正な機器が接続された場合、以下が生じる恐れ
があります。

○ 安全関連システムを含む車両システムに障害が
発生したり、車の制御が失われ、重傷または死
亡に至る事故を引き起こす可能性があります。

○ 車両システムに保存された情報（個人情報を含
む）へのアクセス、またはそれらの情報への他
者のアクセスが許可されます。

ヒータ／エアコン 
説明

ヒータ／エアコン・システムにより、車内を循環している
空気の温度、流れ、方向を調節できます。スイッチは、タ
ッチスクリーンおよびインストルメント・パネルのラジオの
下にあります。

自動ヒータ／エアコンの説明および
機能

Uconnect 5（12.3 インチ・ディスプレイ装備車）のオ
ート・ヒータ／エアコン

MAX A/C（急速冷房）ボタン

タッチスクリーンの「MAX A/C（急速冷房）」ボ
タンを押して放すと、送風温度が現在の設定
から最も低温に変わります。「MAX A/C（急速
冷房）」を「ON（オン）」にすると「MAX A/C（急

速冷房）」インジケーターが点灯します。このボタンをもう
一度押すと、「MAX A/C」の作動が終了します。

「MAX A/C」は、最大の冷却性能を可能にする設定です。
「MAX A/C（急速冷房）」を「ON（オン）」にするとボタンが
点灯します。「MAX A/C」では、ファン・スピードとモード位
置を希望の設定に調節できます。他の設定を押すと、
「MAX A/C（急速冷房）」がオフになります。

メモ :
「MAX A/C（急速冷房）」ボタンは、タッチスクリーンでの
み使用できます。

A/C（エアコン）ボタン

現在の設定を変更するには、タッチスクリー
ンのこのボタンを押して放す、またはフェイス
プレートにあるボタンを押します。「A/C（エア
コン）」をオンにすると「A/C（エアコン）」インジ

ケーターが点灯します。

「A/C（エアコン）」ボタンを使用して、手動でエアコン・シス
テムの作動または解除を行うことができます。エアコン・
システムをオンにすると、除湿された冷気が吹き出し口
から車内に出てきます。

内気循環ボタン

内気循環モードと外気モードの間でシステム
を切り替えるには、タッチスクリーンのこのボ
タンを押して放す、またはフェイスプレートに
あるボタンを押します。内気循環ボタンを押

すと、内気循環インジケーターと「A/C（エアコン）」インジ
ケーターが点灯します。内気循環は、外部に煙、悪臭、
または砂埃が立ち込めている、または高い湿度の時に
使用できます。内気循環は、すべてのモードで使用でき
ます。フロントウィンドウの内側が曇る状態になっている
場合は、内気循環が使用できなくなっている可能性があ
ります（タッチスクリーンのボタンがグレー表示になりま
す）。モード・コントロールの選択に影響を与えずに、A/C
システムの選択を手動で解除することができます。内気
循環モードを連続使用すると、車内の空気がこもってウ
ィンドウが曇ることがあります。このモードの長時間の使
用は、避けてください。暖房、冷房、除湿など、お客様の
体感を最適化するため、内気循環モードは自動的に調
整される場合があります。
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AUTO ボタン

希望の温度に設定し、「AUTO（自動）」を押し
ます。「AUTO（自動）」では、ファン速度と吹き
出し装置を自動調整することで希望の温度
にして、それを維持します。自動運転中は、

性能向上のためエアコン（A/C）が作動する場合がありま
す。効率性を考えた場合、AUTO モードをお勧めします。
AUTO モードをオンにするには、タッチスクリーンのこのボ
タンを押して放す、またはフェイスプレートにあるボタンを
押します。「AUTO（自動）」をオンにすると「AUTO（自動）」
インジケーターが点灯します。この機能を切り替えると、
システムが手動モードと自動モードの間で切り替わりま
す ⇨ ページ 125。

フロント・デフロスタ・ボタン

現在の送風設定をデフロスタ・モードに変更
するには、タッチスクリーンのこのボタンを押
して放すか、フェイスプレートのボタンを押し
て放します。フロント・デフロスタが ON のとき

はフロント・デフロスタ表示灯が点灯します。フロントウィ
ンドウおよびドアガラス・デミスタの吹き出し口から送風さ
れます。デフロスタを選択すると、ファン・スピードが増す
場合があります。温度を最高に設定してこのモードを使
用すると、フロントウィンドウとドアウィンドウの曇りや湿
気が良く取れます。フロント・デフロスタ・モード・ボタンを
解除すると、エアコン・システムは直前の設定に戻りま
す。

リヤ・デフロスタ・ボタン

リヤ・ウインドウ・デフロスタおよびヒーテッド・
ドア・ミラー（タイプ別装備）を ON にするに
は、タッチスクリーンの「Rear Defrost（リヤ・
デフロスタ）」ボタンを押して放すか、フェイス

プレートのボタンを押して放します。リヤ・ウィンドウ・デフ

ロスタがオンのとき、「REAR デフロスタ」インジケーター
が点灯します。リヤ・ウィンドウ・デフロスタは 10 分作動
した後自動的にオフになります。

注意!

これらの注意事項に従わないと、電熱線が損傷する
恐れがあります。

● リヤ・ウインドウの内側を清掃する際は注意してくだ
さい。リヤ・ウインドウの内側表面に研磨剤入りの
ウインドウ・クリーナを使用しないでください。柔らか
い布と中性洗剤液を使用して、電熱線と平行に拭
きます。ガラスの上のラベルは、お湯に浸すと剥が
せます。

● リヤ・ウインドウの内側表面にスクレーパ、尖った工
具、研磨剤入りのウインドウ・クリーナを使用しない
でください。

● ウインドウの近くに物を置かないでください。

運転席および助手席温度の上昇／下降
ボタン

運転者および助手席の乗員が独立して温度を制御でき
ます。

フェイスプレートまたはタッチスクリーンの赤
いボタンを押すか、温度バーをタッチスクリ
ーンの赤色の矢印ボタン方向に押してスライ
ドさせると、設定温度が上がります。

フェイスプレートまたはタッチスクリーンの青
いボタンを押すか、温度バーをタッチスクリ
ーンの青色の矢印ボタン方向に押してスライ
ドさせると、設定温度が下がります。

メモ :
車両にオート・ヒータ／エアコン・システムが装備されて
いる場合、温度ディスプレイ内の数字のみが表示されま
す。

SYNC ボタン

タッチスクリーンの「SYNC（同期）」ボタンを押
して、同期機能のオン／オフを切り替えま
す。「A/C（エアコン）」をオンにすると「SYNC
（同期）」インジケーターが点灯します。

「SYNC（同期）」は助手席の温度設定を運転席の温度設
定に同期させます。「SYNC（同期）」中に助手席の温度設
定を変更すると、この機能は自動的に終了します。

メモ :
「SYNC（同期）」ボタンはタッチスクリーンでのみ利用でき
ます。

ファン・スピード・スイッチ

ファン・スピード・コントロールは、ヒータ／エ
アコン・システムを通る空気の量を調節しま
す。ファン・スピードを調整すると、自動モー
ドは手動操作に自動的に切り替わります。フ

ァン・スピードは 7 段階あります。ファン・スピードは、フェ
イスプレートのファン・スピード・スイッチ・ノブまたはタッ
チスクリーンのボタンを使用して選択できます。

● フェイスプレート：ファン・スピード・コントロール・ノブを
最も遅いファン・スピード設定から時計回りに回すと、
ファン・スピードが速くなります。ファン・スピード・スイ
ッチ・ノブを反時計回りに回すと、ファン・スピードは遅
くなります。

● タッチスクリーン：ファン・スピード設定を遅くするに
は、小さいファン・アイコンを使用し、ファン・スピード
設定を速くするには、大きいファン・アイコンを使用し
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ます。アイコンの間にあるファン・スピード・エリアを押
してファン・スピードを選択することもできます。

モード・コントロール

タッチスクリーンの「Mode（モード）」ボタンの
1 つを押すか、フェイスプレートの「Mode（モ
ード）」ボタンを選択し、風向きのモードを調
節します。インストルメント・パネル吹き出し

口、フロア吹き出し口、デフロスタ吹き出し口、デミスタ吹
き出し口から送風されるように風向きを調節できます。

パネル・モード

風はインストルメント・パネルの吹き出し口か
ら送られます。それぞれの吹き出し口でそれ
ぞれ風の方向を調節することができます。中
央吹き出し口と外側の吹き出し口の風向板

を上下左右に動かして、風向きを調節することができま
す。風向板の下に送風遮断ホイールがあり、これを回し
て各吹き出し口からの送風を遮断したり、送風量を調節
することができます。

バイレベル・モード

インストルメント・パネルの両方の吹き出し
口、フロアの吹き出し口から送風されます。
デフロスタおよびドアウィンドウ・デミスタ吹き
出し口からも少量の送風があります。

メモ :
バイレベル・モードでは、快適な条件下でパネルの吹き
出し口から冷気が、フロアの吹き出し口から暖気が吹き
出るようになっています。

フロア・モード

フロアから送風されます。デフロスタおよびド
アウィンドウ・デミスタ吹き出し口からも少量
の送風があります。

ミックス・モード

フロア、デフロスタ、ドアウィンドウ・デミスタ
の吹き出し口から送風されます。この設定
は、フロントウィンドウを温かくする必要があ
る寒い雪の降る天候時に最も効果的です。

この設定はフロントウィンドウの水分を取り除いて、快適
さを維持するのに適しています。

「エアコン OFF」ボタン

ヒータ／エアコンの「ON（オン）」／「OFF（オ
フ）」を切り替えるには、タッチスクリーンの
「OFF（オフ）」ボタンを押して放す、またはフェ
イスプレートにある「OFF（オフ）」ボタンを押し

ます。

自動温度コントロール（ATC） - タイプ
別装備

オート操作

1. フェイスプレートの「AUTO（自動）」ボタンを押すか、
自動温度コントロール（ATC）パネルのタッチスクリー
ンの「AUTO（自動）」ボタンを押します。

2. 次に、運転席と助手席の温度コントロール・ボタンを
調節して、維持したい温度に合わせます。希望の温
度が表示されたら、システムは自動的にその車内
温度に調節して維持します。

3. 希望の温度にシステムが設定されたら、設定を変
更する必要はありません。システムが自動的に機
能し、効率よく温度を調節することができます。

メモ :
● 車両の温度に応じて温度設定を操作する必要はあり

ません。快適な状況をできるだけ早く提供するため
に、システムは自動的に温度、モードおよびファン・ス
ピードを調整します。

● Uconnect 設定にある U.S.単位またはメートル法単位
顧客別プログラム機能を選択すると、温度を U.S.単
位またはメートル法単位で表示できます ⇨ ページ

130。

自動モードでできるだけ快適な環境を実現するため、低
温での始動時には、エンジンが暖まるまで送風ファンは
低速のままになります。次第にファンの回転が速くなり、
AUTO モードに切り替わります。

手動操作オーバーライド

このシステムは、優先的に手動操作で作動させることが
できます。システムが手動モードで使用されている場
合、フロントの自動温度コントロール・ディスプレイ内の
AUTO 表示が消灯します。

エアコン・ボイス・コマンド

室内温度をハンズ・フリーで調整し、車内の全員が快適
に過ごすことができます。

ステアリング・ホイールの「VR（音声認識）」ボタンを押し
ます。ビープ音の後、以下のコマンドのいずれかを発声
してください。

● 「Set the driver temperature to [Desired
Temperature] degrees（運転席温度を[希望の温度]度
に設定）」
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● 「Set the passenger temperature to [Desired
Temperature] degrees（助手席温度を[希望の温度]度
に設定）」

エアコンのボイス・コマンドは、車両の室内温度の調整
にのみ使用できます。ボイス・コマンドは、シート・ヒータ
またはヒーテッド・ステアリング・ホイール（タイプ別装備）
の温度調整には使用できません。

操作のヒント 
異なる天候状況での推奨コントロール設定については、
本セクションの最後にあるチャートを参照してください。

夏季の操作

エンジン冷却装置は、腐食やオーバーヒートを防ぐた
め、高品質の不凍液によって保護する必要があります。
OAT クーラント（MS.90032 に準拠）をお勧めします。

冬季の操作

ヒータやデフロスタのパフォーマンスを最適に保つには、
エンジン冷却装置が正常に動作していることと、使用さ

れているクーラントの量、種類、濃度が適切であることを
確認してください。冬季の内気循環モードの使用は避け
てください。ウィンドウガラスが曇りやすくなります。

長期間使用しない場合 
長期間の保管時のエアコン・システムのメンテナンスに
ついては、 ⇨ ページ 238 を参照してください。

ウィンドウ・ガラスの曇り 
雨の日や湿度の高い日には、ウィンドウの内側が曇りや
すくなります。ウィンドウ・ガラスの曇りを取るには、デフ
ロスタ・モードまたはミックス・モードを選択し、フロントの
ファン・スピードを上げてください。エアコンを作動させな
いまま内気循環モードを長時間使わないでください。ウィ
ンドウ・ガラスが曇りやすくなります。

外気取り入れ口

フロントウィンドウの正面にある外気取り入れ口が、落ち
葉などでふさがれていないか確認してください。異物が
送風ボックスにたまると通風量が減り、また中に入ると

水の排出口をふさぐことがあります。冬季は外気取り入
れ口の氷雪などを取り除いてからご使用ください。

室内エア・フィルタ 
ヒータ／エアコン・システムは、空気中の埃および花粉を
フィルタに通して除去します。キャビン・エア・フィルタの
整備を行うには、正規ディーラーにお問い合わせいただ
き、必要に応じて交換してください。

START&STOP システム — タイプ別装備

START&STOP システムが作動しているときは、ヒータ／
エアコン・システムは自動的に風量を調節し、車内を快
適に保ちます。エンジンが再始動したときも、ユーザー設
定は維持されます。

操作のヒント・チャート

天候 コントロール設定

すべての条件 モード・コントロール  （AUTO（オート））に設定すると、現在の車内外の状況に基づい

て設計されるため、HVAC の最適な性能が得られます。

車外が高温・車内が非常に高温 モード・コントロールを  Max A/C に設定します。少しの間はウィンドウを開けて、熱い

空気を逃がします。快適になるよう必要に応じてコントロールを調節します。
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天候 コントロール設定

温かい日 （エアコン）をオンに、モード・コントロールを （パネル・モード）にします。

晴天だが涼しい日 （バイレベル・モード）で作動させます。

涼しいが湿気が多い日 モード・コントロールを （ミックス・モード）にして （エアコン）をオンにし、窓ガラスが

曇らないようにします。

寒冷地 モード・コントロールを （フロア・モード）にします。フロントウィンドウが曇るようであれ

ば、モード・コントロールを （ミックス・モード）にします。

雨天時（雨／みぞれ／雪） モード・コントロールを （MAX デフォッガー）に設定して、できるだけ速くウィンドウの曇

りを取ります。
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INFOTAINMENT（インフォテインメント）

はじめに 
ラジオの識別 
この車には、12.3 インチ・ディスプレイ・システム搭載の
Uconnect 5/5 NAV が装備されています。詳細は、
Uconnect ラジオの取扱説明書を参照してください。

メモ :
● Uconnect 画面の画像は例示にすぎず、車両のソフト

ウェアそのものを反映していない場合があります。

● 車両の始動時に Android Auto™や Apple CarPlay®な
どの一部の機能に遅延が発生する場合があります。

ラジオの操作、携帯電話、
サイバーセキュリティ 
ラジオ操作と携帯電話

特定の状況では、車両で携帯電話を使用すると、ラジオ
の受信が不規則になったり、ノイズが発生することがあ
ります。これは、携帯電話の車内での位置を変えると、
軽減されたり、解消される場合があります。この状態が
ラジオに支障をきたすことはありません。携帯電話の位
置を変えても、ラジオの音が十分に改善されない場合、
Uconnect システムを使用せずに携帯電話を使用する際
には、ラジオの音量を下げるか、または電源を切ること
をお勧めします。

サイバーセキュリティ

適合性に応じて、車両は有線ネットワークまたはワイヤ
レス・ネットワークから情報を送受信できるようになりま
す。この情報の活用により、車両のシステムおよび機能
の正常な動作が可能になります。

車両システムやワイヤレス通信への不正アクセスの危
険を低減するために、この車両に特定のセキュリティ機
能が装備されていることがあります。車両ソフトウェア技
術は、刻々と進化し続けているため、FCAIO はサプライ
ヤと協同で評価を実施し、必要に応じて適切な処置を講
じています。今までどおり、異常な動作を感じた場合、す
ぐに正規ディーラーにお問い合わせください。

最新バージョンの車両ソフトウェア（Uconnect ソフトウェ
アなど）がインストールされていても、お客様の車両シス
テムへの不正アクセスの危険性は依然として存在しま
す。

警告!

● 信頼できるメディア機器／コンポーネントのみを車
両に挿入してください。出所が不明なメディアには
悪質なソフトウェアが含まれる場合があり、車両に
インストールすると、車両システムが侵害される可
能性が高まります。

● 今までどおり、異常な車両動作を感じた場合、すぐ
に正規ディーラーにお問い合わせください。

マルチメディア・システム

ステアリング・ホイール・オーディオ・
コントロール — タイプ別装備

Uconnect システムのリモート・スイッチは、ステアリング・
ホイールの背面の 3 時と 9 時の位置にあります。

Uconnect システムのリモート・スイッチ

右側のロッカ・タイプ・スイッチの中央にはプッシュ・ボタ
ンがあり、システムの音量とモードを制御できます。ロッ
カ・スイッチの上側を押すと音量が上がり、ロッカ・スイッ
チの下側を押すと音量が下がります。

右側コントロールの中央のボタンを押すと、利用可能な
モードがプリセットに対応している場合、ラジオ・スイッチ
でさまざまなプリセット間を切り替えることができます。
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左側のロッカ・タイプ・スイッチの中央にはプッシュ・ボタ
ンがあります。左側スイッチの機能は、そのときのモード
によって変わります。

以下に左側スイッチのモードごとの動作を説明します。

ラジオの操作

スイッチの上側を押すと、次に受信可能な周波数の高い
放送局を探し、スイッチの下側を押すと、次に受信可能
な周波数の低い放送局を探します。

メディア・モード

スイッチの上側を 1 回押すと、選択したメディア
（AUX/USB/Bluetooth®）の次のトラックを再生します。ス
イッチの下側を 1 回押すと、現在の曲の最初に戻るか、
または現在の曲が始まってから 8 秒以内であれば前の
曲の最初に戻ります。

UCONNECT の音声認識

音声認識の概要

Uconnect の VR（音声認識）の使用開始時には、このク
イック・ヒントが役立ちます。重要なボイス・コマンドと、お
使いの車両の音声認識（VR）システムのコントロールの
ために知っておくべきヒントが記載されています。

基本的ボイス・コマンド

下記のボイス・コマンドは、Uconnect システムの使用中
いつでも使用できます。

ステアリング・ホイールの「VR（音声認識）」ボタンを押し
ます。ビープ音の後で、

● 「Cancel（キャンセル）」と発声すると、現在のボイス・
セッションが中止されます。

● 「Help（ヘルプ）」と発声すると、推奨ボイス・コマンドの
リストが聞こえます。

● 「Repeat（リピート）」と発声すると、システムの指示が
再度聞こえます。

音声認識システムの状態を知らせるインジケーターに注
意してください。

音声認識の開始

「VR（音声認識）」ボタンを使用して、音声認識システ

ムの有効化／無効化を行います。

音声認識の使用に役立つヒント：

● 背景の雑音を少なくしてください。たとえば、風の音や
他の乗員の会話が認識に影響することがあります。

● まっすぐ前方を向いて、通常の速さと声量ではっきり
と話してください。

● ボイス・コマンドを出す場合は毎回、まず音声認識ボ
タンを押して、ビープ音が鳴った後、ボイス・コマンドを
発声してください。

● 音声認識ボタンを押して、現在のカテゴリのボイス・コ
マンドを発声することで、ヘルプ・メッセージまたはシ
ステム・プロンプトを中断できます。

メモ :
音声認識機能が搭載されていない車両でも、音声認識
ボタンがある場合があります。これらのボタンは、Siri ま
たは Google アシスタントの音声認識セッションを開始す
ることで、Android Auto™および Apple CarPlay®と連動し
ます。お使いのデバイスによっては、音声認識セッション
を開始するために VR ボタンを長押しする必要がありま
す。

Uconnect のボイス・コマンド・ボタン

1 - 押すと、通話の開始または応答、テキストの送受信
を行います
2 – 「VR（音声認識）」ボタンを押すと、ラジオ機能、メデ
ィア機能、ナビゲーション機能、ヒータ／エアコン機能
を開始します
3 — 押すと、通話が終了します

補足情報

© 2025 FCAIO.All rights reserved.Mopar および
Uconnect は登録商標であり、Mopar Owner Connect は
FCAIO の商標です。
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UCONNECT の設定

ユーザー選択機能

Uconnect 5 NAV（12.3 インチ・ディスプレイ・タッチス
クリーンとフェイスプレート・ボタン装備）

1 — タッチスクリーンのボタン
2 — フェイスプレートのボタン

Uconnect の設定にアクセスするには、メニュー・バーの
「Vehicle（車両）」ボタンを押し、「Settings（設定）」ボタン
を押します。「戻る矢印」ボタンまたは「X」ボタンを押す
と、Uconnect システムのメニューまたは特定のメニュー
を終了できます。

「SCROLL/ENTER（スクロール／エンター）」コントロール・
ノブがあり、これを回してメニューをスクロールし、設定を
変更できます。このコントロール・ノブの中央を押して、設
定を変更します。

タッチスクリーンで目的の設定オプションを押します。チ
ェックマークは、その項目が選択されていることを示して
います。上または下矢印ボタンを押すと、使用できる設
定が上下に切り替わります。

メモ :
● すべての設定は、車両のオンのときに変更してくださ

い。

● 一度に選択できるタッチスクリーン領域は 1 つだけで
す。

メモ :
設定、設定名、およびメニュー・オプションは、車両の機
能、装備されている Uconnect システム、および現在イン
ストールされているソフトウェアによって異なります。

詳細情報アイコン

特定の設定の横にある詳細情報アイコン（I）には、特定
の Uconnect 設定に関する補足情報とコンテキストが表
示されます。（I）アイコンを押すとポップアップが表示され
ます。一部の設定では、ポップアップから希望のオプショ
ンを選択できます。「X」ボタンを押してポップアップを閉じ
ます。

スクリーン表示

Uconnect システムの表示の変更は「Display（ディスプレ
イ）」メニューで行えます。テーマ、画面の明るさ、タッチ
スクリーンの色に関連する設定があります。また、表示
単位や画面上のポップアップも調整できます。

MY PROFILE（個人設定）

「My Profile（マイ・プロフィール）」メニューでは、選択した
プロフィールに関する設定を行います。この設定はプロ
ファイルに保存され、そのプロフィールを選択すると、車
両は該当する設定に調整されます。画面上の言語、表
示、ポップアップの種類、時間形式を調整する設定など
があります。

SAFETY/ASSISTANCE（セーフティ／アシスト）

「Safety/Assistance（セーフティ／アシスト）」メニューで
は、車両の安全装置に関する設定を行います。これらの
オプションは、車両に装備されている安全装置によって
異なります。この設定には、ブレーキと衝突防止アシス
ト、車線変更補助、およびパーク・アシスト機能のオプシ
ョンが含まれている場合があります。

一部の安全設定は、「Safety/Assistance（セーフティ／ア
シスト）」メニューのサブフォルダにあります。これらの設
定にアクセスするには、サブフォルダを選択します。

CLOCK（時計）

「Clock（時計）」メニューでは、車両の時計に関する設定
を行えます。この設定には、時計を GPS と同期させるオ
プション、時計の表示を 12 時間または 24 時間形式に
変更するオプション、日付を調整するオプションがありま
す。

PHONE/BLUETOOTH®（電話/BLUETOOTH）

「Phone/Bluetooth®」メニューでは、車両にペアリングさ
れた Bluetooth®デバイスに関する設定を行います。こ
のメニューからデバイス・マネージャにアクセスし、
Bluetooth®デバイスを車両にペアリングすることができ
ます。この設定には、自動応答を有効にするオプション
や、システムで 2 台の電話を使用できるようにするオプ
ションなどがあります。

VOICE（音声）

「Voice（音声）」メニューでは、車両の音声認識システム
の設定を行えます。この設定には、システムの応答音声
の変更、車両の起動単語の変更、音声認識セッションの
中断機能に関するオプションがあります。
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ナビゲーション

「Navigation（ナビゲーション）」ボタンでは、車両に内蔵さ
れたナビゲーション・システムに関する設定を行えます。
この設定には、マップ上で表示するアイコン、「到着時間
の計算」、ルートの種類を変更するためのオプションがあ
ります。

ナビゲーションおよび設定の詳細については、Uconnect
ラジオ取扱説明書を参照してください。

カメラ

「Camera（カメラ）」メニューでは、車載カメラ・システムに
関する設定を行えます。この設定には、カメラの遅延時
間やカメラのガイドラインの有無を調整するオプションが
あります。

MIRRORS & WIPERS（ミラー&ワイパー）

「Mirrors & Wipers（ミラー&ワイパー）」メニューでは、ミラ
ーとワイパーの動作に関する設定を行えます。この設定
には、ワイパーが自動的に作動するタイミング、ワイパ
ー作動時にヘッドライトが点灯するかどうか、パワー・ミ
ラーの動作などのオプションがあります。

LIGHTS（警告灯）

「Lights（警告灯）」メニューでは、インテリアとエクステリ
アのライトに関する設定を行えます。この設定には、室
内灯の明るさ、ヘッドライトの消灯時間、車両ロック時の
ライトの点滅に関するオプションがあります。

DOORS & LOCKS（ドア&ロック）

「Doors & Locks（ドア&ロック）」メニューでは、車両のドア
やロック／ロック解除システムの動作に関する設定を行
えます。この設定には、車両がロックされたときのライト
の点滅やホーンの鳴動、パッシブ・エントリ・システムの
作動、すべてのドアのロックを解除するためのキー・フォ

ブのロック解除ボタンの押下回数に関するオプションが
あります。

SEATS & COMFORT（シート&コンフォート）

「Seats & Comfort（シート&コンフォート）」メニューでは、
シートの快適性に関する設定を行えます。この設定に
は、運転席のシート・ヒーターやステアリング・ホイール・
ヒーターを自動的に作動させるオプションがある場合が
あります。

AUX SWITCHES（補助スイッチ）

「AUX Switches（補助スイッチ）」メニューでは、車両の
AUX スイッチに関する設定を行えます。各スイッチには
個別のサブメニューがあり、電源（バッテリまたはイグニ
ッション）、スイッチ・タイプ（ラッチ式または瞬時）、前の
状態を呼び出すかどうかなどの設定オプションがありま
す。

KEY OFF OPTIONS（キー・オフ時のオプション）

「Key Off Options（キー・オフ時のオプション）」メニュー
は、車両電源の遮断に関する設定があります。これは、
車両がオフの場合にのみ作動します。この設定には、ヘ
ッドライトが作動しなくなるまでの時間、ラジオがオフにな
るまでの時間、ドアを開いた後にラジオがオフになるか
どうかのオプションがあります。

オーディオ

「Audio（オーディオ）」メニューでは、車両のサウンド・シ
ステムに関する設定を行えます。この設定を使用する
と、車両内の音声の「Balance/Fade（バランス／フェー
ド）」、「BASS（低音）」または「TREBLE（高音）」の調整、オ
ーディオ装置またはスマートフォンの自動再生設定を変
更することができます。

オーディオ設定の詳細については、Uconnect ラジオ取
扱説明書を参照してください。

NOTIFICATIONS（お知らせ）

「Notifications（お知らせ）」メニューは、システムに表示さ
れる通知に関する設定を行えます。この設定には、通知
音や表示される通知の種類のオプションがあります。

リセット

「Reset（リセット）」メニューには、Uconnect システムをデ
フォルト設定に戻すための設定があります。この設定に
より、個人データの消去や他のメニューにより選択した
設定のリセット、ラジオの再起動を行うことができます。

RADIO SETUP（ラジオの設定）

「Radio Setup（ラジオの設定）」メニューには、ラジオの地
域設定に関する設定があります。ここには、地域ネットワ
ークの切り替えのほかに、交通アナウンスや最も強い信
号を見つけるための代替無線周波数の設定がありま
す。

SYSTEM INFORMATION（システム情
報）

「System Information（システム情
報）」メニューでは、Uconnect システムのバージョンとラ
イセンスに関する情報を確認できます。

「OFF ROAD PAGES（オフ・ロード・
ページ）」 – タイプ別装備 
「Off Road Pages（オフ・ロード・ページ）」にアクセスする
には、車両モード・ボタンを押してダッシュボードを選択
し、「Off Road Pages（オフ・ロード・ページ）」を選択しま
す。
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説明 
車両に「Off Road Pages（オフ・ロード・ページ）」が装備さ
れている場合は、オフ・ロードの状況で走行しているとき
に車両の状態が表示されます。このページには、駆動系
の状態、トランスファ・ケース、クーラント／オイル・ゲー
ジ、車両ピッチ／ロール、トレイルカム・システムへのア
クセスなどの情報が表示されます。

「Off Road Pages（オフ・ロード・ページ）」にアクセスする
には、「Dashboard（ダッシュボード）」メニューの「Off
Road（オフロード）」ボタンを押します。

「Vehicle Dynamics（車両のダイナミック
ス）」

「Vehicle Dynamics（車両のダイナミックス）」ページに
は、車両のダイナミクスに関する情報が表示されます。

以下の情報が表示されます。

● ステアリングの角度（度）

● トランスファ・ケースの状態

● リヤ・アクスルの状態 - タイプ別装備

● フロント・アクスルの状態 - タイプ別装備

● スウェイ・バーの状態 - タイプ別装備

車両ダイナミクス・メニュー 2WD/4WD

1 — ステアリングの角度
2 - スウエイ・バー
3 - トランスファ・ケースの状態
4 - リヤ・アクスル・ロッカーの状態
5 — フロント・アクスル・ロッカーの状態

「Accessory Gauge（アクセサリ・ゲージ）」 
「Accessory Gauges（アクセサリ・ゲージ）」ページには、
車両の「Coolant Temperature（クーラント温度）」、「Oil
Temperature（オイル温度）」、「Oil Pressure（油圧）」（ガ
ソリン車のみ）、「Transmission Temperature（トランスミッ
ション温度）」、（オートマチック・トランスミッションのみ）、
「Battery Voltage（バッテリ電圧）」の現在のステータスが
表示されます。

Accessory Gauges（アクセサリ・ゲージ）メニュー
2WD/4WD

1 — Oil Temperature（オイル温度）
2 — Coolant Temperature（クーラント温度）
3 — 「Oil Pressure（油圧）」（ガソリン車のみ）
4 - 「Transmission Temperature（トランスミッション温
度）」（オートマチック・トランスミッションのみ）
5 — 「Battery Voltage（バッテリ電圧）」

Pitch & Roll（ピッチ＆ロール） 
「Pitch & Roll（ピッチ＆ロール）」ページでは、車両の現
在のピッチ（上下の角度）およびロール（左右の角度）を
「度」で表示します。「Pitch & Roll（ピッチ＆ロール）」のゲ
ージは、現在の車両の角度を視覚的に表示します。
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「Pitch & Roll（ピッチ＆ロール）」メニュー 2WD/4WD

1 — 現在のピッチ
2 — 現在のロール

TrailCam - タイプ別装備

一部の車両には、車両の前方視界を画面上で確認でき
る TrailCam が装備されています。この画像は、タッチス
クリーンに表示され、「Check Entire Surroundings（周囲
全体を確認してください）」というメッセージが画面の上部
に表示されます。

起動するには、タッチスクリーンの「TrailCam」ボタンを押
します。

TrailCam の起動

GPS Trail Logs（トレイル記録） — タイプ別
装備

概要

車両ダッシュボード

GPS Trail Logs アプリケーションはオフロード・ナビゲーシ
ョン補助ツールです。GPS トラックやウェイポイントなど、
お客様個人のトレイルを記録ができます。記録後は、ト
レイル名、難易度、ウェイポイントの詳細などを編集でき
ます。こうしたデータを保存しておくと、後から GPS Trail
Logs を使って、過去に記録したトレイルを確認、編集、
追跡したり、アドベンチャー・ガイドのトレイル・データベ
ースからトレイルを追跡したりすることができます。

GPS Trail Logs アプリケーションには、「Dashboard（ダッ
シュボード）」タブの「Vehicle（車両）」画面から、「App（ア
プリ）」メニューから、オフ・ロード・ページ内、アドベンチャ
ー・ガイド・アプリのフォロー機能からなど、さまざまな方
法でアクセスできます。

トレイルの記録

トレイルの記録を開始するには、タッチスクリーンの下部
にある「記録開始」を選択します。

メモ :
30 マイル (48 km) 走行すると、タッチスクリーンに記録
を続けるかどうかを尋ねる通知が表示されます。

ウェイ・ポイントの追加

記録中に、GPS Trail Logs のマップ・ビュー画面の左下に
ある「Add Waypoint（ウェイポイントを追加）」を選択しま
す。これにより、トレイル上の場所をマークできるように
なります。ウェイポイントには次の 3 つのタイプがありま
す。

● 場所

● 障害

● ガイダンス

ウェイポイントは、車両が走行中であるか停止中である
かに関わらずマークすることができ、デフォルトではその
タイプに基づいて名前が付けられます。

メモ :
ウェイポイントの編集（名前付けや詳細なウェイポイント・
サブタイプを含む）は、トレイルが保存された後、車両が
走行中でない場合にのみ行うことができます。

ビューの展開/折りたたみ

GPS Trail Logs のメイン画面で、マップの右側にある拡張
ボタンを押すと、トレイル・マップ画面が拡大されます。展
開表示になったら、折りたたみアイコンを押すと、トレイ
ル・マップが縮小されます。

記録の停止とトレイルの保存

トレイルが終了したら、「Stop Recording（記録の停止）」
を押します。ここでは、画面右上の鉛筆アイコンを使って
トレイル名を編集したり、今後の参考のためにトレイルの
難易度を評価したりできます。難易度のスケールは 1～
10 で、1 が最も簡単で 10 が最も困難なトレイルを表し
ます。「Save（保存）」を選択すると、トレイルのデータは
ローカル・メモリに保存され、「Saved Recordings（保存済
みの記録）」リストに表示されます。「Cancel（キャンセ
ル）」を選択するとデータは保存されず、削除されます。
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メモ :
トレイルの名前の設定や難易度の設定は必須ではあり
ません。トレイルは保存後に後から編集できます。

保存済みの記録

以前に保存したトレイルを表示するには、GPS Trail Logs
のホーム画面の「Saved Recordings（保存した記録）」ボ
タンをクリックします。「Saved Recordings（保存した記
録）」に入ると、以前に保存されたトレイルのリストが表示
されます。各トレイルの右端にあるごみ箱アイコン・ボタ
ンを使用すると、リストの項目が削除されます。すべての
トレイルを削除するには、タッチスクリーンの下部にある
「Delete All（すべて削除）」を選択します。

保存されている各トレイルには、パフォーマンス・データ
の表示、記録の編集、開始地点へ移動、終了地点へ移
動、エクスポート、または削除のオプションがあります。

View Performance Data（パフォーマンス・データの表示）

各トレイル記録には、GPS トラックと追加したウェイポイ
ントが含まれています。また、トレイルの各ポイントの標
高と、車両のピッチとロールのデータも含まれています。
画面右下のトレイル・プロフィールを使って、カーソル（黄
色い点）を標高プロフィールに沿ってドラッグすると、任
意の地点のデータを見ることができます。

Edit Recording（記録の編集）

保存されている記録の詳細画面で「Edit Recording（記録
を編集）」ボタンを選択すると、保存時にその手順を省略
した場合や、後から変更を加えたい場合に、記録名と難
易度の両方を更新できます。「Edit Recording（記録の編

集）」画面は、ウェイポイントの編集を行う場所でもありま
す。

ウェイ・ポイントの編集／追加／削除

ウェイ・ポイントを編集するには、地図上で目的のウェイ・
ポイントを選択します。一度選択すると、タイプを変更し
たり、ウェイポイントに最も適したサブタイプを選択できる
ようになります。ウェイ・ポイントのサブタイプを次の表に
示します。

場所 障害 ガイダンス

キャンピング 泥 ベアレフト

シーンビュー 石 ベアライト

ステージングエ
リア

砂地 デッドエンド

登山口 急な登り ハード左

水 急な下り坂 ハード右

水 長い間隔

行き止まり

ウェイ・ポイント名の右側にあるペンシル・アイコンを押す
ことで、ウェイ・ポイント名を変更できます。ペンシル・アイ
コンを選択すると、キーボードが表示され、ウェイ・ポイン
ト名をカスタマイズできます。

メモ :
車両の走行中はウェイ・ポイントの編集はできません。ウ
ェイ・ポイントを編集およびカスタマイズするには、車両
が停止している必要があります。

トレイルを記録した後に新しいウェイポイントを追加する
には、「Edit Recording（記録の編集）」画面内のマップ上
で希望のウェイポイントの場所をタップします。これによ
って新しいウェイポイントが配置され、「Waypoint Edit（ウ
ェイポイント編集）」メニューのオプション（名前、タイプ、
サブタイプ）が表示されます。

ウェイ・ポイントを削除したい場合は、作成したウェイ・ポ
イントを選択し、タッチスクリーンの下部にある 「Delete
Waypoint（ウェイ・ポイントの削除）」 ボタンを押します。
ウェイ・ポイントが正常に削除されると、「Your waypoint
was deleted successfully（ウェイ・ポイントは正常に削除
されました）」というポップアップがタッチスクリーンに表示
されます。

編集済み記録の保存とキャンセル

トレイルの編集が完了したら、「Save（保存）」を選択しま
す。トレイルは「Saved Recordings（保存された録画）」リ
ストに保存されます。

「Cancel（キャンセル）」を選択すると、トレイルの編集内
容が削除され、現在のトレイルの編集内容をキャンセル
するかどうかを尋ねるポップアップ画面が表示されます。
「No, Don’t Cancel（いいえ、キャンセルしません）」を選
択するか、X ボタンを選択すると、編集画面に戻ります。
「Yes, Cancel（はい、キャンセルします）」を選択すると、
選択したトレイル記録の編集内容が破棄されます。

メモ :
保存された録画には、Brand Connect サービスのサブス
クリプションの有効期限が切れた後でもアクセスできま
す。

保存された録画を選択すると、録画を表示、編集、削
除、または USB デバイスにエクスポートするためのオプ
ションが利用可能になります。「View Performance Data
（パフォーマンス・データの表示）」を押すと、車両のピッ
チ、ロール、高度、および選択した各ウェイ・ポイントの位
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置が表示されます。また、接続した USB デバイスにパフ
ォーマンス・データの写真をエクスポートできるスナップ
ショット機能が搭載されています。

Go to Start（開始地点へ移動）または Go to End（終了地
点へ移動）

「Go to Start（開始地点へ移動）」および「Go to End（終了
地点へ移動）」ボタンは、トレイル・ナビゲーションを開始
するために使用します。選択した開始地点または終了地
点の近くにいる場合、GPS Trail Logs のメイン・マップにト
レイルが表示されます。選択した開始地点または終了地
点から離れた場所にいる場合、TomTom ナビゲーション
で目的地までのルート案内が始まります。目的の地点に
到着すると、GPS Trail Logs に戻り、トレイル・ナビゲーシ
ョンを行います。

「Follow Trail（トレイルを追跡）」 - トレイル・ナビ
ゲーション

GPS Trail Logs を使うと、トレイルを記録するだけでなく、
過去に記録したトレイル・データやアドベンチャー・ガイド
からインポートしたトレイルを表示してトレイル・ナビゲー
ションを行うことができます。いずれかのソースからの情
報を表示すると、現在位置が GPS トラックとウェイポイン
トのスクロール表示とともに画面に表示されます。ウェイ
ポイント・スクローラを手動で操作して、さらに先のウェイ
ポイントをプレビューできます。各ウェイポイントを通過す
ると、ウェイポイント・スクローラは自動的に更新され、次
のウェイポイントが表示されます。ウェイポイントを見逃し
たり、スキップした場合は、目的のウェイポイント詳細ボ
ックス内の二重矢印アイコン・ボタンを使用して、正しい
次のウェイポイントを手動で選択できます。

記録を USB にエクスポートする

トレイル・データをエクスポートするには、USB ストレー
ジ・デバイスをメディア・ハブに挿入します。保存された録
画を選択した後、タッチスクリーンの下部にあるエクスポ

ート・ボタンを押し、USB アイコン・オプションを選択しま
す。その後、エクスポートが完了したことを示すポップア
ップ・メッセージが表示されます。
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始動と運転

始動の手順 
説明

車を始動させる前に、座席位置、ルーム・ミラーおよびド
ア・ミラーを調節し、シートベルトを締めます。

警告!

● 車を出るときは、必ずキー・フォブを携帯して、車を
ロックしてください。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。

● お子さまを車内に残して車から離れることは、非常
に危険です。お子さまだけでなく第三者にもけがを
負わせる恐れがあります。お子さまがパーキング・
ブレーキ、ブレーキ・ペダルまたはトランスミッショ
ン・ギヤ・セレクタに触れないように注意してくださ
い。

● キー・フォブを車内や車の周辺、またはお子さまの
手が届く場所に放置しないでください。お子さまが
パワー・ウィンドウやその他の装置を操作したり、
車を動かしてしまう恐れがあります。

● 高温時には、駐車した車内にお子さまやペットを残
さないでください。車内の温度が上がり、重傷また
は死亡事故につながる恐れがあります。

(続き)

警告!

● 車内で休息や仮眠をとる場合は、必ずエンジンを
停止してください。誤ってギヤ・セレクタを動かしてし
まい衝突事故を起こす恐れがあります。アクセル・
ペダルを踏み込むことにより衝突事故につながる
恐れもあります。また、排気装置が異常過熱され、
オーバーヒートや出火を引き起こすこともあり、重
傷または死亡事故につながる恐れがあります。

オートマチック・トランスミッション

ギヤ・セレクタを「P（パーキング）」位置に入れて車両を
始動します（車両は「N（ニュートラル）」でも始動できま
す）。シフト・レバーを操作するときには、ブレーキをかけ
てください。

通常の始動手順

「ENGINE START/STOP（エンジンの始動／停止）」ボタン
を使用したエンジンの始動

1. トランスミッションが P（パーキング）または N（ニュー
トラル）位置にある。

2. ブレーキ・ペダルを踏み込んだ状態で「ENGINE
START/STOP」ボタンを 1 回押します。

「START/STOP（START&STOP）」イグニッション・ス
イッチ

1 — OFF（OFF）
2 - ACC
3 - RUN

3. システムにより、車両が始動します。エンジンがか
からなかった場合、スタータは 10 秒後に自動的に
作動停止します。

4. エンジンが始動する前にクランキングを停止するに
は、もう一度「ENGINE START/STOP（エンジン始動
／停止）」ボタンを押します。

「ENGINE START/STOP（エンジンの始動／停止）」ボタン
を使用したエンジンの停止

1. ギヤ・セレクタを「P（パーキング）」位置に入れて、
「ENGINE START/STOP」ボタンを押して放します。イ
グニッションが「OFF（オフ）」位置に戻ります。
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2. ギヤ・セレクタが（車両停止中に）「P（パーキング）」
以外の位置にあり、「ENGINE START/STOP（エンジ
ン始動／停止）」ボタンを 1 回押すと、ギヤ・セレク
タは現在の位置のままエンジンが停止します。この
とき、ギヤ・セレクタのシフト位置表示灯が点滅しま
す。イグニッションは「ACC」位置（「OFF（オフ）」位置
ではない）のままになります。シフト・レバーが「P」
（パーキング）以外の位置にある状態で車から離れ
ないでください。車が走り出す可能性があります。

3. ギヤ・セレクタが「N（ニュートラル）」にあり、車速が
8km/h（5mph）を下回る場合、「ENGINE START/
STOP（エンジンの始動／停止）」ボタンを 1 回押すと
エンジンが停止します。イグニッションは「ACC」位置
のままです。

4. 車速が 8km/h（5mph）以上の場合、「ENGINE
START/STOP（エンジン始動／停止）」ボタンを 2 秒
以上押すか、3 回連続で軽く押してください。トラン
スミッションが「P（パーキング）」位置にない場合に
エンジンが停止すると、イグニッションは「ACC」位置
（「OFF（オフ）」位置ではない）のままになります。

メモ :
イグニッションが「ACC」または「RUN（走行）」（エンジンが
回転していない）位置のままで、トランスミッションが「P
（パーキング）」位置にある場合、システムは自動的にタ
イムアウトし、動かなくなって 30 分後にイグニッションは
「OFF（オフ）」位置に切り替わります。

「ENGINE START/STOP（エンジンの始動／停止）」ボタン
の機能 - ブレーキ・ペダルが踏まれていない状態（「P（パ
ーキング）」または「N（ニュートラル）」位置）

「ENGINE START/STOP」ボタンは、イグニッション・スイッ
チと同じように機能します。3 つの位置、｢OFF（オフ）｣、
｢ACC｣、｢ON/RUN（オン／走行）｣の 3 つのモードがあり

ます。車両を始動せずにイグニッション・モードを変えて、
車両を使用するには、次の手順に従います。

1. 最初にイグニッションを「OFF」位置にします。

2. 「ENGINE START/STOP（エンジンの始動／停止）」ボ
タンを 1 回押して、イグニッションを「ACC」位置にし
ます（イグニッション・スイッチ・ベゼルに「ACC」と表
示されます）。

3. 「ENGINE START/STOP（エンジンの始動／停止）」ボ
タンをもう 1 回押して、イグニッションを「ON/RUN
（オン／走行）」位置にします（イグニッション・スイッ
チ・ベゼルに「ON/RUN」と表示されます）。

4. 「ENGINE START/STOP（エンジンの始動／停止）」ボ
タンをもう 1 回押して、イグニッションを「OFF（オフ）」
位置にします（イグニッション・スイッチ・ベゼルに
「OFF」と表示されます）。

AUTOPARK

AutoPark とは、以下のページのような状況が発生した場
合に、車両を「P（パーキング）」にするのに役立つ補助的
な機能のことです。これは、バックアップ・システムであ
り、運転者が車両を「P（パーキング）」にシフトする主要
な方法として頼りにしないでください。

AutoPark が作動する状況の概要は、以下のページに記
載されています。

警告!

● 運転者の不注意で、ギヤを「P（パーキング）」に入
れていないおそれがあります。インストルメント・パ
ネル・ディスプレイおよびギヤ・セレクタで「P（パー
キング）」が点灯している（点滅ではない）ことを確

(続き)

警告!

認して、車両が「P（パーキング）」位置にあることを
必ず目視点検してください。「P（パーキング）」表示
灯が点滅している場合は、車両は「P（パーキン
グ）」位置にありません。念のため、降車する場合
は必ずパーキング・ブレーキをかけてください。

● AutoPark は補助的な機能です。ギヤを「P（パーキ
ング）」に入れる必要をなくす機能ではありません。
これは、バックアップ・システムであり、運転者が車
両を「P（パーキング）」にシフトする主要な方法とし
て頼りにしないでください。

ギヤが「P（パーキング）」に入っておらず、運転者がエン
ジンを切ると、車両は AutoPark になることがあります。

以下のすべての条件を満たすと、AutoPark は作動しま
す。

● 車両が 8 速トランスミッションを搭載している

● 運転席ドアが開いていたり、取り外されている状況
で、運転者がいない（シート・パッド・センサが運転者
がいないことを検出）

● ギヤが「P（パーキング）」に入っていない

● 車速が 1.2 mph (1.9 km/h)以下である

● イグニッションが「RUN」位置から「OFF」位置に切り替
わった

メモ :
Keyless Enter-N-Go™システム装備車の場合、エンジン
はオフになり、イグニッション・スイッチは ACC 位置に変
わります。
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ギヤが「P（パーキング）」に入っておらず、運転者がエン
ジンをかけたまま降車すると、車両は AutoPark になるこ
とがあります。

以下のすべての条件を満たすと、AutoPark は作動しま
す。

● 車両が 8 速トランスミッションを搭載している

● 運転席ドアが開いていたり、取り外されている状況
で、運転者がいない（シート・パッド・センサが運転者
がいないことを検出）

● ギヤが「P（パーキング）」に入っていない

● 車速が 1.2 mph (1.9 km/h)以下である

● 運転席のシートベルトが外れている

● ブレーキ・ペダルを踏んでいない

メッセージ「AutoPark Engaged Shift To P Then Shift To
Gear（AutoPark 作動「P（パーキング）」に入れてからギヤ
を入れてください）」が、インストルメント・パネルに表示さ
れます。

メモ :
場合によっては、ParkSense のグラフィックが、インスト
ルメント・パネルに表示されます。このような場合は、ギ
ヤ・セレクタを「P（パーキング）」に戻してから希望のギヤ
を選択する必要があります。

車両が動いているときにギヤを「P（パーキング）」に入れ
ると、AutoPark になることがあります。

AutoPark が作動するのは、車速が 1.9km/h（1.2mph）
以下の場合のみです。

メッセージ「Vehicle Speed Is Too High To Shift To P（車速
が高すぎて「P（パーキング）」にシフトできません）」がイ
ンストルメント・パネルに表示されるのは、車速が
1.9km/h（1.2mph）を超えている場合です。

警告!

車速が 1.2 mph (1.9 km/h)を超えると、車速が 1.2
mph (1.9 km/h)未満に低下するまで、トランスミッショ
ンはデフォルトで「N（ニュートラル）」になります。「N（ニ
ュートラル）」位置のままで放置すると、車両が動き出
す場合があります。念のため、降車する場合は必ずパ
ーキング・ブレーキをかけてください。

4WD LOW

車両を「4WD LOW」で運転すると、AutoPark は無効にな
ります。

メッセージ「AutoPark Disabled（AutoPark が無効）」が、イ
ンストルメント・パネルに表示されます。

以下の両方の条件が満たされると、さらに警告が表示さ
れます。

● ギヤが「P（パーキング）」に入っていない

● 運転者ドアが半ドアである

メッセージ「AutoPark Not Engaged（AutoPark が作動して
いません）」が、インストルメント・パネルに表示されま
す。ギヤを「P（パーキング）」に入れるか、運転者ドアを
閉めるまで警告チャイムが鳴り続けます。

インストルメント・パネル・ディスプレイおよびシフタの「P
（パーキング）」を探して、車両が「P（パーキング）」位置
にあることを必ず目視で確認してください。念のため、降
車する場合は必ずパーキング・ブレーキをかけてくださ
い。

長期間の駐車後のエンジン始動

メモ :
30 日間以上車両のエンジンを始動させない、または車
両を走行させないと、長期の駐車状態になります。

1. バッテリが完全に充電された状態でエンジン始動動
作を行なうために、バッテリ充電器またはジャンパ・
ケーブルをバッテリに接続します。

2. ブレーキ・ペダルを踏み込んだ状態で「ENGINE
START/STOP」ボタンを 1 回押します。

3. エンジンが 10 秒以内に始動しない場合、イグニッ
ションを「OFF（オフ）」位置にし、10～15 秒待ってス
タータを冷やしてから、もう一度「長期間の駐車後
のエンジン始動」手順を実行してください。

4. この操作を 8 回繰り返してもエンジンが始動しない
場合は、スタータを 10 分以上冷やしてからもう一
度この手順を実行してください。

注意!

損傷を防ぐため、スタータは 1 回に 10 秒以上連続し
て回さないでください。再度スタータを回すまでに 10
～15 秒間おいてください。

エンジンがかからない場合

「通常の始動」手順に従ってもエンジンが始動せず、既
定の長期間駐車状態に該当しない場合は、スパーク・プ
ラグがかぶっているおそれがあります。アクセル・ペダル
をいっぱいに踏み込んで、そのまま保ちます。エンジンを
回します。ただし 10 秒以上は回さないでください。これ
により、かぶり状態にあるスパーク・プラグから過剰に供
給された燃料を取り除くことができます。イグニッション・
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キーを「RUN（走行）」位置にしたままでアクセル・ペダル
を放し、「通常の始動手順」を繰り返してください。

警告!

● エンジンを始動するために、燃料またはその他の
可燃性の液体をスロットル・ボディの空気取入口に
注入しないでください。発火して重傷を負う恐れが
あります。

● エンジンを始動させるために、車を押したりけん引
したりしないでください。オートマチック車は、押しが
けでエンジンをかけることはできません。未燃焼の
燃料が触媒コンバータの中に入り、エンジン始動時
に発火して触媒コンバータと車を損傷させる恐れが
あります。

● 車のバッテリが放電している場合、補助バッテリま
たは他車両のバッテリからブースタ・ケーブルを使
用し、エンジンをかけることができます。この始動方
法は正しく行われないと危険です⇨ ページ 195。

注意!

スタータの損傷を防ぐため、エンジンは 1 回に 10 秒
以上続けて回さないでください。再度スタータを回すま
でに 10～15 秒間おいてください。

極寒冷地 (BELOW –22°F または
−30°C 以下)
この温度でエンジンを安定してかけるには、外部から電
気を供給するエレクトリック・エンジン・ブロック・ヒータ（正
規ディーラーにご相談ください）を使用することをお勧め
します。

エンジンが始動したら

アイドリング・スピードは自動的に制御され、エンジンが
温まるにつれてアイドリングの回転数は低くなります。

START&STOP システム 
停止／始動システムは、燃費向上のために開発された
機能です。必要条件が満たされると、停車中にシステム
がエンジンを自動的に停止させます。ブレーキ・ペダルを
放すか、アクセル・ペダルを踏み込むと、エンジンは自動
的に再始動します。

エンジン START&STOP（ESS）装備車両は高負荷対応型
スタータ、強化バッテリ、その他のエンジン・パーツで能
力が向上しており、エンジン始動の回数が多くても対応
できます。

メモ :
STOP&START システムは、オフ・ロードでは無効にするこ
とを推奨します。

補助バッテリ

車両には、START&STOP システムおよび 12 ボルト車両
電気系統に電源を供給するための、補助バッテリが備
わっている場合があります。補助バッテリは、左フロント・
ホイールのホイール・ウェルの後ろにあります。

バッテリの場所

1 - メイン・バッテリ
2 - 補助バッテリ

Autostop Mode（自動停止モード）

警告!

● START&STOP システム装備車両には、バッテリが 2
つ備わります。12 ボルトの電気系統への電源供給
を完全に停止するには、メイン・バッテリおよび補助
バッテリ両方の接続を外す必要があります。

● 両方のバッテリの接続を外さないと、重傷または死
亡事故につながるおそれがあります。正しく外す方
法については、正規ディーラーにお問い合わせくだ
さい。

START&STOP システムは、ユーザーが通常のエンジン始
動を行うたびに有効になります。このとき、システムは
「STOP/START READY（停止／始動準備 OK）」の状態に
なります。
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自動停止モードを作動させるには、次の条件が満たされ
ていなければなりません。

● システムが「STOP/START READY（START&STOP シス
テム準備 OK）」の状態であること。インストルメント・パ
ネル・ディスプレイの「START&STOP」セクション内に、
「STOP/START READY（停止／始動準備 OK）」のメッセ
ージが表示されます⇨。

● 車両が完全に停止していること。

● ギヤ・セレクタを前進ギヤに入れ、ブレーキ・ペダルを
踏み込んでいること。

エンジンが停止し、タコメータがゼロ位置に戻ると、
START＆STOP 表示灯が点灯し、自動停止モードである
ことを示します。エンジンが再始動したときも、ユーザー
設定は維持されます。

エンジンが自動停止しないときの考えら
れる理由

エンジンを停止させる前に、システムは安全性や快適性
に関するさまざまな条件が満たされているかを確認しま
す。START&STOP システムの動作に関する詳細な情報
は、インストルメント・パネルの「Stop/Start」画面で確認
できます。次の条件下では、エンジンは停止しません。

● 運転席のシートベルトのバックルが外れている。

● 運転席ドアが閉じられていない。

● バッテリの温度が高すぎる、または低すぎる。

● バッテリの充電残量が少ない。

● 車両が急な坂にある。

● 車内が暖房中または冷房中で、車内温度が許容温
度に達していない。

● ファン・スピードが高速で、エアコンディショナが最大
限のデフロスタ・モードに設定されている。

● HVAC が「MAX A/C（急速冷房）」に設定されている。

● エンジンが通常の作動温度に達していない。

● エンジン温度が高過ぎる。

● トランスミッションが前進ギヤに入っていない。

● ボンネットが開いている。

● トランスファ・ケースが「4L」または「N（ニュートラル）」
にある。

● ブレーキ・ペダルが十分な力で踏み込まれていない。

● アクセル・ペダルが踏まれている。

● 前回の自動停止から車速しきい値に達していない。

● ステアリングの角度が設定値を超えている。

● ACC が ON で、速度が設定されている。

● 車両が高地にある。

● システム故障がある。

● START&STOP システム「OFF（オフ）」スイッチが押され
た。

上記の項目がより極端な場合は、START&STOP システ
ムが「STOP/START READY（Stop/Start 準備 OK）」になっ
ていない状態であり、車両を数回走行させることができ
る場合があります。

自動停止モード時にエンジンを始動する

トランスミッションが前進ギヤに入っている状態でブレー
キ・ペダルを放すか、アクセル・ペダルを踏み込むとエン
ジンが始動します。エンジンが再始動すると、トランスミッ
ションは自動的にかみ合います。

次の場合、自動停止モード時にエンジンが自動的に始
動します。

● トランスミッション・セレクタを「D（ドライブ）」以外に動
かした。

● 車内の温度を快適に保とうとしている。

● 実際の車内温度がオートエアコンで設定されている
温度と大きく異なっている。

● エアコンディショナを最大限のデフロスタ・モードに設
定した。

● エアコンディショナ・システムの温度またはファン・スピ
ードを手動で調整した。

● バッテリ電圧が過度に低下した。

● ブレーキの真空状態が低い（ブレーキ・ペダルを数回
踏み込んだ後など）。

● START&STOP システム「OFF（オフ）」スイッチが押され
た。

● START&STOP システムにエラーが発生した。

● 「Stop/Start Autostop Active（停止／始動自動停止が
作動）」の時間が 5 分を超えた。

● 4WD システムが「4L」モードまたは「N（ニュートラル）」
モードになっている。

● ステアリング・ホイールがしきい値を超えて回転してい
る。

START&STOP システムを手動で OFF にす
る

（スイッチ・バンクにある）START&STOP システムの「OFF
（オフ）」スイッチを押します。スイッチの表示灯が点灯し
ます。インストルメント・パネル・ディスプレイの
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START&STOPセクション内に、「STOP/START 
OFF（停止／始動システム「OFF」）」のメッセージが表
示されます。

START&STOP システム「OFF（オフ）」スイッチ

メモ :
イグニッションを OFF にしてから ON に戻すたびに、
STOP&START システムは ON の状態にリセットされます。

START&STOP システムを手動で ON にす
る

（スイッチ・バンクにある）START&STOP システムの「OFF
（オフ）」スイッチを押します。スイッチの表示灯が消灯し
ます。

システム異常

START&STOP システムに異常が発生すると、システムに
よるエンジンの停止が行われなくなります。インストルメ
ント・パネル・ディスプレイに「SERVICE STOP/START
SYSTEM（START&STOP システム整備）」というメッセージ

および黄色の停止／始動整備表示灯が表示されます。

インストルメント・パネル・ディスプレイに「SERVICE STOP/
START SYSTEM（START&STOP システム整備）」というメッ
セージが表示された場合は、正規ディーラーでシステム
の点検を受けてください。

ブレーキ 
ブレーキ・システム

この車には、デュアル・ハイドロリック・ブレーキ・システ
ム（2 系統油圧ブレーキ・システム）が使われています。
2 系統の油圧システムのうち１系統が機能しなくても、残
りの１系統は機能します。ただし、全体のブレーキ効率
は若干低下します。これは、ブレーキを踏み込んだ時の
ペダル・ストロークの増加、減速または停止に要するペ
ダル踏力の増加、ブレーキ警告灯の点灯などで分かる
ことがあります。

何らかの理由でパワー・アシストが作用しない場合も、ブ
レーキをかけることはできます。ただし、パワー・アシスト
が作用している時よりもブレーキをかける操作負荷は増
大します。

パーキング・ブレーキ

車から降りるときは、必ずパーキング・ブレーキをしっか
りとかけてください。また、トランスミッションを「P（パーキ
ング）」レンジに入れたままにしておいてください。

パーキング・ブレーキ・レバーはセンタ・コンソールにあり
ます。パーキング・ブレーキをかける場合は、レバーをで
きるだけしっかり引き上げてください。パーキング・ブレー
キを解除するには、レバーを少し引き上げ、中央のボタ
ンを押してからレバーを完全に下ろします。

パーキング・ブレーキ・レバー

イグニッション・スイッチが ON 位置のとき、車速が
0km/h（0mph）でパーキング・ブレーキをかけると、イン
ストルメント・パネルのブレーキ警告灯が点灯します。

メモ :
● 車速が検出され、パーキング・ブレーキがかかってい

るときにオートマチック・トランスミッションのギヤをシ
フトすると、ブレーキ警告灯が点滅します。車速が 8
km/h を超えるとチャイムが鳴り、ドライバーに警告し
ます。走行する前に、必ずパーキング・ブレーキを完
全に解除してください。

● 車両の移動速度が 8km/h（5mph）未満の場合は、ブ
レーキ警告灯が点滅しますが、チャイムは鳴りませ
ん。車両の移動速度が 8km/h（5mph）以上の場合
は、ブレーキ警告灯が点滅し、チャイムが 1 回鳴りま
す。

● ブレーキ警告灯は、パーキング・ブレーキがかかって
いることを示すもので、ブレーキの作動具合を示すも
のではありません。

坂道で駐車するときは、下り坂では前輪を縁石側へ向
け、上り坂では車線中央側へ向けて駐車することが重要
です。オートマチック・トランスミッション車の場合は、ギ

始動と運転 141

5



ヤ・セレクタを「P（パーキング）」レンジにシフトする前に
パーキング・ブレーキをかけてください。かけなかった場
合、トランスミッションのロック機構にかかる負荷で、ギ
ヤ・セレクタが「P（パーキング）」レンジから抜けにくくなる
ことがあります。

警告!

● 絶対にパーキング・ブレーキの代用として「P（パー
キング）」位置を使用しないでください。車が動かな
いように、また人身事故や物損を防止するため、駐
車時には必ずパーキング・ブレーキを確実にかけ
てください。

● 車を出るときは常に、イグニッションからキー・フォ
ブを抜いて、車をロックしてください。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。お子さまを車内に残
して車から離れることは、非常に危険です。お子さ
まだけでなく第三者にもけがを負わせる恐れがあり
ます。お子さまがパーキング・ブレーキ、ブレーキ・
ペダルまたはギヤ・セレクタに触れないように注意
してください。

● キー・フォブを車内や車の周辺、またはお子さまの
手が届く場所に放置しないでください。お子さまが
パワー・ウィンドウやその他の装置を操作したり、
車を動かしてしまう恐れがあります。

● 運転する前にパーキング・ブレーキを完全に解除し
てください。解除が不十分な場合、ブレーキの故障
および衝突事故につながる恐れがあります。

● 車から離れるときは、パーキング・ブレーキを確実
にかけてください。車が動き出して、破損またはけ
がを引き起こす恐れがあります。また、トランスミッ

(続き)

警告!

ションを「P（パーキング）」レンジに入れたままにし
ておいてください。これを怠ると車が動き出し、破損
またはけがを引き起こす恐れがあります。

注意!

パーキング・ブレーキを解除してもブレーキ警告灯が
点灯したままの場合、ブレーキ・システムに不具合が
あることを示しています。直ちに正規ディーラーでブレ
ーキ・システムを修理してください。

トランスミッション

オートマチック・トランスミッション

「P（パーキング）」からのシフトは、ブレーキ・ペダルを踏
み込んだ状態で行う必要があります。

警告!

● 絶対にパーキング・ブレーキの代用として「P（パー
キング）」位置を使用しないでください。車が動かな
いように、また人身事故や物損を防止するため、車
両から離れるときは、必ずパーキング・ブレーキを
確実にかけてください。

● 「P（パーキング）」位置に入っていないと、車が動き
出して、自分が負傷したり人身事故を招く恐れがあ
ります。ブレーキ・ペダルを放し、トランスミッション・
ギヤ・セレクタを「P（パーキング）」から別のギヤに
入れて確認してください。車から出るときは、必ずト

(続き)

警告!

ランスミッションが「P（パーキング）」位置に入ってい
ることを確認してください。

● 車両が動いている最中は、トランスミッションを「P
（パーキング）」に入れることはできません。「P（パ
ーキング）」にシフトする前に、必ず車両を完全に停
止させ、トランスミッション・ギヤ位置表示が「P（パ
ーキング）」を示している（点滅ではなく点灯してい
る）ことを確認してください。車両から離れる前に、
車両が完全に停止しており、「P（パーキング）」位置
が適切に示されていることを確認してください。

● エンジン回転数がアイドリング回転数を超えている
ときに、セレクタを「P（パーキング）」または「N（ニュ
ートラル）」からシフトするのは危険です。ブレーキ・
ペダルをしっかり踏んでいないと、車両が前方また
は後方に急発進する恐れがあります。車を制御で
きなくなり、人や物にぶつかる危険性があります。
シフト操作は、エンジンが通常通りにアイドリングし
ていて、ブレーキ・ペダルをしっかり踏んでいるとき
にだけ行ってください。

● 車両が予期せずに動き出してしまった場合、人身
事故を招く危険性があります。エンジンをかけたま
ま、車外に出ないでください。車から出る前には必
ず完全に停止し、パーキング・ブレーキをかけ、ギ
ヤを「P（パーキング）」に入れ、イグニッションを
「OFF」にしてください。イグニッションを「OFF」位置
にすると、車両が予期せず動き出さないようにトラ
ンスミッションは「P（パーキング）」位置に固定され
ます。

● 車両から降りる場合は、必ずイグニッションを「OFF」
位置にし、キー・フォブを車両から持ち出して、車両
をロックしてください。

(続き)
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警告!

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。お子さまを車内に残
して車から離れることは、非常に危険です。お子さ
まだけでなく第三者にもけがを負わせる恐れがあり
ます。お子さまがパーキング・ブレーキ、ブレーキ・
ペダルまたはトランスミッション・ギヤ・セレクタに触
れないように注意してください。

● キー・フォブを車内や車周辺または子供の手が届く
場所に置いたまま車から離れないでください。ま
た、イグニッションを「ACC」または「ON/RUN」の位置
にしたまま車から離れないでください。お子さまが
パワー・ウィンドウやその他の装置を操作したり、
車を動かしてしまう恐れがあります。

注意!

次の注意事項に従わないと、トランスミッションが損傷
することがあります。

● 車両が完全に停止してから、ギヤを「P（パーキン
グ）」または「R（リバース）」に入れるか、そのギヤか
らシフトします。

● エンジン回転数がアイドリング回転数を超えている
ときには、「P（パーキング）」、「R（リバース）」、「N
（ニュートラル）」、「D（ドライブ）」間でシフトしないで
ください。

● シフト・レバーを操作する前に、ブレーキ・ペダルを
しっかり踏んでください。

イグニッション・パーキング・インターロッ
ク

この車両にはイグニッション・パーキング・インターロック
が装備されており、トランスミッションを「P（パーキング）」
にしてからイグニッションを「OFF（オフ）」位置にする必要
があります。これは、ドライバーがトランスミッションを「P
（パーキング）」レンジに入れずにうっかり車両から離れ
てしまうことを防ぎます。このシステムは、イグニッション
が「OFF」位置のときは必ずトランスミッションを「P（パー
キング）」にロックする機能も備えています。

メモ :
ブレーキをかけていても、エンジンが稼働していない場
合は、トランスミッションは「P（パーキング）」位置からシフ
トできません。降車する前に、トランスミッションが「P（パ
ーキング）」にあり、イグニッションが「OFF（オフ）（「ACC」
位置ではなく）」であることを確認してください。

ブレーキ／トランスミッション・シフト・イン
ターロック（BTSI）システム

この車両には、ブレーキ・ペダルが踏み込まれていない
場合にトランスミッション・ギヤ・セレクタを「P（パーキン
グ）」位置に固定する BTSI が装備されています。トランス
ミッションを「P（パーキング）」位置から動かすには、エン
ジンを作動させてブレーキ・ペダルを踏み込む必要があ
ります。また、車両が停止しているか低速走行していると
きに「N（ニュートラル）」から「D（ドライブ）」または「R（リバ
ース）」にシフトする場合にも、ブレーキ・ペダルを踏む必
要があります。

8 速オートマチック・トランスミッション

トランスミッション・ギヤ・レンジ（PRNDM）は、ギヤ・セレ
クタの横とインストルメント・パネル内の両方に表示され
ます。ギヤ・レンジを選択するには、ギヤ・セレクタの

「Lock（ロック）」ボタンを押し、セレクタを後方または前方
へ動かします。トランスミッションを「P（パーキング）」位置
から動かすには、エンジンを作動させてブレーキ・ペダル
を踏み込む必要があります。車両が停止中、あるいは低
速走行中に「N（ニュートラル）」から「D（ドライブ）」または
「R（リバース）」へシフトする場合も、ブレーキ・ペダルを
踏む必要があります。通常の運転には、「D（ドライブ）」
レンジを選択してください。

メモ :
● 新車の場合、最初のうちしばらくはシフトがややぎくし

ゃくすることがあります。しかし、これは異常な状態で
はなく、数百キロメートル走るうちに正確なシフトが行
われるようになります。

● ギヤ・セレクタの位置と実際のトランスミッション・ギヤ
が一致しないと（たとえば、運転中に運転者が「P（パ
ーキング）」を選択した場合）、セレクタを正しい位置に
戻すか、要求されたシフト操作を行えるようになるま
で、位置表示が点滅し続けます。

電子制御されるトランスミッションは、ドライバの操作と環
境および路面状況に基づいてシフト・スケジュールを調
整します。

「D（ドライブ）」から「P（パーキング）」または「R（リバー
ス）」にシフトする場合は、必ずアクセル・ペダルを放し、
車を停止してから行ってください。これらのレンジ間でシ
フトするときは、必ずブレーキ・ペダルを踏んでおいてく
ださい。

トランスミッション・ギヤ・セレクタのシフト位置は、「P（パ
ーキング）」、「R（リバース）」、「N（ニュートラル）」、「D（ド
ライブ）」、「M（マニュアル）（AutoStick）」です。AutoStick
シフト・コントロールを使用すると、マニュアル・シフトを行
えます。「M（AutoStick）（マニュアル）」位置（「D（ドライ
ブ）」位置の横）にあるときにギヤ・セレクタを前方（-）また
は後方（+）に切り替えると、トランスミッション・ギヤが手
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動で選択され、インストルメント・パネルに現在のギヤが
表示されます⇨ ページ 145。

ギヤ・セレクタ

メモ :
ギヤ・セレクタを前方に押しても「P（パーキング）」、「R（リ
バース）」、または「N（ニュートラル）」位置に入らない場
合、ギヤ・セレクタが（「D（ドライブ）」位置の横の）
AutoStick（+/-）位置に入っている可能性があります。
AutoStick モードでは、トランスミッション・ギヤ（1、2、3
など）がインストルメント・パネルに表示されます。「P（パ
ーキング）」、「R（リバース）」、および「N（ニュートラル）」
に入れるには、ギヤ・セレクタを右（「D（ドライブ）」位置）
に動かしてください。

ギヤ・レンジ

「P（パーキング）」または「N（ニュートラル）」から他のギ
ヤへシフトするときは、アクセル・ペダルを踏み込まない
でください。

メモ :
任意のギヤ・レンジを選択したら、選択されたギヤに入
るまで少し待ってからアクセル・ペダルを踏んでくださ
い。これは特にエンジンが冷えているときに重要です。

P（パーキング）

「P（パーキング）」レンジは、トランスミッションをロックす
ることによって、パーキング・ブレーキを補助します。エン
ジンはこのギヤ・レンジで始動します。車が動いていると
きには、絶対にセレクタを「P（パーキング）」レンジに入れ
ないでください。ギヤをこのレンジに入れて車を降りる時
は、パーキング・ブレーキをかけてください。

坂道で駐車する時は、トランスミッションを「P（パーキン
グ）」にシフトする前にパーキング・ブレーキをかけてくだ
さい。念のため、下り坂では前輪を縁石側へ向け、上り
坂では車線中央側へ向けて駐車してください。

車両から離れるときは常に以下を行ってください。

● パーキング・ブレーキをかける

● トランスミッションを「P（パーキング）」位置にする

● イグニッションを OFF にします

● キー・フォブを携帯して車両から出る

メモ :
4WD 車の場合は、トランスファ・ケースが「D（ドライブ）」
位置にあることを確認してください。

注意!

● トランスミッション・ギヤ・セレクタを「P（パーキン
グ）」から動かす前に、エンジンを始動し、ブレーキ・
ペダルも踏む必要があります。そうしないと、ギヤ・
セレクタが損傷する恐れがあります。

● 「P（パーキング）」または「N（ニュートラル）」位置か
ら別のギヤ・レンジにシフトするときは、エンジン回
転数を上昇させないでください。ドライブトレーンが
損傷する危険があります。

次のガイドラインに従って、トランスミッションを「P（パー
キング）」位置に適切かつ確実にシフトしてください。

● 「P（パーキング）」にシフトするときは、ギヤ・セレクタ
のロック・ボタンを押して、ギヤ・セレクタが停止して所
定の位置に固定されるまで、前方に向けていっぱい
に動かします。

● トランスミッション・ギヤ位置表示を見て、「P（パーキン
グ）」位置にあり、点滅していないことを確認してくださ
い。

● ブレーキ・ペダルを放した状態で、ギヤ・セレクタが「P
（パーキング）」位置から動かないことを確認してくださ
い。

R（リバース）

このレンジは、車両を後退させる場合に使用します。必
ず車両が完全に停止してから、「R（リバース）」レンジに
シフトしてください。

N（ニュートラル）

エンジンを作動させた状態で長時間停車する際に使用し
ます。車両を降りる場合は、パーキング・ブレーキをか
け、トランスミッションを「P（パーキング）」レンジに入れま
す。

警告!

「N（ニュートラル）」レンジで惰性走行しないでくださ
い。また、エンジンを切ったまま絶対に下り坂を惰性走
行しないでください。交通や路面の状態の変化に対す
るドライバーの反応が制限されるため、きわめて危険
です。車を制御できなくなり、衝突事故につながる恐
れがあります。
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注意!

けん引時、惰性走行、またはその他の何らかの理由
でトランスミッションを「N（ニュートラル）」に入れて走行
させると、トランスミッションが重大な損傷を受ける恐
れがあります。

キャンピング・カーなどのけん引については、⇨ペ

ージ 154。

走行不能車両のけん引については、⇨ページ

199。

D（ドライブ）

通常の運転状況では、このレンジを使用します。シフトア
ップおよびシフトダウンが最も滑らかで、燃費性能も最大
限発揮されます。トランスミッションがすべての前進ギヤ
にわたって自動的にシフトアップします。

重い荷物を積んでの運転、丘陵地や強い向かい風の中
を走行しているとき、または重いトレーラをけん引してい
るときなど、トランスミッションが頻繁にシフトする場合
は、AutoStick シフト・コントロール（タイプ別装備）を使用
して低いギヤを選択します ⇨ ページ 145。これらの状

況では、低速ギヤを使用すると走行性能が高まり、シフ
トの頻度が減って過熱状態を避けることができるため、ト
ランスミッションの寿命も延びます。

極寒時（-30°C（-22°F）以下）には、エンジンとトランスミ
ッションの温度と車速に応じてトランスミッションの動作
が変わることがあります。トランスミッション温度が適切
な温度に上昇したら、通常の作動に戻ります。

マニュアル（M）

「D（ドライブ）」位置の横の「M（マニュアル）」（M、+/-）位
置では、トランスミッションのシフトを完全に手動で制御
でき、AutoStick モードとも呼ばれます。「M（マニュアル）

（AutoStick）」位置にあるときにギヤ・セレクタを前方（-）
または後方（+）に動かすと、トランスミッション・ギヤが手
動で選択され、インストルメント・パネルに現在のギヤが
表示されます ⇨ ページ 145。

トランスミッション・リンプ・ホーム・モード

異常な状態がないかどうか、トランスミッション機能は電
子的にモニタされています。トランスミッションの損傷に
つながる状態が検知されると、トランスミッション・リンプ・
ホーム・モードが作動します。このモードでは、トランスミ
ッションは特定のギヤのみで作動するか、まったくシフト
できません。車の性能が大きく低下したり、エンジンがス
トールしたりすることがあります。場合によっては、エンジ
ンを停止して再始動した場合にギヤがかみ合わないこと
があります。警告灯（MIL）が点灯することがあります。イ
ンストルメント・パネルにメッセージが表示され、重大な
状態を通知したり、必要な処置を示したりする場合があ
ります。

不具合が一時的であった場合は、下記の手順でトランス
ミッションをリセットすれば、前進ギヤはすべて作動可能
な状態に戻ります。

メモ :
エンジン停止後に通信が再接続されない可能性がある
ことをインストルメント・パネルのメッセージが示している
場合、ご希望の場所（できれば正規ディーラー）でこの手
順のみを実行してください。

1. 車を停止させます。

2. 可能な場合は、トランスミッションを「P（パーキン
グ）」位置にします。そうでない場合は、トランスミッ
ションを「N（ニュートラル）」にシフトします。

3. エンジンがオフになるまで、イグニッション・スイッチ
を押し続けます。

4. 約 30 秒間待ちます。

5. エンジンを再始動してください。

6. 目的のギヤ・レンジにシフトします。不具合が検知さ
れなければ、トランスミッションは正常な動作に戻り
ます。

メモ :
トランスミッションがリセットできた場合にも、できるだけ
早く最寄りの正規ディーラーにご相談ください。正規ディ
ーラーには、トランスミッションの状態を評価する診断機
器が備わっています。

トランスミッションをリセットできない場合は、正規ディー
ラーでの整備が必要です。

AUTOSTICK
AutoStick は運転者の意思でシフト・チェンジができるトラ
ンスミッションです。マニュアル・シフト・コントロールを提
供することで、車のこまやかなコントロールを可能にしま
す。AutoStick によりエンジン・ブレーキを最大限活用し、
不要なシフトアップやシフトダウンをなくし、全体的な車
の性能を向上させることができます。このシステムは、追
い越し、市街地走行、寒冷時のすべりやすい状態、山岳
走行、およびその他多くの状況で、細やかなコントロー
ルを可能にします。

操作

AutoStick モードを作動させるには、ギヤ・セレクタを「M
（マニュアル）」位置（「D（ドライブ）位置の横）にシフトしま
す。現在のトランスミッション・ギヤは、インストルメント・
パネルに表示されます。AutoStick モードでは、（「M（マ
ニュアル）」位置にある）ギヤ・セレクタを使用して、トラン
スミッションを手動でシフトできます。「M（マニュアル）」位
置にある状態でギヤ・セレクタを前方（-）にタップすると、
トランスミッションは次の低いギヤにシフトダウンします。
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セレクタを後方（+）にタップすると、シフトアップが行われ
ます。

AutoStick モードでは、エンジンのラギングや過回転状態
が発生しない限り、運転者が手動で（+/-）を選択すると、
トランスミッションはシフトアップまたはシフトダウンしま
す。下記の条件を除き、さらにシフトアップやシフトダウン
を選択するまで現在選択しているギヤが維持されます。

● トランスミッションは、車の速度が遅くなると、自動的
にシフトダウンしてエンジン・ラグ（もたつき）を防止し、
現在のギヤが表示されます。

● トランスミッションは、停車すると自動的に 1 速にシフ
トダウンします。停車してから発進するときにドライバ
ーは車の加速に応じてトランスミッションを手動でシフ
トアップ（+）する必要があります。

● 停車後、1 速または 2 速（あるいは、4WD Low では 3
速）でも発進することができます。停車時に（+）側に
押すと、2 速で発進できます。雪や凍った状況では、2
速または 3 速での発進が有効な場合があります。

● 要求されたシフトダウンによってエンジンが過回転に
なる場合、そのシフトは発生しません。

● このシステムは、車速が不十分な場合にシフトアップ
しようとしても無効になります。

● ギヤ・セレクタを（-）位置に押し続けると、トランスミッ
ションが徐々にシフトダウンしていき、現在の速度で
可能な最低のギヤになります。

● AutoStick が有効な場合、トランスミッションのシフト動
作がより強く感じられます。

● 故障またはオーバーヒート状態が検出された場合、
システムはオートマチック・シフト・モードに戻ることが
あります。

メモ :
下り坂コントロールが有効な場合、AutoStick は無効にな
ります。

AutoStick モードを解除するには、ギヤ・セレクタを「D（ド
ライブ）」位置に戻します。「AutoStick」位置へ、または
「AutoStick」位置からのシフト操作は、アクセル・ペダル
から足を放さなくてもいつでもできます。

警告!

滑りやすい路面では、シフトダウンして余分なエンジ
ン・ブレーキをかけないでください。駆動輪がグリップ
を失って車両が滑り、衝突や人身事故が発生する恐
れがあります。

4 輪駆動 - タイプ別装備

説明

警告!

トランスファ・ケースがポジションにしっかり入っていな
いと、トランスファ・ケースが破損したり、動力不足に陥
ったり、車を制御できなくなったりする恐れがありま
す。衝突事故につながります。トランスファ・ケースが
完全に締結しない状態で車を運転しないでください。

トランスファ・ケースの 5 つの位置

トランスファ・ケースには、次の 5 つのモードがあります。

● 2H - 2WD ハイ・レンジ

● 4H AUTO - 4WD オート・ハイ・レンジ

● 4H PART TIME - 4WD パート・タイム・ハイ・レンジ

● N（ニュートラル）

● 4L - 4WD ロー・レンジ

4WD ギヤ・セレクタ

各トランスファ・ケース・モード位置の適切な使用に関す
るより詳しい情報については、以下を参照してください。

2H

2WD ハイ・レンジ - 一般道路および高速道路の乾燥した
舗装道路を走行するときに使用します。

4H AUTO

4WD オート・ハイ・レンジ - このレンジは駆動力を前輪に
伝えます。車両がトラクションの喪失を感知すると、4WD
システムが自動的に作動します。このレンジでは、さまざ
まな路面状況に対してトラクションが向上します。

4H パート・タイム

4WD パート・タイム・ハイ・レンジ - このレンジは、フロン
ト・ドライブシャフトに対するトルクを最大化し、前輪と後
輪を同じ速度で回転させます。このレンジは、ぬかるん
だ滑りやすい路面に限り、より大きなトラクションを発揮
します。
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N（ニュートラル）

警告!

パーキング・ブレーキを完全にかけないで、トランスフ
ァ・ケースを「N（ニュートラル）」位置に入れたまま車を
離れると、人身事故や死亡事故を招く恐れがありま
す。トランスファ・ケースが「N（ニュートラル）」位置にな
っていると、フロント・ドライブシャフトとリヤ・ドライブシ
ャフトがパワートレインから切り離されているので、オ
ートマチック・トランスミッションが「P（パーキング）」に
なっていても車が動いてしまいます。車を離れるとき
は、必ずパーキング・ブレーキをかけてください。

ニュートラル - このレンジでは、フロント・ホイールとリヤ・
ホイールのドライブシャフトをパワートレーンから切り離し
ます。この位置は、ほかの車の後ろでけん引される場合
に使用します ⇨ ページ 154。

4L

4WD ロー・レンジ - このレンジは、低速 4WD 走行に対
応します。フロント・ドライブシャフトに対するトルクを最大
化し、前輪と後輪を同じ速度で回転させます。このレンジ
は、ぬかるんだ滑りやすい路面に限り、より大きなトラク
ションと最大の発進力を発揮します。40km/h（25mph）
の速度を超えないでください。

このトランスファ・ケースは、一般道および高速道の乾い
た固い路面では 2WD（2H）位置または 4WD 位置（4H
AUTO）で走行するように設計されています。

さまざまな走行条件に対しては、4H AUTO モードが使用
できます。このモードでは、フロント・アクスルが作動しま
すが、車両の駆動力は後輪に伝えられます。車両がトラ
クションの喪失を感知すると、4WD が自動的に作動しま
す。フロント・アクスルが作動するため、このモードは
2WD モードよりも燃料消費効率が低くなります。

より強力なトラクションが必要なときは、トランスファ・ケ
ースを 4H または 4L 位置にすることにより、前輪と後輪
のドライブシャフトを連結し、両方を同じ速度で回転させ
ることができます。4H および 4L 位置での作動は、柔ら
かく滑りやすいオフ・ロード路面での運転を目的としたも
ので、通常走行時には不向きです。4H および 4L 位置
で乾いた固い路面を走行するとタイヤが激しく摩耗し、
駆動系の構成部品が損傷する恐れがあります
components ⇨ ページ 147。

インストルメント・パネルは、車両が 4WD にあること、前
部と後部のドライブシャフトが同時にロックされているこ
とを運転者に警告します。トランスファ・ケースが 4H 位
置にシフトされた場合は、表示灯が点灯します。

4L 位置で走行するときには、2H または 4H での走行時
に比べ、エンジン回転数が同じ速度で約 3 倍（Rubicon
モデルでは約 4 倍）になります。エンジン回転数が上が
り過ぎないように注意してください。

4WD 車を適切に作動させるには、各ホイールのタイヤ
のサイズ、タイプおよび円周が均一でなければなりませ
ん。少しの差でも、シフトに悪影響が出て、トランスファ・
ケースが損傷する恐れがあります。

4WD は優れたトラクションを供給することができるため、
安全な旋回速度および制動速度を超えてしまう傾向が
あります。路面の状態が許す範囲の速度で走行してくだ
さい。

シフト操作手順

2H から 4H AUTO へ、または 4H AUTO から
2H へ

2H と 4H AUTO 間のシフト・レバー操作は、車の走行中、
停止中のどちらの場合でも行えます。好ましいシフト速
度は、0～72km/h（45mph）になります。車両走行中

は、レバー操作後にアクセル・ペダルを一時的に放す
と、トランスファ・ケースの連結と解除が素早く行えます。
トランスファ・ケースをシフトしているときは加速しないでく
ださい。トランスファ・ケース・レバーをシフトする際には、
一定の力を加えてください。

2H/4H オーﾄから 4H パート・タイムへ、または
4H パート・タイムから 2H/4H オートへ

2H/4H オートと 4H パート・タイムの間のシフト操作は、
車の走行中、停止中のどちらの場合でも行えます。好ま
しいシフト速度は、0～72km/h（45mph）になります。車
両走行中は、レバー操作後にアクセル・ペダルを一時的
に放すと、トランスファ・ケースの連結と解除が素早く行
えます。トランスファ・ケースをシフトしているときは加速
しないでください。トランスファ・ケース・レバーをシフトす
る際には、一定の力を加えてください。

メモ :
● 前輪または後輪のどちらか一方が空転しているとき

に、シフトを行わないでください。シフトを行うために、
フロントとリヤ・ドライブシャフトの速度は同じである必
要があります。前輪または後輪のどちらかのみが空
転しているときにシフトを行うと、トランスファ・ケース
が損傷する場合があります。

● 4WD からのシフトが遅れる可能性がある理由として
は、タイヤの偏摩耗、タイヤ空気圧の低下または不均
衡、過剰な車両積載量、または低温があります。

● 速度上昇に伴いシフト操作には力が必要になります
が、これは正常です。

寒冷時は、トランスファ・ケース・フルードが暖まるまでシ
フト変更が困難な場合があります。これは正常な状態で
す。
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4H パート・タイム／4H オートから 4L へ、また
は 4L から 4H パート・タイム／4H オートへ

車両が 2～5km/h（1～3mph）で走行している状態で、ト
ランスミッションを「N（ニュートラル）」にシフトします。車
両が 2～5km/h（1～3mph）で惰性走行中に、トランスフ
ァ・ケース・レバーを希望するポジションにしっかりとシフ
トします。トランスファ・ケース・レバーを N（ニュートラル）
位置で止めないようにしてください。シフトが完了したら、
トランスミッションを「D（ドライブ）」にします。

車両が 2～5 km/h (1～3 mph)で走行している状態で、
オートマチック・トランスミッションを「N（ニュートラル）」に
シフトします。車両が 2～5 km/h (1～3 mph)で惰性走
行中に、トランスファ・ケース・レバーを希望するポジショ
ンにしっかりとシフトします。トランスファ・ケース・レバー
を N（ニュートラル）位置で止めないようにしてください。
シフトが完了したら、トランスミッションを「D（ドライブ）」に
します。

車両が 2～5km/h で走行している状態で、トランスミッシ
ョンを「N（ニュートラル）」にシフトします。車両が 2～
5km/h で惰性走行中に、トランスファ・ケース・レバーを
希望するポジションにしっかりとシフトします。トランスフ
ァ・ケース・レバーを N（ニュートラル）位置で止めないよ
うにしてください。シフトが完了したら、トランスミッション
を「D（ドライブ）」にします。

メモ :
4L へのシフト接続、4L からのシフト解除の操作は、車両
が完全に停止しているときも可能ですが、クラッチの歯
がうまく噛み合わないと、シフトが難しくなる場合もありま
す。クラッチの歯をうまく噛み合わせ、シフトが完全に入
るまでに何度か操作を繰り返さなければならないことが
あります。車両を 2～5km/h（1～3mph）で走行させなが
ら操作するのが望ましい方法です。2～5km/h（1～3

mph）以上で走行している場合、4L の締結、または解除
を試みないでください。

警告!

トランスファ・ケースがポジションにしっかり入っていな
いと、トランスファ・ケースが破損したり、動力不足に陥
ったり、車を制御できなくなったりする恐れがありま
す。衝突事故につながります。トランスファ・ケースが
完全に締結しない状態で車を運転しないでください。

TRAC-LOK リヤ・アクスル — タイプ別
装備

Trac-Lok リヤ・アクスルは、両方の後輪に一定の駆動力
を与えるとともに、駆動車輪の 1 つでトラクションがなく
なることによって起こるホイールの空転を防ぎます。2 つ
の後輪のトラクションが異なる場合、ディファレンシャル
は、トラクションのある方の車輪にトルクを多く供給し、自
動的に、使用可能なトルクの均衡をとります。

Trac-Lok は、滑りやすい道路条件の場合に、特に有効
です。両方の後輪が滑りやすい路面にある場合、アクセ
ルを少し踏むことにより、最大のトラクションが発揮され
ます。

警告!

リミテッド・スリップ・ディファレンシャルが装備されてい
る車両では、リヤ・ホイールの 1 つが地面から離れて
いる状態では、決してエンジンを作動させないでくださ
い。地面に着いているリヤ・ホイールで走行することに
なり、車を制御できなくなる恐れがあります。

アクスル・ロック（AXLE LOCK）（TRU-
LOK）、フロントおよびリヤ - タイプ別
装備

「AXLE LOCK（アクスル・ロック）」スイッチはインストルメン
ト・パネルにあります。

アクスル・ロック・スイッチ・パネル

この機能は、以下の条件が揃った場合に限り作動しま
す。

● イグニッションが「RUN（走行）」位置にあり、車両が
「4L」（4WD ロー・レンジ）である。

● 車速が 10 mph (16 km/h)以下。

● アクスルの右と左の両方のホイールが同じ速度であ
る。

システムを起動するには、「AXLE LOCK（アクスル・ロッ
ク）」スイッチを押し下げ、リヤ・アクスルのみをロックしま
す（「REAR ONLY（リヤのみ）」表示灯が点灯します）。スイ
ッチを引き上げてフロント・アクスルとリヤ・アクスルをロ
ックします（「FRONT + REAR（フロント+リヤ）」表示灯が点
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灯）。リヤ・アクスルがロックしたら、スイッチの下部をもう
一回押すとフロント・アクスルがロックまたはロック解除さ
れます。

メモ :
アクスルが完全にロックまたはロック解除されるまで表
示灯が点滅します。

アクスルのロックを解除するには、「AXLE LOCK OFF（ア
クスル・ロック・オフ）」ボタンを押します。

ギヤが「4L」（4WD ロー・レンジ）から解除されるか、また
はイグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」位置に回すと、
アクスル・ロックは解除されます。

車速が 48km/h（30mph）超になるとアクスルはロック解
除され、車速が 16km/h（10mph）未満になると自動的
に再ロックされます。

アクスル・ロック（AXLE LOCK）（TRU-
LOK）、リヤのみ - タイプ別装備

適切な条件を満たす場合、リヤ・アクスルが 4H にロック
されることがります。

警告!

このモードは、幹線道路以外の道またはオフ・ロードで
のみ使用するためのものであり、公道で使用してはい
けません。

「AXLE LOCK（アクスル・ロック）」スイッチはインストルメン
ト・パネルにあります。

アクスル・ロック・スイッチ・パネル

この機能は、以下の条件が揃った場合に限り作動しま
す。

● イグニッションが「RUN（走行）」位置にあり、車両が
「4H」（4WD ハイ・レンジ）にある。

● 車両が「OFF ROAD+」有効になっている⇨ページ

151。

● 車両が ESC「Full Off」モードになっている⇨ページ

164。

● 車両のホイール・スリップが大きい、または車両が急
なカーブを曲がっている状態でないこと。

システムを起動するには、「AXLE LOCK（アクスル・ロッ
ク）」スイッチを押し下げ、リヤ・アクスルのみをロックしま
す（「REAR ONLY（リヤのみ）」が点灯します）。

リヤ・アクスルのロックを解除するには、「AXLE LOCK
OFF（アクスル・ロック・オフ）」ボタンを押します。

車両の「4H（4WD ハイ・レンジ）」を解除する、運転者が
「OFF ROAD+」をオフにする、ESC「Full Off（フル OFF）」を

終了する、またはイグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」
位置にすると、アクスル・ロックは解除されます。

メモ :
リヤ・アクスルが完全にロックまたはロック解除されるま
で表示灯が点滅します。

一部の条件下において、リア・アクスル・ロック・システム
がリヤ・ロッカーを一時的に解除することがあります。

この動作が行われた場合、システムの許可が行われれ
ば直ちに、自動的にリヤ・アクスルが再ロックされます。

車両の運転条件が正しくないことにより、アクスル・ロック
の要求をシステムが 5 秒以内に完了しない場合は、そ
の要求はキャンセルされるので、運転者がロッカーの起
動を再要求する必要があることがあります。

アクスル・ロック(TRU-LOK)リヤ限定、
高速走行用 - タイプ別装備

適切な条件が満たされ、フロントおよびリヤ・アクスル・ロ
ックまたはリヤ限定アクスル・ロックが装備されている場
合、高速走行時にリヤ・アクスルを 4H に固定できます。

警告!

このモードは、幹線道路以外の道またはオフ・ロードで
のみ使用するためのものであり、公道で使用してはい
けません。

「AXLE LOCK（アクスル・ロック）」スイッチはインストルメン
ト・パネルにあります。

始動と運転 149

5



アクスル・ロック・スイッチ・パネル

この機能は、以下の条件が揃った場合に限り作動しま
す。

● イグニッションが「RUN（走行）」位置にあり、車両が
「4H」（4WD ハイ・レンジ）にある。

● まず車両を Off Road+ （オフ・ロード+）アクティブ Off
Road+ （オフ・ロード+）にする必要があります（タイプ
別装備）。

● その後、車両を ESC の「Full Off（フル OFF）」モード
ESC 作動モードにする必要があります（ESC フル作動
の詳細をすべてご確認ください）。

● 車両のホイール・スリップが大きい、または車両が急
なカーブを曲がっている状態でないこと。

リヤ・システムを起動するには、「AXLE LOCK（アクスル・
ロック）」スイッチを押し下げ、リヤ・アクスルのみをロック
します（「REAR ONLY（リヤのみ）」が点灯します）。

アクスルのロックを解除するには、「AXLE LOCK OFF（ア
クスル・ロック・オフ）」ボタンを押します。

車両の「4H（4WD ハイ・レンジ）」を解除する、運転者が
「Off Road+」をオフにする、ESC「Full Off（フル OFF）」を

終了する、またはイグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」
位置にすると、アクスル・ロックは解除されます。

メモ :
リヤ・アクスルが完全にロックまたはロック解除されるま
で表示灯が点滅します。

一部の条件下において、リア・アクスル・ロック・システム
がリヤ・ロッカーを一時的に解除することがあります。

この動作が行われた場合、システムの許可が行われれ
ば直ちに、自動的にリヤ・アクスルが再ロックされます。

車両の運転条件が正しくないことにより、アクスル・ロック
の要求をシステムが 5 秒以内に完了しない場合は、そ
の要求はキャンセルされるので、運転者がロッカーの起
動を再要求する必要があることがあります。

電子制御式スウェイ・バー切り離し
機能 — タイプ別装備 
電子制御で切り離されるスタビライザ／スウェイ・バーが
装備されている車両もあります。このシステムにより、オ
フ・ロードでフロント・サスペンションの移動量を増加させ
ることができます。

このシステムはインストルメント・パネルにある SWAY
BAR スイッチにより制御されています。

「SWAY BAR（スウェイ・バー）」スイッチ

システムを起動するには SWAY BAR スイッチを押しま
す。システムを解除するにはスイッチを再度押します。ス
ウェイ・バーが切り離されると、（インストルメント・パネル
にある）「スウェイ・バー表示灯」が点灯します。起動時ま
たは作動条件が合致しない場合、「スウェイ・バー表示
灯」は点滅します。スタビライザ／スウェイ・バーは、通常
の走行条件ではオン・ロード・モードのままになります。

警告!

硬い路面を走行する前に、または 29km/h（18mph）
を超える速度で走行する前に、スタビライザ／スウェ
イ・バーが再接続されていることを確認してください。
スタビライザ／スウェイ・バーが外れていると、車両の
制御を失うことがあり、重傷を負う恐れがあります。特
定の状況では、フロント・スタビライザ／スウェイ・バー
は車両安定性を向上させ、車両の制御に役立ちま
す。このシステムは車速を監視し、速度が 29km/h
（18mph）を超えたときにスタビライザ／スウェイ・バー
を再接続します。これはスウェイ・バー表示灯の点滅
または点灯で示されます。車速が 22km/h（14mph）

(続き)
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警告!

を下回ると、システムは再度オフ・ロード・モードに戻り
ます。

スタビライザ／スウェイ・バーを切り離すには、4H か 4L
のどちらかにシフトし、SWAY BAR スイッチを押して、オ
フ・ロード・ポジションにします⇨ ページ 146。スタビライ

ザ／スウェイ・バーが完全に切り離されるまで、「スウェ
イ・バー表示灯」が点滅します。

メモ :
スタビライザ／スウェイ・バーは、左右サスペンションの
高さの違いにより、トルクによってロックされることがあり
ます。この状態は、路面の違いまたは積載重量によるも
のです。スタビライザ／スウェイ・バーを切り離して再度
接続するには、左右のバーの高さを揃えてください。この
調整を行うには、車両を水平面で走行させるか、左右に
揺らさなければならない場合があります。

オン・ロード・モードに戻るには、SWAY BAR スイッチを再
度押してください。

警告!

スタビライザ／スウェイ・バーがオン・ロード・モードに
戻らない場合は、「スウェイ・バー表示灯」がインストル
メント・パネルで点滅し、車両安定性が低下することが
あります。29km/h（18mph）を超える速度で運転しな
いでください。スタビライザ／スウェイ・バーを外した状
態で 29km/h（18mph）を超えて運転しないでくださ
い。車両の制御を失うことがあり、重傷を負う恐れが
あります。

OFF ROAD+（オフ・ロード+） - タイプ
別装備

OFF ROAD+（オフ・ロード+）を有効にすると、特定の Off
Road（オフ・ロード）走行モードを使用する場合の運転感
覚が向上します。OFF ROAD+（オフ・ロード+）を作動させ
るには、スイッチ・バンクにある「OFF ROAD+（オフ・ロード
+）」スイッチを押します。有効になっている 4WD モード
に応じて、車両の性能が向上します。

OFF ROAD+（オフ・ロード+）スイッチ

メモ :
OFF ROAD+（オフ・ロード+）は、「2WD High（2H）」モード
では作動しません。2H モードでこのボタンを押すと、イン
ストルメント・パネル・ディスプレイに「Off Road+
Unavailable Shift to 4WD（オフ・ロード+、4WD にシフトで
きません）」というメッセージが表示されます。

OFF ROAD+（オフ・ロード+）が有効になると、以下の機能
が有効になります。

● インストルメント・パネル・ディスプレイに「OFF ROAD+
（オフ・ロード+）」表示灯が点灯します。

● インストルメント・パネル・ディスプレイには、モードに
応じたメッセージが表示されます。

● ラジオのヘッドユニット（タイプ別装備）に「Off Road
（オフ・ロード）」ページが起動します。

● 「Off Road Camera（オフ・ロード・カメラ）が起動します
（タイプ別装備）。

OFF ROAD+（オフ・ロード+）が有効になると、使用中の
4WD モードに応じて、車両の挙動が変化するようになり
ます。OFF ROAD+（オフ・ロード+）を使用すると、以下の
機能が向上します。

4L

● エンジン／トランスミッションの補正：ロック・クローリン
グとコントロール性に特化、ロック・クローリング時の
シフト・スケジュールの変更、ペダル補正を感度抑制
とロー・レンジにシフト、低車速域で動作

● トラクション・コントロール：低速域または 1 速におい
て能動的なブレーキ・ロック・ディファレンシャル・チュ
ーニング

● OFF ROAD+（オフ・ロード+）：イグニッション・オフ後、
次回始動時に前回の状態を呼び出し

4H

● エンジン／トランスミッションの補正：砂上性能向上／
ホイール・スリップ重視、スポーツ・モードのシフト・ス
ケジュール変更、ペダル補正を能動に設定、高車速
域で動作

● トラクション・コントロール：ホイール回転数高、スリッ
プ・チューニング・ブレーキ・ロック・ディファレンシャル
（エンジン制御なし）

● エレクトロニック・スタビリティ・コントロール：ESC Off
（オフ）（車速制限なし）
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● OFF ROAD+（オフ・ロード+）：イグニッション・オフ後、
次回始動時にデフォルトで OFF

OFF ROAD+（オフ・ロード+）の使用中は、クルーズ・コント
ロールとアダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）は作
動しません。OFF ROAD+（オフ・ロード+）の使用中に、い
ずれかの機能を起動した場合、専用のインストルメント・
パネル・メッセージが表示されます。

OFF ROAD+（オフ・ロード+）の使用中に、ESC OFF（ESC
オフ）ボタンを押すと、車両が以下のようになります。

● 「ESC OFF（ESC オフ）」ボタンを押す：Traction Control
（トラクション・コントロール）がオフになりますが、
Stability Control（スタビリティ・コントロール）はオンの
ままです。

● 「ESC OFF（ESC オフ）」ボタンを 5 秒間押し続ける：
Traction Control （トラクション・コントロール）と
Stability Control（スタビリティ・コントロール）がオフに
なります。

車両への給油 
フューエル・フィラ・キャップ

フューエル・フィラ・キャップは、車の左側にあります。フ
ューエル・フィラ・キャップを紛失したり破損したりした場
合は、新しいフューエル・フィラ・キャップが車両に適合し
ていることを必ず確認してください。

1. フューエル・フィラ・リッド（タイプ別装備）を開きま
す。

給油口リッド

2. フューエル・キャップを反時計回りに回転させて取り
外します。

フューエル・フィラ・キャップ

3. フィラ・パイプにフューエル・ノズルをいっぱいまで差
し込みます。

4. 車両に給油します。

メモ :
● 給油ノズルからカチッという音が聞こえるか、ま

たは給油が止まった時点で燃料タンクは満タン
です。

● ノズルが閉じたら、フューエル・ノズルを取り外す
前に、5 秒待って余分な燃料をノズルから排出さ
せます。

5. フューエル・ノズルを取り外し、フューエル・キャップ
を取り付けて、フューエル・フィラ・リッドを閉じます。

警告!

● フューエル・リッドが開いているときやタンクに給油
しているときには、決して車内や車周辺にタバコな
どの火気を近づけないでください。

● エンジン作動中は、絶対に給油しないでください。こ
れはほとんどの国で違法であるため、この行為を
行うと、エンジン警告灯（MIL）が点灯します。

● 車内に置かれた携行缶に直接燃料を給油すると火
事の原因になり、やけどをする恐れもあります。給
油中はガソリン容器を車外に出し、地面に置いてく
ださい。

注意!

● 不適切なフューエル・フィラ・キャップを使用すると、
フューエル・システムまたはエミッション・コントロー
ル・システムが損傷する恐れがあります。キャップ
を正しく取り付けないと、フューエル・システムに不
純物が混入することがあります。また、しっかり閉ま
らない市販のキャップを使用すると、気化した燃料
がシステムから抜けることにより、エンジン警告灯
（MIL）が点灯する場合があります。

● ガソリンが飛び散ったり溢れたりしないように、給油
の際には燃料タンクの給油口いっぱいまでガソリン
を入れないでください。
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メモ :
● 給油ノズルからカチッという音が聞こえるか、または

給油が止まった時点で燃料タンクは満タンです。

● フューエル・フィラ・キャップをカチッという音がするま
で約 1/4 回転して締め付けます。この音により、キャ
ップが適切に締め付けられたことがわかります。

● フューエル・フィラ・キャップが適切に締められていな
いと、MIL が点灯します。毎回給油するたびに、フュ
ーエル・フィラ・キャップが締められていることを確認し
てください。

フューエル・フィラ・キャップがゆるい
場合のメッセージ

給油後、車両診断システムによりフューエル・フィラ・キャ
ップが緩んでいないか、適切に取り付けられているか、
破損していないかが判断されます。システムが不具合を
検知すると、オドメータに「gASCAP（ガス・キャップ）」メッ
セージが表示されます。ガス・キャップは、カチッという音
が聞こえるまで締めてください。この音により、ガス・キャ
ップが適切に締め付けられたことがわかります。メッセー
ジを消すにはオドメータ・リセット・ボタンを押します。異常
が解消されないと、次に車両を始動したときに同じメッセ
ージが表示されます。この場合、キャップが損傷している
可能性があります。問題が連続して 2 回検出されると、
MIL が点灯します。異常が解消されると MIL は消灯しま
す。

車両積載量 
保証ラベル

地域の規則に定められているとおり、車両の左ドアまた
は B ピラーには保証ラベルが貼付されています。

このラベルには、製造年月、車両定格総重量（GVWR）、
フロントとリヤの車軸定格総重量（GAWR）、および車両
識別番号（VIN）などが記載されています。このラベルに
記載されている月日時（MDH）番号は、製造された月、
日、時間を示します。ラベルの下部に記載されているバ
ーコードが VIN です。

車両定格総重量（GVWR） 
GVWR とは、運転者、乗員、車両、装備、および積荷を
含む、車両の許容総重量を意味します。ラベルには、フ
ロントとリヤの最大許容荷重（GAWR）も記載されていま
す。総荷重は制限されているため、GVWR およびフロント
とリヤの GAWR を超えないようにしてください。

最大積載量

車両の最大積載量とは、ドライバー、全乗員、装備、お
よび積荷を含む、車両が運搬可能な許容積載量を意味
します。

車軸定格総重量（GAWR)
GAWR とは、フロント・アクスルおよびリヤ・アクスルの最
大許容荷重を意味します。荷重はカーゴ・エリアで分散
して、各アクスルの GAWR を超えないようにしてくださ
い。

各アクスルの GAWR は、システムで荷重容量が最小で
ある構成部品（アクスル、ばね、タイヤ、またはホイール）
によって決まります。耐久性を高めるために購入時に重
いアクスルまたはサスペンション構成部品を指定しても、
車両の GVWR が増えるとは限りません。

タイヤ・サイズ

車両識別ラベルのタイヤ・サイズは、車両の実際のタイ
ヤ・サイズを示しています。交換タイヤの負荷性能は、こ

のタイヤ・サイズの負荷性能と同じである必要がありま
す。

リム・サイズ

記載されているタイヤ・サイズに合ったリム・サイズで
す。

空気圧

GAWR 限界までのすべての積載条件における車両の冷
間時のタイヤの空気圧です。

装備重量

車両の装備重量とは、乗員や積荷が積載されていない
状態で、すべてのフルード類（燃料を含む）を最大容量ま
で入れた状態の車両の総重量を意味します。フロントと
リヤの装備重量は、乗員または積荷を積載する前に、業
務用の重量計で車両の重量を測定することで求められ
ます。

積載方法

地上で車両の実際の総重量およびフロントとリヤの重量
を求めるには、積載済みの運転可能な状態で車両の重
量を測定することをお勧めします。

まず、車両全体の重量を業務用の重量計で測定して、
GVWR を超えていないことを確認します。次に、車両のフ
ロントとリヤの重量を別々に測定し、荷重がフロント・アク
スルとリヤ・アクスルに適切に分散されていることを確認
します。測定した結果、総重量は記載の GVWR 以内で
あるが、フロント・アクスルまたはリヤ・アクスルで GAWR
を超えている場合があります。その場合、必要に応じて
フロントからリヤ、またはリヤからフロントに荷重を移動し
て、記載の重量制限内に収まるようにします。重い荷物
を低い位置に配置し、荷重が均等に分散されるようにし
てください。運転前に、安定の悪い荷物を固定します。
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不適切な荷重配分は、車両の操舵性およびブレーキ性
能に悪影響をおよぼすおそれがあります。

警告!

車両の積載量が、GVWR、またはフロントとリヤの
GAWR より重くならないようにしてください。重くなって
いる場合、車両の部品が破損したり、車両の操作性が
変化したりする場合があります。その結果、車が制御
できなくなる恐れがあります。過負荷によって車両の
寿命が短くなる恐れがあります。

キャンピング・カーなどのけ
ん引

他の車での車両けん引

けん引の条件
地面から離れて

いる車輪
4WD モデル

4 輪すべてが地
面に着いている
状態でけん引

なし
禁止

けん引用台車
によるけん引

フロント 禁止

リヤ 禁止

トレーラによる
けん引

すべて 可能

けん引の条件
地面から離れて

いる車輪
4WD モデル

メモ :
車両のけん引を行う場合は、適用される法令に必ず
従ってください。詳細については、地元の規制当局に
問い合わせてください。

運転のアドバイス

オン・ロード走行について

多目的車両は、最低地上高が高くホイール・ベースが狭
く設計されています。これにより、オフ・ロード走行時の変
化に富んだ走行に幅広く対応できます。また、特有のデ
ザインにより重心が従来の乗用車よりも高くなっていま
す。

最低地上高が高いため、道路に対しての視野が広が
り、障害を事前に察知できます。スポーツ・カーでオフ・ロ
ードの軽快な走行ができないのと同じように、この車で
は、従来の乗用車と同じ速度でコーナーを曲がることが
できません。急な旋回や操作は避けてください。このタイ
プの他の車と同じく、適切な運転を心がけなければ、制
動不能または横転してしまう恐れがあります。

オフ・ロード走行について

サイド・ステップの取り外し - タイプ別装備

メモ :
損傷を防ぐため、オフ・ロード走行の前にサイド・ステップ
を取り外してください（タイプ別装備）。

1. 各ブラケットについては、車両の下部から両方のナ
ットおよびボルトを取り外します。

下部ナット

2. サイド・ステップ・アッセンブリを取り外します。

バンパ・エンド・キャップの取り外し

車両のフロント・フェイシア／バンパのエンド・キャップ
は、以下の手順で取り外すことができます。

メモ :
バンパ・エンドは、スチール・バンパの場合のみ取り外し
可能です。
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1. T45 Torx ビット・スクリュー・ドライバを使用して、
GAWR ブラケットをエンド・キャップに固定している 2
つのボルト（ボルト#1 と#2）を緩めます。ボルトは取
り外さないでください。

ボルト#1

ボルト#2

2. 残り 8 つのボルトを取り外してください。

3. 車両からエンド・キャップをゆっくり取り外し、安全な
場所に保管します。

4. 反対側でもこの手順を行ってください。

オフ・ロード走行の基本

オフ・ロード走行では、多様な地形を走行することになり
ます。そのため、走行前に地形と地理を十分に把握して
おく必要があります。また、堅い土塊、砂利、岩、草、砂、
泥、雪、氷など、地面の条件もさまざまです。それぞれの
地面において、車両のステアリング、挙動、およびトラク
ションに異なる影響を及ぼします。オフ・ロード走行で
は、車両を制御することが非常に重要なことであるた
め、常にステアリング・ホイールをしっかり握って、良好な
運転状態を保つ必要があります。急加速、急ハンドル、
急ブレーキは禁物です。ほとんどの場合、道路標識、制
限速度、信号がありません。このため、何が安全で何が
危険であるかを自ら判断する必要があります。オフロー
ド走行中は、路面の障害物と地形の変化をあらかじめ予
想しなければなりません。また、現在走行している地形
を記憶しながら、その後の進路を見極めることが重要で
す。

メモ :
STOP&START システムは、オフ・ロードでは無効にするこ
とを推奨します。

警告!

常にシートベルトを締め、積荷はしっかりと固定してく
ださい。オフ・ロード走行時に積荷を固定しないと、積
荷が投げ出される恐れがあります。

注意!

絶対に、乾燥した草やその他の燃えやすい物体の上
に駐車しないでください。車両の排気装置の熱によっ
て火災が発生する可能性があります。

4WD LOW を使用するケース

オフ・ロード走行の際、滑りやすいまたは走行が困難な
地形での運転で、より大きなトラクションと制動力が必要
な場面や、急な坂道の上り下り、および低速でより大き
な牽引力が必要な場合は、4WD Low にします。このレン
ジの使用は、低速の駆動力を必要とする深雪、泥、急勾
配、砂利道などの極端な状況に限定してください。4WD
Low では、車の速度が 40km/h（25pmh）を超えないよう
にしてください。

注意!

4WD Low レンジは、乾いた舗装路の走行には使用し
ないでください。駆動系部品が損傷することがありま
す。

ブレーキとアクセルの同時操作

オフ・ロード走行では、ブレーキとアクセルを同時に操作
しなければならないことが多々あります（両足操作）。
岩、丸太、またはその他の段差のある物体を乗り越える
際には、軽くブレーキ圧を踏みながら軽くアクセルを踏む
ことで、車両がぐらついたり急に傾いたりするのを抑える
ことができます。このテクニックは、急勾配で車両を停止
させて発進する場合でも使用します。

雪、泥、砂地道での走行

雪

深い雪道を走行する場合、または低速走行時に優れた
制御とトラクションを必要とする場合は、シフト・レバーを
ロー・ギヤに、トランスファ・ケースを 4WD Low に入れま
す。前進を続けるために必要なときのみ、低速ギアにシ
フトしてください。エンジンの回転数を上げ過ぎると車輪
が空転し、トラクションが失われます。速度が落ちて止ま
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りそうになったら、スロットルを踏みながら、ステアリン
グ・ホイールをすばやく左右に回します（1/4 回転以
内）。これにより路面にタイヤが食い込み、トラクションを
維持することができます。

注意!

凍結路や滑りやすい路面では、高回転時または高速
時のシフトダウンを避けてください。エンジン・ブレーキ
がかかって、横滑りや制動不能が起きる危険がありま
す。

泥

深い泥は、タイヤの周囲に強い吸引力を生じさせるた
め、通過するのが非常に困難です。トラクションを維持す
るには、シフト・レバーを「D（ドライブ）」にして、トランスフ
ァ・ケースを「4WD Low（4WD ロー）」位置にしてください。
速度が落ちて止まりそうになったら、ステアリング・ホイ
ールをすばやく左右に回して（1/4 回転以内）、トラクショ
ンを確保します。泥池を走行する場合は、車両が損傷し
たり、ぬかるみにはまったりする可能性がさらに高まりま
す。このような場所には、以前に走行した車両が、はまっ
た際に落とした破片などの異物が溜まっています。泥池
を走行する場合は、いったん車から降りて池の深さを調
べ、障害物が沈んでいないか確認し、車両がはまってし
まった場合に安全に脱出できるかを確認してください。

砂地

柔らかい砂地は、標準のタイヤ空気圧で走行するのが
非常に困難です。柔らかい砂地を走行する場合は、車
両のトラクションを維持させ、なおかつ停止してはいけま
せん。柔らかい砂地を走行する際は、タイヤ空気圧を適
切に調整し、アクセルをゆっくりと操作し、急な運転操作
を避けて、車両のトラクションを維持することが重要で
す。広大な柔らかい砂地や砂丘を走行する場合は、タイ

ヤ空気圧を最小値である 103 kPa（15 psi）まで下げて、
タイヤと地面が接する面積を増やしてください。タイヤ空
気圧を下げることで、柔らかい砂地を走行する際のトラ
クションと挙動が大幅に向上します。ただし、舗装路やそ
の他の堅い路面を走行する前に、標準のタイヤ空気圧
に戻す必要があります。このため、空気圧を下げる前
に、空気入れを所有していることを確認してください。

注意!

タイヤ空気圧を下げると、タイヤとホイール・リム部と
の密着性が下がり、空気圧がさらに低下することがあ
ります。タイヤとホイール・リム部との密着性が下がっ
てしまう状況を避けるため、タイヤ空気圧を低くしたと
きには、速度を落として、急な旋回や操作を避けてくだ
さい。

障害物の通過（岩などの高さのある物
体）

オフ・ロード走行時には、多様な地形を走行することにな
ります。各地形には、さまざまな障害物が存在します。走
行する前に、進路を確認して、適切な進入経路を判断し
たり、不慮の事態が発生した場合に安全に車両を脱出
させることができるかどうかを判断する必要があります。
ステアリング・ホイールをしっかりと握り、まず車両を完
全に停止させてから、障害物に接触するまで車両を少し
ずつ前進させます。軽くブレーキ圧を踏みながら軽くアク
セルを踏むことで、障害物を乗り越えやすくなります。

警告!

障害物を乗り越えるときには、ステアリング・システム
に急激な負荷がかかり、車両の制御を失うことがあり
ます。

誘導者の配置

障害物が見えにくかったり、適切な進路を判断するのが
難しいことがあります。また、さまざまな種類の障害物が
存在するときは、適切な進路を判断することが非常に困
難です。このような場合は、障害物の周囲に人を配置し
て誘導してもらいます。誘導する人は、車両前方の位置
で、障害物とタイヤまたはシャーシが確認できる安全な
位置に立って誘導してもらいます。

大きな岩の通過

大きな岩の転がる岩場に近づいたら、最も大きい岩の上
を走行するような進路を選択します。これにより、車体を
障害物の上に乗り上げることができます。タイヤのトレッ
ドは、サイド・ウォールよりも厚く頑丈にできており、酷使
にも耐えるように設計されています。常に前方を見て、
大きな岩の上にタイヤが載るような進路を取ります。

注意!

● アクスルやシャーシに当たるほど大きな岩の上を
乗り越えないでください。

● ドア・シルに接触するほど大きな岩の上を乗り越え
ないでください。

峡谷、小さな谷、溝、浸食路、わだちの通過

峡谷、小さな谷、溝、浸食路、大きなわだちなどを通過す
る際には、角度を付けて進入することで車両のトラクショ
ンを維持できます。45°の角度で障害物に進入し、各タ
イヤが障害物の上を個別に通過するようにします。勾配
がきつい大きな障害物を越える場合には、十分注意す
る必要があります。車両が横転するほど勾配がきつい
大きな障害物の上を走行しないでください。わだちには
まった場合は、フロント・タイヤの前方左または右 45°の
方向に溝を掘ります。掘り起こした泥で、溝の前方にあ
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るわだちを埋めます。これで、45°の角度で掘った溝に
沿って脱出させることができます。

警告!

勾配がきつい障害物の上を走行した場合、進入角度
に関係なく、横転の危険性が高まります。

丸太の通過

丸太の上を通過する場合は、多少角度（約 10～15°）を
付けて進入します。これにより、一方のフロント・タイヤが
丸太の上に載った状態で、もう一方のフロント・タイヤが
丸太を上り始めるようになります。丸太を越える場合は、
タイヤの下で丸太が転がらないようにブレーキとアクセ
ルを調節してください。そして、ブレーキを使って丸太か
ら下ります。

注意!

車両の最低地上高よりも直径が大きい丸太は越えな
いでください。シャーシが引っ掛かって立ち往生しま
す。

シャーシが引っ掛かって立ち往生した場合

シャーシに物体が引っ掛かって立ち往生した場合は、い
ったん車から降りて、車両に引っ掛かったものと、その物
体が接触したシャーシの位置を確認し、脱出するのに最
適な方向を判断します。接触している物体によっては、
車両をジャッキ・アップし、車両を下ろしたときに物体が
シャーシに当たらないようにするために、タイヤの下に数
個の岩を置きます。車両をゆすったり、ウインチで引っ張
って脱出させることも可能です。

注意!

ただし、接触している物体が堅い場合、ウインチで引
っ張ったり、車両をゆすって脱出させると、シャーシが
損傷する危険性があります。

登坂走行

登坂走行を行うには、優れた判断能力が求められるとと
もに、自分の運転技量および車両の制限事項を的確に
理解している必要があります。登坂走行は、重大な問題
を引き起こす可能性があります。坂によっては勾配がき
つすぎるものもあり、このような坂は登坂しないでくださ
い。また、車両と自分の運転技量に自信がなければなり
ません。坂を上り下りする際には、坂に対してまっすぐに
進入してください。絶対に角度を付けて上らないでくださ
い。

急坂を上る前に

坂に近づいたら、坂の勾配を見極めます。勾配がきつす
ぎないかどうかを判断します。坂道のトラクションを確認
します。まっすぐに上り下りできるか路面状態ですか？
坂道の頂上と向こう側はどのようになっていますか？進
路にわだち、岩、枝などの障害物はありませんか？何ら
かの不具合が発生した場合に安全に車両から脱出でき
る状況ですか？すべてに問題がなく、確信が持てる場合
は、トランスミッションをロー・ギヤに、トランスファー・ケ
ースを 4WD Low レンジに入れ、トラクションを維持する
ことに注意を払いながら坂を上ります。

上り坂の走行

上る自信があり、ギヤを適切なレンジに入れたら、可能
な限り直線的に走行できる方向に車両を向けます。最初
はアクセルを軽く踏んで加速し、坂を上り始めたらさらに
踏み込みます。坂に突進しないでください。勾配の急激

な変化により制御を失うことがあります。フロント側が跳
ね始めたら、アクセルを多少戻して、4 輪すべてを地面
に接触させます。頂上に近づいたら、アクセルを戻して、
ゆっくりと頂上に上ります。坂の頂上に近づくにつれタイ
ヤがスリップする場合は、アクセルを緩め、ステアリン
グ・ホイールをすばやく左右に回して（1/4 回転以内）前
進を続けます。これにより路面にタイヤが食い込み、通
常、坂道を上がりきるトラクションが生じます。頂上に到
達できなくなったら、R（リバース）に入れて、フット・ブレー
キとエンジン・ブレーキを併用してまっすぐ坂を下りま
す。

警告!

絶対に角度を付けて坂を上ったり、急坂で方向転換し
ないでください。坂を横切る向きに走行すると、車両が
横転して重傷を負う恐れがあります。

下り坂の走行

急坂を下る前に、安全に下るのに勾配がきつすぎない
かどうかを判断します。路面のトラクションはどうです
か？操縦性を保った状態でゆっくりと下ることができない
ほど勾配きつくないですか？障害物はありませんか？ま
っすぐに下ることができますか？坂を下りきった地点に、
車両が高速で降りてきた場合に制御を取り戻すための、
十分な距離はありますか？確信が持てる場合は、「4WD
Low」に入れ、注意して前進します。エンジン・ブレーキを
使用して下り、必要に応じてフット・ブレーキをかけます。
ただし、タイヤをロックさせないようにしてください。

警告!

急坂を「N（ニュートラル）」で下らないでください。エン
ジン・ブレーキとフット・ブレーキを併用してください。坂

(続き)
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警告!

を高速で下ると、制御を失い、重傷事故や死亡事故が
発生する恐れがあります。

坂道を横切る方向での走行

可能な限り、坂道を横切る方向で走行しないでください。
必要に応じて、車両の能力を確認してください。坂道を
横切る向きで走行すると、下り側の車輪にかかる重量が
増し、下方向にすべり落ちたり横転する可能性が高まり
ます。路面が堅く安定した土であり、トラクションが良好
であることを確認してください。できるだけ、上または下
向きに多少角度を付けて横切ります。

警告!

坂を横切る向きに走行すると、車両が横転して重傷を
負う恐れがあります。

エンストを起こしたり、前進できなくなった場合

登坂中にエンストを起こしたり、前進できなくなった場合
は、停止してすぐにブレーキをかけてください。エンジン
を再始動して、R（リバース）にシフトします。バックで坂を
下ります。エンジン・ブレーキを使用して下り、必要に応
じてフット・ブレーキをかけます。ただし、タイヤをロックさ
せないようにしてください。

警告!

急坂でエンストしたり、前進できなくなったり、または頂
上まで到達できなくなったら、絶対に方向転換しない
でください。方向転換すると、車が傾き、横転して、重
傷を負う恐れがあります。「R（リバース）」で慎重にまっ
すぐ後退してください。「N（ニュートラル）」に入れて、フ

(続き)

警告!

ット・ブレーキだけで急坂を下ることは行わないでくだ
さい。坂道では斜めに横切りながら運転するのではな
く、常にまっすぐ上り下りしてください。

水溜りでの走行

水溜りを走行する際には、十分注意する必要がありま
す。可能な限り水溜りでの走行を避け、どうしても必要な
場合に限り、安全性を確保できる方法で走行してくださ
い。指定および許可されている場所のみを走行してくだ
さい。注意深く走行して、環境を破壊しないようにしてくだ
さい。車両の能力を理解し、不具合が発生した場合に
は、そこから脱出しなければなりません。水深が深い場
所を走行中は、絶対にエンジンを切らないでください。エ
ンジンを切ると、エンジンの外気取り入れ口から水が吸
い込まれます。エンストした場合は、エンジンをかけない
でください。まず、水を吸い込んだかどうか確認してくだ
さい。水溜りを走行する際に重要なことは、低速ギヤに
入れてゆっくりと走行することです。シフト・レバーを「D
（ドライブ）」に、トランスファ・ケースを「4WD LOW」位置に
入れて、アクセルを軽く踏んで非常にゆっくりとした一定
速度（最大 5～8km/h（3～5mph））で走行します。停止
せずに前進し続けます。加速して通過しようとしないでく
ださい。アクスル・ディファレンシャルの下端よりも水深が
深い場所を走行した後は、車のすべてのフルードを点検
して、水が混入していないことを確認します。

注意!

● 高速で走行した場合、または水深が深すぎる場所
を走行した場合、アクスル、トランスミッション、トラ
ンスファ・ケース、エンジン、または車内に水が浸入
することがあります。水は、エンジン、駆動系、また

(続き)

注意!

はその他の車両構成部品に回復不能な損傷を与
えます。また、ブレーキに水や泥が付着するとブレ
ーキのききが悪くなります。

● 水溜りの中を走行する場合、速度は 8km/h
（5mph）以下にしてください。事前に水深を確認し、
水溜りから上がったらすべてのフルード類を点検し
てください。水溜りでの走行では、新車限定保証の
対象にならない損傷を受ける場合があります。

水溜りを走行する前に

水溜りに近づいたら、安全に通過することができるかど
うかを判断する必要があります。必要に応じて、水の中
を歩いたり、棒で水深を測ってください。水深、進入角
度、水流、および水底の状態を確認する必要がありま
す。濁った水や泥水の場合は、障害物が沈んでいない
か確認してください。自然を破壊する可能性がないことを
確認します。また、必要に応じて脱出できることを確認し
ます。安全に通過するためには、水深、水流、および水
底の状態を把握することが重要です。水底が柔らかい
場合、車両が沈み込み、結果として水深が深くなりま
す。水深を確認して、安全に通過できるかどうか判断す
る際には、このことも考慮してください。

水溜り、ため池、よどみなどでの走行

水溜り、ため池、よどみなどの水は、一般的に濁った水
や泥水です。このような水の場合、通常、障害物が沈ん
でいるとともに、水深、進入角度、および水底の状態を
正確に確認するのが困難です。濁った水や泥の池を走
行する場合は、あらかじめけん引ストラップを取り付けま
す。これにより、迅速かつ容易に車両を脱出させること
ができます。安全に通過できることを確認できたら、低速
ギヤに入れてゆっくりと走行します。
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注意!

泥水により、ラジエータにごみなどが堆積して冷却装
置の効率が低下することがあります。

水路、小川、浅瀬などの流水地帯での走行

流水地帯での走行は非常に危険なことがあります。水
深が浅くても、流れの速い川では絶対に走行しないでく
ださい。水の流れが速いと、車両が簡単に下流に押し流
されて、制御不能になります。水深が非常に浅い場合で
も、速い流れによりタイヤの周囲の土が流されて、乗員
および車両が危険にさらされます。流れが遅くても、水
深が車両の最低地上高よりも深い場合は、けがや車両
損傷の可能性が高くなります。水深が車両の最低地上
高よりも深い流水は、絶対に走行しないでください。水深
が、表面積の大きいボディに達するほどに深いと、流れ
が遅い場合でも車両は下流に押し流されて、制御不能
になります。あらかじめ、流速、水深、進入角度、水底の
状態、および障害物がないかを確認してから、少し上流
に向かう角度で進入し、低速ギヤに入れてゆっくりと走
行します。

警告!

流れが速く、水深が深い川は絶対に走行しないでくだ
さい。車両が下流に押し流されて、制御不能になりま
す。ドライバーと乗員が重傷を負ったり、おぼれる危険
性があります。

オフロード走行後

オフロード走行は道路での走行に比べて車にかかる負
担が大きくなります。オフロード走行の後は損傷がない
か点検することをお勧めします。これにより車の異常を

早期に発見することができ、必要なときにいつでも安全
に運転することができます。

● アンダーボディをよく点検してください。タイヤ、ボディ
構造、ステアリング、サスペンションおよび排気装置
の破損を点検します。

● ラジエータに泥やごみなどが堆積していないか確認
し、必要に応じて清掃してください。

● シャーシ、駆動系、ステアリングおよびサスペンション
のファスナの締付け／取付け部が緩んでいないか確
認します。緩んでいる場合は、サービス・マニュアル
に規定されているトルクで締め直します。

● 草や枝が引っ掛かっていないか点検します。雑草な
どは火災を起こす危険性があります。草や枝に隠れ
て、フューエル・ライン、ブレーキ・ホース、アクスル・ピ
ニオン・シール、プロペラ・シャフトの損傷がわからな
い場合もあります。

● 泥、砂、水など汚れた状態の道を長時間走行した後
は、ラジエータ、ファン、ブレーキ・ロータ、ホイール、
ブレーキ・ライニング、アクスル・ヨークを直ちに点検し
て清掃してください。

警告!

ブレーキ関連部品に研磨作用のある物質が付着し
ていると、異常な摩耗が生じて予期せぬ制動を招く
恐れがあります。このため、衝突事故防止に必要
なときに十分にブレーキがかからないこともありま
す。泥道などの悪路を走行した後はブレーキを点
検し、必要に応じて清掃してください。

● 泥、ぬかるみ、または同様の条件の下で運転した後
に異常な振動を感じたら、ホイールに異物が付着して
いないか確認してください。異物があるとホイールの

バランスが崩れる恐れがあるので、除去してくださ
い。
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センサー

リヤ・シート警告アラーム（RSRA） –
タイプ別装備

RSRA は、リヤ・シートに物が置かれていたり、乗員やペ
ットがいたりする可能性がある場合に、視覚と聴覚を通
して警告を発します。このシステムは、イグニッションを
「ON/RUN（オン／走行）」位置にしてから 10 分以内にリ
ヤ・ドアが開いた場合に自動的に作動します。RSRA で
は、リヤ・シートの物体、乗員、またはペットは直接検出
されません。前の条件に合致すると、ドライバが車両か
ら降りるためにイグニッションを「OFF（オフ）」位置にした
ときに、RSRA によりメッセージ「Check Rear Seat（リヤ・
シートを点検してください）」がインストルメント・パネル・
ディスプレイに表示され、警告音が鳴ります。

RSRA のオン／オフについては、以下を参照してください

⇨ ページ 130。

警告!

● 車両から離れる前に、必ず完全に停車して、オート
マチック・トランスミッションを「P（パーキング）」に入
れ、パーキング・ブレーキをかけてください。

● 必ずキーレス・イグニッションの位置を「OFF」位置
にし、キー・フォブを車両から取り出し、車両をロッ
クしてください。

(続き)

警告!

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。お子さまを車内に残
して車から離れることは、非常に危険です。お子さ
まだけでなく第三者にもけがを負わせる恐れがあり
ます。お子さまがパーキング・ブレーキ、ブレーキ・
ペダルまたはギヤ・セレクタに触れないように注意
してください。

● 高温時には、駐車した車内にお子さまやペットを残
さないでください。車内の温度が上がり、重傷また
は死亡事故につながる恐れがあります。

衝突回避補助システム

軽減動作を伴う前面衝突警報
（FCW）- タイプ別装備

FCW システムは、前方衝突の可能性を検出した場合
に、警告音と視覚的な警告（インストルメント・パネル・デ
ィスプレイ内）を発し、場合によっては急ブレーキをかけ
て運転者に触覚による警告を出します。こうした警告の
目的は、運転者が衝突の可能性に対応し、回避し、軽減
操作を行うための十分な時間が得られるようにすること
です。

メモ :
FCW は、前方検知センサやエレクトロニック・ブレーキ・
コントローラ（EBC）からの情報を監視して、前方衝突の

可能性を計算します。前方衝突の可能性があるとシステ
ムが判断すると、運転者に聴覚と視覚による警告が発
せられ、場合によっては急ブレーキをかけて触覚による
警告を出します。

ドライバーがこうした段階的な警告に基づく対応を行わ
ないと、次にシステムは限定的なレベルの自動ブレーキ
作動で車両を減速させ、前方衝突の可能性に対して軽
減動作を行います。ドライバーが警告に反応してブレー
キを踏んでも、その制動力が衝突を回避するのに不十
分であるとシステムが判断すると、システムは必要に応
じて補正を行い制動力を増やします。

車速が 52km/h（32mph）未満で軽減動作を伴う FCW イ
ベントが開始した場合、前方衝突の可能性を軽減するた
めに、システムが最大限のブレーキをかけることがあり
ます。軽減動作を伴う前面衝突警報イベントにより車両
が完全に停止すると、システムは 2 秒間車両を停止状
態に維持し、その後でブレーキを解除します。

FCW メッセージ
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前方車両と衝突する可能性がなくなったとシステムが判
断すると、警告メッセージが表示されなくなります。

メモ :
● FCW の最低作動速度は 3 mph (5 km/h)です。

● コース予測に基づいて、ガードレールまたは道路標識
などの車以外の物体に対して、FCW 警報が作動する
ことがあります。これは予想範囲内の作動であり、正
常な FCW の作動および機能の一部です。

● FCW システムのテストを行うのは危険です。こうした
システムの誤用を防止するため、1 回のキー・サイク
ル内で 4 回の自動的なブレーキ動作が発生すると、
FCW の自動ブレーキの作動は次のキー・サイクルま
で無効化されます。

● FCW システムはオン・ロード専用です。車両がオフ・ロ
ードを走行する場合、FCW システムを無効化して、不
要な警告を防止する必要があります。

● FCW は、頭上の物体、地面の反射、車両の進路にな
い物体、遠方の静止物、対向車、同じ速度以上の速
度で走行している前方車両など、無関係な物体には
反応しない場合があります。

● FCW が解除された場合は、ACC が解除された場合と
同じように利用できないことを示す画面が表示されま
す。

警告!

前方衝突警告（FCW）は、衝突を回避したり、あらゆる
種類の衝突可能性を検知したりする機能ではありま
せん。まれに、トンネル、橋、ガードレールなど周囲の
物体に反応することがあります。運転者には、ブレー
キ、ハンドル操作、加速などで車両を制御して衝突を
回避する責任があります。意図しないブレーキの反応
があっても、アクセルをしっかりと踏み込むことで常

(続き)

警告!

時、運転者の操作が優先されます。ここに示す警告に
従わないと、大きなけがや死亡事故につながる恐れ
があります。

FCW の ON／OFF の切り替え

FCW の初期設定のステータスは「ON（オン）」で、この設
定では、前方車両との衝突可能性について警告されま
す。

FCW 設定メニューは、Uconnect の設定から調整できま
す ⇨ ページ 130。

● FCW システムを「ON（オン）」にするには、FCW メニュ
ーで「Only Warning（警告のみ）」または「Warning and
Braking（警告およびブレーキ）」を選択します。

● FCW メニューで「OFF（オフ）」を選択すると、FCW シス
テムがオフになります。

メモ :
● FCW が「ON（オン）」の場合、前方車両との衝突可能

性について警告されます。

● FCW を「OFF（オフ）」にすると、前方車両との衝突可
能性が警告されなくなります。FCW が「OFF（オフ）」に
設定されている場合、インストルメント・パネル・ディス
プレイに「FCW OFF（FCW オフ）」と表示されます。

● FCW のステータスを「Only Warning（警告のみ）」に設
定すると、前方衝突の可能性が発生した際に運転者
がブレーキ操作を適切に行わなかった場合、アクティ
ブ・ブレーキの自動制御やその他のブレーキ補助は
行われません。

● FCW のステータスを「Warning and Braking（警告およ
びブレーキ）」に設定すると、警告音と警告表示を使

用して前方車両との衝突のおそれをドライバーに警
告し、自動ブレーキ作動を行います。

● システムは、イグニッションをオフにした後も「オン」設
定を保持します。ドライバーが最後に選択した設定は
保持されません。

FCW ブレーキ作動のステータスと感度

FCW の感度と自動ブレーキのステータスは、Uconnect
システムでプログラムできます ⇨ ページ 130。

● Far（遠く）

○ FCW の感度を「Far（遠く）」設定にすると、システム
は、前方車両との車間距離が長い時点で、警告音
と警告表示を使用して前方車両との衝突のおそれ
をドライバーに警告できます。

○ 「Far（遠い）」設定では、FCW による衝突のおそれ
に対する警告の発生数が増加することがありま
す。頻繁に警告されることを気にしない、慎重な運
転者にお勧めの設定です。

● Medium（中）

○ FCW の感度を「Medium（中）」設定にすると、シス
テムは、警告音と警告表示を使用して前方車両と
の衝突のおそれをドライバーに警告できます。

● Near（近く）

○ FCW の感度を「Near（近く）」設定にすると、システ
ムは、前方車両との車間距離が短くなった時点
で、警告音と警告表示を使用して前方車両との衝
突のおそれをドライバーに警告できます。

○ この設定では、ドライバーの反応時間は「Far（遠
い）」や「Medium（中間）」の場合よりも短くなり、よ
りダイナミックなドライビングが可能になります。
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○ 「Near（近い）」設定では、FCW による衝突のおそ
れに対する警告の発生数が現象することがありま
す。頻繁に警告されたくない、ダイナミックまたはア
グレッシブなドライビングを好む運転者にお勧めの
設定です。

FCW 制限警告

インストルメント・パネル・ディスプレイに「ACC/FCW
Limited Functionality（ACC/FCW の機能が制限されてい
ます）」または「ACC/FCW Limited Functionality Clean
Front Windshield（ACC/FCW の機能が制限されているた
めフロントガラスの清掃が必要です）」と一時的に表示さ
れる場合は、FCW の機能が制限される状況が発生して
いるおそれがあります。車両は通常の状態で走行するこ
とはできますが、自動ブレーキが十分に使用できない場
合があります。システムの性能を制限する状況がなくな
ると、システムは完全に性能を発揮する状態に戻りま
す。問題が解決できない場合は、正規ディーラーにお問
い合わせください。

FCW 整備警告

システムがオフになると、インストルメント・パネルに次の
警告が表示されます。

● ACC/FCW Unavailable Service Required（ACC／FCW
利用不可、整備を受けてください）

● Cruise/FCW Unavailable Service Required（クルーズ
／FCW 利用不可、整備を受けてください）

これは、内部システム故障があることを示しています。通
常の状態で走行することはできますが、正規ディーラー
で点検を受けてください。

FCW センサ保護カバー

車両には、FCW センサを保護する保護カバーが装備さ
れていますので、フロントガラスを降ろしている場合には
必ず使用してください。カバーを取り付けるには、以下の
指示に従ってください。

1. カバーの上部を固定して、ヘッダー部分を軸にして
回転できるようにします。

2. カバーの下側を降ろし、押し込んで開口部がカバー
されるようにします。

3. カバーが正しく固定されていることを確認します。

メモ :
フロントガラスを通常位置に戻す際には、必ずカバーを
取り外してください。カバーをカーゴ・エリアに戻します。

清掃時の指示事項

フロントガラスを降ろして使用する際は、カバー内に埃や
泥などがたまり、カメラ・レンズが曇る場合があります。モ
ジュールを損傷したり、傷を付けたりしないように注意し
ながら、カメラ・レンズ、モジュール、内部カバーを清掃し
てください。

歩行者エマージェンシ・ブレーキ（PEB）- タ
イプ別装備

PEB は前方衝突警告（FCW）システムのサブシステム
で、運転者に警告音を発し、インストルメント・パネル・デ
ィスプレイに視覚による警告を表示します。歩行者や自
転車との前面衝突の可能性を検知すると、限定的な自
動ブレーキをかける場合があります。

PEB メッセージ

PEB の作動が 62km/h（39mph）未満の速度で始まる
と、歩行者との衝突の可能性を軽減するためシステムは
最大限のブレーキをかけることがあります。PEB の作動
により車両が完全に停止すると、システムは 2 秒間車両
を停止状態に維持し、その後でブレーキを解除します。
前方の歩行者／自転車と衝突する可能性がなくなったと
システムが判断すると、警告メッセージは表示されなくな
ります。

PEB の最低作動速度は 3 mph (5 km/h)です。

警告!

歩行者エマージェンシ・ブレーキ（PEB）は衝突を回避
するのではなく、PEB は歩行者とのあらゆる種類の衝
突可能性を検知できるものではありません。ドライバ
ーは、ブレーキとステアリングによって車両をコントロ
ールし、衝突を回避しなければなりません。ここに示す
警告に従わないと、大きなけがや死亡事故につながる
恐れがあります。
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PEB のオン／オフの切り替え

メモ :
PEB の初期設定のステータスは「On（オン）」です。この
設定では、歩行者との正面衝突の可能性について警告
されます。

PEB ボタンは、Uconnect ディスプレイのコントロール設
定画面にあります ⇨ ページ 130。

PEB システムをオフにするには、歩行者エマージェンシ・
ブレーキ・ボタンを押します。

PEB システムをオンに戻すには、「Warning Active
Braking（警告自動ブレーキ）」ボタンを押します。

PEB のステータスを「OFF（オフ）」にするとシステムの作
動が解除されるので、歩行者／自転車との正面衝突の
おそれがあるときでも警告や自動ブレーキが行われなく
なります。

メモ :
イグニッションを OFF にした場合、PEB システムはドライ
バーが前回選択した設定を維持しません。車両を再始
動すると、システムは工場出荷時の設定にリセットされ
ます。

車両安定性補助システム

エレクトロニック・ロール・ミティゲー
ション（ERM）

ERM は、ドライバーによるステアリング・ホイールからの
入力と車速をモニタし、ホイール・リフトの可能性を早く発
見します。ERM は、ステアリング・ホイール角の変化率と
車速によってホイール・リフトが発生する可能性が大き
いと判断すると、ホイール・リフトが発生する可能性を減

らすために適切にブレーキをかけ、必要に応じてエンジ
ン出力を下げます。ERM は、激しい運転操作や回避的
な運転操作を行っている間に、ホイール・リフトの可能性
を減らすことのみ可能です。路面状況、脱輪、物や他車
との衝突など、他の要因によって発生するホイール・リフ
トを防止することはできません。

メモ :
ESC が「フル OFF」モードの場合（タイプ別装備）、ERM
は常に無効になります。使用可能な ESC モードの詳細
説明は ⇨ ページ 163 を参照ください。

警告!

車両への積載状況、路面状況、運転状況などの多く
の要因が、ホイール・リフトや横転の発生する可能性
に影響します。ERM は、特に道路からの逸脱、物や他
車との衝突などに関連する、すべてのホイール・リフト
や横転を防止することはできません。車両に搭載され
た ERM の機能を無謀または危険な方法で利用するこ
とは絶対にしないでください。ドライバー本人や第三者
を危険にさらすことになります。

エレクトロニック・スタビリティ・コント
ロール（ESC）

ESC は、さまざまな運転状況における直進安定性や車
両の安定性を高めます。ESC は、オーバーステアまたは
アンダーステア状態に対応するために、適切なホイール
にブレーキをかけ、車のその状態を補正します。さらに、
目的の進行方向を維持するために、必要に応じてエンジ
ン出力を下げます。

● オーバーステア — ステアリング・ホイールの位置に対
して、車両が必要以上に曲がっていく状態。

● アンダーステア — ステアリング・ホイールの位置に対
して、車が必要以上に曲がっていかない状態。

ESC では、車両のセンサを使用して、ドライバーが意図
している進行方向を判断し、それを車の実際の進行方
向と比較します。実際の進行方向が意図している進行
方向と一致しない場合、ESC はアンダーステアまたはオ
ーバーステア状態に対応するために、適切なホイールに
ブレーキをかけます。

ESC システムが作動すると、インストルメント・パネルに
配置された「ESC 作動／エンジン警告灯」がすぐに点滅
します。「ESC 作動／エンジン警告灯」は、TCS が作動し
たときも点滅します。加速時に「ESC 作動／故障表示灯」
が点滅を始めたら、アクセル・ペダルの踏み込みを緩め
て、できる限り軽く踏むようにしてください。走行速度や
運転方法は、必ずその時点の路面状況に合わせるよう
にしてください。

警告!

● エレクトロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）
は、車両に働く物理的法則を回避したり、一般的な
路面状態で発生するトラクションを向上させること
はできません。ESC は、カーブでのスピードの出し
すぎや、非常に滑りやすい路面での運転、ハイドロ
プレーニング現象などによる事故を防止することは
できません。また、ESC は、状況に不適切な操作を
行ったために車両をコントロールできなくなり、それ
により発生した事故を防止することもできません。
安全を重視し、注意を怠らない、優れた運転技術を
有するドライバーだけが事故を防ぐことができま
す。車両に搭載された ESC の機能を、無謀または
危険な方法で利用することは絶対にしないでくださ

(続き)
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警告!

い。ドライバー本人や第三者を危険にさらすことに
なります。

● 車両を改造したり、車両を正しくメンテナンスしなか
ったりすると、車両のハンドリング特性が変化し、
ESC システムに悪影響を及ぼす場合があります。
ステアリング・システム、サスペンション、ブレーキ・
システム、タイヤ・タイプ／サイズ、またはホイール・
サイズを変更すると、ESC の性能に悪影響を及ぼ
す場合があります。空気圧が間違っていたり、偏摩
耗しているタイヤも ESC の性能を悪化させる場合
があります。車両を改造したり、車両を正しくメンテ
ナンスしなかったりすると、ESC システムの効果が
減少し、車両のコントロール性の喪失、車両の横
転、けが、死亡事故の危険が増大します。

ESC 作動モード

ESC システムは、モデルおよび作動モードに応じて、複
数の作動モードを備えています。

ESC ON

「ESC ON」は、ESC の標準操作モードです。車を始動す
ると、ESC システムは必ずこのモードになります。通常の
運転状況では、このモードを使用します。次の段落に記
載する特定の理由がある場合のみ ESC モードの切り替
えを行ってください。

パーシャル OFF

このモードは、車両がスタックしたときに有効な場合があ
ります。このモードでは、TCS および ESC 作動のしきい
値が上がり、通常許可されるより多くのホイールの空転
を可能にします。

「パーシャル OFF」モードに入るには、「ESC OFF（ESC オ
フ）」ボタンを短く押します。「ESC OFF 表示灯」が点灯し
ます。ESC を再び ON にするには、「ESC OFF（ESC オ
フ）」ボタンを短く押します。「ESC OFF 表示灯」が消灯し
ます。

メモ :
複数のパーシャル ESC モードを装備する車両では、ボタ
ンを押して放すと、ESC モードが順次切り替わります。
「ESC ON」モードに戻るには、ボタンを押す動作を何回か
行う必要がある場合があります。

警告!

● 「パーシャル OFF」モードでは、TCS のセクションに
記載のリミテッド・スリップ機能を除き、ESC の TCS
機能は無効になり、「ESC OFF 表示灯」が点灯しま
す。「パーシャル OFF」モードにすると、TCS のエン
ジン出力減少機能が無効になり、ESC システムに
よる車両安定性向上機能が低下します。

● ESC システムが「パーシャル OFF」モードに入ってい
るときは、トレーラ・スウェイ・コントロール（TSC）は
無効になります。

フル OFF - タイプ別装備

「フル OFF」モードは、幹線道路以外の道またはオフ・ロ
ードでのみ使用するためのものであり、公道で使用して
はいけません。このモードでは、TCS 機能および ESC 機
能が OFF になります。「フル OFF」モードにするには、停
車中でエンジンがかかっているときに、「ESC OFF（ESC
オフ）」ボタンを 5 秒間押し続けます。5 秒後にチャイム
が鳴り、「ESC Off Indicator Light（ESC OFF 表示灯）」が
点灯し、「ESC OFF」メッセージがインストルメント・パネル
に表示されます。ESC を再び ON にするには、「ESC OFF
（ESC オフ）」ボタンを短く押します。

メモ :
既定の車速を超えると、システムは「ESC フル OFF」から
「パーシャル OFF」モードに切り替わります。車速が既定
速度未満になると、システムは「ESC フル OFF」に戻りま
す。

ESC モードはドライブ・モード（タイプ別装備）によっても
影響を受けることがあります。

警告!

● ESC が「フル OFF」モードの場合、エンジン・トルク軽
減機能およびスタビリティ機能は無効になります。
したがって、ESC システムによる車両安定性の向上
は利用できなくなります。緊急回避操作において、
ESC システムは安定性の維持を補助しません。
ESC「フル OFF」モードは幹線道路以外の道または
オフ・ロードでのみ使用するためのものです。

● エレクトロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）
は、車両に働く物理的法則を回避したり、一般的な
路面状態で発生するトラクションを向上させること
はできません。ESC は、カーブでのスピードの出し
すぎや、非常に滑りやすい路面での運転、ハイドロ
プレーニング現象などによるすべての事故を防止
することはできません。また ESC は、衝突を防止で
きません。

ESC 作動／故障警告灯と ESC OFF 表示
灯

インストルメント・パネル内の「ESC 作動／エ
ンジン警告灯」は、イグニッション・スイッチを
「ON/RUN（オン／走行）」モードにしたときに
点灯します。この表示灯は、エンジンが始動

すると消灯します。エンジンがかかっても「ESC 作動／エ
ンジン警告灯」が点灯し続ける場合は、ESC システムに
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故障があることを意味します。イグニッション操作が数回
行われ、48km/h（30mph）以上の速度で数キロ（マイ
ル）運転した後も警告灯が点灯し続ける場合、直ちに正
規ディーラーで診断および修理を受けてください。

タイヤがトラクションを失い、ESC システムが作動する
と、「ESC 作動／エンジン警告灯」が直ちに点滅を始めま
す。「ESC 作動／エンジン警告灯」は、TCS が作動したと
きも点滅します。加速時に「ESC 作動／故障表示灯」が
点滅を始めたら、アクセル・ペダルの踏み込みを緩め
て、できる限り軽く踏むようにしてください。走行速度や
運転方法は、必ずその時点の路面状況に合わせるよう
にしてください。

「ESC OFF 表示灯」は、ユーザーがエレクトロ
ニック・スタビリティ・コントロール（ESC）を低
減モードにしたことを示します。

メモ :
● 「ESC 作動／エンジン警告灯」と「ESC OFF 表示灯」

は、イグニッション・スイッチを「ON（オン）」にするたび
に一時的に点灯します。

● イグニッション・スイッチを「ON（オン）」位置にするたび
に、以前 OFF にしていた場合でも、ESC システムは
ON になります。

● ESC システムの作動中は、ブンブンまたはカチッとい
う音を発します。これは通常の状態であり、ESC を作
動させた操作が終了して ESC が作動しなくなると、音
はしなくなります。

トラクション・コントロール・システム
（TCS） 
TCS は、各駆動輪のホイールの空転の量をモニタしま
す。ホイールの空転が検出されると、TCS が空転してい
るホイールにブレーキ圧をかけたり、エンジン出力を低

下させたりすることにより、加速性と安定性を向上させま
す。ブレーキ・リミテッド・ディファレンシャル（BLD）である
TCS の機能は、リミテッド・スリップ・ディファレンシャルの
ように機能し、駆動アクスルでのホイールの空転を制御
します。駆動アクスルの 1 つのホイールの回転がもう 1
つのホイールよりも高速である場合、回転しているホイ
ールにブレーキがかけられます。これにより、回転してい
ないホイールにより大きなエンジン・トルクがかかりま
す。TCS やエレクトロニック・スタビリティ・コントロール
（ESC）が低減モードになっている場合でも、BLD は作動
し続けることができます。

トレーラ・スウェイ・コントロール
（TSC） 
TSC は車両のセンサを使用して、トレーラが過度に揺れ
ている状態を認識し、揺れを解消するために作動しま
す。

メモ :
TSC ですべてのトレーラの揺れを解消できるわけではあ
りません。トレーラをけん引する場合は常に注意を払
い、推奨されるトレーラけん引重量に従ってください。

TSC が作動すると、ESC 作動／エンジン警告灯が点滅し
ます。必要に応じてエンジン出力が下がり、トレーラの揺
れを抑えるために個々のホイールにブレーキがかかった
ことが感じられる場合があります。ESC システムが「パー
シャル OFF」または「フル OFF」モードの場合、TSC は無
効になります。

警告!

走行中に TSC が作動した場合、車両を減速させて付
近の安全な場所で停止し、トレーラの積載量を調整し
てトレーラの揺れを解消してください。

ブレーキ性能補助システム

アンチロック・ブレーキ・システム
（ABS） 
ABS はほとんどの制動状態で、車両安定性と制動性能
を向上させます。このシステムは、ホイールのロックを自
動的に防ぎ、ブレーキ中でも車を制御しやすくします。

車両の始動および走行を行うごとに、システム自身がセ
ルフチェックを行い、ABS が正しく作動しているか点検し
ます。このセルフチェックが行われている最中は、モータ
音とともに小さなカチッという音が聞こえることがありま
す。

ABS は、1 つ以上のホイールがロックし始めたことを検
出すると、ブレーキ中に作動します。ABS が作動する可
能性は、氷、雪、砂利、凹凸路、鉄道軌、岩屑などの路
面状況や急制動を行うことにより高まります。

ABS が作動すると、次のようなことも発生する可能性が
ありますが、これは正常です。

● ABS のモータ音またはカチカチ音（停止後も若干作動
し続けることがあります）。

● ブレーキ・ペダルの脈動。

● 停止する際のブレーキ・ペダル力のわずかな低下。

ABS は、Original Equipment Manufacturer（OEM）のタイ
ヤで作動するように設計されています。改造を行うと、
ABS の性能が低下するおそれがあります。
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警告!

● ABS には、不適切な取り付けや高出力の無線送信
装置によって生じる干渉の影響を受けやすい、精
密な電子機器が装備されています。この障害によ
り、アンチロック・ブレーキ・システムの機能が損な
われることがあります。無線送信機などを取り付け
る場合は専門家にご相談ください。

● アンチロック・ブレーキ・システムは、ブレーキ・ペダ
ルをポンピングすると性能が低下し、衝突事故につ
ながる恐れがあります。ブレーキ・ペダルのポンピ
ングにより、停止するまでの距離が長くなります。
車を減速または停止させるときには、ブレーキ・ペ
ダルをしっかりと踏み込んでください。

● ABS は、物理的法則が車両に働くのを防いだり、車
両のブレーキとタイヤまたはトラクションの状態で決
まる性能以上にブレーキ性能やステアリング性能
を高めることはできません。

● ABS は、カーブでの速度の出しすぎや、車間距離
の詰めすぎ、ハイドロプレーニング現象などが原因
の衝突事故は、防ぐことができません。

● 車両に搭載された ABS の機能を、むやみにまたは
危険な方法で利用することは絶対にしないでくださ
い。ドライバー本人や第三者を危険にさらすことに
なります。

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）警
告灯

黄色の ABS 警告灯は、イグニッションを「ON/RUN」モー
ドにすると点灯し、約 4 秒後に消灯します。

運転中に ABS 警告灯が点灯し続ける場合、または走行
中に点灯する場合、ブレーキ・システムの ABS 部分が機
能しておらず、修理が必要なことを示しています。しか

し、ABS 警告灯が点灯していなければ、通常のブレー
キ・システムはそのまま正常に作動します。

ABS 警告灯が点灯したときは、できるだけ早くブレーキ・
システムの修理を行い、その機能が正常に作動するよう
にしてください。イグニッションを「ON/RUN」モードにして
も ABS システム警告灯が点灯しない場合、できるだけ早
く警告灯の修理を依頼してください。

ブレーキ・アシスト・システム（BAS） 
BAS は急ブレーキをかけた際に、車の制動力が最適な
状態になるように設計されています。このシステムは、ブ
レーキ・ペダルの踏力と踏み込み量を感知して急ブレー
キ状況を検出し、ブレーキに最適なプレッシャをかけま
す。これにより、制動距離の短縮が図られます。BAS
は、アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）を補完してい
ます。勢いよくブレーキを踏むと、BAS 補助による最大の
効果が得られます。システムの効果を得るには、停止時
にポンピング・ブレーキをかけるのではなく、ブレーキを
継続してかけ続けなければなりません。ブレーキが不要
になるまでは、ブレーキ・ペダルにかけた力を弱めない
でください。ブレーキ・ペダルをいったん放すと、BAS は
解除されます。

警告!

ブレーキ・アシスト・システム（BAS）は、車両に働く物理
的法則を回避したり、一般的な路面状態で発生するト
ラクションを向上させることはできません。BAS は、カ
ーブでのスピードの出しすぎや、非常に滑りやすい路
面での運転、ハイドロプレーニング現象などによる衝
突事故を防止することはできません。BAS 搭載車両の
機能を無謀または危険な方法で利用することは絶対
にしないでください。ドライバー本人や第三者を危険に
さらすことになります。

ブレーキ・システム 警告灯

赤色のブレーキ・システム警告灯は、イグニッションを
「ON/RUN（オン／走行）」モードにすると点灯し、約 4 秒
後に消灯します。

運転中にブレーキ・システム警告灯が点灯し続ける場
合、または走行中に点灯する場合、ブレーキ・システム
が適切に機能しておらず、直ちに修理が必要なことを示
しています。イグニッションを「ON/RUN」モードにしてもブ
レーキ・システム警告灯が点灯しない場合、できるだけ
早く警告灯の修理を依頼してください。

エレクトロニック・ブレーキ・フォー
ス・ディストリビューション（EBD）

EBD は、リヤ・アクスルにかかるブレーキ圧を制限するこ
とによって、フロント・アクスルとリヤ・アクスルへ分配す
るブレーキ・トルクを制御します。これにより、リヤ・ホイ
ールの空転が防止されて車両の安定性が保たれるほ
か、ABS がフロント・アクスルより先にリヤ・アクスルに作
動することが防がれます。

視認性補助システム

ブラインド・スポット・モニタ（BSM）-
タイプ別装備

BSM システムは、テールライトの内側に取り付けられて
いる 2 つのレーダ・センサを使用して、車両の後方／前
方／側面の死角に入り込んだ高速道路を走行可能な車
両（自動車、トラック、オートバイなど）を検知します。
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後方検知ゾーン

車両を始動させると、左右のドア・ミラーの BSM 警告灯
が一瞬点灯して、システムが作動していることをドライバ
ーに知らせます。BSM システムのセンサは、シフト・レバ
ーが任意の前進ギヤに入っているときに作動し、「P（パ
ーキング）」に入っているときにはスタンバイ・モードにな
ります。

BSM 検知ゾーンは、車両の両側約 1 車線の幅の分で、
12 ft (3.8 m)です。前後の長さはドア・ミラーの位置から
車両のリヤ・バンパ後方約 3m（10 フィート）までです。
BSM システムは、車速が約 10km/h（6mph）以上になる
と車両の左右の検知ゾーンを監視し、これらのゾーンに
車両が存在している場合、そのことをドライバーに警告し
ます。

メモ :
● BSM システムは、検知ゾーン外の急速に接近してい

る車両については警告しません。

● BSM システムの検知ゾーンは、トレーラをけん引して
いる場合も同じです。このため、車線変更する前に、
隣の車線に他の車両が存在しないことを目視確認
し、車両とトレーラが安全に車線変更できることを確
かめてください。トレーラまたはその他の物体（自転車

やスポーツ用品など）が車両の左右からはみ出して
いる場合、前進ギヤに入っている間は BSM 警告灯
が点灯し続けます⇨ ページ 130。

● ブラインド・スポット・モニタ（BSM）システムでは、オー
トバイや小型の物体が車両の側部に長時間（2 秒以
上）留まっている場合、ドア・ミラーの警告灯が点滅す
る（点灯と消灯を繰り返す）現象が発生することがあり
ます。

リヤ・フェイシア／バンパのレーダ・センサが取り付けら
れている部分に雪、氷、泥などの道路汚染物質がたまる
と、BSM システムが妨害されることがあります。また、砂
漠などレーダーからの反射がきわめて少ない場所や、
標高差の大きい道路を走行する場合にも障害を検知す
ることがあります。障害を検知すると、「Blind Spot
Temporarily Unavailable, Wipe Rear Corners（ブラインド・
スポットが一時的に利用不可、リヤ・コーナーの拭き取り
清掃を行ってください）」というメッセージがインストルメン
ト・パネル内に表示され、左右のミラー警告灯が点灯し、
BSM と RCP の警告は発生しません。これは正常な動作
です。そのような状態ではなくなると、機能が自動的に回
復し、システムが復帰します。システムの妨害をできるだ
け少なくするため、リヤ・フェイシア／バンパのレーダー・
センサが取り付けられている部分をバンパ・ステッカ、自
転車用ラックなどで覆わないようにし、道路汚染物質が
ない状態に維持してください。

BSM レーダー位置（左側を図示）

BSM システムは、警告音を発し、ラジオの音量を下げる
と同時に、ドア・ミラーにある BSM 警告灯を点灯させて、
検知ゾーンに車両または物体が存在していることを運転
者に知らせます ⇨ ページ 169。

警告灯の位置

走行中、BSM システムは、3 つの方向（側方、後方、前
方）からの進入に対して検知ゾーンを監視して、警告が
必要かどうかを判断します。BSM システムは、次のよう
なゾーン侵入状況の時に警告を発します。
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側方からの侵入

車両の左右の隣の車線に入ってくる車両。

側方監視

後方からの侵入

車両の左後方または右後方から近づき、相対速度
48km/h（30mph）未満で後方検知ゾーンに入ってくる車
両。

後方監視

追い抜き

自車が相対速度 24km/h（15mph）未満で別の車両をゆ
っくりと追い抜き、その車両が死角に約 1.5 秒入ってい
た場合、警告灯が点灯します。両車両の速度差が
24km/h（15mph）以上の場合、警告灯は点灯しません。

追い抜き／接近

追い抜き／通過

BSM システムは、ガードレール、ポスト、壁、草木、土手
などの静止物に対しては、警告を発しないように設計さ
れています。ただし、まれにそのような物体に対して警告

を発することもあります。これは正常な動作で整備の必
要はありません。

BSM システムは、隣の車線を車両と反対方向に走行し
ている物体に対しては警告を発しません。

対向車

警告!

ブラインド・スポット（死角）モニタリング・システムは、
死角ゾーンに存在する物体を検知しやすくするための
補助機能です。BSM システムは、歩行者、自転車、ま
たは動物を検知するようには設計されていません。車
両に BSM システムが装備されている場合でも、必ず
車両のミラーを確認し、振り返って目視確認し、車線
変更前に方向指示器を使用してください。これを怠る
と、重傷や死亡事故につながる恐れがあります。

リヤ・クロス・パス・ディテクション（RCP）

RCP 機能は、駐車スペースからバックで出るときに接近
している車両が見えない場合に、ドライバーを補助する
ことを目的としています。車両の後端が少し出るまで注
意してゆっくりとバックします。これでリヤ・クロス・パス・
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ディテクションは接近している車両を検知でき、車両を検
知した場合はそのことをドライバーに警告します。

リヤ・クロス・パス・ディテクションの検知ゾーン

リヤ・クロス・パス・ディテクションは、車両の左右の後方
検知ゾーンを監視し、側方から最低速度約 5km/h
（3mph）、最大速度約 32km/h（20mph）で接近してくる
物体を検知します。これは、駐車場での状況を想定した
ものです。

リヤ・クロス・パス・ディテクションがオンになっていて、シ
フト・レバーが「R（リバース）」に入っている場合、視覚と
音による警告と、オーディオの音量低下によってドライバ
ーに警告を発します。

メモ :
駐車場では、左右に駐車している車両によって、接近し
ている車両が遮られることがあります。センサが他の構
造物や車両によって遮られた場合、システムはドライバ
ーに警告を発することはできません。

警告!

リヤ・クロス・パス・ディテクション（RCP）は、後退操作
支援システムではありません。駐車場において、接近
している車両をドライバーが検知できるように補助する
ことを目的としています。ドライバーは、RCP を使用し
ている場合でも、バックの際に注意を怠らないでくださ
い。常に車両の後ろを注意深く確認し、自分の後方を
見て、バックする前に歩行者、動物、他の車両、障害
物、および死角を確認してください。これを怠ると、重
傷や死亡事故につながる恐れがあります。

ブラインド・スポット・モード

ブラインド・スポットには、Uconnect システムで利用でき
る 3 つの選択可能な動作モードがあります。

ブラインド・スポット・アラート・ライトのみ

ブラインド・スポット・モニタが警告灯モードで作動してい
る場合、BSM システムは検知された物体に基づいて、
左側または右側のドア・ミラーに視覚警報を発します。た
だし、システムがリヤ・クロス・パス・ディテクション・モード
で動作している場合、物体が検知されると、システムは
視覚と音の両方による警告を発します。警報が発せられ
る場合は、オーディオがミュート（無音）になります。

ブラインド・スポット・アラート警告灯／チャイム

ブラインド・スポット・モニタが警告灯／チャイム・モードで
作動している場合、BSM システムは検知された物体に
基づいて、左側または右側のドア・ミラーに視覚警報を
発します。その後、ドライバーが方向指示灯を作動させ、
その方向が警告対象が存在する側と同じである場合
は、チャイムが鳴ります。方向指示灯を作動させたとき
に物体が検知され、それらが同じ側である場合は、視覚
と音の両方による警告が発せられます。警報に加え、オ

ーディオがオンになっている場合にはオーディオの音量
もミュートされます。

メモ :
BSM システムによって警報が発せられる場合は、必ず
オーディオの音量もミュートされます。

システムがリヤ・クロス・パス・ディテクションで作動して
いる場合、物体が検知されると、システムは視覚と音の
両方による警告を発します。音による警告が発せられる
場合は、オーディオがミュート（無音）になります。方向指
示灯／非常点滅表示灯の状態は無視されます。リヤ・ク
ロス・パス・ディテクションの場合は、常にチャイムが鳴り
ます。

ブラインド・スポット・アラート・オフ

BSM システムがオフの場合、BSM システムまたはリヤ・
クロス・パス・ディテクション・システムの視覚または聴覚
による警報は発せられません。

メモ :
BSM システムは、イグニッション・スイッチを切ったときに
現在の動作モードを保存します。車両を始動させるたび
に、以前に保存されたモードが呼び出されて使用されま
す。

ドアの取り外し

運転席ドアまたは助手席ドアを取り外すと、インストルメ
ント・パネルに「Blind Spot Temporarily Unavailable（ブラ
インド・スポットが一時的に利用不可）」というメッセージ
が表示され、BSM システムが無効になります。システム
の表示は、それ以前に Uconnect システム内で設定され
ていたブラインド・スポット・モードのままとなりますが、視
覚または聴覚による警報は発せられません。ドアが取り
外されている間は、イグニッション・サイクルごとにインス
トルメント・パネルに「Blind Spot Temporarily Unavailable
（ブラインド・スポットが一時的に利用不可）」というポップ
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アップが表示され、システムが無効であることが注意喚
起されます。

両方のドアを取り付けると、システムは選択されていた
モードで再び機能するようになります。

駐車・後退操作補助システ
ム

PARKSENSE フロント／リヤ・パーキン
グ・アシスト・システム - タイプ別装
備

ParkSense パーキング・アシスト・システムは、車をバッ
クまたは前進させるとき（駐車の操作中など）に、リアと、
装備されている場合はフロント・フェイシア/バンパと検出
された障害物との距離を、視覚と音で示します。このシ
ステムの制限については、⇨ ページ 173 を参照して

ください。

メモ :
● システムは、あくまでもドライバーを支援するものであ

り、ドライバーに代わって車両を操作するものではあ
りません。

● 運転者は、車両のアクセル操作とブレーキ操作すべ
てを制御する必要があり、車両の動きの制御に責任
があります。

ParkSense は、イグニッション・スイッチを「ON/RUN」位
置に切り替えたとき、最後にイグニッション・スイッチを切
り替えたときのシステムの状態（有効／無効）を維持しま
す。

ParkSense は、ギヤ・セレクタが「R（リバース）」位置およ
び「D（ドライブ）」位置にある場合にのみ有効になりま
す。ギヤ・セレクタがこれらのいずれかの位置にあり、
ParkSense が作動状態であっても、車速が約 11km/h
（7mph）以上になるとシステムは無効になります。車両
が ParkSense の作動速度を超えていることを示す警告
がインストルメント・パネル・ディスプレイに表示されま
す。車速が約 9km/h（6mph）未満になると、システムは
再度作動状態になります。

ParkSense センサ

リヤ・バンパには、6 つの ParkSense センサ（フロント・セ
ンサが装備されていない場合は 4 つ）が内蔵されてお
り、また、フロント・バンパには 6 つの ParkSense センサ
が内蔵されており、車両前方と後方の、センサの検出エ
リア内に入る範囲をモニタします。フロント・センサは、フ
ロント・バンパから約 30cm（12 インチ）～120cm（47 イ
ンチ）の距離にある障害物を検知することができます。リ
ヤ・センサは、リヤ・バンパから約 30cm（12 インチ）～
200cm（79 インチ）の距離にある障害物を検知すること
ができます。これらの距離は、水平方向における障害物
の場所、種類、および方向に応じて異なります。

ParkSense ディスプレイ

シフト・レバーが「R（リバース）」または「D（ドライブ）」に
入った状態で障害物が検知されると、警告ディスプレイ
が ON になり、システム・ステータスが表示されます。

このシステムは、障害物の車両からの相対的な距離と
位置に基づいて、1 つまたは複数の領域内に 1 本の曲
線を表示し、検知した障害物を示します。

前方の中央領域に障害物を検知すると、ディスプレイ上
の前方中央領域に 1 本の曲線が点灯します（警告音な
し）。車両が障害物に近づくにつれて、車両に接近する 1
本の曲線がディスプレイに表示され、短い警告音が 1 回
鳴った後、最終的に連続的な音になります。

障害物を左前方または右前方の領域、あるいはその両
方の領域で検知すると、ディスプレイの左前方または右
前方領域、あるいはその両方の領域に点滅する 1 本の
曲線を表示し、短い間隔の警告音が鳴ります。車両が障
害物に近づくにつれて、車両に接近する 1 つの曲線が
ディスプレイに表示され、短い警告音が連続した音に変
わります。
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ParkSense の曲線

1 - 警告音なし／曲線が点灯 6 - 短い間隔の警告音／曲線が点滅
2 - 警告音なし／曲線が点滅 7 - 短い間隔の警告音／曲線が点滅
3 - 短い間隔の警告音／曲線が点滅 8 - 長い間隔の警告音／曲線が点灯
4 - 連続した音／曲線が点滅 9 - 長い間隔の警告音／曲線が点灯
5 - 連続した音／曲線が点滅 10 - 1 回の 0.5 秒の警告音／曲線が点灯

車両が障害物に接近していると、ディスプレイに 1 本の
点滅する曲線が表示され、警告音が連続して鳴ります。

次の表は、障害物が検知されたときの警告方法を示して
います。

リヤの警告音

後方距離（cm／イ
ンチ）

200cm（79 インチ）
超

200～150cm（79
～59 インチ）

150～120cm（59～
47 インチ）

120～100cm（47
～39 インチ）

100～65cm（39～
25 インチ）

65～30cm（25～12
インチ）

30cm（12 インチ）
未満

曲線 - 左 なし なし なし なし なし 6 本目が点滅 5 本目が点滅

曲線 - 中央 なし 10 本目が実線 9 本目が実線 8 本目が実線 7 本目が点滅 6 本目が点滅 5 本目が点滅

曲線 - 右 なし なし なし なし なし 6 本目が点滅 5 本目が点滅

拡張ドライブ・アシスト・システム 171

6



リヤの警告音

後方距離（cm／イ
ンチ）

200cm（79 インチ）
超

200～150cm（79
～59 インチ）

150～120cm（59～
47 インチ）

120～100cm（47
～39 インチ）

100～65cm（39～
25 インチ）

65～30cm（25～12
インチ）

30cm（12 インチ）
未満

警報チャイム なし 0.5 秒の警告音が
1 回（後方中央の

み）

長い間隔（後方中央
のみ）

長い間隔（後方中
央のみ）

短い間隔（後方中
央のみ）

短い間隔 連続

オーディオの音量
低下

No（いいえ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

フロントの警告音

前方距離（cm／インチ） 120cm（47 インチ）超 120～100cm（47～39 イン
チ）

100～65cm（39～25 イン
チ）

65～30cm（25～12 イン
チ）

30cm（12 インチ）未満

曲線 - 左 なし なし なし 3 本目が点滅 4 本目が点滅

曲線 - 中央 なし 1 本目が実践 2 本目が点滅 3 本目が点滅 4 本目が点滅

曲線 - 右 なし なし なし 3 本目が点滅 4 本目が点滅

警報チャイム なし なし なし 短い間隔 連続

オーディオの音量低下 No（いいえ） × × ○ ○

メモ :
ParkSense が警告音を発している際にオーディオが ON
になっていると、システムがオーディオの音量を下げま
す。

フロント・パーキング・アシスト警報

ParkSense は、障害物が検知され、車両が停止し、ブレ
ーキ・ペダルが踏み込まれてから約 3 秒後に、フロント・
パーキング・アシスト警報（チャイム）を OFF にします。

調整可能チャイム音量設定

フロントおよびリヤのチャイム音量設定はプログラムでき
ます。

この設定は、Uconnect システムで設定できます ⇨ペ

ージ 130。

チャイム音量設定には、「LOW（低）」、「MEDIUM（中）」、
「HIGH（高）」があります。工場出荷時の音量設定は
「MEDIUM（中）」です。

ParkSense は、イグニッション・スイッチを切り替えたとき
の最後の設定状態を保持します。

ParkSense 警告画面

ParkSense 警告画面は、インストルメント・パネル・ディス
プレイ内にあります ⇨ ページ 108。このシステムは、

リヤ・バンパまたはフロント・バンパ（あるいはその両方）

と検出された障害物との距離を、視覚による警告で伝え
ます。

ParkSense の有効化と無効化

ParkSense は、Uconnect ディスプレイの下
部にある ParkSense スイッチで有効または
無効にできます。

ParkSense スイッチを押してシステムを無効
にすると、インストルメント・パネル・ディスプレイに
「PARKSENSE OFF（ParkSense オフ）」というメッセージが
約 5 秒間表示されます。

また、ギヤ・セレクタを「R（リバース）」位置に入れたとき
に、システムが無効になっていると、シフト・レバーが「R

172 拡張ドライブ・アシスト・システム



（リバース）」位置に入っている限りインストルメント・パネ
ル・ディスプレイに「PARKSENSE OFF（ParkSense オフ）」
というメッセージが表示されます。

ParkSense スイッチの LED は、ParkSense が無効の場
合、または整備が必要な場合に点灯します。システムが
有効になっているときは、ParkSense スイッチの LED は
消灯しています。ParkSense スイッチを押したときにシス
テムの整備が必要な場合、ParkSense スイッチの LED
はしばらく点滅してから点灯します。

ParkSense パーク・アシスト・システムの
整備

車両の始動中、ParkSense システムが故障状態を検出
すると、イグニッション・サイクルごとにチャイムが 1 回鳴
り、インストルメント・パネルに「PARKSENSE
UNAVAILABLE WIPE REAR SENSORS（ParkSense 使用不
可、リヤ・センサを清掃してください）」、「PARKSENSE
UNAVAILABLE WIPE FRONT SENSORS（ParkSense 使用
不可、フロント・センサを清掃してください）」、または
「PARKSENSE UNAVAILABLE SERVICE REQUIRED
（ParkSense 使用不可、整備が必要です）」というメッセ
ージが表示されます。ギヤ・セレクタを「R（リバース）」位
置に入れたときに、システムが故障状態を検出した場
合、インストルメント・パネル・ディスプレイに
「PARKSENSE UNAVAILABLE WIPE REAR SENSORS
（ParkSense が使用できません。リヤ・センサを拭いてく
ださい）」または「PARKSENSE UNAVAILABLE SERVICE
REQUIRED（ParkSense が使用できません。整備が必要
です）」というメッセージが表示されます。このメッセージ
は車両が「R（リバース）」状態にある間表示されます。こ
の状態では、ParkSense は作動しません。

インストルメント・パネル・ディスプレイに「PARKSENSE
UNAVAILABLE WIPE REAR SENSORS（ParkSense 使用不
可、フロント・センサを清掃してください）」または

「PARKSENSE UNAVAILABLE WIPE FRONT SENSORS
（ParkSense 使用不可、フロント・センサを清掃してくださ
い）」というメッセージが表示された場合は、リヤ・フェイシ
ア／バンパまたはフロント・フェイシア／バンパ（あるい
はその両方）の外面と下面が汚れておらず、雪、氷、泥、
汚れ、または異物が付着していないことを確認してから、
イグニションを切り替えてください。このメッセージが引き
続き表示される場合は、正規ディーラーにお問い合わせ
ください。

インストルメント・パネル・ディスプレイに「PARKSENSE
UNAVAILABLE SERVICE REQUIRED（パーキング・アシスト
使用不可、整備が必要です）」というメッセージが表示さ
れた場合は、正規ディーラーにお問い合わせください。

ParkSense システムの清掃

ParkSense センサは、洗車用の洗剤と柔らかい布で清
掃します。生地の粗い布や固い布は使用しないでくださ
い。洗車場では、蒸気ジェット／高圧洗浄ノズルをセンサ
から 10cm（4 インチ）以上離したままセンサを素早く洗
浄します。センサに引っかき傷を与えたり、たたいたりし
ないでください。センサが破損する恐れがあります。

ParkSense システム使用上の注意事項

メモ :
● ParkSense システムが正しく作動するように、フロント

およびリヤ・フェイシア／バンパに雪、氷、泥、汚れ、
ごみを付着させないようにしてください。

● 工事用削岩機や大型トラック、その他の振動が、
ParkSense の作動に影響を与える場合があります。

● ParkSense システムを OFF にすると、インストルメン
ト・パネル・ディスプレイに「ParkSense Off（ParkSense
オフ）」というメッセージが 2 秒間表示されます。また
ParkSense を OFF にすると、再び ON にするまでは、

イグニッションの切り替えに関係なく、OFF の状態を
保ちます。

● ギヤ・セレクタを「R（リバース）」位置に入れて
ParkSense を OFF にすると、インストルメント・パネル
に「PARKSENSE OFF（ParkSense オフ）」というメッセー
ジが表示されます。車両が「R（リバース）」になってい
る限り、このメッセージは表示されます。

メモ :
車両が「4WD Low」位置にある間は「PARKSENSE OFF
（ParkSense オフ）」というメッセージは表示されませ
ん。

● ParkSense が ON の場合、ParkSense が警告音を発
する際はオーディオの音量が下がります。

● センサに引っかき傷や損傷を与えないように注意しな
がら、ParkSense センサを定期的に清掃してくださ
い。センサに付着した氷や雪、泥、埃、堆積物を除去
してください。これを怠ると、システムが適切に機能し
ない場合があります。ParkSense システムがバンパ
の後方または前方の障害物を検知しなかったり、バ
ンパの後方または前方に障害物があると誤認する場
合があります。

● 自転車用キャリアやトレーラ・ヒッチなどの障害物がリ
ヤ・フェイシア／バンパから 30cm 以内にある場合、
ParkSense スイッチを使って ParkSense システムを
OFF に切り替えてください。これを怠ると、システムが
近くの障害物をセンサの不具合と誤認識し、インスト
ルメント・パネル・ディスプレイに「PARKSENSE
UNAVAILABLE SERVICE REQUIRED（ParkSense 使用
不可、整備が必要です）」というメッセージが表示され
る場合があります。

● スイング・ゲートが開位置にあると、ParkSense が無
効になります。スイング・ゲートが開いていると、車両
の後方に障害物があると誤認されます。
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警告!

● ドライバーは、ParkSense を使用している場合で
も、バックの際に注意を怠らないでください。常に車
両の後ろを注意深く確認し、自分の後方を見て、バ
ックする前に歩行者、動物、他の車両、障害物、お
よび死角を確認してください。安全な運転を心が
け、周囲の確認を怠らないようにします。これを怠
ると、重傷や死亡事故につながる恐れがあります。

● 車両をけん引目的に使用していないときは、
ParkSense を使用する前に、ボール・マウントおよ
びヒッチ・ボールのアセンブリを取り外すことを強く
お勧めします。そうしないと、連続的な警告音が鳴
ったときにはヒッチ・ボールがリヤ・フェイシア／バン
パよりも障害物に近づいているため、負傷したり、
車両または障害物が破損したりする危険がありま
す。また、ボール・マウントおよびヒッチ・ボールのア
センブリのサイズと形状によっては、車両の後方に
ある障害物としてセンサが誤認する場合がありま
す。

注意!

● ParkSense は、あくまでも駐車をアシストするため
のものであり、小さな物体など、すべての障害物を
検知できるわけではありません。駐車用の縁石は、
一時的に検知されたり、まったく検知されなかった
りすることがあります。センサ上または下にある障
害物は、すぐそばにある場合は検知されません。

● 障害物が検知されたらすぐに停止できるように、
ParkSense 使用中はゆっくりと運転してください。
ParkSense の使用中でも、肩越しに後ろを確認しな
がら運転することをお勧めします。

TRAILCAM システム - タイプ別装備

一部の車両には、車両の前方視界を画面上で確認でき
る TrailCam が装備されています。この画像は、タッチス
クリーンに表示され、「Check Entire Surroundings（周囲
全体を確認してください）」というメッセージが画面の上部
に表示されます。

フロント・ビュー・カメラ

メモ :
4WD Low に入っている場合、システムはそのまま作動し
ます。

TrailCam システムにはプログラム可能な設定があり、
Uconnect システムを使用して選択可能です ⇨ページ

130。

TrailCam の手動起動

TrailCam 表示は、インストルメント・パネルのスイッチ・バ
ンクにある「Camera（カメラ）」ボタンを押すことで起動で
きます。

TrailCam 表示は、「Backup Camera（後方カメラ）」表示
の アイコンを押しても、起動することができます。

「Back Up Camera（後方カメラ）」表示は、TrailCam 表示
の アイコンを押しても、起動することができます。

TrailCam 表示が起動している状態で、シフト・レバーを
「R（リバース）」から別の位置に入れると（カメラの遅延は
オフ）、TrailCam モードは終了し、直前の画面に戻りま
す。

TrailCam 表示が起動している状態で、シフト・レバーを
「R（リバース）」から別の位置に入れると（カメラの遅延は
オン）、TrailCam の画像は最大 10 秒間表示を継続しま
す。ただし、車速が 13km/h（8mph）を超えたり、トランス
ミッションを「P（パーキング）」に入れたり、イグニッショ
ン・スイッチを「OFF（オフ）」位置にしたり、または
TrailCam カメラの画像を無効にするためタッチスクリーン
の「X」ボタンを押したりすると表示されなくなります。

手動起動方法で TrailCam カメラ画像を起動し、車速が
13km/h（8mph）を超えると、その画像のディスプレイ・タ
イマが開始します。画像は、ディスプレイ・タイマが 10 秒
間を超えるまで継続して表示されます。

有効にすると、ステアリング・ホイール位置に基づき、
TrailCam 表示の地平面にアクティブでダイナミックな Tire
Lines（タイヤ・ライン）が投影されます。

メモ :
● 2WD または 4WD High に入っているときに、車速が

13km/h（8mph）未満の場合、タッチスクリーンの「X」
ボタンで無効にしたり、トランスミッションを「P（パーキ
ング）」に入れたり、イグニッション・スイッチを「OFF（オ
フ）」位置にしたりするまで、TrailCam 画像は表示され
続けます。

● カメラ画像の表示を無効にするタッチスクリーン・ボタ
ン「X」は、シフト・レバーが「R（リバース）」に入ってい
ると使用できません。

● 4WD Low での走行中は車速や時間に関係なく、
TrailCam 表示は起動したままになります。
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TrailCam の洗浄

TrailCam 表示画面で、「Wipe Camera and Rear Glass
（カメラと背面ガラスをワイプ）」 ボタンをタッチして、
TrailCam に液体をスプレーします。この際、リアウォッシ
ャーとワイパーも作動します。

TrailCam 表示にある「Clean Camera（カメラ洗浄）」という
ボタンを長押しすると、TrailCam の洗浄が行われます。
ボタンを放すと、洗浄液が停止します。さらに、リアウォッ
シャー・システムを搭載している場合は、ウォッシャー液
が TrailCam を洗浄します。

● ボタンを押し続けている間、1 回につき最大 20 秒間
カメラを洗浄することができます。

● フロントガラス洗浄中は、「Clean Camera（カメラ洗
浄）」システムは使用できません。

速度コントロール補助シス
テム

アダプティブ・クルーズ・コントロー
ル（ACC） - タイプ別装備

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）を使用するこ
とにより、高速道路や幹線道路を走行中にクルーズ・コ
ントロールが提供する快適さが増します。しかし安全の
ための装置ではなく、衝突防止機能はありません。

メモ :
● ACC センサが先行車を検出すると、減速と（当初の設

定速度を超えないように）加速を自動的に調整し、あ
らかじめ設定された先行車との車間距離を維持しな
がら先行車の速度に合わせます。

● 車両のシャーシ／サスペンションまたはタイヤ・サイ
ズに変更を加えると、アダプティブ・クルーズ・コントロ
ールと前面衝突警報システムの性能に影響が出ま
す。

● 定速クルーズ・コントロール（ACC が有効になっていな
い状態）では、先行車を検知することはできません。
選択されている機能に常に注意してください。

警告!

● アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）は利便
性を追求したシステムです。運転者による運転に代
わるものではありません。路面、交通状況、天候、
車速、車間距離に注意し、なによりもあらゆる道路
状況でブレーキを操作し安全に運転することは、運
転者の責任です。安全運転を行うためには、常に
十分な注意力が欠かせません。ここに示す警告に
従わないと、衝突事故や死亡または重傷につなが
る恐れがあります。

● ACC システムは：

○ 歩行者、対向車、静止物（渋滞で停止している
車や故障車など）には反応しません。

○ 路面、交通状況、および天候を考慮に入れるこ
とはできず、視界の悪い状況では性能が制限さ
れる場合があります。

○ 複雑な運転条件では必ずしも認識が完全に行
われるわけではなく、そのため車間距離の警告
が正しくなかったり、警告が発せられないことが
あります。

○ 先行車に追従している間に、車両を完全に停止
し、2 秒間車両をそのまま保持します。先行車が
2 秒以内に動き出さない場合、ACC システムは、

(続き)

警告!

システムによりブレーキが解除されるためブレー
キを手動でかける必要があるというメッセージを
表示します。ブレーキが解除されるときにチャイ
ムが鳴ります。

● 下記の状況では ACC システムを使用しないでくだ
さい。

○ 霧、大雨、大雪、凍結路、交通量の多い場所、
複雑な状況（高速道路の工事中現場など）の中
を運転する場合

○ 右左折レーンや高速道路の出口ランプに入る場
合、曲がりくねった道、凍結した道路、雪道、滑
りやすい路面、勾配の大きい道を走行する場合

○ 勾配の大きい道でトレーラをけん引する場合

○ 一定速度で走行するのが危険な状況である場
合

アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）の操作

ACC システムは（ステアリング・ホイールの右側にある）
ボタンで操作します。
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アダプティブ・クルーズ・コントロール・ボタン

1  距離延長ボタン
2 - アダプティブ・クルーズ・コントロール ON/OFF
3 – 距離短縮ボタン
4 - CANC／キャンセル
5 - SET（+）／加速
6 - 定速クルーズ・コントロール ON/OFF
7 - RES／再開
8 - SET (-)／減速

アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）のメニュー

インストルメント・パネル・ディスプレイに現在のシステム
設定が表示されます。表示される情報は、ACC システム
の状態に応じて異なります。

「アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）ON/OFF」ボ
タンを押すと、インストルメント・パネル・ディスプレイに以
下のいずれかの項目が表示されます。

Adaptive Cruise Control Off（アダプティブ・クルーズ・コン
トロール - OFF）

ACC の作動を解除すると、「Adaptive Cruise Control Off
（アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）オフ）」と表
示されます。

Adaptive Cruise Control Ready（アダプティブ・クルーズ・
コントロール - 利用可）

ACC がオンになっているが、車速設定が選択されていな
い場合は、ディスプレイに「Adaptive Cruise Control
Ready（ACC 利用可）」と表示されます。

アダプティブ・クルーズ・コントロール - 設定

「SET（+）」または「SET（-）」ボタンを押すと、ディスプレイ
に「ACC 設定」が表示されます。

ACC を設定すると、設定速度がインストルメント・パネル
に表示されます。

次の ACC 機能のいずれかが作動すると、ACC 画面が再
表示される場合があります。

● システムのキャンセル

● ドライバーによるオーバーライド

● システム OFF

● ACC 接近警告

● ACC 利用不可警告

ACC 表示の動きがなく 5 秒経過すると、インストルメン
ト・パネル・ディスプレイは最後に選択された表示に戻り
ます。

アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）の作動

ACC システムの最低設定速度は 30km/h（19mph）で
す。

システムを「ON（オン）」にして準備完了状態になると、イ
ンストルメント・パネル・ディスプレイに「ACC Ready（ACC
準備完了）」と表示されます。

システムが「OFF（オフ）」のときは、インストルメント・パネ
ル・ディスプレイに「Adaptive Cruise Control (ACC) Off（ア
ダプティブ・クルーズ・コントロール・オフ）」と表示されま
す。

メモ :
下記の状態では ACC を作動できません。

● 「4WD Low」になっている場合

● ブレーキが踏み込まれている場合

● パーキング・ブレーキがかかっている場合

● トランスミッションが「P（パーキング）」、「R（リバー
ス）」、または「N（ニュートラル）」に入っている場合

● 車速が最低速度範囲に達していない場合

● ブレーキが過熱している場合

● 低速で運転席のドアを開けている場合

● 低速で運転席のシートベルトが外れている場合

● 「ESC フル OFF」モードが作動している場合

● [Off Road+（オフ・ロード+）(タイプ別装備)]が作動して
いる場合

作動／停止するには

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）の「ON/OFF
（オン／オフ）」ボタンを押して放します。インストルメント・
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パネル・ディスプレイの ACC メニューに「ACC Ready（ACC
利用可）」と表示されます。

システムを OFF にするには、アダプティブ・クルーズ・コ
ントロール（ACC）の「ON/OFF（オン／オフ）」ボタンをもう
一度押して放します。このときシステムは OFF になり、イ
ンストルメント・パネル・ディスプレイに「Adaptive Cruise
Control (ACC) Off（アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）オフ）」と表示されます。

警告!

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）システムを
使用していないときに ON のままにしておくことは危険
です。不意にシステムが設定されたり、予想以上の速
度になることがあります。車を制御できなくなり、衝突
事故につながる恐れがあります。システムを使用しな
いときは、常に OFF にしておいてください。

希望速度を設定するには

車両が希望速度に達したときに、「SET +」ボタンまたは
「SET -」ボタンを押して放します。インストルメント・パネ
ル・ディスプレイに設定速度が表示されます。

メモ :
定速クルーズ・コントロールは ACC を有効にしなくても使
用できます。別のモードに切り替えるには、ACC on/off
ボタンを押します。これで、ACC と定速クルーズ・コントロ
ールがオフになります。定速クルーズ・コントロール
on/off ボタンを押すと、定速クルーズ・コントロール・モー
ドがオンになります（切り替わります）。

警告!

定速クルーズ・コントロール・モードでは、システムは
先行車には反応しません。さらに、先行車の存在や車
間距離が検出されないため、先行車に近づきすぎても
接近警報が作動せず、アラームも鳴りません。先行車
との安全な車間距離を維持してください。選択されて
いるモードに常に注意してください。

車速が 30km/h（19mph）を下回っているときに ACC が
設定されると、設定速度はデフォルトの 30km/h
（19mph）になります。

メモ :
車速が 30km/h（19mph）を下回っているときは、定速ク
ルーズ・コントロールを設定することができません。

車速が 30km/h（19mph）を超えているときにいずれか
のシステムが設定されると、設定速度は現在の車速に
なります。

メモ :
● アクセル・ペダルに足を乗せたままにしていると、設

定速度を超えて加速し続ける場合があります。これが
起こった場合は、インストルメント・パネル・ディスプレ
イに「DRIVER OVERRIDE（ドライバーによるオーバーラ
イド）」というメッセージが表示されます。

● ACC を有効にした状態で設定速度を超えて加速し続
けると、自車と先行車の間の車間距離制御が行われ
なくなります。車速はアクセル・ペダルを踏み込む量
によってのみ決まります。

キャンセルするには

次の条件に合致すると、ACC システムまたは定速クルー
ズ・コントロール・システムがキャンセルされます。

● ブレーキ・ペダルを踏む

● 「CANC（キャンセル）」ボタンを押す

● アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）が作動する

● ギヤ・セレクタを「D（ドライブ）」位置から動かす

● エレクトロニック・スタビリティ・コントロール／トラクショ
ン・コントロール・システム（ESC／TCS）が作動する

● 車両のパーキング・ブレーキをかける

● ブレーキ温度が正常範囲を超える（オーバーヒート）

● トレーラ・スウェイ・コントロール（TSC）が作動する

次の条件に合致すると、ACC システムのみがキャンセル
されます。

● 低速で運転席シートベルトが外れている場合

● 低速で運転席のドアを開ける

OFF にするには

下記の動作を行うとシステムは OFF になり、設定速度を
メモリから消去します。

● アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）の
「ON/OFF（オン／オフ）」ボタンを押す

● 定速クルーズ・コントロール・システムの「ON/OFF（オ
ン／オフ）」ボタンを押す

● イグニッション・キーが「OFF」の位置にある

● 4WD LOW が作動している

再作動させるには

メモリに設定速度が記憶されている場合は、「RES（再
開）」ボタンを押してから、アクセル・ペダルから足を放し
ます。インストルメント・パネル・ディスプレイに前回の設
定速度が表示されます。
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復帰機能は、定速クルーズ・コントロール使用中のみ、
30km/h（19mph）を超える速度で使用できます。

復帰機能は、定速クルーズ・コントロール使用中のみ、
30km/h を超える速度で使用できます。

復帰機能は、ACC の作動時は 0km/h（0mph）を超える
速度で使用できます。

メモ :
● ACC モードになっている状態で車両が完全に停止し

て 2 秒を超えると、車両を停止した状態に維持するに
は、運転者はブレーキをかける必要があります。

● この車両のすぐ前方に静止車両がある場合、ACC を
再開できません。

警告!

復帰機能は、交通状況と路面状態に注意して使用し
てください。設定速度が速すぎたり遅すぎたりするとき
に復帰機能を使用すると、そのときの交通量や路面
状況によっては、車速を急に上げたり落としたりするこ
とになるため危険です。ここに示す警告に従わない
と、衝突事故や死亡または重傷につながる恐れがあ
ります。

設定速度を変更するには

設定速度を増減させるには

速度の設定後、「SET（設定）（+）」ボタンを押すと、設定
速度が上がり、「SET（設定）（-）」ボタンを押すと、設定速
度が下がります。

米国式（mph）

● 「SET（設定）（+）」ボタンまたは「SET（設定）（-）」を 1
回押すと、設定速度を 1mph 単位で調整できます。
ボタンを 1 回押すごとに、1mph 単位で増減します。

● ボタンを押し続けると、ボタンを放すまで設定速度は
5mph 単位で連続して調整できます。新たに設定した
速度はインストルメント・パネル・ディスプレイに反映さ
れます。

メートル法（km/h）

● 「SET（設定）（+）」または「SET（設定）（-）」ボタンを 1
回押すと、設定速度を 1km/h 単位で調整できます。
ボタンを 1 回押すごとに、1km/h 単位で増減します。

● ボタンを押し続けると、ボタンを放すまで設定速度は
10km/h 単位で連続して調整できます。新たに設定し
た速度はインストルメント・パネル・ディスプレイに反
映されます。

メモ :
現在の設定を無視して「SET +（設定+）」ボタンまたは
「SET -（設定-）」ボタンを押すと、新しい設定速度が現在
の車速になります。

ACC の作動中

● 「SET -（設定-）」ボタンを操作して減速するとき、エンジ
ン・ブレーキによって設定速度まで車速を十分に落と
すことができない場合、ブレーキ システムで自動的に
減速します。

● 前方車両に追従しているときは、ACC システムがブレ
ーキをかけて完全に停止します。前方車両に追従し
て静止した場合、完全停止してから 2 秒後にブレー
キを解除します。

● ACC システムは、坂道でも設定速度を維持します。緩
やかな坂で速度が多少変化しても異常ではありませ
ん。また、坂道の上り坂と下り坂ではシフトダウンが
行われることもあります。これは設定速度を維持する
ために必要な正常な動作です。登坂および降坂時、

ブレーキ温度が通常の範囲を超えると（オーバーヒー
ト）、ACC システムはキャンセルされます。

ACC での車間距離の設定

バー 4 本（最長距離）、バー 3 本（長距離）、バー 2 本
（中距離）、バー 1 本（短距離）の間で距離設定を変化さ
せて、ACC の指定車間距離を設定できます。ACC は、こ
の距離設定値と車速を基に、先行車との車間距離を計
算して設定します。この距離設定値はインストルメント・
パネル・ディスプレイに表示されます。

距離設定

1 - 最長距離設定（バー 4 本）
2 - 長距離設定（バー 3 本）
3 - 中距離設定（バー 2 本）
4 - 短距離設定（バー 1 本）

距離設定を長くするには、「Distance Setting - Increase
（距離設定 - 延長）」ボタンを押して放します。このボタン
を押すたびに、距離設定はバー 1 本ずつ増加（延長）し
ます。

距離設定を短くするには、「Distance Setting - Decrease
（距離設定 - 短縮）」ボタンを押して放します。このボタン
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を押すたびに、距離設定はバー 1 本ずつ減少（短縮）し
ます。

先行車がいない場合、車両は設定速度で走行します。
同じ車線に速度の遅い車が見つかった場合、インストル
メント・パネルに「ACC Set With Target Light（先行車を検
知したときの ACC 設定）」表示灯が表示されます。その
後システムは、設定速度に関係なく車速を自動的に調
整し、距離設定を維持します。

車両は以下の条件が満たされるまで設定されている車
間距離を維持します。

● 先行車が設定速度を超えるまで加速する

● 先行車が車線を移る、またはセンサの検出範囲の外
に出る

● 車間距離の設定値を変更する

● システムの解除⇨ ページ 176

ACC による最大制動力は制限されますが、ドライバーは
必要に応じて通常通りにブレーキをかけることができま
す。

メモ :
ACC システムがブレーキをかけると、常にブレーキランプ
が点灯します。

ACC はシステムの最大制動力では設定の車間距離を維
持できないと判断すると、ドライバーに接近警報を発しま
す。警報が出ると、インストルメント・パネル・ディスプレイ
で「BRAKE!（ブレーキ！）」という視覚警報が点滅し、チャ
イムが鳴ると同時に、ACC は最大制動力をかけ続けま
す。

メモ :
インストルメント・パネル・ディスプレイの「BRAKE!（ブレー
キ！）」画面はドライバーに対応を促す警告であり、必ず

しも前面衝突警報システムが自動的にブレーキをかける
ということではありません。

追い越し補助

ACC を作動させて別の車の後を走行中の場合、前方の
車を追い越せるように、ACC の設定速度まで車が加速さ
れます。左側通行の地域の場合、この追加の加速は、
右方向指示灯を使用したときに開始されます。なお、先
行車の右側を追い越す場合にのみ作動します。右側通
行の地域の場合、この追加の加速は、左方向指示灯を
使用したときに開始されます。なお、先行車の左側を追
い越す場合にのみ作動します。

メモ :
車両が右側通行の地域から左側走行の地域に移行す
る場合、またはその逆の場合、ACC システムが通行の
方向を自動的に検出します。

停止時の ACC の作動

対象車に追従している間に、ACC システムにより車両が
静止し、静止してから 2 秒以内にその対象車が動き出し
た場合、運転者が何も対応しなくても、この車両は走行
を再開します。

自車の静止後 2 秒以内に対象車が動き出さない場合、
ACC with Stop（停止 ACC）システムはキャンセルされ、ブ
レーキは解除されます。キャンセルのメッセージがインス
トルメント・パネル・ディスプレイに表示され、警告チャイ
ムが鳴ります。この時点で、運転者の介入が必要となり
ます。

停止 ACC により車両が静止している間、運転席のシート
ベルトが外されるか運転席のドアが開けられると、停止
ACC システムはキャンセルされ、ブレーキは解除されま
す。キャンセルのメッセージがインストルメント・パネル・

ディスプレイに表示され、警告チャイムが鳴ります。この
時点で、運転者の介入が必要となります。

警告!

ACC システムを再起動させるとき、ドライバーは、車両
の進路上に歩行者、他の車両、障害物がないことを確
認してください。ここに示す警告に従わないと、衝突事
故や死亡または重傷につながる恐れがあります。

警告およびメンテナンスの表示

「WIPE FRONT RADAR SENSOR（フロント・レー
ダ・センサを清掃してください）」警告

システムの性能が一時的に制限される条件になると、
「ACC/FCW Unavailable Wipe Front Radar Sensor
（ACC/FCW が無効のためフロント・レーダ・センサを清掃
してください）」という警告が表示され、チャイムも鳴りま
す。

この警告は、多くの場合、雪や大雨などのため視界が悪
いときに発せられます。ACC システムは、泥、埃、氷など
の障害物によって一時的に利用できなくなる場合もあり
ます。このような場合、インストルメント・パネル・ディスプ
レイに「ACC/FCW Unavailable Wipe Front Radar Sensor
（ACC/FCW が無効のためフロント・レーダ・センサを清掃
してください）」と表示され、システムが無効になります。

反射率の高いエリア（反射タイルが使用されたトンネル、
氷雪など）の走行中に「ACC/FCW Unavailable Wipe
Front Radar Sensor（ACC/FCW が無効のためフロント・レ
ーダ・センサを清掃してください）」というメッセージが表
示されることがあります。エリアを離れると、ACC システ
ムは再び作動します。まれに、レーダーが追跡する車両
や物体が進路上にない場合、この警告が一時的に表示
される場合があります。
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メモ :
「ACC/FCW Unavailable Wipe Front Radar Sensor
（ACC/FCW が無効のためフロント・レーダ・センサを清掃
してください）」という警告が表示されている場合でも、定
速クルーズ・コントロールは使用できます。

天候状況が原因でない場合、センサを点検する必要が
あります。センサの清掃や障害物の除去が必要な場合
もあります。センサは、車両中央、ロア・グリルの背後に
取り付けられています。

ACC システムを適切に動作させるには、以下のメンテナ
ンス項目に注意することが重要です。

● センサを常にきれいにしておきます。柔らかい布でセ
ンサのレンズを丁寧に拭きます。センサのレンズに傷
を付けないように注意してください。

● センサのネジを取り外さないでください。ネジを外す
と、ACC システムが誤作動を起こしたり機能せず、セ
ンサの再調節が必要になる場合があります。

● 衝突によってセンサまたは車両の前部が損傷を受け
た場合、正規ディーラーで整備を受けてください。

● センサ付近には透明な部品や後付けグリルなどのア
クセサリをはめたり、取り付けたりしないでください。
アクセサリを付けると ACC が機能しなくなったり、誤作
動を起こす恐れがあります。

システムの作動を解除していた状況がなくなったとき、シ
ステムは「Adaptive Cruise Control Off（アダプティブ・クル
ーズ・コントロール - OFF）」状態になり、再起動するだけ
で再び機能するようになります。

メモ :
雪、雨、泥またはその他の障害物がないにもかかわらず
「ACC/FCW Unavailable Wipe Front Radar Sensor
（ACC/FCW が無効のためフロント・レーダ・センサを清掃

してください）」というメッセージが頻繁に表示される場合
（1 回の走行に 2 度以上）、正規ディーラーでレーダ・セ
ンサの再調節を行ってください。

「CLEAN FRONT WINDSHIELD（フロントウィンド
ウの清掃が必要です）」警告

システムの性能が一時的に制限される条件になると、
「ACC/FCW Limited Functionality Clean Front Windshield
（ACC/FCW の機能が制限されているためフロントウィンド
ウの清掃が必要です）」という警告が表示され、チャイム
がなります。この警告は、多くの場合、雪または大雨や
曇りなどのため視界が悪いときに発せられます。ACC シ
ステムは、フロントウィンドウ上の泥、埃、氷、さらにはガ
ラス内側の曇りなどの障害物によって一時的に利用でき
なくなる場合もあります。このような場合、インストルメン
ト・パネル・ディスプレイに「ACC/FCW Limited
Functionality Clean Front Windshield（ACC/FCW の機能
が制限されているためフロントガラスの清掃が必要で
す）」と表示され、システムの性能が低下します。

悪天候条件での走行中、「ACC/FCW Limited
Functionality Clean Front Windshield（ACC/FCW の機能
が制限されているためフロントガラスの清掃が必要で
す）」というメッセージがときどき表示されることがありま
す。車両がこうしたエリアを離れると、ACC/FCW システム
は再び作動します。まれに、カメラが進路上の車両や物
体を追跡しない場合、この警告が一時的に表示される場
合があります。

天候条件が原因ではない場合、運転者はフロントガラス
およびルーム・ミラーの裏側にあるカメラを点検する必要
があります。清掃や障害物の除去が必要な場合もありま
す。

機能の制限をもたらす状況がなくなると、システムの機
能は完全に元に戻ります。

メモ :
雪、雨、泥またはその他の障害物がないにもかかわらず
「ACC/FCW Limited Functionality Clean Front Windshield
（ACC/FCW の機能が制限されているためフロントガラス
の清掃が必要です）」というメッセージが頻繁に表示され
る場合（1 回の走行に 2 度以上）、正規ディーラーでフロ
ントガラスおよび前方向きカメラの点検を受けてくださ
い。

「ACC/FCW 整備」警告

システムがオフになり、インストルメント・パネル・ディスプ
レイに「ACC/FCW Unavailable Service Required
（ACC/FCW 利用不可、整備を受けてください）」または
「Cruise/FCW Unavailable Service Required（クルーズ／
FCW 利用不可、整備を受けてください）」と表示された場
合は、ACC の機能を制限する内部システム故障または
一時的な不具合が生じているおそれがあります。通常の
状態で走行することはできますが、ACC は一時的に利用
できなくなります。そのような場合は、後ほどイグニッショ
ン・サイクルに従って ACC を作動させてください。問題が
解決できない場合は、正規ディーラーにお問い合わせく
ださい。

ACC を作動させて運転する際の注意事項

運転状況によっては、ACC の検出に問題が生じることが
あります。そのような場合、ACC によってブレーキがかか
るのが遅かったり、不意にかかったりする可能性があり
ます。ドライバーは油断せず、場合によってはシステム
の作動に対し処置を講じることが必要なこともあります。
以下は、こうした種類の状況の例です。

トレーラのけん引

ACC の使用時、トレーラのけん引はお勧めしません。
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車の位置のずれ

同じ車線に車がいても、運転している車の直線方向から
ずれている場合や、隣の車線から合流してくる車両の場
合、ACC は検出できないことがあります。また、先行車と
の距離を十分に保つことができないことがあります。そ
のような車は一定して走行軌跡に留まらないため、車の
ブレーキが不意にかかったり、加速したりすることがあり
ます。

車の位置のずれの例

曲がり角やカーブ

ACC を作動させてカーブを走行すると、前方の車両を検
知していない状態で、安定性確保のためにシステムが
車速を増減させる場合があります。車両がカーブを抜け
ると、システムは元の設定速度を復帰させます。これ
は、ACC システムの正常な機能の一部です。

メモ :
急カーブでは、ACC の作動が制限される場合がありま
す。

坂道での ACC の使用

坂道を走行中は、ACC の性能が十分に発揮されない恐
れがあります。速度、積載物の重量、交通状況、坂道の
勾配によっては、ACC が車線内での車両を検出できない
ことがあります。

坂道での ACC の例

車線変更

ACC は、車線変更している車が同じ車線に完全に移るま
で車を検知しません。以下の車線変更の例では、ACC
は車線変更中の車両をまだ検出しておらず、ACC システ
ムは作動可能な時間内に車両を検出できないことがあ
ります。ACC は、車が同じ車線に完全に移るまで検知し
ません。また、先行車との距離を十分に保つことができ
ないことがあります。常に注意を怠らず、必要に応じてブ
レーキをかけられるように準備をしておいてください。

車線変更例

車幅の狭い車

車幅の狭い車が車線の外側ラインぎりぎりの位置を走
行している場合や、少しずつ同じ車線に移ってきている
場合、車線内に完全に入るまで検知されないことがあり
ます。また、先行車との距離を十分に保つことができな
いことがあります。

車幅の狭い車の例
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静止物と車両

ACC は静止した物体や車両には反応しません。たとえ
ば、ACC は追従している前方車両が現在走行中の車線
から移動したときに、現在走行中の車線上で前方に車
両が停止しているなどの状況には反応しません。ACC
は、相対的な動きを事前に検出しなかったので、この停
止した車両を静止物とみなします。常に注意を怠らず、
必要に応じてブレーキをかけられるように準備をしてお
いてください。

静止物と静止車両の例

オフ・ロード／ロー・レンジ操
作補助システム

ヒル・スタート・アシスト（HSA）

HSA は、坂道で車を完全停止状態から発進させるときに
後退の発生を抑えるように設計されています。坂道で停
止している場合、ドライバーがブレーキを放しても、HSA
は短時間ブレーキ圧をかけ続けます。この時間が終了
する前にドライバーがスロットルをかけない場合、システ

ムはブレーキ圧を解放し、車両は通常どおりに斜面を下
ります。

HSA が作動するには、次の条件を満たさなければなりま
せん。

● 機能が有効にされている。

● 車が停止している。

● パーキング・ブレーキがかかっていない。

● 運転席ドアが閉まっている。（ドアが取り付けられてい
る場合、ドアを閉める必要があります。ドアが外され
ている場合、運転者のシートベルトを着用する必要が
あります）。

● 車両が急な坂にある。

● 選択するギヤが、車両の上り方向に合致している（つ
まり、坂を上る場合は前進ギヤ、登り坂を背にしてバ
ックする場合は「R（リバース）」ギヤ）。

● HSA は「R（リバース）」ギヤとすべての前進ギヤで作
動します。トランスミッションが「P（パーキング）」また
は「N（ニュートラル）」位置にある場合は、このシステ
ムは作動しません。マニュアル・トランスミッション装
備車の場合、クラッチが踏まれていると HSA は作動
したままになります。

警告!

勾配が緩やかな坂や、車に荷物を積んでいる場合
や、トレーラけん引をしている場合は、ヒル・スタート・
アシスト（HSA）が動作せず、少し車が下がる恐れがあ
ります。HSA は、ドライバー自身による運転に代わるも
のではありません。車間距離、歩行者、対象物に注意
し、なによりもあらゆる道路状況でブレーキを操作し安
全に運転することは、ドライバーの責任です。安全運

(続き)

警告!

転を行うためには、常に十分な注意力が欠かせませ
ん。ここに示す警告に従わないと、衝突事故や重傷に
つながる恐れがあります。

HSA を無効または有効にする

この機能は ON にも OFF にもできます。現在の設定を変
更するには、次を参照してください⇨ ページ 130。

HSA でのけん引

トレーラをけん引する場合も HSA が補助となり、後退の
発生を抑えます。

警告!

● トレーラでトレーラ・ブレーキ・コントローラを使用す
る場合は、トレーラ・ブレーキがブレーキ・スイッチ
によって作動したり解除されたりする場合がありま
す。その場合、ブレーキ・ペダルを解放すると、上り
坂で車両およびトレーラを停車させるだけの十分な
ブレーキ圧がなくなることがあります。再度アクセル
ペダルを踏む間に坂道を下がらないようにするた
め、ブレーキ・ペダルを放す前に、トレーラ・ブレー
キを手動で作動させるか、または車のブレーキ圧を
強めてください。

● HSA はパーキング・ブレーキではありません。車か
ら離れるときは、必ずパーキング・ブレーキをしっか
りとかけてください。また、トランスミッションを「P（パ
ーキング）」に入れてください。

● ここに示す警告に従わないと、衝突事故や重傷に
つながる恐れがあります。
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ヒル・ディセント・コントロール（HDC）
— タイプ別装備

HDC は、「4WD LOW」での低速のオフ・ロード走行専用
です。HDC は、様々な走行状態で坂を下る場合に、必要
に応じてブレーキをかけ、車速を維持します。HDC は、
積極的にブレーキを制御することで、車速を制御しま
す。

HDC には次の 3 つの状態があります。

1. Off（機能は無効で作動しません）。

2. Enabled（機能は有効で作動可能な状態ですが、作
動条件が満たされていないか、ドライバーがブレー
キやアクセルを能動的に操作しています）。

3. Active（機能は有効で、車速を能動的に制御してい
ます）。

HDC を有効にする

HDC は、HDC ボタンを押すことで有効になりますが、
HDC を作動させるためにはさらに次の条件を満たす必
要があります。

● 駆動系が「4WD LOW」になっている。

● 車速が 8km/h（5mph）未満である。

● パーキング・ブレーキがかかっていない。

● 運転席側のドアが閉まっている（ドアが取り付けられ
ている場合、ドアは必ず閉じてください。ドアが外され
ている場合、運転者はシートベルトを着用する必要が
あります）

HDC を作動させる

HDC を有効にすると、一定の勾配の坂を下る場合、HDC
は自動的に作動します。HDC の設定速度は運転者が選

択します。HDC の設定速度は、ギヤ・シフトの+/-で調整
できます。HDC の設定速度を次に示します。

HDC 目標設定速度

● P = 速度が設定されていません。HDC は有効にでき
ますが、作動しません

● R（リバース）＝ 1km/h（0.6mph）

● N（ニュートラル）＝ 2Km/h（1.2mph）

● D（ドライブ） = 1km/h（0.6mph）

● 1 速＝ 1km/h（0.6mph）

● 2 速＝ 2km/h（1.2mph）

● 3 速＝ 3km/h（1.8mph）

● 4 速＝ 4km/h（2.5mph）

● 5 速＝ 5km/h（3.1mph）

● 6 速＝ 6km/h（3.7mph）

● 7 速＝ 7km/h（4.3mph）

● 8 速＝ 8km/h（5.0mph）

● 9 速＝ 9km/h（5.6mph） – タイプ別装備

メモ :
HDC の作動中、+/-シフタ入力は HDC の目標速度選択
に使用されますが、トランスミッションによって選択された
ギヤには影響しません。HDC を能動的に制御していると
き、トランスミッションは、運転者が選択した設定速度と
対応する走行条件に対して適切にシフトします。

ドライバーによるオーバーライド

運転者は、アクセルやブレーキを操作して、いつでも
HDC の作動をオーバーライドできます。

HDC を解除する

以下のいずれかの状況になったときは、HDC は解除さ
れます。

● 運転者が HDC 設定速度より、アクセルまたはブレー
キをかけることを優先した場合。

● 車速が 32km/h（20mph）を超えるが、64km/h
（40mph）以下にとどまっている場合

● 車両が勾配の緩い下り坂、平坦な路面、または上り
坂にある場合。

● 車両のシフト・レバーが「P（パーキング）」に入った場
合。

HDC を無効にする

次のいずれかの状況になった場合、HDC は解除され無
効になります。

● 運転者が HDC ボタンを押した場合。

● ドライバーが「4WD LOW」以外にシフトした場合。

● パーキング・ブレーキをかけた場合。

● 運転席ドアを開いた場合（ドアが取り付けられている
場合は運転席ドアを開いた場合、またはドアが外され
ている場合は運転席シートベルトを外した場合）

● 車両が 32km/h（20mph）を超える速度で 70 秒以上
走行した場合。

● HDC がブレーキの過熱を検知した場合。
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運転者への通知

インストルメント・パネルに HDC アイコンが表示され、
HDC ボタンの表示灯が点灯し、HDC 状態になったことを
運転者に知らせます。

● HDC が有効または作動しているときには、インストル
メント・パネルのアイコンとスイッチの表示灯が点灯し
続けます。これは、HDC の標準作動モードです。

● 運転者が HDC ボタンを押したが有効となる条件を満
たしていないときには、インストルメント・パネルのアイ
コンとスイッチの表示灯が数秒間点滅してから消灯し
ます。

● 速度超過が原因で HDC が解除されたときには、イン
ストルメント・パネルのアイコンとスイッチの表示灯が
数秒間点滅してから消灯します。

● ブレーキのオーバーヒートが原因で HDC が解除され
たときには、インストルメント・パネルのアイコンとスイ
ッチの表示灯が点滅します。ブレーキが十分に冷却さ
れると、点滅が停止し HDC が再度作動します。

警告!

HDC は、坂を下るときに車速をコントロールするため
の補助を意図したものです。ドライバーは、運転条件
に常に注意を払い、安全な車速を維持しなければなり
ません。

SELEC SPEED CONTROL（SSC）– タイプ別
装備

SSC は、「4WD LOW」でのオフロード走行専用です。SSC
は、エンジン・トルクとブレーキを積極的に制御すること
で、車速を維持します。

SSC には次の 3 つの状態があります。

1. Off（機能は無効となり、作動しません）

2. Enabled（HDC 機能は有効で、作動準備も完了して
いますが、作動条件が満たされていないか、運転
者がブレーキまたはアクセルを積極的にかけること
を優先できます）

3. Active（HDC 機能は有効となり、車速を積極的に制
御します）

SSC を有効にする

SSC は、SSC スイッチを押すことで有効になりますが、
SSC を有効にするためにはさらに次の条件を満たす必
要があります。

● 駆動系が「4WD LOW」になっている。

● 車速が 8km/h（5mph）未満である。

● パーキング・ブレーキがかかっていない。

● 運転者がアクセルを踏んでいない。

● 運転席ドアが閉まっている（ドアが取り付けられてい
る場合、ドアを閉める必要があります。ドアが外され
ている場合、運転者はシートベルトを着用する必要が
あります）

SSC を作動させる

SSC を有効にすると、次の条件を満たす場合、SSC は自
動的に作動します。

● 運転者がアクセルから足を放す。

● 運転者がブレーキから足を放す。

● トランスミッションが「P（パーキング）」以外のレンジに
入っている。

● 車速が 32km/h（20mph）未満である。

● 運転席側のドアが閉まっている。（ドアが取り付けられ
ている場合、ドアを閉める必要があります。ドアが外さ
れている場合、運転者はシートベルトを着用する必要
があります）

SSC の設定速度は運転者が選択します。SSC の設定速
度は、ギヤ・シフトの+/-で調整できます。さらに、SSC の
設定速度は、坂を登るときに下がることがあります。また
設定速度の下がり具合は勾配の大きさに依存します。
SSC の設定速度を次に示します。

SSC 目標設定速度

● 1 速＝ 1km/h（0.6mph）

● 2 速＝ 2km/h（1.2mph）

● 3 速＝ 3km/h（1.8mph）

● 4 速＝ 4km/h（2.5mph）

● 5 速＝ 5km/h（3.1mph）

● 6 速＝ 6km/h（3.7mph）

● 7 速＝ 7km/h（4.3mph）

● 8 速＝ 8km/h（5mph）

● R（リバース） = 1km/h（0.6mph）

● N（ニュートラル）＝ 2km/h（1.2mph）

● P（パーキング）＝ SSC は有効なままですが作動しま
せん

SSC 目標設定速度 —Off Road+（オフ・ロード+）装備車
の場合

● 1 速＝ 1km/h（0.6mph）

● 2 速＝ 1.5km/h（0.9mph）

● 3 速＝ 2km/h（1.2mph）
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● 4 速＝ 2.5km/h（1.5mph）

● 5 速＝ 3km/h（1.8mph）

● 6 速＝ 4km/h（2.5mph）

● 7 速＝ 6km/h（3.7mph）

● 8 速＝ 8km/h（5mph）

● R（リバース） = 1km/h（0.6mph）

● N（ニュートラル）＝ 2km/h（1.2mph）

● P（パーキング）＝ SSC は有効なままですが作動しま
せん

メモ :
● SSC の作動中、+/-ギヤ・セレクタ入力は SSC の目標

速度選択に使用されますが、トランスミッションによっ
て選択されたギヤには影響しません。SSC を能動的
に制御しているとき、トランスミッションは、運転者が
選択した設定速度と対応する走行条件に対して適切
にシフトします。

● Off Road+（オフ・ロード+）ドライブ・モードが作動して
いる場合は、SSC の動作はこのモードの影響を受け
ます。この差はシステム介入度の強さの変化として、
運転者が気づく場合もあります。

ドライバーによるオーバーライド

運転者は、SSC の作動より、いつでもアクセルまたはブ
レーキをかけることを優先できます。

SSC を解除する

以下のいずれかの状況になったときは、SSC は解除され
ます。

● 運転者が SSC 設定速度より、アクセルまたはブレー
キをかけることを優先した場合。

● 車速が 32km/h（20mph）を超えるが、64km/h
（40mph）以下にとどまっている場合

● 車両を「P（パーキング）」に入れた。

SSC を無効にする

次のいずれかの状況になった場合、SSC は解除され無
効になります。

● ドライバーが SSC スイッチを押した場合。

● 運転者が「4WD Low」以外にシフトした場合。

● パーキング・ブレーキをかけた場合。

● 車両が 32km/h（20mph）を超える速度で 70 秒以上
走行した場合。

● 車両が 64km/h（40mph）を超える速度で走行する。
SSC は直ちに終了します。

● 運転席ドアが開いている場合。（ドアが取り付けられ
ている場合は運転席ドアを開いた場合、またはドアが
外されている場合は運転席シートベルトを外した場
合）

運転者への通知

インストルメント・パネルに SSC アイコンが表示され、
SSC スイッチのランプが点灯し、SSC 状態になったことを
運転者に知らせます。

● SSC が有効または作動しているときには、インストル
メント・パネルのアイコンとスイッチの LED が点灯し続
けます。これらは、SSC の標準操作モードです。

● 運転者が SSC スイッチを押したが有効となる条件を
満たしていないときには、インストルメント・パネルの
アイコンとスイッチの LED が数秒間点滅してから消灯
します。

● 速度超過が原因で SSC が解除されたときには、イン
ストルメント・パネルのアイコンとスイッチの LED が数
秒間点滅してから消灯します。

● ブレーキのオーバーヒートが原因で SSC が解除され
たときには、インストルメント・パネルのアイコンとスイ
ッチの LED が点滅してから消灯します。

警告!

SSC は、オフ・ロード条件で運転するときに車速をコン
トロールするための補助を意図したものです。ドライバ
ーは、運転条件に常に注意を払い、安全な車速を維
持しなければなりません。

ユーティリティ機能アシスト・
システム

タイヤ空気圧モニタ・システム
（TPMS） 
タイヤ空気圧モニタ・システム（TPMS）は、プラカードに
記載された冷間時の推奨タイヤ空気圧に基づいて、運
転者にタイヤの空気圧が低くなっていることを警告しま
す。

メモ :
タイヤがプラカードに記載された圧力に膨張するまで、
パネル上の警告が点灯したままになります。

タイヤ空気圧は、外気温が 6.5°C（12°F）変わるごとに
約 7kPa（1psi）変動します。つまり、外気温が下がると、
タイヤ空気圧は低下します。タイヤ空気圧は、必ず冷間
時のタイヤ空気圧に基づいて設定してください。冷間時
のタイヤ空気圧とは、車両が 3 時間以上停車している
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状態のタイヤ空気圧、または 3 時間が経過した後で走
行した距離が 1.6km（1 マイル）未満の空気圧を意味し
ます。冷間時のタイヤ空気圧は、タイヤの側面に記載さ
れた最大空気圧を超えないようにしてください。また、タ
イヤ空気圧は車両走行中に上昇します。これは正常な
ので、上昇した空気圧を調整しないでください。

車のタイヤに適切に空気を入れる方法については、

⇨ ページ 230 を参照ください。

TPMS は、低温の影響や自然なタイヤ空気圧の損失な
ど、何らかの理由でタイヤ空気圧が低タイヤ空気圧警告
灯を下回る場合に、運転者にタイヤ空気圧が低くなって
いることを警告します。

そのような状況である限り、TPMS は運転者にタイヤ空
気圧が低いことを警告し続けます。タイヤ空気圧がプラ
カード記載の冷間時の推奨タイヤ空気圧以上になるま
で、警告は OFF になりません。低タイヤ空気圧警告（タイ
ヤ空気圧モニタ・システム警告灯）が点灯したら、この
TPMS 警告灯を消灯するには、タイヤ空気圧をプラカー
ド記載の冷間時の推奨タイヤ空気圧まで上げる必要が
あります。

メモ :
暖まっているタイヤに空気を入れる場合、TPMS 警告灯
を消灯するために、タイヤ空気圧をプラカードに記載され
た冷間時の推奨タイヤ空気圧よりさらに最大 28kPa
（4psi）上昇させる必要があります。

システムが自動的に更新され、更新されたタイヤ空気圧
をシステムが受信すると、TPMS 警告灯が消灯します。
TPMS がこの情報を受信するには、車両を約 24km/h
（15mph）を超える速度で最長 10 分間走行させてくださ
い。

たとえば、車両のプラカード記載の冷間時の推奨タイヤ
空気圧（3 時間以上停車）が 227kPa（33psi）であるとし
ます。周囲温度が 20°C（68°F）で測定タイヤ空気圧が

193kPa（28psi）のとき、気温が-7°C（20°F）に下がると、
タイヤ空気圧は約 165kPa（24psi）に低下します。このタ
イヤ空気圧は、TPMS 警告灯が点灯するのに十分低い
です。車両を走行させると、タイヤ空気圧が約 193kPa
（28psi）に上昇する場合がありますが、TPMS 警告灯は
まだ点灯したままです。この状況で、TPMS 警告灯を消
灯するには、車両のプラカードに記載の冷間時の推奨タ
イヤ空気圧の値までタイヤに空気を入れるしかありませ
ん。

注意!

● TPMS は、純正タイヤとホイール用に最適化されて
います。TPMS の空気圧と警告は、車両に取り付け
られたタイヤ・サイズに対して設定されています。サ
イズ、タイプ、またはスタイル（あるいはそのすべ
て）が同じでない交換タイヤを使用すると、好ましく
ないシステム操作が発生したり、センサが損傷した
りする場合があります。TPMS センサは、市販のホ
イールを使用するように設計されておらず、そうす
ることでシステム性能が全般に低下する可能性が
あります。お客様は TPMS 機能が作動するように
必ず純正ホイールを使用するようにしてください。

● 市販のタイヤ・シーラントを使用すると、タイヤ・プレ
ッシャ・モニタリング・システム（TPMS）のセンサが
作動しなくなる場合があります。市販のタイヤ・シー
ラントの使用後は、お近くの正規ディーラーに車両
をお持ちいただき、センサ機能の点検を受けること
をお勧めします。

● タイヤ空気圧を点検して調節したら、必ずバルブ・
ステム・キャップを取り付けてください。このキャップ
は、水分や汚れのバルブ・ステムへの混入を防ぎ
ます。水分や汚れが入ると、TPMS センサが損傷す
ることがあります。

メモ :
● TPMS は、タイヤの通常のお手入れおよびメンテナン

スに代わるものではなく、タイヤの破損または状態を
警告するためのものです。

● タイヤ充填警告またはセレクタブル・タイヤ充填警告
機能が装備されていない車両では、タイヤ空気圧の
調節時に、TPMS をタイヤ空気圧ゲージとして使用し
ないでください。

● タイヤ空気圧が著しく低下している状態で走行する
と、タイヤが過熱し、タイヤの不具合につながるおそ
れがあります。タイヤ空気圧が低いと燃費も低下し、
タイヤ・トレッドの寿命も短くなります。さらに、車の操
作や制動能力にも影響が出る可能性があります。

● TPMS は通常のタイヤのメンテナンスに代わるもので
はないことに注意してくだい。空気圧の低下が TPMS
警告灯が点灯するレベルに達していない場合でも、
正確なタイヤ空気圧ゲージを使用して、タイヤ空気圧
を正しく保つのは運転者の責任です。

● 季節的な温度変化はタイヤ空気圧に影響を与えま
す。TPMS は実際のタイヤ空気圧を監視します。

システムの操作

タイヤ空気圧モニタ・システム（TPMS）は、無線技術を使
用して、ホイール・リムに装着された電子センサでタイヤ
空気圧レベルを監視しています。バルブ・ステムの一部
として各ホイールに取り付けられたセンサによって、タイ
ヤ空気圧の値がレシーバ・モジュールに送信されます。
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タイヤ空気圧モニタ・システム・ディスプレイ

メモ :
月 1 回車両のすべてのタイヤの空気圧を確認して適正
な空気圧に保つことは、特に重要です。

TPMS は、下記の部品で構成されます。

● レシーバ・モジュール

● 4 つのタイヤ空気圧モニタ・システム・センサ

● インストルメント・パネルに表示される各種タイヤ空気
圧モニタ・システムのメッセージ

● タイヤ空気圧モニタ・システム警告灯

タイヤ空気圧モニタ・システム低圧警告

使用中のロード・タイヤ 4 本のうち 1 本以上
のタイヤ空気圧が低下した場合に、TPMS 警
告灯がインストルメント・パネル内で点灯し、
チャイムが鳴ります。また、インストルメント・

パネルに「Tire Low（タイヤ空気圧が低い）」メッセージが
5 秒以上表示され、低タイヤ圧の値とタイヤごとの圧力
値を示す図が異なる色で表示されます。

タイヤ空気圧モニタ・システム低圧警告

この警告が発生した場合、できるだけ早く停止し、圧力
が低いタイヤ（インストルメント・パネルの図にあるさまざ
まな色のタイヤ）に、プラカードに記載された冷間時の推
奨タイヤ空気圧まで空気を入れます。更新したタイヤ空
気圧が受信されると、システムが自動的に更新されま
す。インストルメント・パネルのグラフィック表示にある圧
力値は元の色に戻り、TPMS 警告灯は消灯します。

メモ :
暖まっているタイヤに空気を入れる場合、TPMS 警告灯
を消灯するために、タイヤ空気圧をプラカードに記載され
た冷間時の推奨タイヤ空気圧よりさらに最大 28kPa
（4psi）上昇させる必要があります。

TPMS がこの情報を受信するには、車両を約 24km/h
（15mph）を超える速度で最長 10 分間走行させてくださ
い。

TPMS 整備警告

システム故障が検知されると、TPMS 警告灯が 75 秒間
点滅し、その後点灯した状態になります。また、チャイム
も鳴ります。さらに、インストルメント・パネルに「SERVICE
TIRE PRESSURE SYSTEM（タイヤ空気圧システムの整備

が必要です）」というメッセージが 5 秒間以上表示され、
空気圧値の代わりにダッシュ（--）が表示され、どのセン
サが受信していないか示します。

イグニッションを回してこれが繰り返される場合、システ
ム故障がまだ解消されていません。システム故障が解
消されると、TPMS 警告灯が点滅しなくなり、「SERVICE
TIRE PRESSURE SYSTEM（タイヤ空気圧システムの整備
が必要です）」メッセージが表示されなくなり、ダッシュの
代わりに空気圧値が表示されます。システムの故障は、
以下のいずれかの場合に発生する可能性があります。

● 電子装置による妨害電波または TPMS センサと同じ
周波数の電波を発生する施設付近を走行した場合

● 電波に影響を与えるアクセサリ部品のカー・フィルム
を何らかの形で設置した場合

● ホイールやホイール・ハウス周りに大量の雪や氷が
付いた場合

● タイヤ・チェーンを装着した場合

● TPMS センサが装備されていないホイールまたはタイ
ヤを使用している場合

適合するフル・サイズ・スペア・タイヤ装備車

1. 適合するフル・サイズのスペア・ホイールとタイヤ・
アセンブリが車に装備されている場合は、タイヤ空
気圧モニタ・センサが装備されており、低圧ロード・
タイヤと交換したときに、タイヤ空気圧モニタ・シス
テム（TPMS）が監視します。

2. 適合するフルサイズ・スペア・タイヤを低圧ロード・タ
イヤと交換した場合、次回イグニッション・スイッチを
回すと、TPMS 警告灯が点灯し、チャイムが鳴り、グ
ラフィックには異なる色で低圧タイヤ圧力値が表示
されます。
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3. ロード・タイヤのいずれも低タイヤ空気圧警告しきい
値を下回っていなければ、5 mph (24 km/h) を超え
る速度で最長 10 分間車を走行させることで、TPMS
警告灯は消灯します。

TPMS 作動解除 — タイプ別装備

冬用ホイールとタイヤ・アセンブリを車両に取り付けた場
合など、4 本すべてのホイールとタイヤ・アセンブリ（ロー
ド・タイヤ）を TPMS センサを装備していないホイールと
アセンブリに交換すると、TPMS を作動解除できます。

TPMS を作動解除するには、まず、4 本すべてのホイー
ルとタイヤ・アセンブリ（ロード・タイヤ）をタイヤ空気圧モ
ニタ・システム（TPMS）センサを装備していないタイヤに
交換します。次に、車両を 24km/h（15mph）を超える速
度で 10 分間走行させます。TPMS のチャイムが鳴り、
TPMS 警告灯が 75 秒間点滅した後、点灯したままの状
態になります。インストルメント・パネルに「SERVICE TIRE
PRESSURE SYSTEM（タイヤ空気圧システムの整備が必
要です）」というメッセージが表示され、空気圧値の代わ
りにダッシュ（--）が表示されます。

次回イグニッション・キーを回したとき、TPMS はチャイム
を鳴らしたり、インストルメント・パネルに「SERVICE TIRE
PRESSURE SYSTEM（タイヤ空気圧システムの整備が必
要です）」というメッセージを表示したりすることはありま
せんが、空気圧値の代わりにダッシュ（--）が表示された
ままになります。

TPMS を再作動させるには、4 本すべてのホイールとタ
イヤ・アセンブリ（ロード・タイヤ）を TPMS センサを装備し
ているタイヤに交換します。次に、車両を 24km/h
（15mph）を超える速度で最長 10 分間走行させます。
TPMS のチャイムが鳴り、TPMS 警告灯が 75 秒間点滅
した後、消灯します。インストルメント・パネルに
「SERVICE TIRE PRESSURE SYSTEM（タイヤ空気圧シス
テムの整備が必要です）」というメッセージが表示され、

ダッシュの代わりに空気圧値が表示されます。次にイグ
ニッション・スイッチを回したときに、システム故障は存在
しないため「SERVICE TIRE PRESSURE SYSTEM（タイヤ空
気圧システムの整備が必要です）」というメッセージは表
示されません。

選択可能タイヤ充填警告  タイプ別装備

STFA は、通常のタイヤ充填警告システムの一部として
備えられているオプション機能です。このシステムの目
的は、車両のフロントおよびリヤ・アクスル・タイヤの空
気を入れたり抜いたりする圧力を選択できるようにする
こと、および車両のタイヤの空気を入れたり抜いたりす
るときにフィードバックを提供することです。

メモ :
STFA 機能を使用するには、ラジオのユーザー設定を使
用してタイヤ充填警告機能を有効にする必要がありま
す。

Uconnect システムのアプリ・メニューにある選択可能タ
イヤ充填警告のアプリケーションで、各アクスル設定に
対して 1psi 刻みで XX～15psi の圧力範囲をスクロール
させて、フロントとリヤ両方のアクスル・タイヤ空気圧に
対する圧力設定を選択できます。

XX = 車両プラカード圧力ラベルに表示されている、車両
冷間時のフロントとリヤ・アクスルのプラカード圧力値。

Uconnect システム・アプリケーションで各アクスルに対し
て選択した圧力値は、プリセット圧力値として保存してお
くこともできます。フロントとリヤ・アクスルに対して、最大
2 セットのプリセット圧力値を Uconnect システムに保存
できます。フロントとリヤ・アクスルに対して、空気を入れ
たり抜いたりしたいタイヤ圧力を選択したら、1 回に 1 本
のタイヤついて空気の出し入れを開始することができま
す。

メモ :
● STFA システムでは、1 回に 1 本のタイヤのみ空気を

入れたり抜いたりできます。

● 次のタイヤに空気を入れる前に、約 25 秒間待ちま
す。

TPMS レシーバ・モジュールがタイヤ空気圧の変化を検
出すると、システムが作動します。オートマチック・トラン
スミッション装備車両ではトランスミッションが「P（パーキ
ング）」の状態、マニュアル・トランスミッション装備車両で
はパーキング・ブレーキがかかった状態で、イグニッショ
ンが「ON/RUN（オン／走行）」モードになっている必要が
あります。非常点滅表示灯が点灯し、車両がタイヤ充填
警告モードにあることを知らせます。

タイヤ充填警告モードに入ると、インストルメント・パネル
にタイヤ空気圧画面が表示されます。タイヤの空気を入
れたり抜いたりしている間に非常点滅表示灯が点灯しな
い場合、タイヤ空気圧モニタ・システム・センサが作動し
ない位置にあり、TPMS センサ信号の受信が妨げられて
いる場合があります。このような場合、車両を前方また
は後方へ少し移動させなければならないことがありま
す。

ホーンが鳴ることで、タイヤの空気を入れたり抜いたりす
る STFA ステータスが示されます。STFA が次の状態のと
き、ホーンが鳴ります。

1. 選択した圧力に到達するとホーンが 1 回鳴り、タイ
ヤの空気の出し入れが停止したことを知らせます。

2. タイヤ空気圧が高すぎるか低すぎると、ホーンが 3
回鳴ります。

3. 空気を十分に入れたり抜いたりすることで適正な選
択した圧力レベルに到達すると、再びホーンが 1 回
鳴ります。
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緊急時

非常点滅表示灯 
説明

非常点滅表示灯ボタンは、エアコンの下のインストルメ
ント・パネルにあります。

非常点滅表示灯を点灯するには、ボタンを
押します。ボタンを押すと、すべての方向指
示灯が点滅し、接近する周囲の車両に非常
事態を知らせます。もう一度ボタンを押すと

非常点滅表示灯は消灯します。

非常点滅表示灯は緊急時の警報システムです。走行中
は使用しないでください。車両が走行不能になった場
合、または他の車両のドライバーに向けて安全上の非
常警告を発信する場合にのみ、非常点滅表示灯を使用
してください。

助けを呼びに車を離れる場合、イグニッションが「OFF」
位置にあっても非常点滅表示灯は作動し続けます。

メモ :
非常点滅表示灯を使いすぎると、バッテリの消耗が早ま
ります。

アシストおよび SOS — タイプ
別装備

説明

車両には、事故および／または緊急時にサポートを提
供する車載アシスタンス機能が備えられています。この
機能は、エアバッグが作動すると自動的に作動し、また
オーバーヘッド・コンソールにあるボタンを押すことで手
動で作動させることもできます。

メモ :
SOS 緊急通話は、有効なネットワーク・オペレータとのみ
通話できます。

SOS-Emergency Call（SOS 緊急通話）ボタン

SOS 緊急通話システムは、エアバッグが作動する事故
が発生した場合、イグニッション装置が「RUN（走行）」位

置にあり、エアバッグが作動していれば、通話を緊急サ
ービスに自動的に転送します。オーバーヘッド・コンソー
ルの「SOS」ボタンを押すと、ボタンのライトが点灯しま
す。車両と緊急応答オペレータの間で接続が確立される
と、位置と車両情報が自動的に緊急サービス・オペレー
タに送信されます。

緊急応答オペレータしか、リモートで SOS 緊急通話を終
了し、必要に応じて緊急通話システムを介して車両に電
話をかけ直すことができません。通話が終了しても、ボタ
ンを再度押すと、緊急サービス・オペレータに電話をか
けて追加の情報を伝えることができます。

SOS 緊急通話を使用するには

「SOS-Emergency Call（SOS 緊急通話）」ボタンを数秒間
長押しします。SOS ボタン内にある LED が 1 回点滅した
後、点灯したままになり、通話が確立されたことを示しま
す。

メモ :
「SOS-Emergency Call（SOS 緊急通話）」ボタンを誤って
押した場合でも、通話が確立されるまでに 10 秒間の遅
延があります。通話が確立されようとしていることをシス
テムが音声で警告します。通話の確立を取り消すには、
「SOS-Emergency Call（SOS 緊急通話）」ボタンを再度押
します。

車両と緊急サービス・オペレータとの間で接続が確立さ
れると、SOS 緊急通話システムは、以下の重要な車両
情報をオペレータに送信します。

● 乗員が SOS 緊急通話を発信したという表示

● 車両識別番号（VIN）
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● 識別された車両の最新の GPS 座標

次に、緊急サービス・オペレータと会話をして、追加の支
援が必要かどうかを判断できます。

SOS 緊急通話は、他の音声ソースよりも優先されるた
め、これらの音声ソースは消音になります。Bluetooth®
経由で携帯電話を接続している場合は接続が解除さ
れ、SOS 緊急通話の終了時に再接続されます。SOS 緊
急通話時は、音声プロンプトが案内します。緊急サービ
ス・オペレーターと車両の間で接続が確立されると、緊
急サービス・オペレータが車両内の会話や音声を録音す
ることがあり、サービスを使用することで、これらの情報
が共有されることに同意したことになります。

SOS 緊急通話システムの制限事項

イグニッションを「RUN（走行）」位置に入れると、緊急通
話システムは通常チェックを実行します。このチェックの
間、赤色の表示灯が約 3 秒間点灯します。この点灯を
故障警告と混同しないでください。故障が発生した場合
は、赤色の表示灯が点灯したままになります。SOS 緊急
通話システムが誤動作を検知した場合、検知時に次の
ような状態になる場合があります。

● SOS ボタン内の LED が赤色で点灯し続けます。

● 緊急通話システムは、車両のバッテリが放電または
切断された場合でも動作を確保するために、独自の
非充電式バッテリから電源を供給されます。システム
のバッテリが放電すると、インストルメント・パネル・デ
ィスプレイに特別なメッセージが表示されます。これ
は、他のタイプの障害を示す他のメッセージとは異な
ります。この場合、システムが動作するのは、車両バ
ッテリから電源が供給されるときのみです。

● インストルメント・パネルには、故障警告灯とともにサ
ービス・ネットワークに連絡するように警告するメッセ
ージが表示されます。

SOS 緊急通話システムが完全に機能している場合でも、
外部または制御されていない要因により、SOS 緊急通
話の動作が妨げられたり、停止したりすることがありま
す。このような取扱いの対象となる問題の例を次に挙げ
ます。

● イグニッションが「OFF（オフ）」の位置にある。

● 車両の電子システムが作動しない。

● 車両の衝突時に、SOS 緊急通話システムのソフトウェ
アまたはハードウェアが損傷した。

● サービスの運用を制限または損なう可能性のあるネ
ットワークの問題がある（オペレータによる間違い、ネ
ットワークの混雑、悪天候など）。

衝突などの事故により車両のバッテリ接続が外れた場
合、システムは限られた時間、SOS 緊急通話をサポート
できます。使用中にバッテリが切断されると、システムは
オフになります。この場合、バッテリを車両の電気系統に
再接続したときのみ、SOS 緊急通話をすることができま
す。

システム要件

● 車両で 4G ネットワーク接続が使用できる必要があり
ます。

● 車両は適切に動作する電気系統から電源が供給さ
れている必要があります。

● イグニッションは「ON/RUN（オン／走行）」または
「ACC」位置にする必要があります。

警告!

● 車両の 4G および GPS のアンテナの上または近く
には何も置かないでください。4G および GPS 信号

(続き)

警告!

を受信できなくなり、車両が緊急通話を発信できな
くなります。SOS 緊急通話システムを正常に機能さ
せるために、動作可能な 4G ネットワーク接続およ
び GPS 信号が必要です。

● 車両の電気系統に市販の電装品を追加しないでく
ださい。これにより、緊急通話を開始する信号を車
両が送信できなくなる恐れがあります。SOS 緊急通
話システムが機能しなくなる干渉を避けるために、
アクセサリ部品（移動式双方向無線機、CB 無線
機、データ・レコーダなど）を車両の電気系統に追
加したり、車のアンテナを改造したりしないでくださ
い。事故時や事故後を含むいかなる理由にせよ、
車両バッテリの充電が消耗した場合、MTC+機能
（特にアプリケーションとサービス）は動作しませ
ん。

● エアバッグ・システムのどこかに不具合が検出され
ると、乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）によっ
てインストルメント・パネルのエアバッグ警告灯が点
灯されます。エアバッグ警告灯が点灯した場合、エ
アバッグ・システムが正常に動作していない可能性
があり、SOS 緊急通話システムは緊急サービスの
オペレータに信号を送信できないことがあります。
エアバッグ警告灯が点灯した場合は、直ちにサー
ビス・ネットワークに問い合わせてエアバッグ・シス
テムの点検を受けてください。

● SOS 緊急通話ボタンの LED を無視すると、必要な
ときに緊急通話サービスが利用できなくなります。
緊急通話ボタンの LED が赤く点灯している場合
は、直ちにサービス・ネットワークに問い合わせて
緊急通話システムの点検を受けてください。

(続き)
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警告!

● 乗員に危険が及ぶ恐れがある場合（火災や煙の発
見、危険な路面状況や場所など）は、直ちに緊急サ
ービスのオペレータに電話をかけてください。すべ
ての乗員は直ちに車から離れて安全な場所に移動
する必要があります。

● 定期メンテナンスを実施しなかったり、車両を定期
的に点検しなかった場合は、車両が損傷したり、事
故が起きたり、負傷したりすることがあります。

よくある質問:

誤って「SOS-Emergency Call（SOS 緊急通話）」ボタンを
押すとどうなりますか？

● 緊急ボタンを押してから通話を取り消すまでに 10 秒
間の余裕があります。通話を取り消すには、このボタ
ンを再度押してください。

自分の車両から SOS 緊急通話をしているときに、どのよ
うな情報が送信されますか？

● VIN などの特定の車両情報が、直前の GPS 位置とと
もに送信されます。緊急サービス・オペレータが車両
内の会話や音声を録音することがあり、サービスを使
用することで、これらの情報が共有されることに同意
したことになることにも注意してください。

「SOS-Emergency Call（SOS 緊急通話）」ボタンは、いつ
使用できますか？

● ユーザまたは他の誰かが緊急支援を必要とする場合
にのみ、「SOS-Emergency Call（SOS 緊急通話）」ボタ
ンを使用して電話をかけることができます。

車両のジャッキアップとホイ
ール交換 — タイプ別装備。

説明

警告!

● 車道側にあるタイヤの交換は行わないでください。
ジャッキ操作やタイヤ交換は、作業中に事故に遭
わないよう、車道から十分離れた安全な場所で行
ってください。

● 車両のホイールに輪止めをかけることをお勧めしま
す。ジャッキで持ち上げられた車の下にいるのは危
険です。車がジャッキからすべり落ち、押し潰される
恐れがあります。ジャッキで持ち上げられた車の下
には絶対に入らないでください。入る必要がある場
合は、リフトが設置されているガソリン・スタンドなど
をご利用ください。

● ジャッキで持ち上げた車のエンジンは始動させない
でください。

● ジャッキはタイヤ交換専用の工具です。整備のた
めに車を持ち上げる目的では使用しないでくださ
い。ジャッキを使用して車を持ち上げる場合は、固く
平らな地面でのみ行ってください。凍結していたり、
滑りやすい場所は避けてください。

ジャッキ作業の準備

1. 固い平らな場所に駐車します。凍結していたり、滑
りやすい場所は避けてください。

警告!

車道側にあるタイヤの交換は行わないでくださ
い。ジャッキ操作やタイヤ交換は、作業中に事故
に遭わないよう、車道から十分離れた安全な場
所で行ってください。

2. 必要に応じて、車両後方に三角表示板を設置しま
す。

3. 非常点滅表示灯を点灯します。

4. パーキング・ブレーキをかける。

5. オートマチック・トランスミッションを「P（パーキン
グ）」にシフトします。

6. イグニッションを OFF にします。

7. ジャッキで持ち上げるタイヤの対角線上に位置する
タイヤの前後をブロックで輪止めします。たとえば、
運転席側フロント・タイヤを交換する場合は、助手
席側リヤ・ホイールをブロックで輪留めします。

ブロックによるホイールの輪止め例
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メモ :
車を持ち上げる時は、乗員に車から降りてもらってくださ
い。

ジャッキ・アップ位置

ジャッキとホイール・ナット・レンチは、リヤ・カーゴ・エリア
にあります。ジャッキとツールを取り外すには、以下の手
順に従ってください。

1. カーゴ・エリアのロード・フロアを持ち上げます。

フロア・ボード・ハンドル

メモ :
手が届きやすくするためロード・フロアを取り外すに
は、ロード・フロア・ハンドルを引き上げて真後ろに
引きます。

2. 左側のラッチをつまみ、上方に引っ張って、ハード
ウェア・ストレージ・カバーを取り外します。

ハードウェア・ストレージ・カバーのラッチ

3. プラスチック製ウイング・ナットを反時計回りに回し
て、ジャッキをストレージ・ビンから緩めます。

プラスチック製ウイング・ナットの位置

4. ツール・キットを取り外し、ツールを組み立てます。

スペア・タイヤの取り外し

1. キャリアからスペア・タイヤを取り外すには、タイヤ・
カバーを取り外します（タイプ別装備）。

2. ホイール・ナット・レンチでホイール・ナットを反時計
回りに回して取り外します。ロック・キー（グローブ・

ボックスにある）でロッキング・ホイール・ナットを反
時計回りに回して取り外します（タイプ別装備）。

スペア・タイヤの取り外し

ジャッキ作業の手順

警告!

人身事故または物損事故を防ぐためにタイヤ交換時
の警告に従ってください。

● 車道脇からできるだけ離れた固く平らな地面に駐
車してから、車を持ち上げるようにしてください。

● 非常点滅表示灯を点灯します。

● パーキング・ブレーキをしっかりとかけ、オートマチ
ック・トランスミッションを「P（パーキング）」位置にし
ます。

● 持ち上げる車輪の対角線上に位置する車輪をブロ
ックで輪止めします。

● ジャッキで持ち上げた車のエンジンは始動させない
でください。

(続き)
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警告!

● ジャッキで持ち上げられた車には人がいないように
してください。

● ジャッキで持ち上げられた車の下に入らないように
してください。入る必要がある場合は、リフトが設置
されているガソリン・スタンドなどをご利用ください。

● ジャッキは指定された位置に設置し、本車両を持ち
上げてタイヤを交換する場合にのみ使用してくださ
い。

● 車道またはその近辺で作業を行う場合は、交通に
十分注意してください。

● スペア・タイヤは空気圧の状態にかかわらず確実
に固定されるように、バルブ・ステムを下向きにして
収納する必要があります。

● ジャッキは緊急用の道具です。メンテナンスには使
用しないでください。ジャッキ・ハンドルを無理に回
すと、ジャッキ・ハンドル・バーとジャッキの接続部
が外れて車両を損傷する恐れがあります。ゆっく
り、慎重に作業してください。

ジャッキ警告ラベル

1. 格納場所からスペア・タイヤ、ジャッキ、および工具
を取り外します。

2. ホイールが地面に着いている状態で、ナットを左に
1 回転させてホイール・ナットを緩めます（取り外さ
ないでください）。

3. ジャッキとジャッキ・ツールを組み立てます。ジャッ
キ・ハンドル・ドライバをエクステンションに接続し、
次にホイール・ナット・レンチに接続します。

組み立てたジャッキと工具

メモ :
工場出荷時に 88.9cm（35 インチ）タイヤが装着さ
れた車両の場合、リヤ・カーゴ・エリアにジャッキ・リ
フト・ブロックが用意されています。ジャッキ・リフト・
ブロックは、パンクしたタイヤまたはスペア・タイヤを
交換する際に車両の地上高を上げるために使用し
ます。ジャッキ・リフト・ブロックをジャッキの下に置く
とき、ジャッキの底がブロックの高くなった縁の内側
にしっかりとはまっていることを確認してください。

ジャッキ・リフト・ボックスの使用方法
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4. 車の前部または後部からジャッキを操作します。ジ
ャッキを図のようにアクスル・チューブの下に入れま
す。ジャッキが確実にはまっているのを確かめるま
で、車両を持ち上げないでください。

フロント側ジャッキ・アップ・ポイント

メモ :
車両を持ち上げている間はジャッキと工具の位置を
合わせて、工具を損傷しないようにしてください。

注意!

指定のジャッキ・アップ位置以外からジャッキで車
両を持ち上げないでください。

リヤ側ジャッキ・アップ・ポイント

5. ジャッキ・スクリュを時計回りに回して車両を上げま
す。タイヤが地面から少し浮き、スペア・タイヤの取
り付けに十分な高さになるまで車を持ち上げます。
持ち上げる高さを最小限にとどめると、安定した状
態が最大限保たれます。

警告!

車体を必要以上に高く持ち上げると不安定にな
り、ジャッキからずり落ちるので危険です。車がジ
ャッキから滑り落ちて、近くにいる人がけがをする
恐れがあります。車体はタイヤを取り外すために
必要な高さだけ持ち上げてください。

6. ホイール・ナットおよびホイールを取り外します。

7. アクスルにスペア・タイヤを取り付けます。

8. 円錐形端部をホイール側に向けてホイール・ナット
を取り付けます。ラグ・ナットを時計回りに軽く締め
ます。

警告!

力を加えると車がジャッキから滑り落ちる恐れが
あるため、車体を降ろすまでホイール・ナットは完
全に締め付けないでください。この警告に従わな
いと、重傷を負う恐れがあります。

9. ジャッキ・スクリュを反時計回りに回して車両を降ろ
し、ジャッキを取り外します。

10. ホイール・ボルトを締め付けます。力を加えやすい
ように、ハンドルの端を持ってレンチを押し下げま
す。ホイール・ボルトを対角順に 2 回に分けて締め
付けます⇨ ページ 251。トルク値が正しいかどうか

不安な場合は、正規ディーラーまたはガソリン・スタ
ンドで、トルク・レンチを使用して点検してください。

11. 40km（25 マイル）走行後に、トルク・レンチを使用し
て、ホイール・ナットのトルクを点検し、すべてのホイ
ール・ナットがホイールに正しく装着されていること
を確認してください。

12. ジャッキ・アッセンブリと輪留めを取り外します。

13. ジャッキおよび工具を適切な位置に固定します。

14. 損傷したホイール／タイヤは、スペア・タイヤ・キャリ
アに固定します。ホイール・ナットおよびロッキング・
ホイール・ナットを締め付けます。
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15. 付属の#40 Torx ヘッド・ドライバおよびラチェットを
使用してロックを時計回りに回して、ロック・ボルトを
カメラ・カバーのロック位置に戻します。次に、所定
の位置に止まるまでカメラ／タイヤ・キャリアの上を
すべらせてカメラ・カバーを取り付けます。

ロック・ボルトの位置

警告!

タイヤまたはジャッキが固定されていないと、衝突また
は急停止の際に前方へ飛び出して、乗員がけがをす
る危険性があります。ジャッキ部品およびスペア・タイ
ヤは、必ず指定の場所に収納してください。

ジャンプ・スタート 
説明

バッテリが放電した場合には、ジャンパ・ケーブルを他の
車両のバッテリに接続するか、補助バッテリを使用して、
ジャンプ・スタートを行うことができます。ジャンプ・スター
トは正しく行わないと危険です。このセクションの手順を
遵守してください。

警告!

バッテリが凍結している場合は、ジャンプ・スタートを
行わないでください。バッテリが破裂または爆発してけ
がをする恐れがあります。

注意!

12V を超える補助バッテリや他の補助電源を使用しな
いでください。使用した場合、バッテリ、スタータ・モー
タ、オルタネータ、または電気系統が損傷する恐れが
あります。

メモ :
補助バッテリを使用する場合は、メーカの取扱説明なら
びに注意事項を遵守してください。

ジャンプ・スタートの準備

START&STOP システム装備車両には、バッテリが 2 つ装
備されています⇨ ページ 139。

補助バッテリ - タイプ別装備

警告!

● 車両をジャンプ・スタートするには、メイン・バッテリ
のバッテリのプラス端子のみを使用します。補助バ
ッテリを使用してジャンプ・スタートしようとすると、
重傷または死亡事故につながるおそれがありま
す。

● バッテリから発生するガスは可燃性で爆発性があ
ります。バッテリの近くに火または火気を近づけな
いでください。12V を超える電圧の補助バッテリや
他の補助電源は使用しないでください。ケーブル・
クランプ同士が接触しないようにしてください。

● バッテリ端子、その他のバッテリ部品には鉛および
鉛の化合物が含まれます。バッテリを取り扱った後
は、手を洗ってください。

● バッテリを車に搭載したまま「急速充電器」を使用
する場合、充電器をバッテリに接続する前に車の
両方のバッテリ・ケーブルを切り離してください。車
両の始動に「急速充電器」を使用しないでください。

● エンジンを始動するときに、急速バッテリ充電器を
使用しないでください。車両の電子システム、特に
イグニッションおよびエンジン燃料供給制御ユニット
が損傷することがあります。

バッテリは、エンジン・ルームの左後方にあります。

メモ :
バッテリのプラス（+）端子には保護キャップが付いてい
ます。端子の作業をするときは、キャップを持ち上げま
す。
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バッテリのプラス（+）端子の場所

以下の手順を参照してジャンプ・スタートの準備を行いま
す。

1. パーキング・ブレーキをかけ、オートマチック・トラン
スミッションを「P（パーキング）」にシフトして、イグニ
ッション・スイッチを「OFF（オフ）」位置にします。

2. ヒータ、ラジオなど、電装品をすべて OFF にします。

3. プラス（+）バッテリ端子の保護用カバーを引き上げ
て外します。

4. 他の車両のバッテリに接続してジャンプ・スタートを
行う場合は、ケーブルが届く位置に救援車両を停
車してパーキング・ブレーキをかけ、必ずイグニッシ
ョン・スイッチを「OFF」位置にします。

警告!

アースがつながって、けがを負う恐れがあるの
で、車両同士が接触しないように注意してくださ
い。

警告!

● ボンネットが開いているときは、ラジエータの冷却フ
ァンに触れないように気を付けてください。イグニッ
ション・スイッチが ON になると、直ちに始動します。
回転するファン・ブレードで、けがをする恐れがあり
ます。

● 感電の恐れのある腕時計およびブレスレットなどの
金属製装身具は外してください。重傷につながる恐
れがあります。

● バッテリには、皮膚および目に触れるとやけどの原
因となる硫酸が含まれています。また硫酸は、可燃
性および爆発性の水素ガスを発生させる恐れもあ
ります。バッテリの近くに火または火気を近づけな
いでください。

ジャンプ・スタートの手順

警告!

このジャンプ・スタート手順に従わないと、バッテリが
爆発してけがを負うか、物損事故につながる恐れがあ
ります。

ジャンパ・ケーブルの接続

1. ジャンパ・ケーブルのプラス（+）側を、故障車両の
バッテリのプラス（+）端子に取り付けます。

2. プラス（+）のジャンパ・ケーブルのもう一方を、補助
バッテリのプラス（+）端子に接続します。

3. ジャンパ・ケーブルのマイナス（-）側を、補助バッテ
リのマイナス（-）端子に取り付けます。

4. マイナス（-）のジャンパ・ケーブルのもう一方の端部
を、エンジン・アースに正しく取り付けます。アースと

は、アクセサリ・ブラケットや大径ボルトなどエンジ
ン、フレーム、シャーシの露出した金属／未塗装の
部分のことです。アースは、バッテリーや燃料噴射
システムから離れていなければなりません。

警告!

放電したバッテリのマイナス（-）端子にジャンパ・
ケーブルを接続しないでください。電気火花が発
生するとバッテリが爆発してけがを負う恐れがあ
ります。

ジャンプ・スタートのラベル

注意!

この手順に従わないと、救援車両または故障車
両の充電系統を損傷する恐れがあります。

5. 救援車のエンジンを始動させ、エンジンを数分間ア
イドリングします。次にバッテリが放電した車のエン
ジンを始動します。

196 緊急時



注意!

救援車のエンジンは、2000rpm 以上にしないでく
ださい。そうしても充電上の利点はなく、燃料が
無駄になり、救援車のエンジンを傷めるおそれが
あるためです。

6. エンジンが始動したら、ジャンパ・ケーブルを逆の順
序で取り外します。

ジャンパ・ケーブルの取り外し

1. ジャンパ・ケーブルのマイナス（-）側を、故障車両の
エンジン・アース部から取り外します。

2. マイナス（-）ジャンパ・ケーブルの反対側を、補助バ
ッテリのマイナス（-）端子から取り外します。

3. ジャンパ・ケーブルのプラス（+）側を、補助バッテリ
のプラス（+）端子から外します。

4. プラス（+）のジャンパ・ケーブルのもう一方を、故障
車両のバッテリのプラス（+）端子から外します。

5. 故障車両のプラス（+）端子の保護用カバーを元に
戻します。

メモ :
ジャンプ・スタートを頻繁に行う必要がある場合は、正規
ディーラーでバッテリおよび充電系統の検査を受けてく
ださい。

注意!

車両の電源コンセントに接続するタイプのアクセサリ
（携帯機器など）は、使用していなくてもバッテリ電源を
消耗します。エンジンがかかっていない状態で長時間
プラグを差し込んだままにしておくと、車のバッテリが

(続き)

注意!

放電してバッテリの寿命を縮めたり、エンジン始動に
支障をきたすことがあります。

エンジンがオーバーヒートし
た場合

説明

車両がオーバーヒートしている場合は、正規ディーラー
での整備が必要です。

車両オーバーヒートの潜在的な兆候として、次のものが
挙げられます。

● 水温計が「H（高温）」

● クーラントの強いにおい

● エンジンや排気系からの白煙

● クーラント・ボトルのクーラントに泡がある

警告!

ラジエータから出る高温のエンジン・クーラント（不凍
液）または蒸気でやけどを負う恐れがあります。ボンネ
ットの下から蒸気が見える、または音がする場合は、
ラジエータが冷えるまでボンネットを開けないでくださ
い。ラジエータやクーラント・ボトルが熱い時は、絶対
にラジエータ・キャップを開けないでください。

もし温度計が「H（高温）」位置に向かって動いているか、
近くにある状況が見られる場合、適切に対応することで
オーバーヒートになる可能性を低減できます。

● 高速道路走行時 — 速度を抑えてください。

● 市街地走行時 — 車両を停止させている間は、ブレー
キで車両を停止させながら、シフト・レバーを「N（ニュ
ートラル）」に入れてください。エンジンのアイドリング
回転数は上げないでください。

● エアコン（A/C）を ON にしている場合は OFF にしま
す。A/C システムは、エンジンの冷却装置を加熱させ
る作用があり、OFF にすることにより、この熱を除去で
きます。

● また、温度コントロールを最高温度にし、モード・コント
ロールをフロアに、また、ファン・スピード・コントロー
ルを高速にしてください。これによってヒータ・コアがラ
ジエータの補助として作動し、エンジン冷却装置の熱
を取り除く手助けをします。

注意!

冷却装置が過熱した状態で運転すると、車が損傷す
ることがあります。水温計が「H」（HOT）を示している場
合は、車を路肩に寄せ、停止させてください。エア・コ
ンディショナを切り、針が通常温度範囲に下がるまで
アイドリングします。針が「H」を指したままチャイムが
鳴り続ける場合は、直ちにエンジンを止めて正規ディ
ーラーに連絡してください。

オーバーライド

手動パーキング解除

（バッテリ上がりなど）トランスミッションを「P（パーキン
グ）」位置からシフトできない場合に車を移動するため、
手動パーキング解除を利用できます。
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警告!

手動パーキング解除を有効にする前に、必ずパーキ
ング・ブレーキを完全にかけてください。また、手動パ
ーキング解除を有効にする際は、運転席で必ずブレ
ーキ・ペダルにしっかりと足を乗せて座るようにしま
す。パーキング・ブレーキまたはけん引車両への適切
な連結によって車両が動き出さないようになっていな
い場合、手動パーキング解除を有効にすると、車両が
勝手に動き出します。動き出さないようになっていない
車両で手動パーキング解除を有効にすると、乗員また
は車両の周囲にいる人の重傷または死亡事故につな
がる恐れがあります。

手動パーキング解除を使用するには、以下の手順を参
照してください。

1. パーキング・ブレーキをしっかりとかけます。

2. 小型のドライバまたは同様のツールを使用して、リ
リース・テザー・ストラップにアクセスするには、ギ
ヤ・セレクタの前にある手動パーキング解除カバー
を取り外します。

手動パーキング解除のカバー

3. コンソール・ベースの開口部からテザー・ストラップ
の位置を確認します。

テザー・ストラップ

4. ブレーキ・ペダルを強く踏み込んだままにします。

5. リリース・レバーが所定の垂直位置にロックされる
まで、テザー・ストラップを引き上げます。こうするこ
とで、車両は「P（パーキング）」から解除され、走行
できるようになります。車がけん引車両にしっかりと
接続されている場合のみ、パーキング・ブレーキを
解除してください。

手動パーキング解除をリセットするには：

1. テザー・ストラップを引っ張り、「ロック」位置から解
除します。

2. 手動パーキング解除レバーを下げ、元の位置に入
れます。

テザーの再取り付け

3. テザー・ストラップをコンソールの台座に押し込み、
カバーを取り付けます。

メモ :
レバーがリリース位置にロックされると、アクセス・カバー
を再度取り付けることはできません。

スタックからの脱出

説明

泥、砂、または雪の中で動きが取れない場合、車を前後
に揺り動かすと脱出できることがあります。ステアリン
グ・ホイールを左右に回して、フロント・タイヤ周辺から障
害物を取り除きます。オートマチック・トランスミッション装
備車の場合、ギヤ・セレクタのロック・ボタンを押し続けま
す。次に、アクセル・ペダルを少し踏み込みながら、「D
（ドライブ）」と「R（リバース）」に交互にシフトします。タイ
ヤをスピンさせたり、エンジンを空吹かししたりしないで、
車両を前後に揺り動かし続けることができるように、少し
だけアクセル・ペダルを踏みます。
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メモ :
● オートマチック・トランスミッション装備車の場合：「D（ド

ライブ）」と「R（リバース）」間のシフトは、ホイール速度
が 8km/h（5mph）以下でのみ可能です。トランスミッ
ションが 2 秒間を超えて「N（ニュートラル）」に入って
いる場合は、必ずブレーキ・ペダルを踏んで「D（ドライ
ブ）」または「R（リバース）」に入れなければなりませ
ん。

● 車両を揺り動かす前に、「ESC OFF（ESC オフ）」ボタン
を押し、エレクトロニック・スタビリティ・コントロール
（ESC）システムを「パーシャル OFF」モードに切り替え
ます⇨ ページ 163。車両がスタックから脱出したら、

「ESC OFF（ESC オフ）」ボタンをもう一度押して、「ESC
ON」モードに戻します。

警告!

タイヤの高速空転は危険です。過度のホイール回転
速度によって生じる力でアクスルおよびタイヤの破損
または故障が発生する恐れがあります。タイヤが破裂
し、人にけがを負わせる場合もあります。ぬかるみな
どで動かなくなった場合は、車のタイヤを 48km/h
（30mph）を超える速度で、または 30 秒以上連続して
空転させないでください。また、回転速度に関係なく、
空転しているタイヤ付近に人が近づかないようにしてく
ださい。

注意!

● エンジンの高回転やタイヤの空転は、トランスミッシ
ョンの過熱および故障の原因になる恐れがありま
す。この前後に揺する動きを 5 回行う度に、トラン
スミッションを「N（ニュートラル）」に入れて、1 分以
上、エンジンをアイドリングさせてください。これによ

(続き)

注意!

り、立ち往生した車を長時間かけて脱出させる場合
に、クラッチやトランスミッションが過熱したり、故障
したりする危険性を低減します。

● 立ち往生した車を、「D（ドライブ）」/2 速ギヤと「R（リ
バース）」を交互にシフト・チェンジしながら「揺り動
かして」スタック状態から脱出させる場合、24km/h
（15mph）以上の速度で車輪を回転させないでくだ
さい。駆動装置が破損する恐れがあります。

● エンジンの高回転やタイヤの空転は、トランスミッシ
ョンの過熱および故障につながる恐れがあります。
また、タイヤの損傷の原因にもなります。ギヤを入
れた状態で 48km/h（30mph）を超える速度でタイ
ヤを空転させないでください（トランスミッションは変
速しません）。

走行不能車両のけん引

説明

このセクションでは、走行不能車両を一般のけん引サー
ビスを使用してけん引する手順について説明します。

トランスミッションと駆動系が作動する場合は、⇨ペー

ジ 154 で説明している方法で走行不能な 4X4 車両をけ
ん引することもできます。

けん引の条件
地面から離れて

いる車輪
4WD モデル

4 輪すべてが地
面に着いている
状態でけん引

なし
禁止

けん引用台車に
よるけん引

フロント 禁止

リヤ 禁止

トレーラによるけ
ん引

すべて 可能

メモ :
車両のけん引を行う場合は、適用される法令に必ず
従ってください。詳細については、地元の規制当局に
問い合わせてください。

けん引中に、アクセサリ（ワイパ、デフロスタなど）の使用
が必要な場合、イグニッション・スイッチは、「ACC」位置で
なく、「ON/RUN」位置にしてください。

車両のバッテリが放電している場合、車両を移動するに
はオートマチック・トランスミッションを「P（パーキング）」
からシフトする手順を参照してください⇨ ページ 197。
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注意!

● けん引時は、スリング・タイプの装備を使用しない
でください。車両が損傷する恐れがあります。

● 車両をフラット・ベッド・トラックに固定する場合は、
フロントまたはリヤ・サスペンション構成部品で固定
しないでください。不適切にけん引すると、車両を損
傷する恐れがあります。

● けん引されている車両の進路変更が必要な場合に
は、イグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」位置で
はなく、「ACC」または「ON/RUN（オン／走行）」モー
ドに入れてください。

4WD モデル

FCA では、ホイールすべてを地面から離してけん引する
ことを推奨します。けん引の正しい方法は、車両をフラッ
トベッド・トラックに載せるか、または車両の片方を持ち
上げ、もう片方をけん引用台車に載せて行います。

注意!

● 残りのホイールが接地している状態で、フロントま
たはリヤ・ホイール・リフトは使用しないでください。
けん引時にフロントまたはリヤ・ホイール・リフトを使
用すると、トランスミッションまたはトランスファ・ケー
スの内部を損傷します。

● 承認済みの要件に反してこの車両をけん引する
と、トランスミッションやトランスファ・ケースに重大
な損傷が発生するおそれがあります。不適切なけ
ん引によって生じた損傷は、新車保証の対象とは
なりません。

イグニッション・キー・フォブがない
場合

イグニッションをオフ・モードにして車をけん引する場合
は、特別な注意が必要です。キー・フォブがない場合、フ
ラット・ベッド・トラックを使用する以外のけん引方法は認
められません。車両への破損を防ぐには、適切なけん引
装備を使用する必要があります。

けん引フックの使用法

この車両には、走行不能車両の移動に使用できるけん
引フックが装備されています。

車両のトリム・レベルによって、けん引フックのオプション
が異なることがあります。けん引フックは、フロント・バン
パとリヤ・フェイシア／バンパに取り付けられています。

フロントけん引フック – タイプ別装備

フロントけん引フック - タイプ別装備

リヤけん引フック

けん引フックを使用するときは、このセクションで規定さ
れる指示に必ず従ってください。
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けん引フックの使用上の注意事項

警告!

けん引フックでけん引する場合は、車両から離れてく
ださい。

● けん引フックでのけん引には、チェーンを使用しな
いでください。チェーンが切れて、重傷または死亡
事故につながる恐れがあります。

● けん引フックでのけん引には、けん引ストラップを
使用しないでください。ストラップが切れる、または
外れて、重傷または死亡事故につながる恐れがあ
ります。

● 正しいけん引フックの使用方法に従わないと、構成
部品が破損し、重傷または死亡事故につながる恐
れがあります。

● 車両がけん引されている間は、ブレーキおよびステ
アリング・パワー・アシスト・システムは機能しませ
ん。したがって、より大きな力をブレーキ・ペダルお
よびステアリング・ホイールに加える必要がありま
す。けん引の際には柔軟なロープは使用せず、急
激な動きは避けてください。車両をけん引している
ときは、エンジンを始動しないでください。リングを
締め付ける前に、ネジ付きハウジングをしっかり清
掃してください。車両をけん引する前に、リングがハ
ウジングに完全にネジ留めされていることを確認し
てください。

注意!

● けん引フックは道路上で発生した緊急の場合にの
み使用してください。交通規則に従った適切なデバ

(続き)

注意!

イス（リジッド・バーまたはロープ）を用いて、けん引
トラックによる輸送準備のため車両を操作します。

● けん引フックは、車両を道路以外または障害物の
ある場所に移動するのに使用しないでください。

● けん引フックをけん引トラックでの吊り上げ、または
高速道路でのけん引には使用しないでください。

● 立ち往生した車を脱出させる場合は、けん引フック
を使用しないでください。

● これらのガイドラインに従わない場合、車両を損傷
する恐れがあります。

けん引フック警告ラベル

高度事故時反応システム
（EARS）
この車両には、高度事故時反応システムが搭載されて
います。

この機能は衝突時に有効になる通信ネットワークです⇨
ページ 54。

イベント・データ・レコーダ
（EDR）
この車はイベント・データ・レコーダ（EDR）を装備していま
す。EDR の主な目的は、衝突または衝突に近い状況（エ
アバッグの展開または道路の障害物に当たるなど）が起
こった際、車両のシステム作動状況を把握するのに役立
つデータを記録することです⇨ ページ 55。
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メンテナンスと車両のお手入れ

安全のヒント 
乗員を乗せる場合

カーゴ・エリアには決して乗員を乗せないでください。

警告!

● 高温時には、駐車した車内にお子さまやペットを残
さないでください。車内の温度が上がり、重傷また
は死亡事故につながる恐れがあります。

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は非
常に危険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗って
いると、重傷または死亡事故につながる危険性が
高くなります。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。

ペットを乗せる場合

ペットをフロント・シートに乗せていると、エアバッグが作
動した際にけがをする場合があります。ペットを正しく拘
束していないと、急停止や衝突などの場合に車内で投げ
出され、ペットや乗員がけがをする恐れがあります。

ペットは、ペット・ハーネスでリヤ・シート（タイプ別装備）
に拘束するか、ペット・キャリヤに入れシートベルトで固
定してください。

コネクテッド・カー

無線および有線通信のプライバシーは保証できません。
第三者が、同意なく情報および個人の通信を不正に傍
受することがあります⇨ ページ 123。

警告!

車両システムが侵害された場合に考えられる結果を
すべて予測することは不可能です。安全関連システム
を含む車両システムに障害が発生したり、車の制御が
失われ、重傷または死亡に至る事故を引き起こす可
能性があります。

車内の安全点検

シートベルト

定期的にシートベルト・システムを点検し、切れや摩耗、
たるみなどがないか確認してください。損傷している部品
は、直ちに交換してください。システムを分解したり、改
造したりしないでください。

車両が衝突事故に遭った場合、またはシートベルトやリ
トラクタの状態に疑問がある場合は、正規ディーラーで
車両の検査を受けてください。

エアバッグ警告灯

エアバッグ警告灯は、イグニッション・スイッ
チを初めて「ON/RUN（オン／走行）」位置に
したとき、電球を点検するために 2～8 秒間
点灯します。エンジン始動時にこの警告灯が

点灯しなかったり、点灯したままの状態になったり、また
は運転中に点灯した場合は、直ちに正規ディーラーで点
検を受けてください。この警告灯は、エアバッグの故障
が検出された場合にチャイム 1 回とともに点灯し、故障
が解消されるまで点灯したままになります。走行中、この
警告灯が断続的に点灯または点灯し続ける場合は、直
ちに正規ディーラーで車両の整備を受けてください⇨ ペ
ージ 41。

デフロスタ

デフロスタ・モードを選択し、ファンを高速に設定して作
動状態を点検します。空気がフロントウィンドウに向かっ
て流れているのが感じられます。デフロスタが作動しな
い場合、正規ディーラーで整備を受けてください。

フロア・マットに関する安全情報

必ずお使いの車に適合するよう開発されたフロア・マット
を使用してください。ペダル・アセンブリの作動に干渉し
ないフロア・マットを使用してください。フロア・マットをフロ
ア・マット固定具を使用してしっかりと固定し、所定の位
置からずれたり、ペダル・アセンブリに干渉したり、それ
以外の方法で車両の安全な操作を妨げたりすることの
ないようにしてください。

警告!

フロア・マットの誤った取り付け、損傷、折り畳み、また
は積み上げ、または損傷したフロア・マット固定部によ
り、フロア・マットがアクセル・ペダル、ブレーキ・ペダ

(続き)
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警告!

ル、またはクラッチ・ペダルの邪魔になるおそれがあ
り、車両のコントロールが失われます。重傷または死
亡事故を防ぐため、次の事項を守ってください。

● 必ずフロア・マット・ファスナを使用して、
フロア・マットを確実に取り付けてくださ
い。フロア・マットを上下逆さまに取り付
けたり、フロア・マットを裏返しにしたりし

ないでください。軽く引っ張って、フロア・マット固定
部でマットが固定されていることを定期的に確認し
ます。

● 他のフロア・マットを取り付ける場合は、
必ず車両から既存のフロア・マットを取
り外してください。既存のフロア・マット
の上にフロア・マットを追加で取り付け

たり、積み上げたりしないでください。

● 車両に合うよう設計されたフロア・マットのみを取り
付けてください。正しく取り付けたり、車両に固定し
たりできないフロア・マットは取り付けないでくださ
い。フロア・マットを交換する必要がある場合、車両
の適合したメーカー、モデル、年式の FCA 認定フロ
ア・マットのみ使用してください。

● 運転席のフロア・マットは、運転席のフロア部分の
みに使用してください。邪魔になっているかどうか
確認するには、車両を正しく駐車してエンジンを切
り、アクセル・ペダル、ブレーキ・ペダル、クラッチ・
ペダル（ある場合）をいっぱいまで踏んで邪魔かど
うか確認します。フロア・マットがペダルの操作の邪
魔になっている、またはフロアに固定されていない
場合、フロア・マットを車両から取り外し、トランクに
置きます。

(続き)

警告!

● 助手席のフロア・マットは、助手席のフロア部分の
みに使用してください。

● 車両が移動したときに、物が運転席のフロア部分
に落ちたり、転がったりしないことを必ず確認しま
す。物がアクセル・ペダル、ブレーキ・ペダル、また
はクラッチ・ペダルの後ろに挟まると車の制御が失
われます。

● 物（タオル、キーなど）をフロア・マットの下に置かな
いでください。こうした物によってフロア・マットの位
置が変わる可能性があり、アクセル・ペダル、ブレ
ーキ・ペダル、またはクラッチ・ペダルの邪魔になる
場合があります。

● 車両のカーペットを取り外し、取り付け直した場合、
必ずカーペットを正しくフロアに取り付け、フロア・マ
ット固定部がカーペットに固定されていることを確認
します。各ペダルをいっぱいまで踏み込み、アクセ
ル・ペダル、ブレーキ・ペダル、またはクラッチ・ペダ
ルの邪魔になっていないか確認し、フロア・マットを
取り付け直します。

● フロア・マットの洗浄は、中性洗剤のみ使用するこ
とをお勧めします。洗浄後、フロア・マットが正しく取
り付けられ、フロア・マット固定部で車両に固定され
ていることを、マットを軽く引っ張って必ず確認しま
す。

定期的な車外の安全点検

タイヤ

タイヤのトレッド面に過度の摩耗や偏摩耗がないか点検
します。また、石、釘、ガラスなどの異物がトレッドとサイ
ドウォール（側面）に突き刺さっていないか点検します。
タイヤのトレッドに亀裂や損傷がないか点検します。タイ

ヤのサイドウォール（側面）に亀裂、損傷、ふくらみがな
いか点検します。ホイール・ナット／ボルトのトルクの締
め具合を点検します。タイヤ（スペアも含む）の冷間時の
空気圧が適切かどうか点検します。

警告灯

各スイッチ類を操作しながら、誰かに車外からストップ・
ライトと外部ライトが正しく点灯していることを確認しても
らいます。インストルメント・パネルの方向指示表示灯と
ハイビーム表示灯を点検します。

ドア・ラッチ

しっかりと閉じ、ラッチがかかり、施錠されることを点検し
ます。

液漏れ

一晩駐車していた地面にガソリン、クーラント、オイルな
ど液漏れの跡がないか点検します。ガソリン蒸気が検出
された場合または燃料やブレーキ・フルードの漏れの疑
いがある場合は、直ちに修理が必要です。

排気ガス

警告!

排気ガスは、けがまたは死に至る危険性のある有毒
なガスです。排気ガスには、無色無臭の一酸化炭素
（CO）が含まれています。一酸化炭素を吸引すると、意
識を失うなど人体に有害な影響を与えます。一酸化炭
素の吸引を防ぐために、次の安全事項を遵守してくだ
さい。

(続き)
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警告!

● 狭いガレージや密閉された場所では、車を出入りさ
せるのに必要な時以外はエンジンをかけないでくだ
さい。

● トランク／リフトゲート／リヤ・ドアを開けて走行する
ときは、窓がすべて閉まっていて、ヒータ／エアコン
のファン・スピード調整スイッチが高速にセットされ
ていることを確認してください。内気循環モードは使
用しないでください。

● エンジンをかけたまま駐車した車内にいなければな
らない場合は、空調装置を調節して、外気を車内に
取り込みます。ファン・スピードを高速に設定してく
ださい。

一酸化炭素が車内に侵入するのを防ぐ上で最も効果的
な方法は、エンジン排気装置を適切に点検整備すること
です。

排気装置の音が変化した場合、車内に排気ガスが入り
込んでいる場合、または車の下やリヤ側が破損している

場合、正規ディーラーの整備士によって排気装置および
隣接したボディ部に欠陥、損傷、劣化、またはアライメン
ト不良部品があるかどうかの点検を受けてください。継
ぎ目が開いていたり、接続部が緩んでいると、排気ガス
が車内に侵入する恐れがあります。また、潤滑やオイル
交換で車を持ち上げるたびに排気装置を点検してくださ
い。必要に応じて部品を交換してください。

一酸化炭素に関する警告

警告!

排気ガスに含まれる一酸化炭素（CO）は極めて有害で
す。一酸化炭素中毒を防ぐため、次の注意事項を必
ず守ってください。

● 排気ガスを吸い込まないでください。排気ガスに
は、致死性の無色無臭のガスである一酸化炭素が
含まれています。絶対にガレージなどの密閉された
場所でエンジンをかけたままにしないでください。ま
た、エンジンをかけたまま駐車した車の室内に、絶

(続き)

警告!

対に長時間留まらないでください。屋外でエンジン
をかけたまましばらく車を停止させる場合は、車内
に新鮮な外気を取り入れるよう空調装置を調節し
てください。

● 適切なメンテナンスを行い、一酸化炭素に十分注
意してください。メンテナンスで車がリフトアップされ
る毎に、必ず排気装置を点検してください。異常が
あれば、直ちに修理してください。修理が完了する
まで、すべてのドア・ウィンドウを完全に開けて運転
するようにしてください。

定期整備
定期整備については、「メンテナンス・ノート」を参照して
ください。
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エンジン・ルーム

2.0L ガソリン・エンジン

1 - ブレーキ・フルード・リザーバ・キャップ 5 - バッテリ 9 - ウォッシャ・フルード・リザーバ・キャップ
2 - インタクーラ・クーラント・プレッシャ・キャップ 6 - エンジン・エアクリーナ、フィルタ 10 - パワー ディストリビューション・センタ（ヒューズ）
3 - パワー・ステアリング・リザーバ・キャップ 7 - エンジン・オイル・レベル・ゲージ
4 - エンジン・クーラント・プレッシャ・キャップ 8 - エンジン・オイル・フィラ
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オイル・レベルの点検

エンジンを適切に潤滑するためには、エンジン・オイルを
適切なレベルに保つ必要があります。オイルのレベル
を、燃料補給の度など定期的な間隔で点検してくださ
い。エンジン・オイル・レベルを点検するのに最適なの
は、十分に暖機したエンジンを停止してから約 5 分後で
す。

車が水平な場所にあるときにオイルを点検すると、オイ
ル量の測定精度が増します。

レベル・ゲージには次の 4 種類があります。

● 範囲マークが網目模様。

● 範囲マークが網目模様で「SAFE（安全）」とマークされ
ている。

● 範囲マークが網目模様で、範囲の一番下に「MIN（最
低）」とマークされ、範囲の一番上に「MAX（最高）」と
マークされている。

● 範囲マークが網目模様で、範囲の「MIN（最低）」と
「MAX（最高）」の端にくぼみがマークされている。

メモ :
オイル・レベルは常にレベル・ゲージの網目模様の範囲
内を保つようにしてください。

メモ :
エンジン・オイル、フロントガラス・ウォッシャ液、不凍液
など、ボンネット下で液体を補充する場合は、エンジン上
部へのこぼれを最小限に抑えるように注意してください。
余分な液体がエンジン上部にこぼれた場合、圧縮空気
または吸収力のある布で除去してください。

読み取り値がレベル・ゲージ範囲マークの一番下の位
置にあるときにオイルを 1L（1qt）加えると、オイル・レベ
ルが範囲マークの一番上までいっぱいになります。

注意!

クランクケースへ補充が多すぎる、または少なすぎる
と、空気混入や油圧不足を招きます。これによりエン
ジンを損傷することもあります。

ウォッシャ液の補給

フロントガラスとリヤ・ウインドウ（タイプ別装備）のフルー
ド・リザーバのタンクは共通です。フルード・リザーバはエ
ンジン・ルームにあります。フルード量は、定期的に点検
してください。フロントウィンドウ・ウォッシャ液（ラジエータ
不凍液ではなく）をいっぱいまで注ぎます。ウォッシャ・フ
ルード・リザーバを補充する際に、ウォッシャ液を布また
はタオルに少し付けてワイパ・ブレードを拭くと、ブレード
の性能が向上します。

寒冷時のフロントウィンドウ・ウォッシャ・システムの凍結
を防ぐには、お住まいの気候の気温範囲に適合するか、
またはそれ以上の気温範囲に対応する液または混合液
を選択してください。この規格情報は、ほとんどのウォッ
シャ液の容器に記載されています。

メモ :
エンジン・オイル、フロントガラス・ウォッシャ液、不凍液
など、ボンネット下で液体を補充する場合は、エンジン上
部へのこぼれを最小限に抑えるように注意してください。
余分な液体がエンジン上部にこぼれた場合、圧縮空気
または吸収力のある布で除去してください。

警告!

市販のフロントウィンドウ・ウォッシャ液は可燃性です。
点火して、やけどをする恐れがあります。ウォッシャ液
の補充または周辺での作業には特に注意してくださ
い。

メンテナンス・フリー・バッテリ

この車には、メンテナンス・フリー・バッテリが装備されて
います。水の補充や定期的なメンテナンスは必要ありま
せん。

警告!

● バッテリ液は腐食性のある希硫酸なので、やけど
や失明の恐れがあります。バッテリ液が目、皮膚ま
たは衣服に付かないようにしてください。クランプを
取り付けるときには、バッテリの上にかがみ込まな
いでください。万一バッテリ液が目に入ったり皮膚
に付いたりしたときには、大量の水で直ちに洗い流
してください⇨ ページ 195。

● バッテリから発生するガスは可燃性で爆発性があ
ります。バッテリの近くに火または火気を近づけな
いでください。12V を超える電圧の補助バッテリや
他の補助電源は使用しないでください。ケーブル・
クランプ同士が接触しないようにしてください。

● バッテリ端子、その他のバッテリ部品には鉛および
鉛の化合物が含まれます。バッテリを取り扱った後
は、手を洗ってください。

● START&STOP システム装備車両には、バッテリが 2
つ備わります。12 ボルトの電気系統への電源供給
を完全に停止するには、メイン・バッテリおよび補助
バッテリ両方の接続を外す必要があります。

● 両方のバッテリの接続を外さないと、重傷または死
亡事故につながるおそれがあります。正しく外す方
法については、正規ディーラーにお問い合わせくだ
さい。
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注意!

● バッテリのケーブルを交換するときは、必ずプラス・
ケーブルをプラス（+）端子に、マイナス・ケーブルを
マイナス（-）端子に取り付けてください。バッテリ・ケ
ース上にあるバッテリ・ポストには、プラス（+）およ
びマイナス（-）のマークが付けられ、識別することが
できます。ケーブル・クランプを端子にしっかりと固
定し、腐食を防いでください。

● バッテリを車に搭載したまま「急速充電器」を使用
する場合、充電器をバッテリに接続する前に車の
両方のバッテリ・ケーブルを切り離してください。車
両の始動に「急速充電器」を使用しないでください。

● START&STOP システム装備車両には、バッテリが 2
つ備わります。12 ボルトの電気系統への電源供給
を完全に停止するには、メイン・バッテリおよび補助
バッテリ両方の接続を外す必要があります。

● マイナスのバッテリ・ケーブルが正しく絶縁されてい
ない場合、システムの出力が急上昇して、重要な
電気構成部品が損傷するおそれがあります。

高圧洗浄

エンジン・ルームを高圧ウォッシャで洗浄することはお勧
めしません。

注意!

すべての部品および接続部を保護するように注意が
施されていますが、これらの機械による圧力による水
の侵入から完全に保護できる保証はありません。

慣らし運転について

説明

エンジンおよび駆動系（トランスミッションおよびアクス
ル）に対する長時間の慣らし運転は不要です。

最初の 500km（300 マイル）はゆっくりと走行してくださ
い。最初の 100km（60 マイル）を過ぎた後は、速度を
80 または 90km/h（50mph または 55mph）まで上げる
ようにしてください。

一定速度で走行しながらスロットルを瞬間的に全開に
し、交通法規の範囲内で加速を行うことで、良い慣らし
運転ができます。低速ギヤでスロットル全開加速を行う
ことは、車体に悪影響を及ぼしますので避けてください。

工場でエンジンに充填されているエンジン・オイルは、高
品質、省エネ・タイプのオイルです。車を運転する時の気
候条件に合わせオイル交換を行ってください。

推奨される粘度および品質レベルは、 ⇨ ページ 249
です。

注意!

ノンデタージェント・オイルまたはストレート・ミネラル・
オイルはエンジンに絶対に使用しないでください。使用
した場合、エンジンが損傷する恐れがあります。

メモ :
新しいエンジンでは、最初の数千キロメートルの走行
で、エンジン・オイルが若干多めに消費されることがあり
ます。これは正常な慣らし運転の結果ですので、問題は
ありません。

車両のメンテナンス

説明

正規ディーラーでは、あらゆる整備に高度な技術で対応
するために、資格を持った整備士、専用工具および装置
を用意してお待ちしております。整備に関する情報を詳
細に記載したサービス・マニュアルも備えています。ご自
分で整備を試みられる前に、サービス・マニュアルを参
照してください。

メモ :
排気装置を故意に改造すると、保証が無効になることが
あり、また法律で罰せられることがあります。

警告!

車や車の周りでの作業は、大けがをする危険を伴い
ます。お客様ご自身での整備は、整備についての正し
い知識と適切な器具のある場合に限り行ってくださ
い。整備に自信がない場合は、資格のある整備士に
整備をご依頼ください。

エンジン・オイル

エンジン オイルの選択

エンジン・オイルを適切に選択するには⇨ ページ 249。

API（米国石油協会）認定エンジン・オイル

これらのシンボルは、オイルが API に認定されているこ
とを示すものです。当社は、API 商標の付いたオイルの
みの使用を推奨いたします。
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API Starburst 商標は、0W-20、0W-30、お
よび 5W-30 の各エンジン・オイルを認定し
ます。

API Donut 商標は 0W-40 および 5W-40 の
エンジン・オイルを認定します。

注意!

エンジン・オイルには、化学洗浄剤は使用しないでくだ
さい。化学洗浄剤によりエンジンを損傷する恐れがあ
ります。このような損傷は、新車限定保証の対象とは
なりません。

合成エンジン・オイル

エンジンは合成エンジン・オイルを使用するように設計さ
れています。合成 API 認定エンジン・オイルのみご使用く
ださい。

適正な API 商標と適正な SAE 粘度グレード番号の両方
がついていない合成エンジン・オイルは使用しないでくだ
さい。

エンジン・オイルの添加剤

当社は、オイル漏れ検出用の染料を除き、エンジン・オ
イルへの添加剤の注入は推奨しません。エンジン・オイ
ルは加工製品であり、補助的な添加剤によって性能が
劣化する可能性があります。

使用済みエンジン・オイルおよびオイル・
フィルタの廃棄

使用済みエンジン・オイルおよびオイル・フィルタの廃棄
には注意が必要です。使用済みオイルおよびオイル・フ
ィルタを無分別に廃棄すると環境問題につながります。
使用済みオイルおよびオイル・フィルタをお住まいの地
域で安全に廃棄する方法と場所については、お近くの正
規ディーラー、ガソリン・スタンド、または行政機関にお問
い合わせください。

エンジン・オイル・フィルタ

エンジン・オイル・フィルタは、オイル交換と同時に新しい
フィルタと交換してください。

エンジン・オイル・フィルタの選択

交換用としては、使い捨てのフルフロー型オイル・フィル
タを使用してください。交換フィルタの品質は大きく異なり
ます。Mopar®認定高品質フィルタのみをご使用くださ
い。代替品としては bproauto®フィルタの使用が推奨さ
れます。Mopar®および bproauto®のフィルタがいずれ
も入手できない場合、必ず SAE/USCAR-36 規格のフィル
タ性能要件を満たすか、それを上回るフィルタを使用し
てください。

アクセサリ・ドライブ・ベルトの点検

警告!

● 車両の走行中に、アクセサリ・ドライブ・ベルトの点
検を行わないでください。

● ラジエータの冷却ファン付近で作業するときは、ファ
ン・モータ・ハーネスを切り離してください。ファンは

(続き)

警告!

温度によって制御されており、イグニッション・モー
ドの位置にかかわらず、始動することがあります。
回転しているファン・ブレードによって負傷する恐れ
があります。

● 車や車の周りでの作業は、大けがをする危険を伴
います。お客様ご自身での整備は、整備について
の正しい知識と適切な器具のある場合に限り行っ
てください。整備に自信がない場合は、資格のある
整備士に整備をご依頼ください。

アクセサリ・ドライブ・ベルトの点検時、ベルトのリブのあ
る表面上のリブからリブまでを横切る小さな亀裂が見つ
かったとしても、これは正常なものです。このためにベル
トを交換する必要はありません。ただし、リブを横切るの
ではなく、リブに沿って走る亀裂は正常なものではありま
せん。リブに沿って亀裂が見つかったら、そのベルトは
交換する必要があります。また、過度の摩耗、擦り切
れ、または摩耗によるひどい照りがあるベルトも、交換し
てください。

アクセサリ・ベルト（サーペンタイン・ベルト）

以下の状態の場合は交換が必要です。
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● リブのチャンキング（ベルト本体から 1 つ以上のリブ
が脱落）

● リブまたはベルトの摩耗

● ベルトを縦に走る亀裂（2 つのリブの間の亀裂）

● ベルトの滑り

● 溝飛び（ベルトがプーリ上の正しい位置から外れる）

● ベルトの割れ

● ノイズ（ドライブ・ベルトの作動中に擦れるようなキー
キー音やガラガラ音が聞こえるまたは感じる）

一部の状況は、ベルト・プーリなどの部品に故障がある
場合に起こることがあります。ベルト・プーリに損傷がな
いか、アラインメントが適切か、注意深く点検してくださ
い。

一部のモデルでは、ベルトの交換に際して、特殊工具が
必要です。そのため、正規ディーラーで車両の点検をお
受けになることをお勧めします。

エアコンのお手入れ

エアコンが最高の性能を発揮するために、夏季の前に
は正規ディーラーでの点検整備を受けてください。その
際には、コンデンサ・フィンの清掃および性能の点検も行
ってください。同時に、ドライブ・ベルトの張りも必ず点検
してください。

警告!

● エアコン・システムには当社が認可した冷媒および
コンプレッサ潤滑油のみを使用してください。認可さ
れていない冷媒には可燃性のものがあり、爆発し
てけがをする恐れがあります。その他の認可されて

(続き)

警告!

いない冷媒やコンプレッサ潤滑油を使用すると、シ
ステムを破損して、高額の修理費が必要になる場
合があります。

● エアコン・システムには高圧の冷媒が使用されてい
ます。人身事故やシステムの損傷を防ぐため、冷
媒補充やシステムの配管を切り離す必要がある整
備は必ず資格のある整備士に依頼してください。

注意!

エアコン・システムには、化学洗浄剤は使用しないでく
ださい。化学洗浄剤によりエアコンの部品が損傷する
恐れがあります。このような損傷は、新車限定保証の
対象とはなりません。

冷媒の回収とリサイクル — R–1234yf
R-1234yf エアコン冷媒は、ハイドロフルオロオレフィン
（HFO）であり、米国環境保護局が推奨する地球温暖化
係数の小さいオゾン保護物質です。当社では、回収およ
びリサイクル（再生利用）設備の整った正規ディーラーで
エアコンの整備を行うことをお勧めしています。

メモ :
当社が認可したエアコン・システム PAG コンプレッサ・オ
イルおよび冷媒のみを使用してください。

室内エア・フィルタの交換

警告!

車両の走行中、またはイグニッションが「ACC」または
「ON/RUN（オン／走行）」位置のときは、室内エア・フィ

(続き)

警告!

ルタを取り外さないでください。室内エア・フィルタが取
り外された状態でファンが作動すると、ファンが手に接
触したり、汚れやごみが目に入ったりして、けがを負う
おそれがあります。

室内エア・フィルタはグローブ・ボックス裏側のエア・イン
レットにあります。フィルタの交換は、次の手順で行いま
す。

1. グローブ・ボックスを開け、中に入れている物をすべ
て取り出します。

2. グローブ・ボックス・トラベル・ストップを押し上げ、ド
アを下げます。

グローブ・ボックス・トラベル・ストップ

3. グローブ・ボックスを下方に回転させます。
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4. 室内エア・フィルタ・アクセス・ドアを HVAC ハウジン
グに固定している固定タブ（合計 2 個）をそれぞれ
外します。

室内エア・フィルタ・リテーニング・タブ

5. HVAC エア・インレット・ハウジングから室内エア・フィ
ルタを取り外します。フィルタ・エレメントを引っ張り
出し、右方向にはさんですきまを作ります。

室内エア・フィルタ

6. 取り外したときと同じ方向にエア・フィルタ位置イン
ジケータを向けて、室内エア・フィルタを取り付けま
す。

注意!

キャビン・エア・フィルタには、風向きの方向が矢
印で示してあります。フィルタを正しく取り付けな
いと、フィルタの交換頻度が多くなります。

7. 室内エア・フィルタのアクセス・ドアを閉じ、固定タブ
を固定します。

8. グローブ・ボックス・ドアを所定の位置に回し、トラベ
ル・ダンパが正しくはさまることを確認します。

トラベル・ダンパ

1 - トラベル・ダンパ・ハウジング
2 - トラベル・ダンパ・ロッド

適切な交換間隔については、「メンテナンス・ノート」を参
照してください。

ボディ系の潤滑

シート・レール、ドア・ヒンジの開閉部およびローラ、リフト
ゲート、テールゲート、デッキ・リッド、スライディング・ド
ア、およびボンネット・ヒンジなどの部品を含め、ロック部
やボディの開閉部は、Mopar®スプレー・ホワイト・グリー
スなどのリチウムベースのグリースを使用して定期的に

潤滑する必要があります。これにより静粛性や操作性が
向上し、錆や摩耗を防ぐことができます。潤滑油を塗布
する前は、関連部品をきれいに拭いて埃やごみを取り除
き、塗布後は余分なオイルやグリースを取り除いてくださ
い。また、ボンネット・ラッチ部品には特に注意し、適切に
機能することを確認してください。他のエンジン・ルーム
の点検整備を行う場合、ボンネット・ラッチ、リリース・メカ
ニズムおよび安全装置をきれいにして潤滑する必要が
あります。

外部ロック・シリンダは、年に 2 回程度（春と秋）潤滑を
行ってください。Mopar®ロック・シリンダ・オイルなどの高
品質の潤滑油を少量ロック・シリンダに直接塗布します。

フロントウィンドウ・ワイパ・ブレード

研磨剤の入っていない洗剤と柔らかい布またはスポンジ
で、定期的にワイパ・ブレードのゴム製エッジとフロントウ
ィンドウを掃除してください。これにより、走行中に付着し
た汚れの膜や塩分を取り除きます。

表面が乾いた状態のフロントウィンドウで長時間ワイパ
を作動させると、ワイパ・ブレードが劣化する恐れがあり
ます。ワイパで乾いたフロントウィンドウの塩分や汚れを
取り除く場合は、必ずウォッシャ液を使用してください。

フロントウィンドウの霜または氷の除去に、ワイパ・ブレ
ードを使用しないでください。ワイパ・ブレードのゴム部分
にはエンジン・オイルやガソリンなどの石油製品を付着さ
せないでください。

メモ :
ワイパ・ブレードの寿命は、地理的条件や使用頻度によ
って異なります。ブレードの性能が低下すると、カタカタ
音、マーク、スジ、または拭きむらが発生します。このよ
うな状態が見られたら、ワイパ・ブレードを清掃するか、
必要に応じて交換してください。
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ワイパ・ブレードおよびワイパ・アームは、ワイパの性能
の問題が発生した場合ではなく、定期的に点検してくだ
さい。この点検には以下の点を含めてください。

● 摩耗または偏摩耗したエッジ

● 異物

● 硬化または割れ

● 変形または疲労

ワイパ・ブレードまたはワイパ・アームが損傷した場合、
該当のワイパ・アームまたはブレードを新品と交換しま
す。損傷したワイパ・アームまたはブレードは修理しない
でください。

ワイパ・ブレードの取り外し／取り付け

注意!

ワイパ・ブレードを所定の位置にしない状態で、ワイ
パ・アームをウィンドウに勢いよく戻さないでください。
ウィンドウが損傷するおそれがあります。

1. ワイパ・アームが一番上の位置になるまで、ワイ
パ・アームを持ち上げてワイパ・ブレードをガラスか
ら上げて離します。

リリース・タブがロック位置にあるワイパ・ブレー
ド

1 — ワイパ・ブレード
2 — ワイパ・アーム
3 - リリース・タブ

2. ワイパ・ブレードをワイパ・アームから切り離すに
は、ワイパ・ブレードのリリース・タブを押して、ワイ
パ・アームを片手で支えながら、ワイパ・ブレードを
ワイパ・アームのベースに向かって下にスライドさ
せます。

リリース・タブがロック解除位置にあるワイパ・ブ
レード

3. ワイパ・ブレードをワイパ・アームから取り外します。

4. ワイパ・アームをゆっくりとガラスに下げます。

フロント ワイパの取り付け

1. ワイパ・アームが一番上の位置になるまで、ワイ
パ・アームを持ち上げてガラスから離します。

2. ワイパ・ブレードをワイパ・アームの先端にあるフッ
クの近くに配置します。

3. ワイパ・ブレードの開口部からアームの先端にフッ
クを挿入します。

4. ワイパ・ブレードをワイパ・アーム上のフックにスライ
ドさせると、「カチッ」という音がして、ラッチがかかり
ます。

5. ワイパ・ブレードをゆっくりとガラスに下げます。
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リヤ・ワイパ・ブレードの取り外し／取り付
け

1. ワイパ・アームにアクセスするには、スイング・ゲー
トを開きます。

リヤ・ワイパ・アセンブリ

1 — ワイパ・アーム
2 — ワイパ・ブレード

2. ガラスからワイパ・アームを持ち上げて離し、ワイ
パ・ブレードを外側に回してワイパ・アームから離し
ます。

ワイパ・ブレードおよびワイパ・アーム

1 — ワイパ・アーム
2 — ワイパ・ブレード

3. アームをガラスにゆっくりと置きます。

ワイパ・アームから取り外したワイパ・ブレード

1 - ワイパ・ブレード・ピボット・ピン
2 - ワイパ・アーム・ソケット

リヤ・ワイパの取り付け

1. リヤ・ワイパ・アームを上に持ち上げてガラスから離
します。

2. ワイパ・ブレード・ピボット・ピンをワイパ・アームの
端の開口部に挿入し、ワイパを回して所定の位置
にします。

3. ワイパをガラスの上に置き、スイング・ゲートを閉じ
ます。

排気装置

一酸化炭素が車内に侵入するのを防ぐ上で最も効果的
な方法は、エンジン排気装置を適切に点検整備すること
です。

排気装置の音の変化、車内の排気臭、または車の下部
または後部に損傷がある場合、排気装置全体および隣
接したボディ部に破損、損傷、劣化または取付不良の部
品がないかどうか、認定を受けた整備士により点検を受
けてください。継ぎ目が開いていたり、接続部が緩んで
いると、排気ガスが車内に侵入する恐れがあります。ま
た、潤滑やオイル交換で車を持ち上げるときに排気装置
の点検も依頼してください。必要に応じて部品を交換して
ください。

警告!

● 排気ガスは、けがまたは死に至る危険性のある有
毒なガスです。排気ガスには、無色無臭の一酸化
炭素（CO）が含まれています。一酸化炭素を吸引す
ると、意識を失うなど人体に有害な影響を与えま
す。一酸化炭素の吸引を防ぐために、次の安全事
項を遵守してください。

○ 狭いガレージや密閉された場所では、車を出入
りさせるのに必要な時以外はエンジンをかけな
いでください。

(続き)
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警告!

○ トランク／リフトゲート／リヤ・ドアを開けて走行
するときは、窓がすべて閉まっていて、ヒータ／
エアコンのファン・スピード調整スイッチが高速に
セットされていることを確認してください。内気循
環モードは使用しないでください。

○ エンジンをかけたまま駐車した車内にいなけれ
ばならない場合は、空調装置を調節して、外気
を車内に取り込みます。ファン・スピードを高速
に設定してください。

● 可燃物の上に駐車すると、排気装置が熱を持ち、
火災が発生する恐れがあります。たとえば、草や葉
などが車両の排気装置に接触すると火災の原因に
なります。そのような可燃物が排気装置に接触する
ような場所に車両を駐車したり、そのような場所で
車両を整備しないでください。

注意!

● 触媒コンバータ装備車には、無鉛レギュラー・ガソリ
ンのみを使用してください。有鉛ガソリンを使用する
と、排気装置としての触媒の効果が失われ、エンジ
ン性能が著しく低下してエンジンに重大な損傷を与
えることがあります。

● 車両を適切に走行できる状態を維持しておかない
と、触媒コンバータを損傷します。エンジンの点火
不良や、著しい性能低下などエンジン不良が起き
た場合は、直ちに車両の整備を受けてください。そ
のまま運転し続けるとコンバータがオーバーヒート
して、コンバータおよび車両に損傷を与える恐れが
あります。

通常の走行状態では、触媒コンバータを整備する必要
はありません。ただし、触媒を適切に機能させ触媒の損
傷を防ぐために、適切にエンジンを調整しておくことが重
要です。

メモ :
排気装置を故意に改造すると法律で罰せられることがあ
ります。

エンジンの異常作動が著しい場合は、焦げた臭いがす
るため、触媒のオーバーヒートが深刻かつ異常な状態に
あることを察知できます。その場合は車を停止してエン
ジンを切り、冷却してください。その後、すぐに整備を受
け、メーカの仕様に合わせたエンジン調整も行うようにし
てください。

触媒コンバータの損傷を最小限にするために、次の注
意事項を守ってください。

● トランスミッションのギヤが入っていて車両が走行中
の場合は、イグニッション・スイッチを操作しないでくだ
さい。

● 押しがけ、またはけん引によって車両を始動させない
でください。

● 診断テスト中など、イグニッション系部品の接続を外
したり、取り外しているときにエンジンをアイドリングし
ないでください。また、アイドリングが非常に不安定な
とき、または故障しているときに、アイドリングを長時
間行わないでください。

環境保護システム

ガソリン微粒子フィルタ（GPF） — 2.0L T4 200kW ガソリ
ン バージョンのみ

ガソリン微粒子フィルタは、排気システムに統合された
機械式フィルタで、2.0L T4 200kW ガソリン エンジンの

排気ガス中に存在する炭素粒子を物理的に捕捉しま
す。

微粒子フィルタは、現在および将来の規制および基準に
準拠して炭素粒子の排出をほぼすべて除去するために
必要です。

このフィルタは粒子を物理的に捕捉するため、通常の運
転中にカーボン粒子を除去するために洗浄（再生）する
必要があります。再生手順は、フィルタの状態や車両の
使用状況に応じて、エンジン・コントロール・ユニットによ
って自動的に制御されます。

再生中に次のような現象が発生する可能性があります：
騒音、振動およびハーシュネス (NVH) レベルの増加、お
よびエンジン性能の低下。

フィルタの状態によっては、専用のメッセージがインスト
ルメント・パネル・ディスプレイに表示されることがありま
す。

フィルタに大量の煤が付着すると、インストルメント・パネ
ルに 2 つの異なるメッセージが表示される場合がありま
す。1 つ目のメッセージは、再生（クリーニング）中である
ことを示すもので、そのまま運転を続けられます。フィル
タがいっぱいになって自動再生ができなくなると、2 つ目
のメッセージが表示されます。このメッセージは、整備再
生のためにディーラーを訪問するよう勧めるものです。

冷却装置

警告!

● ラジエータから出る高温のエンジン・クーラント（不
凍液）または蒸気でやけどを負う恐れがあります。
ボンネットの下から蒸気が見える、または音がする
場合は、ラジエータが冷えるまでボンネットを開け

(続き)
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警告!

ないでください。ラジエータやクーラント・ボトルが熱
い時は、絶対にラジエータ・キャップを開けないでく
ださい。

● ボンネットを開いているときは、手、工具、衣類、お
よび装身具をラジエータ冷却ファンに近づけないで
ください。ファンは自動的に起動し、エンジンが作動
中かどうかにかかわらず、いつでも起動することが
あります。

● ラジエータ冷却ファン付近で作業するときは、ファ
ン・モータ・ハーネスを切り離すか、イグニッションを
「OFF」位置にしてください。ファンは温度によって制
御されており、イグニッションが「ON（オン）」のとき
は、常に始動可能な状態にあります。

クーラントの点検

エンジン、およびインタクーラ（タイプ別装備）クーラント
（不凍液）を 12 ヵ月毎（適宜、凍結シーズンが始まる前
の時期）に点検してください。エンジン、およびインタクー
ラ（タイプ別装備）に汚れや錆が見受けられる場合、シス
テムから抜き取って洗い流し、新しい OAT クーラント
（MS.90032 に準拠）を充填する必要があります。その
際は、正規ディーラーが実施しなければなりません。A/C
コンデンサの前面またはラジエータに虫や落ち葉などが
たまっていないか点検し、汚れていたら A/C コンデンサ
の表面またはラジエータ・コアの後ろにホースで上から
下へ軽く水をかけて洗い流します。

エンジン、およびインタクーラ（タイプ別装備）のクーリン
グ・システムのホースがクーラント・リカバリ・ボトルおよ
びラジエータ側でゴムが脆くなっていないか、亀裂、破
れ、切れ目がないか、また接続がしっかりしているか点
検します。冷却装置全体に漏れがないか点検します。冷

却装置が熱い時には、ラジエータ・キャップを取り外さな
いでください。

冷却装置 — 抜き取り、洗浄、注入 
メモ :
一部の車両では、クーラントを正しく補給するために特
殊工具が必要です。これらのシステムに正しく補給しな
いと、エンジン内部の重大な損傷に至る恐れがありま
す。システムにクーラントを補給する必要がある場合は、
正規ディーラーにお問い合わせください。

エンジン・クーラント（不凍液）が汚れていたり、目視でき
る沈殿物が含まれている場合は、正規ディーラーに、
OAT（Organic Additive Technology）クーラント（MS.90032
に適合）の洗浄および流洗を依頼してください。

適切な交換間隔については、「メンテナンス・ノート」を参
照してください。

クーラントの選択

詳細情報⇨ ページ 249。

メモ :
● 指定された OAT（Organic Additive Technology）エンジ

ン・クーラント（不凍液）以外のクーラントを混合使用
すると、エンジンが損傷したり、腐食防止効果が下が
る場合があります。成分が異なるため、OAT エンジン・
クーラントと HOAT（Hybrid Organic Additive
Technology）エンジン・クーラントまたは何らかの「汎
用的に互換性のある」クーラントを混ぜないでくださ
い。緊急時に非 OAT エンジン・クーラントをクーリン
グ・システムに入れた場合、なるべく早く正規ディーラ
ーにクーリング・システムの排出、洗浄、新しい OAT ク
ーラント（MS.90032 に準拠）の充填を依頼する必要
があります。

● アルコールが主成分のエンジン・クーラント製品また
は真水のみを使用しないでください。防錆剤は、ラジ
エータのエンジン・クーラントに合わず、ラジエータを
詰まらせることがあるので添加しないでください。

● 本車両は、プロピレン・グリコール製のエンジン・クー
ラントを使用するように設計されていません。プロピレ
ン・グリコール製のエンジン・クーラントの使用は推奨
しません。

● 一部の車両では、クーラントを正しく補給するために
特殊工具が必要です。これらのシステムに正しく補給
しないと、エンジン内部の重大な損傷に至る恐れがあ
ります。システムにクーラントを補給する必要がある
場合は、正規ディーラーにお問い合わせください。

クーラントの補充

本車両は、メンテナンス間隔を長くする改良されたエンジ
ン・クーラント（MS.90032 に適合した OAT クーラント）を
使用しています。このエンジン・クーラント（不凍液）は、
交換まで最長 10 年、または 240,000km（150,000 マイ
ル）の走行が可能です。メンテナンス間隔を短縮させな
いために、常に同じエンジン・クーラント（MS.90032 に
適合した OAT クーラント）を使用することが重要です。

メーカの材料規格 MS.90032 に適合した OAT（Organic
Additive Technology）エンジン・クーラントの使用に関す
る推奨事項を確認してください。エンジン・クーラントを補
充するとき

● メーカの材料規格 MS.90032 に適合した Mopar®不
凍液／クーラント、10 年／240,000km（150,000 マ
イル）フォーミュラ OAT の使用をお勧めします。

● メーカの材料規格 MS.90032 に適合した OAT エンジ
ン・クーラントを蒸留水で 50%以上に希釈して、エンジ
ン・クーラント溶液を作ります。気温が-37℃（-34°F）
を下回るような場合は、より濃度の高いクーラント（最

214 メンテナンスと車両のお手入れ



大 70%）を使用してください。正規ディーラーにお問い
合わせください。

● 水とクーラントを混合するときは、蒸留水や脱イオン
水など高純度の水のみを使用してください。品質の悪
い水を使用すると、エンジン冷却装置の腐食防止効
果が下がります。

メモ :
● 気温が著しく低い地域では、お客様の判断で凍結に

対する適切な対策を行ってください。

● エンジン・オイル、フロントガラス・ウォッシャ液、不凍
液など、ボンネット下で液体を補充する場合は、エン
ジン上部へのこぼれを最小限に抑えるように注意し
てください。余分な液体がエンジン上部にこぼれた場
合、圧縮空気または吸収力のある布で除去してくださ
い。

● 一部の車両では、クーラントを正しく補給するために
特殊工具が必要です。これらのシステムに正しく補給
しないと、エンジン内部の重大な損傷に至る恐れがあ
ります。システムにクーラントを補給する必要がある
場合は、正規ディーラーにお問い合わせください。

● 異なる種類のエンジン・クーラントを混合して使用する
ことは推奨しません。システムの損傷を招く恐れがあ
ります。緊急時に HOAT および OAT クーラントを混合
した場合は、なるべく早く正規ディーラーに OAT クーラ
ント（MS.90032 に適合）の排出、洗浄、充填を依頼し
てください。

冷却装置 ラジエータ・キャップ

キャップはエンジン・クーラント（不凍液）が漏れないよう
に、またエンジン・クーラントがクーラント・エクスパンショ
ン・ボトル／リカバリ・タンク（タイプ別装備）からラジエー
タに戻るようにしっかりと締めます。

ラジエータ・キャップの密封面に異物が付着していない
か点検し、きれいな状態にしておいてください。

警告!

● 熱くなったエンジン冷却装置は開けないでください。
エンジンのオーバーヒート時は、絶対にエンジン・ク
ーラント（不凍液）を補充しないでください。オーバ
ーヒートしたエンジンを冷やすために、キャップを緩
めたり外したりしないでください。熱により冷却装置
内の圧力が高まります。やけどやけがをしないため
に、システム内が高温または高圧の間はラジエー
タ・キャップを外さないでください。

● 車両に指定されたラジエータ・キャップ以外は使用
しないでください。人身事故やエンジンの損傷につ
ながる恐れがあります。

使用済みクーラントの廃棄

使用済みのエチレン・グリコール系クーラント（不凍液）
は産業廃棄指定物です。最寄りの行政機関に問い合わ
せ、その地域の廃棄規則を確認してください。ペットやお
子さまによる誤飲を防ぐため、エチレン・グリコール系ク
ーラントを口の開いた容器に保存したり、水たまりなどに
流さないでください。お子さまやペットが誤って口にした
場合は、直ちに医師の診察を受けてください。地面にこ
ぼれた場合も直ちにふき取ってください。

クーラントの量

クーラント・ボトルは、クーラントの量が適量かどうか一
目でわかるようになっています。エンジンを OFF にして冷
めた状態で、ボトル内のエンジン・クーラント（不凍液）の
量が、ボトルに表示された範囲内にあるようにしてくださ
い。

ラジエータ内は通常満タン状態にあるので、エンジン・ク
ーラントの凍結温度の点検時またはクーラント交換時以
外は、ラジエータ／クーラント・プレッシャ・キャップを開け
る必要はありません。整備士にその旨を伝えてください。
エンジン作動温度が正常な限り、クーラント・ボトルは 1
ヵ月に 1 度点検すれば問題ありません。

適切な量になるようエンジン・クーラントの補充が必要な
場合は、メーカの材料規格 MS.90032 に適合した OAT
クーラントのみをクーラント・ボトルに補充してください。フ
ルードを入れ過ぎないよう注意してください。

エンジン・クーラント・レベル — 2.0L

警告!

● 熱くなったエンジン冷却装置は開けないでください。
エンジンのオーバーヒート時は、絶対にエンジン・ク
ーラント（不凍液）を補充しないでください。オーバ
ーヒートしたエンジンを冷やすために、キャップを緩
めたり外したりしないでください。熱により冷却装置
内の圧力が高まります。やけどやけがをしないため
に、システム内が高温または高圧の間はラジエー
タ・キャップを外さないでください。

● 車両に指定されたラジエータ・キャップ以外は使用
しないでください。人身事故やエンジンの損傷につ
ながる恐れがあります。

エンジンを停止して冷ました状態で、エンジン・クーラント
の量がディップスティック上に表示された ADD と FULL
の間の OK 範囲内になるようにしてください。

1. エンジン・クーラント・ボトルからキャップとレベル・デ
ィップスティックを取り外します。

2. ディップスティックからクーラントを拭き取ります。
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3. キャップを、クーラント・ボトルの開口部上に締め付
けずに置きます。

4. キャップとディップスティックを取り外し、ディップステ
ィック上のクーラント・レベルを確認します。

ラジエータ内は通常満タン状態にあるので、エンジン・ク
ーラント（不凍液）の凍結温度の点検時またはクーラント
交換時以外は、ラジエータ／クーラント・プレッシャ・キャ
ップを開ける必要はありません。整備士にその旨を伝え
てください。エンジン作動温度が正常な限り、クーラント・
ボトルは 1 ヵ月に 1 度点検すれば問題ありません。

適切な量になるようエンジン・クーラントの補充が必要な
場合は、メーカの材料規格 MS.90032 に適合した OAT
クーラントのみをクーラント・ボトルに補充してください。フ
ルードを入れ過ぎないよう注意してください。

クーリング・システムの注意

メモ :
2～3km 走行した後に停止すると、エンジン・ルーム前
面から蒸気が立ち昇ることがあります。これは通常ラジ
エータ外面に雨や雪、湿気などの水分が蓄積し、サーモ
スタットを開いたときにラジエータ内部に温度の上昇した
エンジン・クーラント（不凍液）が流入して蒸発したもの
で、異常ではありません。

エンジン・ルームの点検でラジエータまたはホースに漏
れが見られなければ、安全に走行できます。蒸気はしば
らくすると消えます。

● クーラント・エクスパンション・ボトルにクーラントを補
充し過ぎないでください。

● ラジエータとクーラント・エクスパンション・ボトル内の
クーラントの濃度を調べてください。エンジン・クーラン
トを補充する必要がある場合、エクスパンション・ボト
ル内のクーラントも凍結から防ぐ必要があります。

● エンジン・クーラントの補充が頻繁に必要な場合、漏
れていないかどうか冷却装置の圧力を点検してくださ
い。

● エンジンにはアルミ製部品が使用されているため、
OAT クーラント（材料規格 MS.90032 に適合）と蒸留
水との混合濃度を 50%以上に保つことによって、エン
ジンを腐食から保護します。

● クーラント・エクスパンション・ボトルのオーバーフロ
ー・ホースがねじれたり、詰まっていないか点検してく
ださい。

● ラジエータの前面は清潔に保ってください。車両にエ
アコンが装備されている場合、コンデンサの前面も清
潔にしてください。

● サーモスタットを夏用もしくは冬用に変更しないでくだ
さい。交換する必要がある場合は、適切なタイプのサ
ーモスタットのみを取り付けてください。異なるタイプ
のものを使用するとエンジン冷却性能の低化、燃費
の悪化および排気ガスの増加につながる恐れがあり
ます。

ブレーキ・システム 
ブレーキ・システム性能を維持するため、すべてのブレ
ーキ・システム構成部品は定期的に点検してください。
適切な交換間隔については、「メンテナンス・ノート」を参
照してください。

警告!

ブレーキをかけ続けるとブレーキの故障、さらには衝
突事故の原因になります。ブレーキ・ペダルの上に足
を置いたまま運転したり、ブレーキ・ペダルを踏み続け
て運転したりすると、ブレーキが熱を持ち、ライニング

(続き)

警告!

を過度に摩耗して、ブレーキを破損する恐れがありま
す。万一のとき、ブレーキの性能を完全に発揮させる
ことができなくなります。

フルード量の点検 - ブレーキ・マスタ・シリ
ンダ

マスタ・シリンダ内のフルード量は、エンジン・ルームの
整備時に必ず点検してください。また、ブレーキ・システ
ム警告灯が点灯した場合は、直ちに点検してください。
必要に応じて、ブレーキ・マスタ・シリンダのリザーバの
側面にある指定マークまでフルードを補充します。キャッ
プを取り外す前に、マスタ・シリンダの上部をきれいに拭
いてください。ディスク・ブレーキの場合、フルード量はブ
レーキ・パッドが摩耗するにつれて下がります。ブレー
キ・フルード・レベルはパッド交換時に確認してください。
ブレーキ・フルード量が特に少ない場合は、ブレーキ・シ
ステムに漏れがないか点検します。

詳細情報 ⇨ ページ 249。

警告!

● 当社の推奨するブレーキ・フルード ⇨ ページ

249 のみを使用してください。不適切な種類のブレ
ーキ・フルードを使用すると、ブレーキ・システムに
重大な損傷が発生したり、ブレーキの性能が低下
したりすることがあります。工場出荷時に取り付け
られた油圧マスタ・シリンダ・リザーバのラベルに
も、車両に適したブレーキ・フルードの種類が記載
されています。

(続き)
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警告!

● 異物や水分による汚染を防ぐために、新品のブレ
ーキ・フルードまたは密閉容器に入っているブレー
キ・フルードのみを使用してください。マスタ・シリン
ダ・リザーバのキャップは常にしっかりと閉めてくだ
さい。容器が密閉されていないと、ブレーキ・フルー
ドは空気中の水分を吸収し、沸点温度が下がりま
す。これにより、急ブレーキをかけたり、長時間ブレ
ーキをかけたときにブレーキ・フルードが沸騰して、
突然ブレーキがきかなくなることがあります。その
結果、衝突につながる恐れがあります。

● ブレーキ・フルード・リザーバにブレーキ・フルードを
入れすぎると、ブレーキ・フルードが高温のエンジン
部品の上にこぼれ落ち、ブレーキ・フルードが発火
することがあります。ブレーキ・フルードは塗装面や
ビニール面も損傷させる場合があります。ブレー
キ・フルードがこれらの面に接触しないように十分
注意してください。

● ブレーキ・フルードが、石油基剤のフルードで汚染
されないようにしてください。ブレーキ・シール部品
が損傷すると、ブレーキが部分的または完全にき
かなくなる恐れがあります。その結果、衝突につな
がる恐れがあります。

フロント／リヤ・アクスル・フルード

通常の整備では、定期的なフルードの量の点検は必要
ありません。別の理由により車両を整備する場合は、ア
クスル・アセンブリの外面を点検する必要があります。ギ
ヤ・オイル漏れの疑いがある場合はフルードの量を点検
します⇨ ページ 249。

フルード量の点検

潤滑油の量は、注油口の下端から約 3mm（1/8 インチ）
下にしてください。

メモ :
車両が水平になっていて、アクスルに支えられているこ
とを確認してください。

フルードの補充

フルードは必ず注油口から前述の規定レベルまで補充
します。

潤滑油の選択

当社の推奨フルードのみを使用してください⇨ ページ

249。

トランスファ・ケース

フルード量の点検

車両が水平状態にあるとき、フルード量は注油口の下端
に達している必要があります。

トランスファ・ケース

1 - 注油口
2 - 排水口

潤滑油の選択

当社の推奨フルードのみを使用してください⇨ ページ

249。

オートマチック・トランスミッション

フルード量の点検

フルード量は工場で事前に設定されているので、通常の
操作状況では調節は不要です。フルード量の定期的な
点検は不要なため、トランスミッションにディップスティッ
クはありません。正規ディーラーは、整備用の特殊な工
具を使用して、トランスミッションのフルード量を点検でき
ます。フルードの漏れやトランスミッションの不具合に気
付いたときは直ちに、正規ディーラーでフルード量の点
検を受けてください。フルード量が適正でない状態で走
行すると、トランスミッションの重大な損傷につながる恐
れがあります。
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注意!

トランスミッション・フルードが漏れた場合、すぐに正規
ディーラーへお越しください。トランスミッションに重大
な損傷が発生する恐れがあります。正規ディーラーで
は、正確にフルード量を調節する適切な工具および設
備をご用意しています。

特別添加剤

当社はトランスミッションにいかなる添加剤も使用しない
よう推奨しています。オートマチック・トランスミッション・フ
ルード（ATF）は加工製品であり、補助添加剤により性能
が劣化する可能性があります。したがって、トランスミッ
ション・フルードには添加剤を入れないでください。また、
トランスミッション・シーラは、シール類に悪影響を与える
場合があるので使用しないでください。

注意!

トランスミッションには、化学洗浄剤は使用しないでく
ださい。化学洗浄剤によりトランスミッション・コンポー
ネントを損傷する恐れがあります。このような損傷は、
新車限定保証の対象とはなりません。

フルードおよびフィルタの交換

通常の走行状態であれば、工場で充填されたフルードで
車両は十分に潤滑されます。

フルードおよびフィルタの定期的な交換は不要です。た
だし、フルードが（水などで）汚染したり、何らかの理由で
トランスミッションを分解した場合は、フルードおよびフィ
ルタを交換してください。

潤滑油の選択

トランスミッションの最適な性能と寿命を確保するには、
正しいトランスミッション・フルードを使用することが重要
です。当社指定のトランスミッション・フルードのみを使用
してください⇨ ページ 249。トランスミッション・フルード

には推奨フルードを使用し、規定のレベルに維持するこ
とが重要です。

メモ :
トランスミッションには、化学洗浄剤は使用しないでくださ
い。認可されている潤滑油のみをご使用ください。

注意!

当社が推奨する以外のトランスミッション・フルードを
使用すると、トランスミッション・シフトの性能の低下、
またはトルク・コンバータの振動の原因になることがあ
ります⇨ ページ 249。

ヒューズ

一般情報

警告!

● 焼損したヒューズを交換する場合は、必ず元のヒュ
ーズと同一電流定格の適切な交換用ヒューズを使
用してください。絶対に高い定格電流の別のヒュー
ズに交換しないでください。表示されているアンペ
ア以外のヒューズを使うと、電気系統が過負荷にな
る恐れがあり危険です。正しいアンペアのヒューズ
が何度も焼損する場合は、電気回路に異常がある
ことを示しているため、修理する必要があります。

(続き)

警告!

絶対に焼損したヒューズを金属線や他の素材に置
き換えないでください。適切なヒューズを使用しない
と、重大なけが、火災、物損事故に至る恐れがあり
ます。

● ヒューズを交換する前に、イグニッションがオフであ
ること、および他のすべての作動がオフまたは解除
されていることを確認してください。

● 交換したヒューズが再び焼損した場合は、正規ディ
ーラーにご連絡ください。

● 安全システム（エアバッグ・システム、ブレーキ・シ
ステム）、パワー・ユニット・システム（エンジン・シス
テム、ギヤボックス・システム）またはステアリング・
システム用の一般的な保護ヒューズが焼損した場
合は、正規ディーラーにご連絡ください。

ヒューズは電気系統に過大な電流が流れないように保
護します。

動作しない機器がある場合は、ブレード・ヒューズ内部の
ヒューズ・エレメントに破損／溶断がないか点検してくだ
さい。

また、エンジンを停止した状態で長時間電源ソケットを使
用すると、車両バッテリが放電してしまうことがあります。
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ブレード・ヒューズ

1 — ヒューズ・エレメント
2 – ヒューズ・エレメントが良好な／機能しているブレ
ード・ヒューズ
3 – ヒューズ・エレメントが不良な／機能していないブ
レード・ヒューズ（ヒューズが切れている）

パワー・ディストリビューション・セン
タ（PDC）

パワー・ディストリビューション・センタは、エンジン・ルー
ム内のバッテリ付近にあります。この中には、カートリッ
ジ・ヒューズ、ミニ・ヒューズおよびリレーが収納されてい
ます。PDC の上部カバーには、役に立つ各ヒューズ／リ
レーの位置、機能、サイズを記載したラベルが貼られて
います。

注意!

パワー・ディストリビューション・センタ・カバーを取り付
ける際には、カバーの位置が正しく、しっかりとはまっ
ていることを確認してください。カバーがしっかりと取り
付けられていないと、パワー・ディストリビューション・

(続き)

注意!

センタ内に水が浸入し、電気系統の不具合が生じる恐
れがあります。

パワー・ディストリビューション・センタの位置

キャビティー カートリッジ・ヒューズ マイクロ・ヒューズ 説明

* タイプ別装備

F01 – – スペア

F02 40A/緑 – スタータ

F03 – 5A/黄褐色 インテリジェント・バッテリ・センサ（IBS）

F04 – 20A/黄 フューエル・ポンプ MTR/FPCM

F05 – 5A/黄褐色 セキュリティ・ゲートウェイ
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ マイクロ・ヒューズ 説明

F06 – – スペア

F07 – 15A/青 低温ラジエータ・クーリング・ポンプ（LTR）*

F08 – 15A/青 トランス・コントロール・モジュール TCM-8HP CYGNUS

F09 – – スペア

F10 – 15A/青 電動ステアリング・コラム・ロック (ESCL)

F11 – 10A/赤 UCI ポート（USB と AUX）

F12 – 25A/透明色 HIFI アンプ

F13 – – スペア

F14 – – スペア

F15 – 15A/青
インストルメント・パネル・クラスタ（IPC）／スイッチ・バンク-ヘビー・デュ
ーティ電動パーキング（SWITCH BANK-HD ELEC）

F16 – – スペア

F17 – – スペア

F18 – 10A/赤 エアコン・クラッチ（AC CLUTCH）

F19 – – スペア

F20 30A/ピンク – セントラル・ボディ・コントローラ（CBC）1-室内灯
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ マイクロ・ヒューズ 説明

F21 – 20A/黄 リヤ・ワイパ

F22 – 10A/赤 エンジン・コントロール・モジュール（ECM）

F23 – 10A/赤 エンジン・コントロール・モジュール（ECM）

F24 30A/ピンク – 助手席電動シート

F25 – 10A/赤 モジュール・シフト・バイ・ワイヤ（MOD_SBW）

F26 40A/緑 – セントラル・ボディ・コントローラ（CBC）2-車外ライト#1

F27 30A/ピンク – フロント・ワイパ

F28 40A/緑 – セントラル・ボディ・コントローラ（CBC）3-パワー・ロック

F29 40A/緑 – セントラル・ボディ・コントローラ（CBC）4-車外ライト#2

F30 30A/ピンク – 電動ステップ/スライダー* (装備されている場合)

F31 – 10A/赤 診断ポート

F32 – 10A/赤
ヒート・ベンチレーション・エアコン・モジュール（HVAC CTRL MOD）／ス
テアリング・コラム・ロック（SCL）／乗員分類モジュール（OCM）／運転
手着座検知モジュール（DPDM）

F33 – 10A/赤
ParkTronics システム（PTS）／赤外線カメラ・モジュール（IRCM）／エア
バッグ無効ランプ（AIRBAG DISABLE LMPS）
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ マイクロ・ヒューズ 説明

F34 – 10A/赤
エレクトロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）／電動油圧式パワ
ー・ステアリング（EHPS）／スマート・バー・コントロール・モジュール
（SBCM）ウェイク・アップ

F35 30A/ピンク – ブレーキ・バキューム・ポンプ*

F36 30A/ピンク – トレーラけん引電動ブレーキ・モジュール*

F37 30A/ピンク – トレーラけん引コネクタ 7 ウェイ*

F38 20A/青 – エンジン・コントロール・モジュール（ECM）

F39 – – スペア

F40 – 15A/青
駆動系コントロール・モジュール（DTCM）／アクスル・ロック（AXLE
LOC）FT_RR

F41 – 15A/青
インストルメント・パネル（IC）／セキュリティ・ゲートウェイ（SGW）ウェイ
ク・アップ

F42 – 10A/赤
パワー・コントロール・リレー・コントロール・フィード（電動停止／始動）
*

F43 – 20A/黄 電源コンセント（CARGO）BATT

F44 – 10A/赤 赤外線カメラ（IRCAM）ヒータ

F45 – 20A/黄 電源コンセント（CARGO）IGN

F46 – 10A/赤 オート HDLP LVL モジュール/LVL モータ/HDLP SW
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ マイクロ・ヒューズ 説明

F47 – – スペア

F48 – – スペア

F49 – 10A/赤 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

F50 – 10A/赤 HD ACC *

F51 – 10A/赤
デジタル TV（DSRC）／USB／ルーム・ミラー（ISRVM）／コンパス・モジ
ュール（CSGM）

F52 – 20A/黄 シガレット・ライタ

F53 – – スペア

F54 – – スペア

F55 – 10A/赤 セントラル・ビジョン・プロセシング・モジュール（CVPM）

F56 – 10A/赤 車内温度センサ

F57 – 20A/黄 運転席シート・ヒータ

F58 – 20A/黄 助手席シート・ヒータ

F59 30A/ピンク – 運転席電動シート

F60 – 15A/青
コンフォート・ステアリング・ホイール・モジュール（CSWM）（HTD STR
WHEEL）
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ マイクロ・ヒューズ 説明

F61 – 15A/青
左ブラインド・スポット・センサ（LBSS）／右ブラインド・スポット・センサ
（RBSS）/CADM-Lo

F62 – – スペア

F63 – 10A/赤 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

F64 – – スペア

F65 – – スペア

F66 40A/緑 – HVAC ファン・モータ・フロント

F67 – – スペア

F68 – – スペア

F69 – 10A/赤 KIN/RF ハブ

F70 – 25A/透明色 INJ/IGN コイル（GAS）／GLO プラグ MOD（DSL）

F71 – – スペア

F72 – 10A/赤 HD ELEC ACC PKG *

F73 20A/青 – PWR TOP LT

F74 20A/青 – PWR TOP RT

F75 – – スペア
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ マイクロ・ヒューズ 説明

F76 – 20A/黄 ECM（ガソリン）

F77 – 10A/赤 ヒーテッド・ドア・ミラー

F78 – 10A/赤 侵入モジュール／サイレン／侵入センサ

F79 – 20A/黄 スマート・バー・コントロール・モジュール

F80 – 15A/青
パワートレイン・コントロール・モジュール（PCM）／SOL 1、2 ブロック・
シフト

F81 30A/ピンク – リヤ・デフロスト（電気バックライト*

F82 – – スペア

F83 – – スペア

F84 – – スペア

F85 – – スペア

F86 – – スペア

F87 – – スペア

F88 – – スペア

F89 – 10A/赤
ステアリング・コラム・コントロール・モジュール（SCCM）／クルーズ・コ
ントロール（CRUISE CTL）／デジタル TV（DTV）／EVIC／エアバッグ無
効ランプ
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ マイクロ・ヒューズ 説明

F90 20A/青 – トレーラけん引パーキング・ランプ*

F91 – 20A/黄 ホーン

F92 40A/緑 – HD ACCY #2 *

F93 40A/緑 – HD ACCY #1 *

F94 – 10A/赤 デュアル USB ポート

F95 – – スペア

F96 – 10A/赤 パワー・ミラー・スイッチ

F97 – 20A/黄 Radio（ラジオ）

F98 – 10A/赤 スイッチバンク-HD ELEC／オフロード

F99 – – スペア

F100 30A/ピンク – ESC-ECU とバルブ

F101 30A/ピンク – 駆動系コントロール・モジュール（DTCM）

F102 – 15A/青 TBM2/Mod_DCSD

F103 – 15A/青 HD ACCY #3 *

F104 – 15A/青 ランバー スイッチ (運転席/助手席)
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ マイクロ・ヒューズ 説明

F105 – 10A/赤 統合センタ・スタック（ICS）／ヒート・ベンチレーション・エアコン（HVAC）

F106 50A/赤 – ESC -PUMP MTR

F107 – 20A/黄 トレーラけん引停止／旋回 LT *

F108 – 15A/青 HD ACCY #4 *

F109 – 20A/黄 トレーラけん引停止／旋回 RT *

F110 30A/ピンク – パワー インバータ

F111 20A/青 – トレーラけん引後退灯*

お客様は、カーゴ電源コンセントを F43 バッテリ供給電
源から位置 F45 への変更を選択できます。これは、イグ
ニッションが ON になると電源が供給されます。

ライトの交換

交換用電球、名称、部品番号

電球を交換する必要がある場合は、このセクションに電
球の説明と交換部品の番号を記載しているので参考に
してください。

車内の電球

電球名 電球の種類

オートマチック・トランスミ
ッション表示灯

658.

車内の電球

電球名 電球の種類

ヒータ・コントロール・ラン
プ（2）

194.

ロッカ・スイッチ表示灯（リ
ヤ・ウィンドウ・デフォッ
ガ、リヤ・ウォッシャ／ワイ
パ）

**

サウンドバー・ドーム・ラン
プ

912.
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車内の電球

電球名 電球の種類

** 電球は正規ディーラーでのみ販売しています。

車外の電球

電球名 電球の種類

ヘッドライト（2） H4

プレミアム・ヘッド・ランプ LED

スポーツ・フロント駐車灯
／方向指示灯（2）

（ECE 市場では適用なし）

プレミアム・フロント駐車
灯／方向指示灯（2）

LED

ベース（Sahara/Rubicon）
方向指示灯

7440NALL/WY21WLL

ベース（Sahara/Rubicon）
駐車灯／DRL 7443LL

フロント・サイド・マーカ・ラ
ンプ（2）

LED

ベース・フォグ・ライト PSX24W

プレミアム・フォグ・ライト LED

車外の電球

電球名 電球の種類

リヤ・プレミアム LED テー
ル・ランプ、制動灯、バッ
ク・アップ・ランプ

LED

リヤ・ベース・テール・ラン
プ制動／テール電球

P27/7WK

リヤ・ベース・テール・ラン
プ方向指示器電球

WY21W

リヤ・ベース・テール・ラン
プ・バックアップ電球

W16W

リヤ・ベース・テール・ラン
プ・車幅灯

LED

ハイ・マウント・ストップ・ラ
ンプ

LED

ナンバー・プレート・ランプ W5W

リヤ・フォグ・ランプ W21W

メモ :
数字は、正規ディーラーで購入できる市販電球タイプ
の個数です。電球の交換が必要な場合は、正規ディ
ーラーにご相談ください。

電球（バルブ）の交換

メモ :
特定の気候条件によってはレンズが曇ることがありま
す。通常この曇りは、気候条件が変わって、付着した水
滴が蒸発すると解消されます。ライトを点灯させると、曇
りを素早く取り除くことができます。

ハロゲン・ヘッドライト

メモ :
整備については、正規ディーラーにお問い合わせくださ
い。

交換については以下の手順を参照してください。

1. ボンネットを開き、プロップ・ロッドを使って固定しま
す。

2. フロント・グリルを取り外します。上部のリテーナを
反時計回りに 4 分の 1 回転させて取り外します。

3. グリルの下側を引いて外します。片側から始めて反
対側に向けて作業を進めてください。

4. ヘッドライトを車両に固定している 3 本のネジを取り
外します。

5. 車両からライトを取り外します。

6. ランプをカラーから取り外します。

7. 電球をつかみ、反時計回りに 4 分の 1 回転させま
す。

8. 電球をハウジングから引き出します。

9. コネクタのロッキング・タブをロック解除位置へ押し
ます。

10. コネクタを電球から取り外します。
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11. コネクタを新しい電球ベースに押し入れ、コネクタの
ロッキング・タブをロック位置へ押します。

注意!

新しい電球に指で触れないでください。油脂によ
る汚れは、電球の寿命を著しく縮めます。電球に
油脂分が付着した場合は、消毒用のアルコール
できれいに拭いてください。

12. 電球のハウジングを取り付けます。電球を時計回り
に 4 分の 1 回転させます。

フロント・パーキング・ライト／方向指示器

交換については以下の手順を参照してください。

1. 電球ソケットにアクセスするには、前輪ライナ・ファ
スナを取り外します。

ホイール・ライナ

2. ソケット・アセンブリを反時計回りに 4 分の 1 回転さ
せてハウジングから取り外します。ソケットから電球
をまっすぐ引き出し、交換します。

メモ :
整備については、正規ディーラーにお問い合わせくださ
い。

LED フロント・サイド・マーカ

交換については以下の手順を参照してください。

1. サイド・マーカ・ネジおよび電気コネクタにアクセス
するには、前輪のライナ・ファスナを取り外します。

2. フロント・サイド・マーカ・アセンブリの後部にある留
めネジを取り外し、電気コネクタを外します。

3. LED フロント・サイド・マーカ・ライト・アセンブリを取
り外し、交換します。

ハロゲン・フロント・フォグ・ライト

交換については以下の手順を参照してください。

1. 車両の下に手を入れ、フロント・フォグ・ライトの背後
にアクセスします。

2. ワイヤリング・ハーネス・コネクタをフロント・フォグ・
ライトのコネクタ・ソケットから取り外します。

3. 2 つのラッチを持って電球をしっかりとつかみ、ラッ
チをつまんでフロント・フォグ・ライト・ハウジングの
背面から電球を外します。

4. ハウジングの溝付きの開口部から電球をまっすぐ
に引き出し、交換用のバルブを接続します。

メモ :
整備については、正規ディーラーにお問い合わせくださ
い。

注意!

新しい電球に指で触れないでください。油脂による汚
れは、電球の寿命を著しく縮めます。電球に油脂分が
付着した場合は、消毒用のアルコールできれいに拭
いてください。

LED フロント・フォグ・ライト

車両に LED フォグ・ライトが装備されている場合は、アセ
ンブリとして交換します。正規ディーラーにお問い合わせ
ください。

リヤ尾灯、制動灯、方向指示器、バックア
ップ・ランプ

交換については以下の手順を参照してください。

1. テール・ライト・アセンブリ用の 1 つの固定ネジにア
クセスするには、インテリア・トリム・パネル・キャップ
を取り外します。

テールライト・アクセス・トリム・キャップ

2. 固定ネジを取り外し、電気コネクタを外して、車両か
らテール・ライト・アセンブリを取り外します。
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メモ :
ライト・ハウジングの後部内側にあるアセンブリ・タ
ブを押します。

3. 電球ソケットにアクセスするには、アセンブリ・ブラケ
ットから 3 つのネジを取り外します。

4. 該当するソケットを反時計回りに 4 分の 1 回転させ
てハウジングから取り外します。

電球の取り外し

5. ソケットから電球をまっすぐ引き出し、交換します。

ハイ・マウント・ストップ・ランプ

ストップ・ランプはスペア・タイヤの背後のスイング・ゲー
トから上に延びるブラケットに取り付けられています。交
換する場合は、LED アセンブリを正規ディーラーでお求
めください。

交換については以下の手順を参照してください。

1. スペア・タイヤを取り外します。

2. タイヤ・キャリア・カバーを固定しているネジを取り
外します。

3. ライト・アセンブリから 2 つのネジを取り外し、電気
コネクタを外します。

整備については、正規ディーラーにお問い合わせくださ
い。

ナンバー・プレート・ランプ

交換については以下の手順を参照してください。

1. 車両の下に手を入れ、ランプの背後にアクセスしま
す。

2. 2 つのラッチを持って電球をしっかりとつかみ、ラッ
チをつまんでランプ・ハウジングの背面から電球を
外します。

リヤ・フォグ・ライト

交換については以下の手順を参照してください。

1. 車両の下に手を入れ、フォグ・ライトの背後にアクセ
スします。

2. ワイヤリング・ハーネス・コネクタをフォグ・ライトのコ
ネクタ・ソケットから取り外します。

3. ソケットを反時計回りに 4 分の 1 回転させてハウジ
ングから取り外します。

4. ハウジングの溝付きの開口部から電球をまっすぐ
に引き出し、交換用の電球を接続して組み立てま
す。

注意!

新しい電球に指で触れないでください。油脂による汚
れは、電球の寿命を著しく縮めます。電球に油脂分が
付着した場合は、消毒用のアルコールできれいに拭
いてください。

整備については、正規ディーラーにお問い合わせくださ
い。

タイヤとホイール

タイヤの安全情報

タイヤの安全情報では、以下の情報の内容を説明しま
す。タイヤのマーキング、タイヤ識別番号、タイヤの用語
と定義、タイヤ空気圧、およびタイヤ積載。
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タイヤ上のマーク

タイヤ上のマーク

1 — 米国運輸省規定安全基準規格
（TIN）
2 — サイズ表記
3 — ロード・インデックス／速度等級
4 — 最大荷重
5 — 最大空気圧
6 — トレッド・ウエア、トラクション、およ
び温度等級

タイヤ積載とタイヤ空気圧

メモ :
適正な冷間時のタイヤ空気圧は、左側 B ピラーまたは
運転席側ドアの後端に明示されています。

月に一度はスペア・タイヤ（タイプ別装備）も含めて各タ
イヤの空気圧を点検し、ご使用の車両の推奨空気圧ま
で空気を入れてください。

タイヤ・プラカードの配置例（ドア）

タイヤ・プラカードの配置例（B ピラー）

タイヤと積載情報のラベル

タイヤと積載情報のラベル

このラベルは次の重要な情報を説明しています。

1. 乗車可能な人数。

2. 運搬可能な総重量。

3. 車両のタイヤ・サイズ。

4. フロント・タイヤ、リヤ・タイヤおよびスペア・タイヤの
冷間時のタイヤ空気圧。

タイヤ - 一般情報

Tire Pressure（タイヤ空気圧） 
車を安全かつ快適に走行させるためには、タイヤの空気
圧を適切に保つことが非常に重要です。タイヤ空気圧が
不適切だと、車の走行にかかわる次の 4 項目に影響を
及ぼします。

● 安全性

● 燃費
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● トレッドの摩耗

● 乗り心地と車の安定性

安全性

警告!

● 空気圧が不適切なタイヤは危険で、衝突事故を起
こす恐れがあります。

● 空気圧が低すぎると、タイヤのたわみを増加させ、
過熱や破損の原因になります。

● 空気圧が高すぎると、タイヤの衝撃吸収能力が損
なわれます。道路上の障害物および穴は、タイヤ
の故障を招く損傷を与える場合があります。

● タイヤの空気圧が高すぎたり低すぎたりすると操作
性に影響し、また、突然パンクして車の制御ができ
なくなる恐れがあります。

● 不均衡なタイヤ空気圧は、ステアリング異常の原
因になります。車が制御できなくなる恐れがありま
す。

● タイヤ空気圧が左右で異なると、車体が左または
右に振られる恐れがあります。

● 必ず推奨されている冷間時のタイヤ空気圧で運転
してください。

高すぎる空気圧および空気圧の不足は、車両の安定性
に影響を及ぼし、運転時の反応が鈍くなったように感じ
たり、反応が大きすぎるように感じたりする場合がありま
す。

メモ :
● タイヤ空気圧が左右で異なると、不適正な予測できな

いステアリング反応が起こることがあります。

● タイヤ空気圧が左右で異なると、車体が左または右
に振られる恐れがあります。

燃費

空気圧が低いタイヤは、タイヤの回転抵抗を増加させ、
燃費が低下します。

トレッドの摩耗

不適切な冷間時のタイヤ空気圧は、正常ではない摩耗
やトレッド寿命の短縮の原因となり、早目のタイヤ交換
が必要になります。

乗り心地と車の安定性

適切なタイヤの空気圧は、快適な乗り心地を実現しま
す。空気圧が高すぎると、きしり、および乗り心地の悪化
の原因になります。

タイヤの空気圧

冷間時の適正なタイヤ空気圧は、車両左側の B ピラー
または助手席側ドアの後端に明示されています。

最低 1 ヵ月に 1 度：

● 高品質の小型空気圧ゲージでタイヤ空気圧を点検し
て調整します。目視だけで適切な空気圧が入ってい
るかどうかを判断しないでください。タイヤは、空気圧
が低くても、適切な空気圧があるように見えます。

● タイヤの摩耗や目視できる損傷の徴候がないかタイ
ヤを検査します。

注意!

タイヤ空気圧を点検して調節したら、必ずバルブ・ステ
ム・キャップを取り付け直してください。このキャップ
は、水分や汚れのバルブ・ステムへの混入を防ぎま

(続き)

注意!

す。水分や汚れが入ると、バルブ・ステムは損傷する
ことがあります。

ラベルに明記された空気圧は、「冷間時のタイヤ空気
圧」です。冷間時のタイヤ空気圧とは、車が 3 時間以上
停車している状態のタイヤ空気圧、または 3 時間以上
が経過した後で走行した距離が 1.6km（1 マイル）未満
のタイヤの空気圧を意味します。冷間時のタイヤ空気圧
は、タイヤの側面に記載された最大空気圧を超えないよ
うにしてください。

タイヤの空気圧は温度変化の影響を受けるため、外気
温の変動が激しい場合はより頻繁に点検を行ってくださ
い。

タイヤの空気圧は、気温が 7°C（12°F）変化するごとに
約 7kPa（1PSI）変化します。特に冬にガレージ内でタイ
ヤ空気圧をチェックする際は、このことを覚えておいてく
ださい。

例: ガレージ内の温度が 20°C（68°F）で外気温が 0°C
（32°F）の場合、冷間時のタイヤ空気圧を 21kPa（3psi）
高くします。つまり、外気温との差が 7°C（12°F）ごとに
7kPa（1psi）で調整します。

タイヤ空気圧は、走行中に 13～40kPa（2～6psi）上昇
する場合があります。この空気圧の増加は正常なので
圧力を下げないでください。空気を抜くとタイヤ空気圧が
低くなりすぎます。

高速走行時のタイヤ空気圧

メーカは、制限速度内の安全速度で運転することを推奨
しています。制限速度や道路条件から高速運転が可能
で、実際に高速運転を行う場合、タイヤの空気圧を適切
に保つことが特に重要になります。高速走行を行うに
は、タイヤ空気圧を上げて、車両積載量を減らす必要が

232 メンテナンスと車両のお手入れ



ある場合もあります。推奨される安全走行速度、積載
量、および冷間時のタイヤ空気圧については、認定タイ
ヤ販売店または純正部品販売店に問い合わせてくださ
い。

警告!

最大積載時の高速走行は危険です。タイヤに負荷が
かかりすぎると、破損することがあります。重大な衝突
事故につながる恐れもあります。車が最大積載量まで
積荷されている場合は、120km/h（75mph）を超える
速度で長時間走行しないでください。

積載方法

車両のタイヤの最大荷重は、タイヤの荷重容量を超えな
いようにしてください。タイヤと積載情報のプラカードに指
定されている積載条件、タイヤ・サイズ、冷間時のタイヤ
空気圧を守っていれば、タイヤの荷重容量を超えること
はありません⇨ ページ 230。

メモ :
最大積載量の状態では、フロント・アクスルおよびリヤ・
アクスルの車軸定格総重量（GAWR）を超えないようにし
てください。

GAWR、車両積載量およびトレーラけん引の詳細につい
ては、 ⇨ ページ 153 を参照ください。

ラジアル・タイヤ

警告!

ラジアル・タイヤを他の種類のタイヤと混合して使用す
ると、車の操作性に悪影響を及ぼします。安定性が損
なわれ、衝突事故につながることがあります。ラジア

(続き)

警告!

ル・タイヤは、常に 4 本セットで使用してください。絶対
にラジアル・タイヤをその他のタイヤと組み合わせて
使用しないでください。

タイヤの修理

タイヤが損傷した場合でも、次の基準に適合する場合は
修理できることがあります：

● パンクした状態で走行していない。

● 損傷がタイヤのトレッド部分に限定されている（サイド
ウォールの損傷は修理できません）。

● パンクが 6mm 以下である。

タイヤの修理および詳細については、認定タイヤ販売店
にお問い合わせください。

損傷したラン・フラット・タイヤ、または空気圧が減少した
ラン・フラット・タイヤは、サイズおよび整備詳細（積荷指
数および速度記号）が同じ新品のラン・フラット・タイヤと
すぐに交換する必要があります。再使用できるようには
設計されていないため、タイヤ空気圧センサは交換して
ください。

ラン・フラット・タイヤ - タイプ別装備

ラン・フラット・タイヤを使用すると、空気圧が急速に減少
した後でも、80km/h（50mph）の速度で 80km（50 マイ
ル）の距離を走行することができます。この空気圧の急
速な減少は、ラン・フラット・モードと呼ばれます。ラン・フ
ラット・モードは、タイヤ空気圧が 96kPa（14psi）以下の
場合に発生します。ラン・フラット・タイヤがラン・フラット・
モードに達すると、その運転性能が制限されるため、直
ちに交換する必要があります。ラン・フラット・タイヤは修
理できません。ラン・フラット・モード（96kPa（14psi））で

走行した後ラン・フラット・タイヤを交換する場合、TPMS
センサは再利用できないので、交換してください。

メモ :
タイヤがパンクした状態で車両を走行した場合は、その
後 TPMS センサを交換する必要があります。

タイヤがラン・フラット・モードのときに、フル容量で積載さ
れた車両を運転したり、トレーラをけん引することはお勧
めできません。

詳細情報⇨ ページ 185。

タイヤの空転

ぬかるみ、砂地、雪道、凍結路で立ち往生したとき、タイ
ヤを 30 mph (48 km/h)を超える速度で、または 30 秒
以上連続して空転させないでください。

詳細情報⇨ ページ 198。

警告!

タイヤの高速空転は危険です。過度のホイール回転
速度によって生じる力でタイヤが破損または故障する
恐れがあります。タイヤが破裂し、人にけがを負わせ
る場合もあります。ぬかるみなどで動かなくなった場合
は、車のタイヤを 48km/h（30mph）を超える速度で
30 秒以上連続して空転させないでください。また、回
転速度に関係なく、空転しているタイヤ付近に人が近
づかないようにしてください。

トレッド・ウエア・インジケータ

トレッド・ウエア・インジケータは、純正タイヤに備えられ
ており、タイヤの交換時期を判断するのに役立ちます。
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タイヤ・トレッド

1 - トレッド・ウエア・インジケータ

インジケータは、トレッド溝の底の部分に成形加工されて
おり、トレッドの深さが 1.6mm（1/16 インチ）になると、
筋状に盛り上がった箇所が現れます。トレッドが摩耗し
てトレッド・ウエア・インジケータが見えたら、タイヤを交
換する必要があります。

交換用タイヤ

新車に装着されているタイヤは、さまざまな特性のバラ
ンスが取れています。定期的に、摩耗の有無や冷間時
の適正タイヤ空気圧を点検してください。当社では、タイ
ヤの交換が必要な時は、サイズ、品質、性能が純正品と
同等のタイヤを使用することを強く推奨しています ⇨
ページ 233。タイヤのサイズ指定については、タイヤと
積載情報のプラカードまたは車両識別ラベルを参照して
ください。タイヤの積荷指標と速度記号は、純正タイヤの
サイドウォール（側面）に表示されています。

フロント・タイヤ 2 本またはリヤ・タイヤ 2 本はペアで交
換することをお勧めします。1 本のタイヤのみを交換した
場合、車の操作に重大な影響が出る恐れがあります。ホ

イールを交換する場合は、ホイールの仕様が元のホイ
ールの仕様と一致していることを確認してください。

タイヤの仕様や特性に関しては、認定タイヤ販売店また
は純正品取扱店にお尋ねください。同等の交換タイヤを
使用しないと、車の安全性、操作性および乗り心地に悪
影響を及ぼす恐れがあります。

警告!

● 車両に指定されている以外のタイヤ、ホイール・サ
イズ、定格荷重、または定格速度のものは使用し
ないでください。車両仕様に適合しないタイヤおよ
びホイールを組み合わせると、サスペンション寸法
および性能特性が変わり、操縦性、操作性および
制動性が変わってしまいます。これにより予期せぬ
ステアリング・ホイール操作が生じたり、ステアリン
グおよびサスペンション構成部品に応力がかかっ
たりすることがあります。車を制御できなくなり、重
傷または死亡につながる衝突事故が発生する恐れ
があります。この車には、認可された定格荷重のタ
イヤおよびホイール・サイズを必ず使用してくださ
い。

● 純正タイヤより少ない荷重指標または荷重量のタ
イヤは決して使用しないでください。荷重指標が小
さいタイヤを使用すると、タイヤに過剰な負担がか
かり損傷する恐れがあります。車を制御できなくな
り、衝突事故につながる恐れがあります。

● 車の速度に十分耐えるタイヤを装着していないと突
然タイヤが損傷し、車を制御できなくなることがあり
ます。

注意!

標準装備のタイヤを異なるサイズのタイヤに交換する
と、スピードメータやオドメータの値が不正確になる恐
れがあります。

タイヤの種類

オールシーズン・タイヤ - タイプ別装備

オールシーズン・タイヤは季節（春、夏、秋、冬）に関係な
くトラクションを与えます。トラクションのレベルは、オー
ルシーズン・タイヤの種類に応じて異なる場合がありま
す。オールシーズン・タイヤには、タイヤのサイドウォー
ルに M+S、M&S、M/S、または MS の表記があります。
オールシーズン・タイヤは、4 本をセットで使用してくださ
い。4 本セットで装着しない場合は、安全性や操作性に
悪影響を及ぼすことがあります。

夏用タイヤまたは 3 シーズン・タイヤ - タ
イプ別装備

夏用タイヤは、ウェットとドライの両方の条件でトラクショ
ンを与えますが、雪道や氷上での運転用ではありませ
ん。車両に夏用タイヤが装着されている場合、これらの
タイヤは冬季または寒冷時の走行条件のために設計さ
れていないことに注意してください。外気温が 5°C
（40°F）以下、または道路が氷や雪で覆われている場合
は、車両に冬用タイヤを装着してください。詳細について
は、正規ディーラーにお問い合わせください。

夏用タイヤのタイヤのサイドウォールには、オールシー
ズン表示や山／スノーフレーク記号表示がありません。
夏用タイヤは、4 本をセットで使用してください。4 本セッ
トで装着しない場合は、安全性や操作性に悪影響を及
ぼすことがあります。
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警告!

夏用タイヤは、雪道／凍結路では使用しないでくださ
い。車を制御できなくなり、重傷を負ったり死亡にいた
る恐れがあります。また、道路状態を考慮せずに速度
を上げ過ぎると、車を制御できなくなる恐れがありま
す。

スノー・タイヤ

地域によっては、冬季にスノー・タイヤを使用
しなければならない場合があります。スノー・
タイヤは、タイヤのサイドウォールに表示さ
れている山／スノーフレーク記号により識別

できます。

スノー・タイヤが必要な場合は、純正タイヤとサイズおよ
び種類が同じタイヤを使用してください。スノー・タイヤは
4 本すべてに使用してください。4 本セットで装着しない
場合は、安全性や操作性に悪影響を及ぼす恐れがあり
ます。

一般にスノー・タイヤは純正タイヤに比べて低速での走
行を想定しているので、120km/h（75mph）を超える速
度で巡航走行しないでください。120km/h（75mph）を超
える速度の場合は、推奨される安全走行速度、積載量、
および冷間時のタイヤ空気圧について、純正または認
定タイヤ販売店に問い合わせてください。

スタッド・タイヤを使用すると、氷上での性能が改善しま
すが、ウェットまたはドライ路面上でのスキッドおよびトラ
クション能力がスタッドレス・タイヤよりも劣る場合があり
ます。一部の国では、スタッド・タイヤの使用が禁止され
ているため、スタッド・タイヤを使用する前に国の法規を
確認してください。

スペア・タイヤ - タイプ別装備

メモ :
スペア・タイヤの代わりにタイヤ・サービス・キットを備え
た車両の場合、詳細については「緊急時」の「タイヤ・サ
ービス・キット」を参照してください。

注意!

車高が下がるため、コンパクトまたはリミテッド・ユーズ
のスペア・タイヤの使用時は、決して自動洗車機を使
用しないでください。車両に損傷を与える恐れがありま
す。

純正タイヤ／ホイールと同一のスペア・タ
イヤ - タイプ別装備

車両には、車両のフロント・アクスルまたはリヤ・アクス
ルの純正タイヤと同じ外観と機能を備えたスペア・タイヤ
を装備することができます。このスペア・タイヤは、車両
のタイヤのローテーションに使用することができます。車
両にこのオプションが装備されている場合は、推奨され
るタイヤ・ローテーション・パターンについて、認定された
タイヤ販売店に問い合わせてください。

コンパクト・スペア・タイヤ - タイプ別装備

コンパクト・スペア・タイヤは、応急用にのみ使用してくだ
さい。車両にコンパクト・スペア・タイヤが装備されている
かどうかは、左のドア開口部にあるタイヤと積載情報の
プラカード、またはタイヤのサイドウォールにあるスペア・
タイヤの説明で確認できます。コンパクト・スペア・タイヤ
の説明は、「T」または「S」の文字で始まり、サイズ指定
が続きます。例: T145/80D18 103M。

T、S = テンポラリー・スペア・タイヤ

このスペア・タイヤのトレッド寿命は限られているため、
できるだけ早急に純正タイヤを修理（または交換）し、車
両に再取り付けしてください。

ホイールはコンパクト・スペア・タイヤ専用であるため、ホ
イール・カバーまたは従来のタイヤをコンパクト・スペア・
ホイールに取り付けないでください。いかなる場合も、車
両にコンパクト・スペア・タイヤとホイールを 2 つ以上取り
付けないでください。

警告!

コンパクトおよびコラプシブル・スペア・タイヤは、応急
用にのみ使用してください。スペア・タイヤを使用する
ときは、80km/h（50mph）を超える速度では運転しな
いでください。スペア・タイヤの寿命は限られていま
す。トレッドが摩耗してトレッド・ウエア・インジケータ
（摩耗限度表示）が見えたら、スペア・タイヤを交換す
る必要があります。スペア・タイヤに貼り付けられてい
る警告に必ず従ってください。警告に従わない場合、
スペア・タイヤが破損し、車の制御を失う恐れがありま
す。

フル・サイズ・スペア・タイヤ - タイプ別装
備

フル・サイズ・スペア・タイヤは、応急用にのみ使用してく
ださい。フロントまたはリヤ・アクスルにこのタイヤを装着
すると、標準装備のタイヤと似ているように見えるかもし
れませんが、別のものです。このスペア・タイヤの寿命は
限られています。トレッドが摩耗してトレッド・ウエア・イン
ジケータ（摩耗限度表示）が見えたら、フル・サイズ・スペ
ア・タイヤを交換する必要があります。純正タイヤとは異
なるので、できるだけ早急に純正のタイヤを交換（または
修理）し、車両に再取り付けしてください。
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リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤ — タイプ
別装備

リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤは、応急用にのみ使用
してください。このタイヤは、リミテッド・ユーズ・スペア・ホ
イールにあるラベルで識別できます。このラベルには、こ
のスペア・タイヤに関する走行制限が記載されていま
す。フロントまたはリヤ・アクスルにこのタイヤを装着する
と、標準装備のタイヤと似ているように見えるかもしれま
せんが、別のものです。リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤ
を取り付けると、車の操作性に影響を与えます。純正タ
イヤとは異なるので、できるだけ早急に純正のタイヤを
交換（または修理）し、車両に再取り付けしてください。

警告!

リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤは、応急用にのみ使
用してください。リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤを取
り付けると、車の操作性に影響を与えます。このタイヤ
を使用しているときは、リミテッド・ユーズ・スペア・ホイ
ールに記載されている速度を超える速度で運転しない
でください。左側の B ピラーまたは左ドアの後端にあ
るタイヤと積載情報のプラカードに記載されている冷
間時のタイヤの空気圧を保つようにします。できるだ
け早急に純正のタイヤを交換（または修理）し、車両に
再取り付けしてください。そうしないと、車がコントロー
ルできなくなる恐れがあります。

ホイールおよびホイール・トリムの
お手入れ

すべてのホイールおよびホイール・トリム、特にアルミニ
ウム製およびクロム・メッキ・ホイールは、中性（中性 Ph）
洗剤と水を使用して定期的に洗浄し、その光沢を維持
し、腐食を防止する必要があります。車両のボディに推

奨されているものと同じ洗剤溶液を使用してホイールを
洗浄します。表面が触っても熱くないときにのみ洗浄す
ることを忘れないでください。

ご使用のホイールは、塩分、塩化ナトリウム、塩化マグ
ネシウム、塩化カリウムなど、また解氷や未舗装道路の
埃を抑えるために使用されるその他の道路用化学薬品
により劣化しやすくなっています。柔らかい布またはスポ
ンジと中性洗剤を使用して、素早く拭き取ります。刺激の
強い化学薬品または硬いブラシは使用しないでくださ
い。ホイールを腐食や変色から保護している保護コーテ
ィングが損なわれるおそれがあります。

注意!

酸性溶液または強アルカリ性添加物または堅いブラ
シを使用する製品や自動洗車機は避けてください。多
くの市販のホイール・クリーナや自動洗車機は、ホイ
ールの保護仕上げを損なう恐れがあります。このよう
な損傷は、新車限定保証の対象とはなりません。洗車
洗剤、Mopar®ホイール・クリーナまたは同等品のみを
推奨します。

ブレーキ・ダストが著しいなど、汚れが激しいホイールを
洗浄する場合、ホイールを傷めないように、タイヤおよび
ホイールの化学洗浄剤および機器は注意して選択する
必要があります。Mopar®ホイール・トリートメントまたは
Mopar®クロム・クリーナまたは同等品をお勧めします。
またはアルミニウム製またはクロム・メッキ・ホイールに
は、研磨剤の入っていない非酸性クリーナを選んでくだ
さい。

注意!

研磨パッド、スチール・ウール、硬いブラシ、金属研磨
剤またはオーブン・クリーナを使用しないでください。こ

(続き)

注意!

れらの製品は、ホイールの保護仕上げを損なう恐れ
があります。このような損傷は、新車限定保証の対象
とはなりません。洗車洗剤、Mopar®ホイール・クリー
ナまたは同等品のみを推奨します。

メモ :
ホイール・クリーナでホイールを洗浄した後に、車両を長
期間駐車または保管する場合、車両を運転してからブレ
ーキをかけ、ブレーキ部品の水滴を取り除くようにしてく
ださい。この作業により、ブレーキ・ロータの赤さびを無く
し、ブレーキ時の振動を防ぐことができます。

ダーク蒸着クロム、ブラック・サテン・クロム、または低光
沢クリア・コート・ホイール

注意!

車両にこれらの特殊ホイールが装着されている場合、
ホイール・クリーナ、研磨剤または艶出しコンパウンド
は使用しないでください。それらを使用すると、この仕
上げに回復不可能な損傷が生じ、そうした損傷は、新
車限定保証の対象とはなりません。中性洗剤と水だけ
を使用し、柔らかい布で手洗いしてください。この仕上
げを維持するには、定期的にこれらを使用するだけで
十分です。

スノー・トラクション装置

トラクション装備を使用するには、タイヤとボディ間に十
分なクリアランスが必要です。クリアランスが制限されて
いるため、次のスノー・トラクション装備の使用をお勧め
します。次の推奨事項に従って、車両を損傷しないよう
にしてください。
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● スノー・トラクション装備は、スノー・トラクション装備メ
ーカが推奨するように、タイヤに適したサイズを使用
する必要があります。

● タイヤ・チェーンまたはスノー・トラクション装備を使用
する場合、他のタイヤ・サイズはお勧めしません。

● 推奨タイヤ・サイズ、アクスル、スノー・トラクション装
備ついては、次の表に従ってください。

トリム・レベル アクスル タイヤ／ホイール・サイズ
雪路トラクション装置（タイヤ断面または同

等部からの最大突出）

Sport（スポーツ） リヤ 245/75R17 S Class または Autosock

Sahara リヤ
255/70R18

275/55R20
Autosock

Rubicon リヤ LT255/75R17C Autosock

警告!

フロントとリヤに異なるサイズまたはタイプ（マッド＆ス
ノー、スノー）のタイヤを使用すると、予期せぬステアリ
ング・ホイール操作が生じることがあります。車を制御
できなくなり、衝突事故につながる恐れがあります。

注意!

車やタイヤの損傷を防ぐために、次の注意事項に従っ
てください。

● タイヤとその他のサスペンション構成部品間のトラ
クション装備のクリアランスが限られているため、必
ず状態の良いトラクション装備のみを使用してくだ
さい。破損した装備は、重大な損傷を与える原因に
なります。装備が切れたようなノイズが発生した場
合、直ちに停車してください。再使用する前に、装
備の破損した部分を取り外してください。

(続き)

注意!

● 装備をできるだけきつく取り付け、約 0.8km（0.5 マ
イル）走行後に再び締め付け直してください。
Autosock トラクション装置は再び締め付け直す必
要はありません。

● 決して 48km/h（30mph）を超える速度で運転しな
いでください。

● 慎重に運転し、特に積載時には急カーブおよび凸
凹道は避けてください。

● 乾いた路面で長時間走行しないでください。

● 装備の取り付け方法、走行速度および使用条件に
ついては、装備製造メーカの取扱説明書を参照し
てください。装備製造メーカの推奨する走行速度が
48km/h（30mph）未満の場合は、その走行速度に
従ってください。

● コンパクト・スペア・タイヤにはトラクション装備を装
着しないでください。

タイヤのローテーションの推奨

フロント・タイヤとリヤ・タイヤでは、タイヤにかかる荷重、
ステアリング操作の影響、走行時および制動時の役割
が異なります。このため、タイヤは不均一に摩耗します。

これらの影響は、定期的にタイヤをローテーションするこ
とで減らすことができます。特にオン／オフ・ロード・タイ
ヤなどの適応範囲の広いトレッド・デザインのタイプのタ
イヤの場合は、ローテーションすることでのメリットが大
きくなります。ローテーションによって、トレッド寿命が延
び、ぬかるみ、雪道および濡れた路面でのトラクション・
レベルの維持に役立ち、スムーズで静かな走行を実現し
ます。

適切な交換間隔については、「メンテナンス・ノート」を参
照してください。急激または異常な摩耗を起こす原因が
ある場合は、タイヤのローテーションを行う前に修正して
ください。

推奨されるローテーション方法は、図に示すように前輪
をクロス・パターンで後へ持ってくる方法です。
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タイヤのローテーション（前輪をクロス・パターンで後
ろへ持ってくる方法）

注意!

4WD 車を適切に作動させるには、各ホイールのタイ
ヤのサイズ、タイプおよび円周が均一でなければなり
ません。タイヤ・サイズに違いがあると、トランスファ・
ケースを損傷させる恐れがあります。タイヤのローテ
ーション・スケジュールに従って、それぞれのタイヤが
均一に摩耗するようにしてください。

車両の保管 
警告!

● ボンネットが開いているときは、ラジエータの冷却フ
ァンに触れないように気を付けてください。イグニッ
ション・スイッチが ON になると、直ちに始動します。
回転するファン・ブレードで、けがをする恐れがあり
ます。

(続き)

警告!

● 感電の恐れのある腕時計およびブレスレットなどの
金属製装身具は外してください。重傷につながる恐
れがあります。

● START&STOP システム装備車両には、バッテリが 2
つ備わります。12 ボルトの電気系統への電源供給
を完全に停止するには、メイン・バッテリおよび補助
バッテリ両方の接続を外す必要があります。

● 両方のバッテリの接続を外さないと、重傷または死
亡事故につながるおそれがあります。正しく外す方
法については、正規ディーラーにお問い合わせくだ
さい。

注意!

マイナスのバッテリ・ケーブルが正しく絶縁されていな
い場合、システムの出力が急上昇して、重要な電気構
成部品が損傷するおそれがあります。

3 週間以上車両を保管する場合は、車両バッテリの消
耗を最小に抑えるために、以下の手順を行ってくださ
い。

● バッテリのマイナス側ケーブルを外します。

● 車両に START&STOP システムが搭載されている場
合、メインと補助両方のマイナス・バッテリ・ケーブル
を外します。

● 休暇などで車を 2 週間以上使用しない場合は、アイ
ドリング状態でエアコン・システムを外気取り入れモー
ド、高速ファン・スピードで約 5 分間作動させてくださ
い。これによりシステムに適切な潤滑が施され、次回
作動時にコンプレッサが損傷する可能性を軽減しま
す。

● バッテリ・システムの取り外しにアシスタンスが必要な
場合は、正規ディーラーにお問い合わせください。

バッテリ・ケーブルの取り外し

1 - メイン・バッテリのマイナス・バッテリ・ケーブル
2 - 補助バッテリのマイナス・バッテリ・ケーブル
3 - インテリジェント・バッテリ・センサ（IBS）
4 - メイン・バッテリのマイナス・バッテリ端子

メモ :
● 図に示すように、補助バッテリの接続ポイント、さらに

メイン・バッテリ端子を端子から絶縁し、両方のバッテ
リの電源供給を完全に停止してから保管する必要が
あります。バッテリ・システムの取り外しにアシスタン
スが必要な場合は、正規ディーラーにお問い合わせく
ださい。

● インテリジェント・バッテリ・センサ（IBS）は取り外さな
いでください。取り外すと、IBS が学習モードに設定さ
れるため、START&STOP システムが最大 24 時間動
作しなくなる場合があります。

238 メンテナンスと車両のお手入れ



ボディワークとエクステリア
のお手入れ 
大気中の作用物質からの保護

ボディは、車両の使用状況や地理的条件により手入れ
の方法が異なります。寒冷地での凍結防止剤、およびそ
れ以外の季節で木や路面に散布される化学薬品は、車
体の金属部分に腐食を起こさせます。車両が空気中の
汚れにさらされる屋外駐車、車が走行する路面、極度に
暑いまたは寒い天候、その他の著しく厳しい条件が、塗
装、金属トリムおよびアンダボディの保護に悪影響を及
ぼすことがあります。

この車両には腐食防止が施されていますが、次に推奨
するメンテナンスによりその効果が最大限発揮されま
す。

腐食の原因は？

腐食は塗装および保護コーティングの劣化または剥離
が原因となって発生します。

一般的な腐食の原因：

● 路面の塩分、埃および湿気の蓄積

● 飛び石および砂利

● 虫、樹液およびタール

● 海岸地域の空気中の塩分

● 大気中の塵や工業汚染物質

ボディおよびボディ下部のメンテナ
ンス

ヘッドライトの清掃

この車には、ガラス製ライトよりも軽量で、飛び石による
衝撃にも強いプラスチック製のヘッドライトとフォグ・ラン
プが装備されています。

プラスチックはガラスほど傷に強くないため、レンズの洗
浄手順はガラスと異なります。

レンズを傷から守り、ライト輝度の低下を避けるために
も、乾いた布で拭かないでください。路面からの汚れを
取る際は、中性洗剤で洗い、水ですすいでください。

研磨剤入りのコンパウンド、溶剤、スチール・ウール、ま
たはその他の硬い材質のものでレンズを清掃しないでく
ださい。

エクステリア・ランプ・レンズの曇り／結露

特定の環境条件下では、エクステリア・ランプ・レンズ内
側の一部に、目に見える霧・曇り、または微細な結露が
発生することがあります。ほとんどのエクステリア・ランプ
には、ランプの内側と外側で空気が入れ替わるように、
またランプ内に液体が入り込まないように通気システム
が備わっています。通常、エクステリア・ランプの内側に
発生する目に見える霧・曇り、または細かい結露は、環
境条件が変化して目に見える結露が蒸気に戻り、通気
システムを通過できるようになると解消されます。これ
は、通常のエクステリア・ランプ・レンズの結露と考えられ
ます。

エクステリア・ランプの内側に水が溜まっていたり、エク
ステリア・ランプ・レンズの内側に、常に水滴が付着して
いたりする場合は正常な状態とは言えませんので、正規
ディーラーで点検を受けてください。

塗装状態の維持

洗車

● 定期的に洗車をしてください。車は日陰において
Mopar®製カー・ウォッシュまたは中性洗剤で洗い、
水でよく洗い流してください。

● 虫、タール、その他の異物が車に付着したときは、
Mopar®製スーパー・クリーン・バグ／タール・リムー
バを使用して取り除いてください。

● 路上で付着した膜やしみを取り除いたり、塗装面を保
護するには、Mopar®製クリーナ・ワックスなどの高品
質のクリーナ・ワックスを使用してください。塗装を傷
つけないように注意してください。

● 塗装の仕上がりにムラができたり、つやをなくしてしま
うような研磨剤入りのコンパウンドおよび電動バフ類
は使用しないでください。

注意!

● スチール・ウールまたはクレンザのような研磨剤や
強力な洗剤は使用しないでください。車体や塗装表
面に傷をつけます。

● 水圧が 8,274kPa（1,200psi）を超える高圧洗浄機
を使用すると、塗装およびステッカが損傷したり剥
げたりすることがあります。

特別なお手入れ

● 塩分や埃の多い道路あるいは海辺を走行する場合
は、少なくとも月に一度は車体の下回りを水で洗って
ください。

● ドア、ロッカ・パネル、トランクの下部にある排水口は
きれいにし、詰まりのないように保ってください。
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● 塗装の中に石の破片や傷などを見つけたら、直ちに
補修してください。

● 衝突事故などで、塗装および保護コーティングがはが
れた場合は、すぐに補修してください。

● 車で化学物質や肥料、凍結防止剤などの特殊な物品
を運ぶ時には、荷物が完全に梱包し、密封されてい
ることを確認してください。

● 砂利道を頻繁に走行する場合、泥除けや石除けを各
車輪の後ろに付けるようにしてください。

● 引っかき傷には、 Mopar®製タッチアップ・ペイントを
使用し、すぐに補修してください。正規ディーラーでは
お客様の車両に合うタッチアップ・ペイントを各種取り
揃えています。

ファブリック・トップ・モデルの外装のお手
入れ

内装とトップの外観を保つために、次の注意事項に従っ
てください。

● ファブリック・トップを洗車機で洗わないでください。ウ
インドウに傷が付き、ワックスが堆積する場合があり
ます。

● トップを下ろしたまま車から離れることは避けてくださ
い。日光や雨にさらされて、内装が傷む場合がありま
す。

● ざらざらしたクリーナや漂白剤をトップに使用しないで
ください。傷む恐れがあります。

● ビニール製品用クリーナをボディにこぼしたり、塗装
面で乾いて跡が残らないようにしてください。

● ファブリック製トップを洗浄したら、必ずトップを下げる
前に完全に乾いていることを確認してください。

● 「ファブリック製トップのウインドウの手入れ」の指示に
従ってウィンドウを洗う場合は、特に注意してくださ
い。

洗浄 - Mopar®製カー・ウォッシュまたは同等品、中性洗
剤溶液、ぬるま湯、毛先の柔らかいブラシを使用してくだ
さい。さらに洗浄する必要がある場合、トップを下から支
えながら、トップ全体に Mopar®製コンバーチブル・クロ
ス・トップ・クリーナまたは同等品、もしくは中性フォーミン
グ・クリーナを使用してください。

すすぎ – きれいな水でトップを十分に洗い流し、クリーナ
の跡を必ず落としてください。必ずトップを下げる前に乾
かしてください。

注意!

これらの注意に従わないと、水の浸入によって損傷し
たり、トップの材質にしみやカビが発生したりする恐れ
があります。

● ファブリック・トップを洗車機で洗わないでください。
ウインドウに傷が付き、ワックスが堆積する場合が
あります。

● トップを開く前に、トップが乾燥していることを確認し
てください。トップが濡れている状態で、トップを開
閉したり、ドアや窓を開けたりすると、車内に水が
入る恐れがあります。

● 洗車時には、ウェザー・ストリップ・シールに直接水
圧がかからないように注意してください。車内に水
が入る恐れがあります。

● 着脱式ルーフ・パネルの取り扱いおよび保管に際し
ては、シールを傷めないように十分注意してくださ
い。雨漏りの原因となります。

(続き)

注意!

● しっかりと密閉するには、フロント・パネルを正しく位
置決めしなければなりません。正しく取り付けない
と、室内に雨漏りが発生する恐れがあります。

注意!

● 洗車場のローラーおよびブラシでは洗車しないでく
ださい。中性洗剤を使って手で洗車した後、湿らせ
たセーム革で拭き取り乾かしてください。洗車時に
研磨剤や艶出し剤は使用しないでください。鳥のフ
ンが付着した場合はすぐにきれいに洗い流してくだ
さい。鳥のフンには特に強力な酸が含まれていま
す。

● 車両はなるべく木の下に駐車しないでください。植
物樹脂が付着した場合はすぐに拭き取ってくださ
い。乾燥してしまうと、研磨剤や艶出し剤を使わな
いと取り除けなくなります。塗装の特徴的な不透明
感が損なわれるため、研磨剤や艶出し剤の使用は
お勧めしません。

● フロントガラスおよびリヤ・ウィンドウの洗浄時は、
フロントガラス・ウォッシャ液の原液を使用せず、水
で 2 倍以上に薄めてから使用してください。フロント
ウィンドウ・ウォッシャ液の原液は、外気温などの条
件によって特に必要な場合にのみ使用します。

ファブリック製トップのウインドウの手入れ

ファブリック製トップには柔軟なプラスチック製のウィンド
ウが使用されています。このウィンドウは、次の指示に
従わないと、傷が生じる恐れがあります。

● 埃を取り除くのに乾いた布を使用しないでください。こ
れに代わり、きれいな冷水かぬるま湯で湿らせたマイ
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クロファイバー・タオル、もしくは柔らかい木綿の布を
使用して、上下ではなく左右に窓を拭いてください。
Mopar®製 Jeep®・ソフト・グラス・ウインドウ・クリーナ
または同等品を使用すると、あらゆるプラスチック製
のウインドウを傷つけることなく洗浄できます。細かい
傷を取り除くことにより視界が良くなり、紫外線をカット
して黄ばみを防ぎます。

● 洗浄時、絶対にお湯や中性石鹸より強い性質のもの
を使用しないでください。アルコールやざらざらした洗
浄剤などの溶剤を使用しないでください。

● 必ず冷水で十分に洗い流し、少し湿らせた柔らかいき
れいな布で拭き取ります。

● 霜、雪、氷を取り除くとき、スクレーパや除氷剤を絶対
に使用しないでください。素早く窓を洗浄する必要が
ある場合にのみ、ぬるま湯を使用してください。

● オフ・ロード走行でついた汚れ（砂、泥／土、埃、塩
分）は、プラスチック・リテーナ操作に影響を与えま
す。通常のオン・ロード走行や洗車であっても、ウイン
ドウのプラスチック・リテーナ操作に影響を与えます。
ウインドウのプラスチック・リテーナを使いやすく保つ
には、定期的にウインドウのプラスチック・リテーナす
べてをきれいにして潤滑する必要があります。中性洗
剤溶液および小型のブラシを使用して清掃してくださ
い。清掃用製品は正規ディーラーでお求めいただけ
ます。

● ウインドウにステッカーや粘着性のあるラベルなどを
貼らないでください。接着剤は取り除きにくいため、ウ
インドウに損傷を与える恐れがあります。

インテリアのお手入れ

カーペットの安全情報

必ずお使いの車に適合するよう開発されたカーペットを
使用してください。ペダル・アセンブリの作動に干渉しな
いカーペットを使用してください。車両を運転する場合
は、カーペットをグロメットで必ずしっかりと固定し、所定
の位置からずれたり、ペダル・アセンブリに干渉したり、
それ以外の方法で車両の安全な操作を妨げたりするこ
とのないようにしてください。

警告!

● カーペットが所定の位置にない状態で車両を運転
すると、フロアが高温になり、やけどの危険性があ
ります。

● カーペットの誤った取り付け、損傷、折り畳み、また
は損傷したグロメットによってカーペットがアクセル・
ペダル、ブレーキ・ペダル、またはクラッチ・ペダル
の邪魔になるおそれがあり、車両のコントロールが
失われます。重傷または死亡事故を防ぐため、次
の事項を守ってください。カーペットは必ずグロメッ
トを使用して、しっかりと固定してください。

● 車両が移動したときに、物が運転席のフロア部分
に落ちたり、転がったりしないことを必ず確認しま
す。物がアクセル・ペダル、ブレーキ・ペダル、また
はクラッチ・ペダルの後ろに挟まると車の制御が失
われます。

● 物（タオル、キーなど）をカーペットの下に置かない
でください。こうした物によってカーペットの位置が
変わる可能性があり、アクセル・ペダル、ブレーキ・

(続き)

警告!

ペダル、またはクラッチ・ペダルの邪魔になる場合
があります。

● 車両に合うよう設計されたカーペットのみを取り付
けてください。正しく取り付けたり、車両に固定した
りできないカーペットは取り付けないでください。カ
ーペットを交換する必要がある場合、車両に適合し
たメーカ、モデル、年式のメーカ認定カーペットのみ
を使用してください。

● 車両のカーペットを取り外し、取り付け直した場合、
必ずカーペットを正しくフロアに取り付け、フロア・マ
ット固定部がカーペットに固定されていることを確認
します。アクセル・ペダル、ブレーキ・ペダル、また
はクラッチ・ペダルをいっぱいまで踏み込み、各ペ
ダルの邪魔になっていないか確認し、フロア・マット
を取り付け直します。
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カーペットの取り外し

フロント・カーペット（2 ドア・モデルと 4 ドア・モデル）：

1. フロント・グロメットを取り外します。

フロント・カーペット

1 - グロメット

2. 前部から後部に向けてカーペットを引きはがしま
す。

はがされたフロント・カーペット

3. フロント・シートの下のグロメットを取り外します。先
にリヤ・カーペットで行い、次にフロント・カーペットで
行います。

フロントおよびリヤのカーペット・スプリット

4. フロント・シートの後部下で、カーペット・スプリットを
開き、後端を引き出し、カーペットを前部にスライド
させます（ハーネスを取り外さないでください）。

フロント・シートの後部下側

5. 最後にシート・ブラケットの周りのカーペット・スプリ
ットを開き、最後の 2 つのグロメットを取り外しま
す。

フロント・シートおよびフロア

1 - グロメット

6. カーペットを取り付けるときは、取り外しと逆の手順
を行い、カーペットをスカッフ、B ピラー、コンソール
の下に折り込み、グロメットを固定します。

リヤ・カーペット（4 ドア・モデル）：

1. フロント・シートの下のグロメットを取り外します（1
つは左、1 つは右）。
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2. カーペットを後部の方に引っ張り、フロント・シート・
ブラケットの周りのカーペット・スプリットを開きま
す。

車両後部へ引っ張る

1 - カーペット・スプリット
2 - リヤ・カーペット

3. リヤ・シートの下のグロメットを取り外します（1 つは
左、1 つは右）。先にカーゴ・カーペットのグロメット
で行い、次にリヤ・カーペットのグロメットで行いま
す。

4. カーペットを前部の方に引っ張り、リヤ・シート・ブラ
ケットの周りのカーペット・スプリットを開きます。

リヤ・シートの下

1 - カーペット・スプリット

5. カーペットを取り付けるときは、取り外しと逆の手順
を行い、カーペットをスカッフ、B ピラー、コンソール
の下に折り込み、グロメットを固定します。

リヤ・カーペット（2 ドア・モデル）：

1. リヤ・シートを取り外します。

2. サイド・グロメットを取り外します（1 つは左、1 つは
右）。先にサイド・カーペットのグロメットで行い、次
にリヤ・カーペットのグロメットで行います。

サイド・カーペット

1 - グロメット

3. フロント・シートの下のグロメットを取り外します（1
つは左、1 つは右）。

4. カーペットを後部の方に引っ張り、フロント・シート・
ブラケットの周りのカーペット・スプリットを開きま
す。

カーペットを後部に引っ張る

1 - カーペット・スプリット
2 - リヤ・カーペット
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5. カーペットを取り付けるときは、取り外しと逆の手順
を行い、カーペットをスカッフ、B ピラー、コンソール
の下に折り込み、グロメットを固定します。

カーゴ・カーペット（4 ドア・モデル）：

1. リヤ・シートの下のグロメットを取り外します（1 つは
左、1 つは右）。

2. カーペットを後部の方に引っ張り、シートベルト・アタ
ッチメントの周りのカーペット・スプリットを開きます。

リヤ・シートの下

1 - カーペット・スプリット
2 - リヤ・カーペット

3. ロード・フロアの下のカーペットおよびサイド・サポー
トを取り外し、カーペットを引っ張り出します。

リヤ・ロード・フロア

1 - サイド・サポート
2 - ロード・フロア

4. カーペットを取り付けるときは、取り外しと逆の手順
を行い、カーペットをスカッフ、B ピラー、コンソール
の下に折り込み、グロメットを固定します。

ギャップ隠し付きカーゴ・カーペット（4 ドア・モデル）：

1. リヤ・シートの下のグロメットを取り外します（1 つは
左、1 つは右）。

2. カーペットを前部の方に引っ張り、シートベルト・アタ
ッチメントの周りおよびセンタ・シート・ブラケットの下
のカーペット・スプリットを開きます。

リヤ・シートの下

1 - グロメット
2 - カーペット・スプリット

3. カーペットを取り付けるときは、取り外しと逆の手順
を行い、カーペットをスカッフ、B ピラー、コンソール
の下に折り込み、グロメットを固定します。

サイド・カーペット（4 ドア・モデル）：

1. サイド・グロメットを取り外します（1 つは左、1 つは
右）。
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2. トップ・フランジのところからカーペットを引っ張り始
めて、周囲全体のカーペットを引っ張り、シートベル
ト・アタッチメントの周りのカーペット・スプリットを開
きます。

サイドウォール内側

1 - トップ・フランジ
2 - グロメット
3 - サイド・カーペット

3. カーペットを取り付けるときは、取り外しと逆の手順
を行い、カーペットをスカッフ、B ピラー、コンソール
の下に折り込み、グロメットを固定します。

サイド・カーペット（2 ドア・モデル）：

1. サイド・グロメットを取り外し、ロア・グロメットを取り
外します（左と右）。

2. トップ・フランジのところからカーペットを引っ張り始
めて、周囲全体のカーペットを引っ張り、シートベル
ト・アタッチメントの周りのカーペット・スプリットを開
きます。

3. カーペットを取り付けるときは、取り外しと逆の手順
を行い、カーペットをスカッフ、B ピラー、コンソール
の下に折り込み、グロメットを固定します。

シートおよびファブリック部品

ファブリック製の内装、カーペットの清掃には Mopar®ト
ータル・クリーンをお使いください。

警告!

揮発性の洗浄液は使用しないでください。多くのもの
は可燃性であり、閉めきった場所で使用すると呼吸器
障害を引き起こす恐れがあります。

シートベルトのメンテナンス

シートベルトを化学溶剤または研磨クリーナで漂白、染
色または洗浄しないでください。繊維質がもろくなりま
す。

ベルトを洗浄する必要がある場合は、中性洗剤溶液ま
たはぬるま湯を使用してください。洗浄するために、ベル
トを車から取り外さないでください。柔らかい布で水分を
取り除きます。

日光も繊維質をもろくします。ベルトに擦り切れや摩耗が
見られた場合、またはバックルが適切に作動しない場
合、ベルトを交換してください。

警告!

磨耗したり、切れかかったりしているシートベルトは衝
突の際に破断し、乗員を保護できません。シートベル
トは定期的に点検し、切れや磨耗、緩んだ部品などが
ないことを確認してください。損傷している部品は、直
ちに交換してください。シートベルト・システムを分解し
たり、改造したりしないでください。車両が衝突事故に
遭った場合、またはシートベルトやリトラクタの状態に
疑問がある場合は、正規ディーラーまたは認定衝突ケ
アプログラム施設で車両の検査を受けてください。

プラスチック製およびコーティング部
品

ビニール製の内装の清掃には、Mopar®トータル・クリー
ンを使用してください。

注意!

● 芳香剤、虫除け剤、日焼けローション、または手の
消毒液をインテリアのプラスチック製、塗装または
装飾された表面に直接接触させると、後に残る損
傷が発生することがあります。すぐに拭きとってくだ
さい。

● この種の製品により発生した損傷は、新車限定保
証の対象とはならない場合があります。

プラスチック・メータ・パネル・レンズの洗
浄

メータ・パネルのレンズは、透明プラスチックで成形され
ています。レンズを洗浄する際に、プラスチックに傷を付
けないように注意してください。

濡れた柔らかい布で洗浄します。中性洗剤溶液は使用
できますが、アルコール含有量の高いクリーナまたは研
磨クリーナは使用しないでください。洗剤を使用する場
合は、清潔な濡れた布で拭きます。柔らかい布で水分を
取り除きます。

革製表面

特に革製の内装には、Mopar®トータル・クリーンを使用
することを推奨します。

革部分は、湿らせた柔らかい布で定期的に清掃すること
で保つことができます。小さな粒子や汚れは研磨材とし

メンテナンスと車両のお手入れ 245

8



て作用してしまい、革部分を損傷させる恐れがありま
す。これらは湿らせた布で取り除いてください。こびりつ
いている汚れは、柔らかい布と Mopar®トータル・クリー
ンを使用すると簡単に落とすことができます。革部分に
は、どのような液体もかからないように注意してくださ
い。研磨剤、油分、洗浄用フルード、溶剤、界面活性剤、
またはアンモニアを成分に含んだ洗剤を使用して、革製
の内装を清掃しないでください。

メモ :
明るいカラーの革が使用されている場合、暗いカラーの
ものよりも異物、汚れ、布の染料の移りが目立ちやすく
なります。この革は楽に清掃ができるように設計されて
おり、メーカでは、革製シートの清掃に必要に応じて
Mopar®トータル・ケア・レザー・クリーナを布につけて塗
布することを推奨します。

注意!

革製の内装の清掃には、アルコールおよびアルコー
ル系やケトン系のクリーニング製品を使用しないでくだ
さい。内装が損傷するおそれがあります。

ガラスの表面

ガラス表面は、すべて Mopar®ガラス・クリーナや市販の
家庭用ガラス・クリーナで定期的に掃除してください。研
磨剤入りのクリーナは、絶対に使用しないでください。デ
フロスタが付いたリヤ・ウィンドウの内側や、ラジオ・アン
テナが付いたウィンドウを清掃をする際には注意が必要
です。傷つきの原因となる、スクレーパや先のとがったも
のを使用しないでください。

ルーム・ミラーの清掃は、タオルまたは布にクリーナを付
けて行ってください。ミラーに直接洗剤を吹き付けないで
ください。
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技術仕様

車両識別番号（VIN）
VIN は、A ピラーの左前端にあり、車両の外からフロント
ガラス越しに見ることができます。この番号は、車両下面
の中央近くの右サイド・フレーム・レールとフロントウィン
ドウに貼り付けられている車両情報開示ラベルにも記載
されています。車両識別番号とオプション装備の記録と
して、このラベルは保管してください。

VIN は、エンジン・ブロックの左側または右側にも刻印さ
れています。

車両識別番号

メモ :
VIN プレートを外したり、変更したりすることは法律で禁じ
られています。

燃料要件 
説明

オクタン価 87 のガソリンで運転するとエンジンから軽い
ノッキング音が聞こえますが、異常ではありません。ただ
し、エンジンから激しいノッキング音が聞こえる場合は、
速やかに正規ディーラーに点検を依頼してください。推
奨オクタン価より低いガソリンを使用すると、エンジンの
不具合が生じることがあります。また、新車限定保証の
対象とならないことがあります。

適正なオクタン値の無鉛レギュラー・ガソリンを使用する
ほかに、洗浄剤、腐食防止剤、安定剤を添加したガソリ
ンの使用もお勧めします。これらの添加剤を含んだガソ
リンを使用することで燃費の向上と排ガスの減少を実現
でき、車の性能を維持することができます。

低品質のガソリンは、始動困難、エンスト、ノッキングな
どの問題を引き起こす恐れがあります。このような現象
が起きた場合は、車を整備に出す前に他の銘柄のガソ
リンをお試しください。

2.0L エンジン

このエンジンは、すべての排ガス要件に適合するように
設計されており、最低リサーチ・オクタン価（RON）91 以
上の高品質無鉛レギュラー・ガソリンを使用した場合に
満足のいく燃費と性能を発揮します。

メタノール

メタノール（メチル・アルコール）は、様々な濃度で無鉛ガ
ソリンに混合されています。3%以上のメタノールと他の
アルコール類を混ぜた混合ガソリンもみられます。メタノ
ールとガソリンの混合物を使用した結果として生じた問
題については、当社は責任を負いかねます。MTBE はメ
タノールが酸化したものですが、メタノールとは異なり悪
影響を及ぼしません。

警告!

メタノールが混合されたガソリンを使用しないでくださ
い。これらの混合ガソリンはエンジンの始動と車の操
作性に悪影響を及ぼし、燃料系部品が損傷する恐れ
があります。

エタノール

当社では、車を走行させる際に、エタノール含有量が
15%未満の燃料を使用することを推奨しています。信頼
できるサプライヤから燃料を購入することにより、この
15%の限度を超過したり基準外の特性を持つ燃料を使
用するリスクが下がります。エタノール混合燃料を使用し
た場合、エタノールのエネルギー含量が低いために燃費
が低下することが予測されますので、ご注意ください。メ
タノール混合ガソリンまたはエタノール混合燃料を使用
して生じた問題については、当社は責任を負いかねま
す。
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注意!

エタノールの含有量が 15％を超える燃料を使用する
と、エンジンの不具合、始動や操作時の問題、部品劣
化を引き起こす恐れがあります。こういった有害影響
は、車への永久的な損傷を引き起こす原因となりま
す。

空気清浄化ガソリン

今日、大気汚染のひどい地域においては特に、大気の
清浄化に寄与するようガソリンが調合されています。こ
のような新しい混合ガソリンは、燃料をきれいに燃焼さ
せるもので、「リフォーミュレーテッド（改質）ガソリン」と呼
ばれるものもあります。

製造メーカは、大気清浄化を図る様々な活動を支援して
います。このような混合燃料を使用することにより、お客
様も大気清浄化にご協力いただけます。

改質ガソリン

国の多くの地域では、「改質ガソリン」と呼ばれるクリーン
な燃焼ガソリンの使用が定められています。酸素添加物
が含まれる改質ガソリンは、車両の排ガス量を減らし、
大気環境を改善するために特別にブレンドされていま
す。

改質ガソリンの使用をお勧めします。適切に混合された
改質ガソリンは、エンジンと燃料系部品の性能と耐久性
を高めます。

非フレックス・フューエル車両に
E-85 を使用しないでください

非フレックス・フューエル車両（FFV）は、エタノール含有
量 15%（E-15）のガソリンと互換性があります。エタノー
ル含有量の多いガソリンを使用すると、新車限定保証が
無効になることがあります。

非 FFV 車両に誤って E-85 燃料を使用すると、エンジン
で以下のいずれか、あるいはすべての症状が発生しま
す。

● リーン・モードで作動する

● OBD II の「エンジン警告灯」が点灯する

● エンジン性能が下がる

● 冷間時のエンジン始動が困難になり、寒冷時の運転
性が下がる

● 燃料システムの部品が腐食する危険性が高まる

圧縮天然ガス (CNG) および液体プ
ロパン (LP) 燃料システムの変更

エンジンを CNG または LP で走行できるように改造する
と、エンジン、排気系統、フューエル・システム構成部品
を損傷することがあります。CNG または LP で走行したこ
とに起因する不具合はメーカーの責任ではなく、新車限
定保証が無効になります。

メチルシクロペンタジエニル・マンガ
ン・トリカルボニル（MMT）

MMT は、金属添加物を含むマンガンで、オクタン価を高
めるために一部のガソリンに混合されます。MMT を混合
したガソリンは、MMT を混合していない同じオクタン価の
ガソリンと比べても性能上の利点はありません。MMT を
混合したガソリンは、スパーク・プラグの寿命を短くし、一
部の車両のエミッション・システムの性能を低下させま
す。この車は、MMT を含まないガソリンを使用するよう
推奨されています。ガソリンスタンドのポンプにはガソリ
ンの MMT 含有量が示されていない可能性があります。
このため、ガソリンに MMT が含まれているかどうかをガ
ソリンスタンドの従業員に確認する必要があります。
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フルードと潤滑油

エンジン

部品 フルード、潤滑剤、純正部品

エンジン・クーラント
メーカの材料規格 MS.90032 の要件に適合した PARAFLU UP Formula OAT (Organic
Additive Technology) または同等品の使用をお勧めします。

インタークーラー — タイプ別装備
メーカの材料規格 MS.90032 の要件に適合した PARAFLU UP Formula OAT (Organic
Additive Technology) または同等品の使用をお勧めします。

エンジン・オイル - 2.0L エンジン

メーカの材料規格 MS-13340 の要件に適合した Mopar® API SP/GF-6A 認定の SAE
5W-30 フル合成エンジン・オイルの使用をお勧めします。同等品のフル合成 SAE
5W-30 API SP エンジン・オイルも使用できますが、API Donut 商標が必要です⇨ ページ

207。

注意！

推奨の API SP/GF-6A または同等のオイルを使用しないと、車両保証の対象とならない
エンジンの損傷を招くことがあります。

燃料の選択 - 2.0L エンジン リサーチ・オクタン価（RON）が最低 91。

シャーシ

部品 フルード、潤滑剤、純正部品

オートマチック・トランスミッション
Mopar® ZF 8/9 速 ATF オートマチック・トランスミッション・フルードまたは同等品のみを
使用してください。適切なフルードを使用しない場合、トランスミッションの機能や性能に
影響を与える恐れがあります。
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部品 フルード、潤滑剤、純正部品

トランスファ・ケース
Mopar® ATF+4 オートマチック・トランスミッション・フルードまたは同等品の使用をお勧
めします。

フロント・アクスル・ディファレンシャル
Mopar®ギヤおよびアクスル潤滑油（SAE 75W85）（API GL-5）または同等品の使用をお
勧めします。

リヤ・アクスル・ディファレンシャル（M200 販売コード DRZ） Mopar®ギヤおよびアクスル潤滑油（SAE 75W140）（API GL-5）の使用をお勧めします。

リヤ・アクスル・ディファレンシャル（M220 販売コード DRE/DRF）
Mopar®ギヤおよびアクスル潤滑油（SAE 75W85）（API GL-5）または同等品の使用をお
勧めします。Trac-Lok リミテッド・スリップ・ディファレンシャル装備モデルには、摩擦向上
添加剤が必要です。

ブレーキ・マスタ・シリンダ MOPAR® DOT 3 ブレーキ・フルード、SAE J1703 の使用をお勧めします。

パワー・ステアリング・リザーバ Mopar®電動ステアリング・ポンプ・フルードの使用をお勧めします。

フルード容量

US（米国） Metric（メートル単位）

燃料（およその数値）

2 ドア・モデル 17.5gal 66L

4 ドア・モデル 21.5gal 81L

エンジン・オイル（オイル・フィルタ交換時）

2.0L エンジン 5 qt 4.73 L
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US（米国） Metric（メートル単位）

冷却装置（クーラント・リカバリ・ボトルの最大レベルまで注入した場合）

2.0L エンジン 12 qt 11.4 L

2.0L エンジン・インタークーラ 3.7qt 3.5L

ホイールおよびタイヤ

説明

適正なホイール・ナット／ボルトのトルクは、ホイールを
車両に確実に正しく装着するのに非常に重要です。ホイ
ールを取り外して再び車両に取り付けるときには必ず、
正しく較正されたトルク・レンチで、6 角ディープ・ソケット
を使用してホイール・ナット／ボルトをトルク締めします。

規定トルク

ホイール・ナット
／ボルトのトル

ク

**ホイール・ナ
ット／ボルトの

サイズ

ホイール・ナット
／ボルトのソケ

ット・サイズ

130 ft-lb (176
N·m) M14 x 1.50 22mm

**正規ディーラーが推奨するホイール・ナット／ボルトの
みを使用し、汚れやオイルが付着しているときはきれい
に取り除いてから締め付けてください。

タイヤ取り付け前にはホイール取り付け面を点検し、腐
食や浮いた小片があれば取り除いてください。

スペア・タイヤのトルク仕様

ホイール・ナット
／ボルトのトル

ク

**ホイール・ナ
ット／ボルトの

サイズ

ホイール・ナット
／ボルトのソケ

ット・サイズ

71.5 ft-lb (97
N·m) M14 x 1.50 22mm

**正規ディーラーが推奨するホイール・ナット／ボルトの
みを使用し、汚れやオイルが付着しているときはきれい
に取り除いてから締め付けてください。

スペア・タイヤ・キャリア用のスペア・タイヤ・トルクは、ス
イング・ゲートに記載されています。

ホイール取り付け面

ホイール・ナット／ボルトを対角順に 2 回に分けて締め
付けます。ソケットがホイール・ナット／ボルトにしっかり
とはまっていることを確認します（不完全な挿入は行わ
ないでください）。
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トルク・パターン

40km（25 マイル）走行後に、ホイール・ナット／ボルトの
トルクを点検し、すべてのホイール・ナット／ボルトが正し
く締め付けられていることを確認してください。

警告!

力を加えると車がジャッキから滑り落ちる恐れがある
ため、車を降ろすまでホイール・ナット／ボルトは完全
に締め付けないでください。この警告に従わない場合
は、けがをする恐れがあります。

ホイール

タイヤのサイズと空気圧については、車両のドア・シルに
あるタイヤ・プラカード・ラベルを参照してください⇨ ペー

ジ 230。
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カスタマ・サポート

アシスタンスが必要な場合
FCAIO のディーラーでは、製品およびサービスがお客様
にご満足いただけるものであるよう常に心がけていま
す。整備その他に関する問題がありましたら、次のよう
にお願いします。

● 問題を正規ディーラーの担当者または責任者にご相
談ください。問題を早期に解決するためには、正規デ
ィーラーの販売責任者が最もふさわしい立場にあると
考えます。

● 日本

それでも問題が解決しない場合は、FCAIO までご連
絡ください。

Jeep®フリー・ダイヤル

地域の無料電話サービス番号

電話：0120-712-812

販売店にご連絡の際は、下記の内容をお伝えください。

● お客様のお名前、ご住所、お電話番号

● 車両識別番号（VIN）（この 17 桁の番号は、インストル
メント・パネル左隅にある、フロント・ウインドウ越しに
見えるプレートに記載されています。また、この番号
は車検証にも記載されています）

● 車両を購入し、整備を担当している正規ディーラー名

● 車両の納車日およびオドメータが示す現在の走行距
離

● 車両の整備記録

● 発生した問題とその状況に関する詳しい説明
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清掃 
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点滅表示灯 ......................................................189
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方向指示灯 ........................................122, 229

電球 .........................................................203, 227
電球（バルブ）、ランプ ............................ 203, 227
電球（バルブ）の交換 ............................. 227, 228
電源ソケット ..................................................... 102
電源ソケット、補助（電源ソケット） .................. 102
電動 ..................................................................100

アウトレット（補助電源ソケット） ..................100
インバータ ................................................... 103
ウィンドウ .......................................................31
シート ............................................................. 36
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オクタン価 ...........................................247, 249
ガソリン ........................................................247
タンク容量 ................................................... 250
フィラ・キャップ（ガス・キャップ） ................. 152
空気清浄化 ........................................ 247, 248
仕様 .............................................................249
添加剤 ......................................................... 247
補充 .............................................................152
要件 .................................................... 247, 250

燃料の補給 ......................................................152
廃棄

不凍液（エンジン・クーラント） .....................215
排気ガスに関する注意 .......................... 203, 204
排気装置 .................................................203, 212
半ドア .......................................................116, 117
半ドア警告灯 ...........................................116, 117
非常点滅表示灯 ..............................................189
不凍液（エンジン・クーラント） .................214, 250

廃棄 .............................................................215
腐食防止 ..........................................................239
負荷低減インテリジェント・バッテリ・センサ ... 114
負荷低減バッテリ・セーバ・オン ......................114
負荷低減バッテリ・セーバ・モード ...................114
負荷低減電力負荷低減機能 ..........................114
歩行者警告システム ....................................... 162
補助電源アウトレット .......................................102
補助電源アウトレット（電源アウトレット） ........ 102
方向指示灯 .............................................122, 229
無鉛ガソリン .....................................................247
油圧警告灯 ...................................................... 117
容量、フルード ................................................. 250
冷却装置 ..........................................................213

クーラント（不凍液）の選択 .......214, 249, 250
クーラント（不凍液）の補充 .........................214
クーラントの量 .............................................215
ご留意いただきたいこと ............................. 216
プレッシャ・キャップ .....................................215
ラジエータ・キャップ .................................... 215
使用済みクーラントの廃棄 .........................215
点検 .................................................... 214, 215
抜き取り、洗浄、注入 ................................. 214
冷却容量 .....................................................250

冷媒 ..................................................................209
漏れ、フルード ................................................. 203

数字

4WD ..................................................................146
システム ...................................................... 146
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シフティング .................................................146
操作 .............................................................146

4 ウェイ非常点滅表示灯 ................................ 189
4 輪駆動 運転 ..................................................146

A
AutoPark（オート P） ......................................... 137
AUX スイッチ .....................................................103

B
B ピラーの位置 ................................................231

D
Daytime Running Lights（デイタイム・ラン
ニング・ランプ） ................................................... 70

G
GVWR ............................................................... 153

K
Keyless Enter-N-Go™ ......................................... 19

パッシブ・エントリ .......................................... 19

L
Lights（警告灯） ................................................203

4WD .............................................................120
4WD オート ..................................................121
4WD パート・タイム .....................................121
4WD 整備 ....................................................119
Oil Temperature（オイル温度） ................... 117
SelecSpeed コントロール ........................... 122
STOP/START 整備 .......................................120
アクスル・ロッカ異常 ...................................121
アダプティブ・クルーズ・コントロール 121, 122
アダプティブ・クルーズ・コントロール整備 .119
イルミネーション・コントロール ..................... 72
イルミネーション・スイッチ、ヘッドライト ....... 70
ウォッシャ液不足 ........................................ 119
エアバッグ ................................... 45, 116, 202
エレクトロニック・スタビリティ・プログラ
ム（ESP）警告灯 .......................................... 118
エンジン警告灯（Check Engine） ................119
オート・ヘッドライト ........................................ 70
サイド・マーカ ..............................................229
シートベルト・リマインダ警告灯 ..................117
スウェイ・バー異常 ..................................... 120
スウェイ・バー表示 ..................................... 121
センタ・ハイ・マウント・ストップ ................... 230
タイヤ空気圧モニタ（TPMS） ............. 120, 185
デイタイム・ランニング .................................. 70
トラクション・コントロール ............................164
ニュートラル ................................................ 121
ハイビーム ............................................70, 122

ハイビーム／ロー・ビーム切替スイッチ .......70
パッシング ..................................................... 70
ヒル・ディセント・コントロール表示灯 122, 183
フォグ ..................................................121, 229
フューエル・フィラ・キャップ緩み ................ 119
ブレーキ・アシスト警告灯 ...........................164
ブレーキ警告灯 .......................................... 116
フロントおよびリヤ・アクスル・ロック .......... 121
ヘッドライト .................................................. 228
ライト消し忘れ警告アラーム .........................71
リヤ・アクスル・ロック ..................................121
リヤ・テール・ランプ .................................... 229
リヤの整備 ..................................................229
外部 ...................................................... 69, 203
室内灯 ........................................................... 71
整備 ....................................................227, 228
前方衝突警告 .............................................121
前方衝突警告の整備 .................................119
速度警告システム ...................................... 118
駐車 .............................................................121
停止／始動作動 .........................................121
電球（バルブ）の交換 ........................ 227, 228
燃料低下 .....................................................119
非常点滅表示灯 .........................................189
方向指示器 .................................................203
方向指示灯 ........................................122, 229

P
ParkSense

フロントおよびリヤ ...................................... 170
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ParkSense システム、リヤ ...............................170

S
Selec-Speed コントロール ............................... 184
START&STOP ....................................................139

T
Trac-Lok

リヤ・アクスル ..............................................148
TrailCam システム ............................................ 174

U
UCI（Universal Consumer Interface）コネクタ . 101
UCI コネクタ ...................................................... 101
Uconnect

Uconnect の設定 .......................................... 16
Uconnect の設定 

パッシブ・エントリのプログラミング ...............19
ユーザー選択機能 ........................ 16, 19, 130

あ

アクスル・フルード ............................................249
アクスル・ロック .......................................148, 149
アシスト、ヒル・スタート ....................................182

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）
（クルーズ・コントロール） .................................175
アラーム

システムのセット ............................................17
システムの解除 ............................................ 18
セキュリティ・アラーム ..........................17, 118

アラーム・システム
セキュリティ・アラーム ...................................17

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS） ......... 165
アンチロック警告灯 ..........................................118

い

イルミネーション・スイッチ
ヘッドライト .................................................... 70

インストルメント・パネル .................................. 108
エンジン オイルのリセット ...........................110
メニュー項目 ............................................... 110

インストルメント・パネル・ディスプレイ
Driver Assist（ドライブアシスト） .........111, 112
Messages（メッセージ） ...............................113
Off Road（オフ・ロード） ............................... 111
Screen Setup（画面設定） .......................... 113
Trip Info（トリップインフォ） .......................... 112
Vehicle Info（車両データ） ...........................111
Vehicle Settings（車両設定） ...................... 114
オーディオ ................................................... 113
スピードメータ ............................................. 111
位置とコントロール類 ................................. 109

インストルメント・パネル・レンズの清掃 ..........245
インバータ ........................................................103

電動 .............................................................103

う

ウインド・バフェッティング .................................. 32
ウィンドウ ..................................................... 28, 31

電動 ............................................................... 31
ウィンドウ・ガラスの曇り ..................................126
ウィンドウ・ストレージ .........................................79
ウォッシャ、フロントガラス ...................... 205, 206

え

エアコン ............................................................123
エアコン・システム .................................. 125, 209
エアコン・フィルタ ....................................126, 209
エアコン、操作のヒント ........................... 123, 126
エアコンのお手入れ ........................................ 209
エアコン冷媒 ....................................................209
エアバッグ 

エアバッグ・システムのメンテナンス ............54
エアバッグが作動したとき ............................ 53
エアバッグの作動 ......................................... 47
エアバッグ警告灯 ......................................... 45
エアバッグ予備警告灯 ................................. 46
お手入れ ....................................................... 54
フロント・エアバッグ ...................................... 46
ペットを乗せる場合 .....................................202
高度事故時反応 .................................. 54, 201
事象データ・レコーダ（EDR） .......................201
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無効、助手席側エアバッグ ...........................47
エアバッグ警告灯 ..................................... 45, 202
エタノール .........................................................247
エレクトリック・ブレーキ・コントロール・システム

アンチロック・ブレーキ・システム ............... 165
エレクトロニック・ロール・ミティゲーショ
ン .........................................................163, 165

エレクトロニック・スタビリティ・コントロール
（ESC） ............................................................... 163
エレクトロニック・スロットル・コントロール警
告灯 .................................................................. 117
エンジン ............................................................205

エンジンがかからない場合 ........................ 138
オイル ........................................ 207, 249, 250
オイル・フィラ・キャップ ............................... 205
オイル・フィルタ ...........................................208
オイル・レベルの点検 ....................... 205, 206
オイル、選択 ...................................... 207, 250
オイルのリセット ..........................................110
オーバーヒート ............................................ 197
クーラント（不凍液） .....................................249
ルームの種類 .............................................205
慣らし運転について ...........................205, 207
洪水、始動 .................................................. 138
合成オイル ..................................................208
始動 .............................................................136
車室 .............................................................205
燃料 要件 ........................................... 247, 250
排気ガスに関する注意 ..................... 203, 204
冷却 .............................................................213

エンジン・クーラント（不凍液）の補充 ..............214

エンジン警告灯（Check Engine） .....................119

お

オイル、エンジン ..................................... 207, 249
ディップスティック ...............................205, 206
フィルタ ........................................................208
フィルタの廃棄 ............................................208
圧力警告灯 ................................................. 117
合成 .............................................................208
識別ロゴ ......................................................207
推奨 ....................................................207, 250
添加剤 .........................................................208
点検 ....................................................205, 206
粘度 .............................................................250
廃棄 .............................................................208
容量 .............................................................250

オイルのリセット ...............................................110
オイルフィルタ、交換 ....................................... 208
オイルフィルタ、選択 ....................................... 208
オーディオ・システム（ラジオ） .........................128
オート・ダウン・パワー・ウィンドウ .....................32
オート・ドア・ロック .............................................. 21
オート・ハイ・ビーム ........................................... 70
オート・ヘッドライト ............................................. 70
オートマチック・トランスアクスル .....................142
オートマチック・トランスミッション .................... 143

ギヤ・レンジ .................................................144
フルードおよびフィルタの交換 ................... 218
フルードの交換 ........................................... 218
フルードの種類 .................................. 218, 249

フルードの補充 ........................................... 218
フルード量の点検 ....................................... 217
特別添加剤 .................................................218

オートマチック・トランスミッション・リンプ・
ホーム・モード .................................................. 145
オーバーヒート、エンジン ................................ 197
オクタン価、ガソリン（燃料） ....................247, 249
オフ・ロード・ページ .................................131, 132

アクセサリ・ゲージ ...................................... 132
ステータス・バー ......................................... 132
ピッチ＆ロール ........................................... 132
駆動系 .........................................................132

オンボード故障診断システム ......................... 122
お車の保管 ......................................................238
お手入れ ............................................................ 96

か

カーゴ
車両積載量 .................................................153

カーゴ・タイダウン ............................................106
カーゴ・ロード・フロア .......................................106
カーペット ......................................................... 242
カスタマ・サポート ............................................253
ガソリン、（燃料） .............................................. 247
ガソリン、改質 ......................................... 247, 248
ガソリン、空気清浄化 ............................. 247, 248
ガソリン微粒子フィルタ（GPF） .........................213
カップ・ホルダ

点灯 ............................................................. 101
カメラ、フロント ..................................................174
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カメラ、リヤ ....................................................... 170
ガラスの清掃 ...........................................241, 246

き

キー .................................................................... 13
交換用 ........................................................... 14

キー・フォブ
システムのセット ............................................17
システムの解除 ............................................ 18
追加キー・フォブのプログラム ......................14

キー・フォブのプログラム（リモート・キーレ
ス・エントリ） ........................................................14
キー・フォブの電池のメンテナンス（リモー
ト・キーレス・エントリ） ........................................ 13
ギヤ・レンジ ......................................................144
キャップ、フィラ

オイル（エンジン） ........................................205
ラジエータ（クーラントの圧力） ................... 215
燃料 .............................................................152

キャンピング・カーなどのけん引 .....................154

く

クーラント（不凍液）の選択 ..............................249
クルーズ・コントロール（スピード・コントロ
ール） ................................................................ 175

け

けん引 .............................................................. 199
キャンピング・カーなど ............................... 154
走行が不可能な車両 ................................. 199

けん引 モータホームの後ろ ............................154
けん引フック .....................................................200

こ

コネクタ
UCI ............................................................... 101
ユニバーサル・コンシューマ・インターフ
ェース（UCI） .................................................101

コンソール ........................................................ 100
フロア ...........................................................100

コンパクト・スペア・タイヤ ................................ 235

さ

サイド・ステップの取り外し ..............................154
サイバーセキュリティ .......................................128
サラウンド・ビュー・カメラ・システム ................ 170
サンルーフ ..........................................................96

し

シート .................................................................. 36
チルト .............................................................36

ランバ調整 ..............................................36, 38
可倒式と回転リヤ ......................................... 39
高さ調整 ........................................................ 37
調整 ........................................................ 36, 38
電動 ............................................................... 36

シートベルト ...............................................41, 202
アジャスタブル・ショルダ・ベルト .................. 44
アジャスタブル上部ショルダ・アンカ ............ 44
アジャスタブル上部ショルダ・ベルト・アンカ 44
シートベルト・プリテンショナ ......................... 45
ねじれ修正手順 ............................................44
プリテンショナ ................................................45
フロント・シート ........................................41–43
ラップ／ショルダ・ベルト ............................... 42
ラップ／ショルダ・ベルトのねじれ修正 ........ 44
ラップ／ショルダ・ベルト操作 ....................... 43
リヤ・シート .................................................... 42
警告灯 ........................................................... 41
衝突エネルギー低減機能 ............................ 45
操作説明書 ................................................... 43
点検 .............................................................202
妊婦 ............................................................... 44

シートベルト お手入れ .....................................245
シートベルト・リマインダ警告灯 .......................117
システム、リモート始動 ......................................15
システムの作動

セキュリティ・アラーム ...................................17
シフティング ......................................................142

オートマチック・トランスミッション ...... 142, 143
ジャッキ・アップ位置 ........................................ 192
ジャッキの操作 ....................................... 191, 192
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ジャッキ作業の手順 ........................................ 192
ジャッキ作業の準備 ........................................ 191
ジャンプ・スタート .............................................195
ショルダ・ベルト ..................................................42

す

スイング・ゲート、リヤ ......................................105
スウェイ・コントロール、トレーラ ......................165
スウェイ・バー・ディスコネクト

電子制御式 .................................................150
スタック、脱出 .................................................. 198
スタックからの脱出 ..........................................198
ステアリング ....................................................... 66

チルト・コラム .................................................66
ホイール・ロック .............................................68
ホイール、チルト ........................................... 66
ホイール、ヒータ式 ........................................66
電動 ............................................................... 66

ステアリング・ホイール・オーディオ・コント
ロール .............................................................. 128
ステアリング・ホイールのサウンド・システ
ム・コントロール ............................................... 128
ストレージ .....................................79, 91, 98, 100

シートの背後 ...............................................101
ストレージ（収納）、車両 .........................126, 238
スノー・タイヤ ................................................... 235
スノー・チェーン（タイヤ・チェーン） ................. 236
スペア・キー ........................................................14
スペア・タイヤ ................................ 192, 235, 236
スペア・タイヤの交換 .......................................191

せ

セキュリティ・アラーム ..................................... 118
システムのセット ............................................17
システムの解除 ............................................ 18

セレクタブル・タイヤ充填警告 .........................188
センタ・ハイ・マウント制動灯 ...........................230
セントリー・キー（イモビライザ） ......................... 15
セントリー・キーの交換 ......................................14

そ

ソフト・トップ ........................................................79
ソフト・トップ・ウィンドウ ......................................79

た

タイダウン・フック、カーゴ ................................106
タイヤ ..............................................203, 231, 235

コンパクト・スペア ....................................... 235
ジャッキ・アップ ........................................... 191
スノー・タイヤ .............................................. 235
スペア・タイヤ ........................... 192, 235, 236
チェーン .......................................................236
トレッド・ウエア・インジケータ ..................... 233
ホイール・ナットの締め付けトルク ............. 251
ラジアル ...................................................... 233
ローテーション .............................................237
安全性 ................................................230, 231
一般情報 ............................................231, 235

空気圧 ................................................231, 232
空気圧モニタ・システム（TPMS） ....... 120, 185
空転 .............................................................233
交換 .............................................................191
交換用 .........................................................234
高速 .............................................................232
負荷性能 ............................................231, 233

タイヤと積載情報のプラカード ........................231
タイヤの安全情報 ........................................... 230
タイヤ上のマーク .............................................231

ち

チェーン、タイヤ ...............................................236
チルト・ステアリング・コラム ...............................66

て

ディップスティック 
オイル（エンジン） ...............................205, 206

デフロスタ、フロントガラス ...............................202
テレスコピック・ステアリング・コラム ................. 66

と

ドア ......................................................................18
取り外し .................................................. 22, 25
取り外し、フロント ..........................................22
取り外し、リヤ ............................................... 25
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ドア・フレーム ..................................................... 26
取り外し ......................................................... 26
取り付け ........................................................ 26

ドア・ミラー ................................................... 32, 33
ドア・ミラー調節 ..................................................32
ドア・ロック 

オートマチック ................................................21
トップ

パワー・スライディング ..................................96
トラクション・コントロール .................................165
トランスアクスル

オートマチック ............................................. 142
操作 .............................................................142

トランスファ・ケース ..........................................217
4WD 走行 ....................................................146
お手入れ ..................................................... 217
フルード ....................................................... 249

トランスミッション ..............................................143
オートマチック .....................................143, 217
お手入れ ..................................................... 217
シフティング .................................................142
フルード ....................................................... 249

トレイル記録 .................................................... 133
トレーラ・スウェイ・コントロール（TSC） ............ 165
トレッド・ウエア・インジケータ .......................... 233

ね

ねじれ修正手順、シートベルト ..........................44

は

パーキング・ブレーキ .......................................141
ハード・トップ用 Sunrider® ................................94
ハイビーム／ロー・ビーム切替（イルミネー
ション・コントロール）スイッチ .............................70
パッシブ・エントリ ............................................... 19
パッシング .......................................................... 70
バッテリ .......................................... 116, 205, 206

キーレス・キー・フォブの交換 .......................13
ジャンプ・スタート ........................................195
充電装置警告灯 .........................................116

パドル・シフタ ................................................... 145
バニティ・ミラー ...................................................33
パワー・ステアリング・フルード ....................... 249
パワー・トップ・クォータ・ウィンドウ ....................98
パワースライディング・トップ ..............................96

クォータ・ウィンドウの取り外し ..................... 98
ピンチ保護 .....................................................96
操作 ............................................................... 96

パンクしたタイヤの交換 ................ 191, 230, 235
パンクしたタイヤの収納 .........................230, 235
バンパ・エンド・キャップの取り外し .................154

ひ

ヒータ／エアコン ..............................................123
オートマチック ............................................. 123

ヒーテッド・ステアリング・ホイール .................... 66
ヒーテッド・ドア・ミラー ........................................33

ヒューズ ............................................................218
ヒル・スタート・アシスト .................................... 182
ヒル・ディセント・コントロール .......................... 183
ヒル・ディセント・コントロール表示灯 .............. 183

ふ

ファブリックのお手入れ ................................... 240
ファブリック製トップ ..........................................240
フィルタ 

エアコン ..............................................126, 209
エンジン オイルの廃棄 ...............................208
エンジン・オイル ..........................................208

フォグ・ライト ..................................... 71, 121, 229
フォグ・ライト、リヤ ..............................................71
フォグ・ライト、整備 ..........................................229
フューエル・フィラ・キャップ .................... 152, 153
ブラインド・スポット・モニタ .............................. 166
フリーダム・パネル .............................................91
プリテンショナ 

シートベルト ...................................................45
フルード、ブレーキ ...........................................249
フルード容量 ....................................................250
フルード量の点検 ............................................ 217

エンジン・オイル .................................205, 206
ブレーキ ...................................................... 216

ブレーキ・アシスト・システム ........................... 166
ブレーキ・システム .................................. 141, 216

アンチロック（ABS） ......................................141
フルードの点検 ........................................... 216
マスタ・シリンダ ........................................... 216
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警告灯 .........................................................116
駐車 ............................................................. 141

ブレーキ・フルード ...................................216, 249
ブレーキ／トランスミッション・インターロック ..143
ブレーキについて .............................................141
プログラミング機能 ..........................................128
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トップ、ドアの取り外し、およびフロントウィンドウを下げる際は、取扱説明書のすべての指示に従ってください。ドアを取り外し、フロントウィンドウを下げた状態で運転するのはオフ・ロード
専用です。FCA US LLCでは、運転者の道路への注意がそれる恐れがある機器や機能を使用する場合は、十分な注意を払って扱うことを強く推奨します。
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